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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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日時・場所　不明




録音開始



　世よ々よ結ゆい嘉かによる、犯罪ゲーム。

　彼かの女じよは己おのれの正義のため、なにより愉しむため、ゲームに勝ち続けたのです。

　……失礼、いきなり総そう括かつでしたね。まず〈心壊者オルドルサイド〉から説明しましょう。

〈心壊者オルドルサイド〉とは、ある特とく殊しゆな能力を持った人たちです。【他者の自じ我がを改かい竄ざんする】能力を。

　この『自じ我が』とは、思考・感情・記き憶おく・精神のことです。

　名の由来は、ｏｒｄｒｅ（秩ちつ序じよ）に、接せつ尾び語ｃｉｄｅ（殺す）を付けた合成語とか。すなわち、『秩ちつ序じよを殺す者』たち。

　わたくしたちは、通つう称しようの〈彼かれら〉で済ますことも多いですがね。

　ここで誤解しないでいただきたいのは、〈彼かれら〉も、あなたと変わらぬ人間ということです。ただ、人間である以上は、悪に魅み入いられた者たちも出てきてしまう。

〈彼かれら〉が己おのれの能力を悪用するとき、混こん沌とんが生まれます。『秩ちつ序じよを殺す者』の名に恥じません。

　たとえば──無害な人の記き憶おくを改かい竄ざんし、連続殺人鬼きに変えることも可能です。その人の記き憶おくに、『快楽殺人を繰くり返かえして来た自分』を、編あみ込こめば良いのですよ。

　とはいえ、〈彼かれら〉も万ばん能のうではありません。〈彼かれら〉が使える能力には制限が存在しますし、クリアせねばならない能力の発動条件も忘れてはいけません。

　え、〈彼かれら〉の見分け方ですか？　ないですよ、そんなもの。

　あなたのお義と父うさんが〈彼かれら〉だとしても、気づきようがないわけです。向こうが、あなたに能力を使いでもしない限りは。

　ゆえに零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんは、知力を尽つくすのです。犯罪に手を染めた〈彼かれら〉を捕とらえるために。

　より優すぐれた頭脳を持っているのは、どちらなのか？　相手を出だし抜ぬくのは、どちらなのか？　いわば、零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんと〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者との、知ち恵え比くらべ。

　あら、零ぜろ局きよくさえご存じない？

　零ぜろ局きよくとは、戦後に創設された極ごく秘ひ機関です。使命は、大きく分けて２つ。１つは『隠いん蔽ぺい』。

〈彼かれら〉が生まれるのは、ある理由により、日本国民だけですからね。そんな〈彼かれら〉を他国から、さらには自国民からも隠いん匿とくし続けることです。完全なる情報統制システムを用いて。

　そして、もう１つが『捜そう査さ』です。〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者を捕とらえ、この国の秩ちつ序じよを守るために。その役目を担になうのが、精せい鋭えいである零ぜろ局きよく捜そう査さ官かん。

　ええ、わたくしは零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんでした。あの方たちも。すべての中心にいた、わたくしの大切な友人たち──世よ々よ結ゆい嘉か、蒼あお井い諒りよう助すけ。

　お２人に、もう会えないと思うと、わたくしは……あの、少し休きゆう憩けいしても？


録音中止
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２０１８年　８月15日　お昼ごろ






「ボクの人殺しは、どこにいるのだ？」

　おれが繁はん華か街の雑ざつ踏とうの中を歩いていると、後ろから不満げな声がそう言った。誰だれの発言かはわかっている。立ち止まってから、後ろを振ふり返かえった。

　わが相棒が、腰こしに両手を当て、こちらを睨にらんでいる。

　16歳さいの少女が。

　右目は穏やかな空色だが、左の瞳ひとみは溶よう岩がん流のように熱を宿した真しん紅く。華きや奢しやな肢し体たいを包むようにして流れているのは、白銀の長い髪かみ。まぁ何か所かでは、驚おどろくべき生命力を持った寝ねぐせが、潑はつ溂らつと跳はねているわけだが。

　少女の透すき通とおるような肌はだを隠かくすのは、修道服を思わせる学校の制服。その上から漆しつ黒こくのジャケットをはおり、トレードマーク的なフードを被かぶっている。これがデフォルメされたオオカミの耳ときた。

　そんな少女の名は、世よ々よ結ゆい嘉か。

「おい結ゆい嘉か。いきなり、訳のわからないことを言うな」

　結ゆい嘉かが手品よろしく右手に出現させたのは、棒付きキャンディ。それをくわえてから、思い出したように溜ため息いきをついた。

「こら。ボクの助手である蒼あお井い諒りよう助すけなら、訳くらいはわかるはずだよね。ボクたちは零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんじゃないか。それなのに、仕事がないじゃないか。ずっとボクは死体みたいなものだよ、腐くさることしかやってないのだ」

　饒じよう舌ぜつな結ゆい嘉かを見つめて、おれは言った。

「で？」

　結ゆい嘉かは上うわ目め遣づかいで、おれを見る。

「リョウくん。ワクワクする殺人事件をもらえると、ボクは嬉うれしくてハグしちゃうよ」

　呆あきれた。本当に呆あきれた。

「なーにが殺人事件だ。お前みたいな不ふ謹きん慎しんな奴やつは、捜そう査さ官かん失格だからな。だいたい、お前には学業があるだろ。零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんと高校生を兼けん業ぎようしていることを忘れるなよ」

「ふうむ、学業ねぇ」

　結ゆい嘉かは眉み間けんにしわを寄せて、考かんがえ込こむポーズを取った。

「クラスのパワーバランスを狂くるわせ、いじめっ子をいじめられっ子にジョブチェンジさせたよね。生意気な上級生たちの耳元で、心の急所を抉えぐる言葉を囁ささやき、泣かせたよね。心理操作を駆く使しして、教きよう諭ゆにポッキー一本を１万円で売ったよね」

　かくして満足そうにうなずいた。

「学業では、もう思い残すことはなにもないよ。痛っ！　なにするのかな、リョウくん」

　結ゆい嘉かの額にデコピンしてやったのだ。

「お前、学校というものを舐なめているだろ」

　結ゆい嘉かは腕うで組ぐみした。

「舐なめる価値もないのだ。ボクが舐なめるのはアメくんだけ。ところで──」

　アメくんを舐なめながら周囲を見回し、

「こうしてまわりを見ると、誰だれもかれも、ロクでもない人生を歩んでいるようだ」

　都内の繁はん華か街だけあって人通りは激しい。濁だく流りゆうの如ごとき、という感じだ。

　その流れを阻そ害がいしているのが、突つっ立たっているおれたち。はた迷めい惑わくだよな、とは思うが、結ゆい嘉かは動く気がないらしい。

　にしても、暑い。40[image: ]近くの猛もう暑しよ日。スーツのジャケットは片かた腕うでにかけ、ネクタイは緩ゆるめてある。捜そう査さ官かんたるもの、ビシッと決めたいが、この熱気には敗北だ。ベストも脱ぬぎ捨すてようかと思ったが、そこはなんとなく意地で我が慢まん。

　一方、厚着といえる結ゆい嘉かだが、なぜか涼すずやかそうだ。汗あせ一つかいていない。コイツのまわりだけ、気温・湿しつ度どが快適空間になっているとでもいうのか。

「……結ゆい嘉か。みんながみんな、お前みたいに不満を抱いだいているわけじゃないからな」

「ふむ。では例を示してあげるよ。あっちの男」

　結ゆい嘉かが指さした先には、パンチパーマに厳いかつい顔をした、年のころ30の男がいた。皺しわだらけのスーツ姿。指は全部そろっているが、いかにも『その筋』だ。

「ひと様を指さすな」

　おれの注意などどこ吹ふく風で、結ゆい嘉かはほざいた。

「彼かれは、ブラック企き業ぎようの勤め人だね。離り婚こんしたばかりで、子供に会わせてもらえないようだ」

　結ゆい嘉かの推理力は認めているおれだが、ここは言わせてもらおう。

「お前な、適当なことを言うなよ」

「見たまえ、リョウくん。左手の薬指にある指輪の痕あと、これが離り婚こんしたばかりと物語るよ。アニメ柄がらの派手なネクタイをしているね。当人の趣しゆ味みというより、子供からのプレゼントさ。子供に会えぬ寂さびしさから、勤め先でもしているのだね。彼かれの手首が腫はれているのは、長時間、パソコン仕事をさせられている証しよう拠こだ」

　こういうときの結ゆい嘉かの言うことは、まず正しい。癪しやくだが。

　結ゆい嘉かはクスっと笑った。

「まぁ、パンチパーマ氏は、マシなほうだ。たとえば、あっちの男」

　２番目の通行人を、結ゆい嘉かがビシッと指さす。

　疲つかれた顔の男だ。花形のネクタイピンを留とめ、長なが袖そでジャケットを着ている。

　仕方ない、結ゆい嘉かのゲームに付き合ってやるか。

「あの男性は、営業職と見た。あと指さすな」

　結ゆい嘉かは首を横に振ふった。

「彼かれは、人生をやり直したいヤクザだよ」

　いくら結ゆい嘉かでも、この推理には無理がある。

「彼かれがヤクザ？　冗じよう談だんだろ」

　結ゆい嘉かは、『これだから、リョウくんの脳のう味み噌そはたいしたことないのだ』顔をした。この顔、よくするんだよな、コイツは。

「長なが袖そでのジャケットで、腕うでの入いれ墨ずみを隠かくしているのさ。なにより、あのネクタイピンは社章ではなくて、代だい紋もんだよ。あの顔を見れば、銀行口座さえ作れない暴力団員という肩かた書がきに、嫌いや気けが差しているとわかるね」

「……なるほど」

　いまだ結ゆい嘉かが、男を指さしているのに気づいた。

「こら、ヤクザを指さすな。事務所に連れていかれるだろうが」

「キミが捜そう査さ官かんの身分証を見せたら、ヤクザも土下座してくるよ。はい、次に行ってみよう」

　機き嫌げんが良くなってきた結ゆい嘉かが、３番目の通行人を指さす。

　今度は、制服の中学生だ。よく日焼けした肌はだから、体育会系の部活とわかる。ただ松まつ葉ば杖づえを突いているので、練習中に怪け我がをしたのだろう。

　おれは自分の推理を口にした。

　結ゆい嘉かは「リョウくんにしては、まずまず」と偉えらそうに言う。それから、

「体育会系の部活、だけは正解だね。あとは外れ。あの子は、ただのスマホ中毒だね」

「なんでそうなる？　スマホなんか持ってないだろ」

「さっきから何度もポケットに手を入れ、そのたび苛いら立だちの顔だ。いつもならそこにあるスマホが、いまはないからだ。歩きスマホ中に事故にあい、大怪け我がをした。それで両親にスマホを没ぼつ収しゆうされたのさ」

　おれは腕うで組ぐみした。

「さようですかい」

　結ゆい嘉かは両りよう腕うでを広げ、満足そうに言った。

「これで、誰だれもかれもが不満足であると証明したわけで、痛っ！」

　２発目のデコピンである。

　なにはともあれ納なつ得とくしたらしい、結ゆい嘉かが歩き出す。おれもそばに付いて行く。

　やれやれ。結ゆい嘉かが立ち止まれば、おれも止まる。結ゆい嘉かが進めば、おれも進む。なんだか、おれの人生そのものみたいだ。

　前方のスクランブル交差点の信号が、ちょうど青になった。そのまま横断歩道へと出る。

　しばらくして、すぐ近くをパンチパーマ氏と営業風ヤクザ氏が歩いていることに気づいた。彼かれらが信号待ちしているあいだに、追いついていたようだ。

「なあ、結ゆい嘉か──なんだ？」

　気づくと、結ゆい嘉かはある通行人を凝ぎよう視ししている。

　３歩ほど斜ななめ前を歩いている男だ。

　その男について後ろ姿からわかるのは、中肉中背で、Ｔシャツにスラックス姿。右手にアンティークな腕うで時計どけいをはめ、左脇わきにくしゃくしゃの新聞紙を挟はさんでいる。どこか体調でも悪いのか、ギクシャクした足取りだ。

「結ゆい嘉か。あの男がどうかしたのか？」

　アメを味わいつつも、結ゆい嘉かは小首を傾かしげた。

「どうかしたのかなぁ？　なにか気になるけど……ふうむ」

　スクランブル交差点の中間に差しかかる。

　くだんの『男』が、壁かべにでもぶつかったように、急に立ち止まった。ぎこちない動きで、新聞紙を開き、右手でナイフを取り出す。

　刃は渡わたりが30センチはある、サバイバル用だ。

　太陽の光を反射して、刃はがぎらりと光る。

　おれが警告の声を発する前に、刃はが一いつ閃せんした。『男』のすぐ隣となりにいた、パンチパーマ氏の頸けい動どう脈みやくを切きり裂さく。

　ジェット噴ふん射しやの如ごとく鮮せん血けつが噴ふき出だし、『男』を赤く染め上げる。『男』のカっと見開いた眼球へも、血が降りかかる。

　しかし、それが『男』の動きを抑よく制せいすることはなかった。『男』はぎこちないながらも、迷いのない動きで前方へ２歩だけダッシュ。

　事態に気づいていなかった営業風ヤクザ氏の肩けん甲こう骨こつの間へと、サバイバルナイフを突つき刺さす。背骨を砕くだいたらしく、ぐしゃりという音がした。勢いよく引ひき抜ぬくと、水道管が破は裂れつしたように血が噴ふん出しゆつする。

　このときには周囲の人々も悲鳴を上げ、『男』の次の犠ぎ牲せい者になるまいと逃にげ出し始めていた。

　だが『男』の凶きよう行こうに気づいているのは、まだ半径10メートルくらいに留まっている。この人々が、唐とう突とつに流れを変えたものだから、辺りで人体衝しよう突とつが多発。転てん倒とう事故へと発展している。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、おれがなにをしていたかというと──

　突つっ立たっていた。

　ショックのあまり身体からだが、思考が固まっていた。

　血まみれの死体なら、６年前に見たことがある。だが目の前で人が殺されるのを目もく撃げきしたのは、初めてだ。

　動かねばならないと、わかっているのだが。やるべきこと、優先事じ項こう、命に代えてもしなくてはいけないこと。

　世よ々よ結ゆい嘉かを守らねば。

　自分の拳こぶしを顔面に叩たたき込こんで、情けない金かな縛しばり状態を解く。ついで結ゆい嘉かを抱だきかかえ、よし、あとは死ぬ気で走ろう。

　結ゆい嘉かがおれの耳元で言った。

「蒼あお井い諒りよう助すけや。選せん択たく肢しは２つだよ。闘とう争そうか、逃とう走そうか」

　それから、からかうような口調で続ける。

「ボクのお勧すすめは、断然、逃げるほうだね。次の犠牲者が出ようとも、ボクらの知ったことじゃないものね」

　まったく、コイツは。

　おれは急停止して、結ゆい嘉かを降ろした。

「結ゆい嘉か。お前は逃にげろ。おれは、あのイカレ野や郎ろうを止める」

　おれは反転して、『男』のいるほうへと駆かけた。進行方向から、逃にげてくる人たちの波ができており、これをかき分けて行く。

　気づくと、結ゆい嘉かが並へい走そうしていた。追いかけてきたらしい。

「こんな楽しいこと、ボク抜ぬきでやろうと思っちゃ困るよ。だいたい、リョウくんはボクがいないとダメなのだからね。ほれ、あげる」

　結ゆい嘉かが放ったのは、松まつ葉ば杖づえだ。さっきの中学生を見つけて、徴ちよう収しゆうしたわけだな。

　おれは松まつ葉ば杖づえをキャッチした。

「おれの後ろにいろよ！」

　結ゆい嘉かは朗ほがらかに答える。

「了りよう解かいしてあげるよ」

　人波がふいに消えたと思ったら、『男』と対たい峙じしていた。彼ひ我がの距きよ離り、３メートル。『男』は右手をだらりと下げている。握にぎるサバイバルナイフの刃はは、生温かそうな血液でグッショリと濡ぬれていた。

　おれは松まつ葉ば杖づえを構える。棒術なら習ったが、実戦はこれが初めてだ。

「結ゆい嘉か。戦略を聞かせてくれ」

　おれの後ろから、結ゆい嘉かの声。

「あいにく、格かく闘とう方面はハギちゃんの専門だからね。ボクに言えることは、ただ１つ」

「なんだ？」

　結ゆい嘉かがおれの背中を叩たたいた。

「殺されないようにしようね！」

　これが最年少で零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんとなった天才のアドバイスだろうか？

　とにかく、武ぶ器きのリーチの長さはこっちのほうがあるのだ。そこを活いかすしかないだろう。

　おれは改めて『男』を見る。ふいに気づいた。『男』の双そう眸ぼうにあるのは虚きよ無むだけだ。人間性を感じさせるものが、なにもない。まるで死人のようだ。

　おれは疑念をそのまま口にする。

「あんた、生きているのか？」

　我ながら間ま抜ぬけな質問だが、同時に重要な問いのように思えた。

『男』が動く。右手を勢いよく上げたが、このとき長い刃はが彼の太ももの肉を削けずり取とった。スラックスに血が滲にじみ出す。

　敵が片足を負傷したことで、少しはこちらに勝機が見えて来たか？　『男』自身は、痛みを感じている様子はない。それでも動きが制限されるようになったはずだ。

　次に起きたことは、我わが目を疑うことだった。

　結ゆい嘉かでさえ、「ほう、そう来るとはね」と呟つぶやくほどに。

『男』が、自らの胸部へと刃はを突つき刺さしたのだ。肉が裂さかれる音。刃はは体内へと飲のみ込こまれていき、胸からは柄つかだけがのぞいている。その柄つかを見下ろし、首をひねる。

　まるで、こう言っているようだ。

〔あれ、俺おれの胸から、変なものが突つき出だしているな？〕

『男』が顔を上げる。その目はもう虚うつろではなかった。純然たる恐きよう怖ふが宿っていた。いまなら、「生きているのか？」なんて、バカな質問はしない。

『男』は口を開き、

「た……たすけ………」

　巨きよ木ぼくが倒たおれるように、ゆっくりと仰あお向むけに倒たおれた。両目から生命が失われていく。

　どうして、こんなことになった？

　おれが木で偶くの坊ぼうと化している間にも、結ゆい嘉かはやるべきことをやってくれた。パンチパーマ氏と営業風ヤクザ氏のもとへ行き、脈があるかを確かく認にんする。しかし、２人ともすでに絶命していたようだ。

　結ゆい嘉かが合がつ掌しようする。その表情は神しん妙みようだ。

　おれは屈かがんで『男』のまぶたを閉じた。彼かれは殺人鬼きだ。それでも最後に見せた表情には、人間らしさがあった。

　結ゆい嘉かがおれのもとに戻もどってきた。もういつもの世よ々よ結ゆい嘉かで、その顔を輝かがやかせている。

「なんということだろうね、ボクの願いが叶かなうとはね」

「そこはせめて、罪悪感をこめて言えよ」

　むろん結ゆい嘉かの発言が、この凶きよう行こうを引き起こしたわけではないがな。

「結ゆい嘉か。一体なにが起きたんだ？」

　おれがそう問うと、少女の瞳ひとみに鋭するどさが生まれる。世よ々よ結ゆい嘉かは、獲え物ものを見つけたのだ。

　新しい棒付きキャンディを口に『装そう塡てん』して、

「この事件、裏に〈心壊者オルドルサイド〉の臭においがするね」

〈心壊者オルドルサイド〉犯罪だというのか？　それなら、零ぜろ局きよくの管かん轄かつだ。

　まてよ。ということは──

「お前の、おれたちの初事件なのか」
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２






　無差別殺傷の起きたスクランブル交差点には、まず交番勤務の制服警官が現れた。彼かれは、自分がもっと早く駆かけつけていれば、と悔くやんだ。

　数分して、零ぜろ局きよくの機動要員がやってきた。結ゆい嘉かに呼ばれた彼かれらは、管かん轄かつ権を示して、現場を保全してくれた。ただし零ぜろ局きよくは表向き、別の名めい称しようで通っている。

　零ぜろ局きよくそのものが極ごく秘ひであるため、一種の『ニセ身分』だ。今回も、正しくはこの『ニセ身分』の管かん轄かつになったわけだ。

『ニセ身分』の機関は時代の移ろいとともに変わってきたが、零ぜろ局きよくは揺ゆるぎなく存在し続けた。〈心壊者オルドルサイド〉すなわち〈彼かれら〉を研究し、〈彼かれら〉の犯罪を取とり締しまるために。

　同時に、〈彼かれら〉の存在を世界から隠いん滅めつしてきたのも、零ぜろ局きよくだ。

　ネット社会になった現在でも、〈彼かれら〉の情報を統制し続けている。どんな魔ま法ほうを使っているのだか。

　警察機関に対してさえも、〈彼かれら〉の存在は秘ひ匿とくしているらしい。

　そのわりには管かん轄かつ権を余よ裕ゆうで奪うばえてしまう。なぜだろう？　一説には、警察のトップが実は、零ぜろ局きよくの者なのだとか。さすがに、それはないと思う、が。

　零ぜろ局きよくの名の由来も、諸説ある。捜そう査さ官かんの中でもっとも支持を集めている説が、『戦後の焼け野原の中、【零ぜろ】から生まれたから』説。

　それ以来、零ぜろ局きよくは暗あん躍やくし続けてきた。

「冷静に考えると、恐おそろしい機関の一員になってしまった。先が思いやられる」

「だが蒼あお井い諒りよう助すけは思うのだ。給料はたくさんもらえるのだ、と」

「そうそう給料は──って、おい。勝手に、おれの心の声を担当するな。だいたい零ぜろ局きよくに入ったのは、カネとは関係ないだろうが」

　結ゆい嘉かは悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんだ。

「ならリョウくん、余計なことは考えないで、仕事しなきゃ。〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者の首を取って、上層部に世よ々よ結ゆい嘉かの名を知らしめる、絶好のチャンスだ」

　結ゆい嘉かはナイロン手て袋ぶくろをはめて、無差別殺傷を起こした男の死体の脇わきに屈かがみ込む。こんなときも口には棒付きキャンディ。なぜいつも、アメを舐なめているのか。

　かつて結ゆい嘉かは、こう答えた。「ボクのように、つねに脳をフル稼か働どうさせている女の子には、糖分が欠かせないのだ。かの偉えらそうな探たん偵ていが、７パーセント溶よう液えきを必要としていたように、だ」

　そんな結ゆい嘉かは、くだんの男のポケットから財さい布ふを見つけ出し、免めん許きよ証を確かめた。

「ふむ、リョウくん。この男は、秋あき山やま徹とおるというそうだね」

　財さい布ふの中からレシートを見つけて、

「おや。秋あき山やまくんは、駅ビルの書店で書しよ籍せきを購こう入にゆうしているね。15分前のことだ。駅ビルからだと、このスクランブル交差点まで歩いて10分。秋あき山やまくんが無差別殺傷を開始したのは、いまから５分は前だね。さて、なにがわかったかな？」

「秋あき山やまは本を買い、まっすぐこの現場まで来たが、本は途と中ちゆうで捨てたようだ──ってことだろ？」

　結ゆい嘉かは『ダメダメだね』という表情で、

「これから無差別殺傷を起こそうという人間は、本なんか買わないということだよ」

「駅ビルにいたときは、無差別殺傷なんかする気はなかった？」

「そうだね。そして、スクランブル交差点に来る間に『よーし、人を殺しまくろう』と、ふいに閃ひらめいたのだねぇ。そうしたら、都合よくサバイバルナイフも拾いましたとさ。または──」

「秋あき山やまは、〈心壊者オルドルサイド〉の支配下にあったってことだな」

　それなら、秋あき山やまの不可解な点を説明できる。人々を襲おそっているときの虚うつろな目や、自らにナイフを刺さしたあと、うろたえていたことも含ふくめて。

　結ゆい嘉かは楽しそうに言う。

「まだ確定はできないけどね。秋あき山やまの目が虚うつろだったからといっても、それは薬物によるものかもしれないし。ただ、興味深いバグはあったね」

「バグだって？」

「秋あき山やまは左ひだり利ききなのに、右手でサバイバルナイフを使ったよね。〈心壊者オルドルサイド〉の支配下では、こういうバグがよく起こるものだよ」

　結ゆい嘉かの悪いところは、助手への説明不足を連発するところだ。

「まて、まて。秋あき山やまが左ひだり利ききって、どうしてわかる？」

「秋あき山やまは、右手に腕うで時計どけいをしているからさ」

　結ゆい嘉かは、秋あき山やまの右手にはめられた腕うで時計どけいを指さす。

「ご丁てい寧ねいなことに、左ひだり利きき用の腕うで時計どけいだしね。右利ききモデルは３時の位置にリューズがあるけど、左ひだり利ききモデルは９時の位置にあるのさ」

「なるほど。秋あき山やまは利きき腕うででないほうで、凶きよう器きを使ったのか」

　結ゆい嘉かの携けい帯たい電話が鳴った。見た目はどこにでもあるスマホだが、零ぜろ局きよくが支給している携けい帯たい端たん末まつだ。捜そう査さに活用できる多た彩さいなアプリが入っている。

　通つう称しようは、零ぜろ端たん。味も素っ気もない。

　結ゆい嘉かは零ぜろ端たんのメッセージを読んだ。

「ほう。陽ひ菜なちゃんが、近くに来ているようだね。ここは会計課員に任せるとして、ボクたちも合流しよう」

　会計課員とは、零ぜろ局きよくの機動要員。零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんのサポートをするのが役目だ。いまも現場保全をしてくれている。

「陽ひ菜なか。あいつといると、疲つかれるからなぁ」




　結ゆい嘉かとともに向かったのは、スクランブル交差点から３ブロック離はなれたところにあるカフェだ。そこのテラス席に座すわっている少女こそ、米よね盛もり陽ひ菜な。

　かつて陽ひ菜なは、ブラックハッカーだった。

　とくに悪名高いのが、『ＷＡＮＫＯ』を開発し、拡散したこと。これはランサムウェアの一種で、感かん染せんするとパソコンのファイルが暗号化されてしまう。

　身みの代しろ金きんを払はらうとファイルを復元してもらえるが、実はすでにデータをごっそりと盗ぬすまれたあと。とくに企き業ぎようの極ごく秘ひ情報を抜ぬかれ、ネット上で売られるという２次被ひ害がいが相次いだ。

　ちなみに名前の由来は、感かん染せんしたパソコンがある画像で固まることから。保健所のガス室に入れられた子犬の画像で。

　これぞ、米よね盛もり陽ひ菜なの作風。

　名が売れたのはいいが、それで零ぜろ局きよくに目を付けられた。身み許もとを暴かれ、御ご用よう。刑けい務む所しよに行かないかわりに、零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんとなった。

　陽ひ菜なは19歳さい。切れ長の目、雪白の肌はだ、腰こしまで伸のばした黒い髪かみ。今日は純白のワンピースを着ており、まるで深窓の令れい嬢じようだ。

　ただし、この令れい嬢じよう、目の下にはブラックホール然としたくまがあり、嬉き々きとして零ぜろ端たんを弄いじっている。

「やっほう、陽ひ菜なちゃん。なーにしているの？」

　結ゆい嘉かが向かいの席に座すわると、陽ひ菜なはハッとして顔を上げた。

「世よ々よ結ゆい嘉かさん、蒼あお井い諒りよう助すけさん」

　それから零ぜろ端たんを隠かくすようにして、

「いえ、なにも……零ぜろ端たんで、無料Ｗｉ‐Ｆｉスポットのアクセスポイントを装よそおい、接続してきたよそ様のデバイスにマルウェアを仕し込こんでいたりはしませんよ。バックドアを作って、情報を盗ぬすみまくり、とかしていませんよ」

　おれは呆あきれた。

「お前、ブラックハッカーをやめると誓せい約やくしているよな？」

　すると陽ひ菜なは、木星より重たそうな溜ため息いきをついた。

「そうです。わたくしはもう、ブラックハッカーではないのです」

「そんな、この世の終わりみたいな顔をしなくても」

「蒼あお井いさんは、アフリカの格言をご存知ありませんか？　『鷹たかは空を飛んでこそ鷹たかなのだ』。わたくしは翼つばさをもがれた鷹たかですよ。二度と空を飛べず、生きる意味もない。あぁ、死にたいです」

　結ゆい嘉かが陽ひ菜なの頭を『よしよし』と撫なでる。

「陽ひ菜なちゃん、可哀かわいそうに。けど絶望することはないよ。これからは、ボクがキミに翼つばさをあげよう。捜そう査さのため、あらゆるところをハッキングする機会を与あたえよう。キミはボクのために飛び続けるのだ、年中無休で」

　陽ひ菜なは感かん涙るいしながら、結ゆい嘉かに抱だきついた。

「世よ々よさん！　わたくし、世よ々よさんのために飛び続けます、年中無休で」

　米よね盛もり陽ひ菜なが、株式会社ヨヨユイカというブラック企き業ぎように就職しました。

　上じよう機き嫌げんな結ゆい嘉かは、テーブルを太たい鼓このようにして、リズミカルに叩たたく。オオカミ・フードが頭の上で跳はねた。

「さっそく移動指揮車に乗のり込こみ、捜そう査さ開始だよ！　盛り上がってきたね！」

　これから、ジェットコースターに乗のり込こむような反応だな。




　移動指揮車は、最前線で捜そう査さするため、チームに１台ずつ配備される。

　このチームとは、いわば最小単位の捜そう査さ本部だ。零ぜろ局きよくの方針は少数精せい鋭えいであり、６人前後で１つのチームを作り、捜そう査さに当たらせている。偶ぐう然ぜんだが、オオカミの群れ的とも言えるわけだ。

　チーム同士で縄なわ張ばり争いが起きないよう、事件は『見つけたもの勝ち』。秋あき山やまの件は結ゆい嘉かが見つけたので、結ゆい嘉かのもの。つまり、結ゆい嘉かをリーダーとするチームのもの。

　女子高生にチームを任せるというのは常識的にありえないが、そもそも零ぜろ局きよくは超ちよう法規的な機関といえる。いわば常識の埒らち外がいにある。

　そう考えると、結ゆい嘉かとは相あい性しようぴったりだ。結ゆい嘉かも、常識なんかは水洗トイレに流してやれ、という性格なので。

　なにより、結ゆい嘉かは２つの理由で捜そう査さ官かんにふさわしい。〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者を狩かる才能に恵めぐまれている。

　そして、〈心壊者オルドルサイド〉事件を解き明かしていかねばならない宿命がある。

　移動指揮車は、一見すると、なんの変へん哲てつもない箱型トラックに偽ぎ装そうされていた。この荷台の正体が、捜そう査さルームなのだ。

　実は、話には聞いていたが、乗るのはこれが初めて。ワクワクしているのは認めよう。陽ひ菜なを先頭にして捜そう査さルームに入る。

　とたん、おれは落らく胆たんした。てっきり潜せん水すい艦かんの指揮所のような『らしい』様相を期待したのだが──がらんどう。なにもない。

「設備を入れる前なんだよな？」

　陽ひ菜なが「複合現実、起動」と言うなり、空中に複数のアイコンが出現した。こいつは３Ｄホログラムだ。

「拡張現実と仮想現実のあわせ技わざ、それが複合現実です。壁かべ内の高性能コンピューターにより、実行できます。動体センサーが動きを読み取るので、このように操作もできますよ」

　陽ひ菜なが片手を振ふると、数えきれないアイコンが空中を駆かけていく。

　これは『らしい』を突つき抜ぬけている。なんか感動で泣けてきた。

　陽ひ菜ながそわそわした様子で言った。

「世よ々よさん、世よ々よさん。どこのシステムにハッキングを仕し掛かけましょうか？」

「ハッキングはいいからさ。零ぜろ局きよくが誇ほこる街頭監かん視しカメラ・ネットワーク、これにアクセスだ」

　零ぜろ局きよくが設置した街頭監かん視しカメラは、全国の都市部を中心にして、６０００万台ある。とくに都内は重点的で、死角はない、と言われるほどだ。

「了りよう解かいしました。通つう称しよう『国民監かん視しはバッチリだぜ』ネットワークですね」

　そんなイヤな通つう称しよう、聞いたことがない。

　ちなみに零ぜろ局きよくの監かん視しカメラは、表向きは内閣府が管理していることになっている。

　陽ひ菜なは、目玉の形をしたホログラム・アイコンをタッチした。ほかのアイコンは消しよう滅めつし、かわりに『要求する監かん視しカメラ映像の区域をご指示ください』という文章が宙に浮うかび上あがる。

「世よ々よさん？」

「ふむ。真犯人は〈心壊者オルドルサイド〉、という前提で進めよう。さらに秋あき山やまは、書しよ籍せきを購こう入にゆうしたときはまだ、真犯人の支配下にはない。陽ひ菜なちゃん。『駅ビル書店～スクランブル交差点』間の映像から、秋あき山やまを探すのだ」

　陽ひ菜なの手元に、ホログラムのキーボードが現れた。指を躍おどらせると、キーボードは実在するかのように反応している。動体センサーって奴やつか。

「いまや、わたくしも雑用係ですね。ネット・ストーキングで、嫌きらいな同級生をノイローゼまで追おい込こんだ、かの栄光の日々はいずこに？　さて、監かん視しカメラの指定は終しゆう了りようです」

　捜そう査さルームの四方から、ホロで大量の監かん視しカメラ映像が噴ふき出だしてきた。一辺が50センチのサイズで、気ままに泳ぐ魚の群れのように、室内を漂ただよい出す。

　陽ひ菜なが両手を動かして、映像を一か所に集める。
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「秋あき山やまを追いかけて、なにを探しますか？」

　結ゆい嘉かが答える前に、おれが言った。

「秋あき山やまが所持していた凶きよう器きのサバイバルナイフ。あれを用意したのは、真犯人のはずだ。手て渡わたしする現場を見つければ、真犯人もわかって、はい解決」

　陽ひ菜なが結ゆい嘉かに尋たずねる。

「蒼あお井いさんの分際で、しゃしゃり出ていますよ？」

「うん。ボクは心が広いから、助手がしゃしゃり出ることを許しているのだ」

　なんだと。

　とにもかくにも、秋あき山やまの追つい跡せきがはじまった。

　駅ビル内の監かん視しカメラから、スタート。

　秋あき山やまの移動にあわせ、監かん視しカメラ映像が切きり替かえられていく。秋あき山やまは駅ビルから出て、歩道を進み出した。

　これから秋あき山やまは、パンチパーマ氏と営業風ヤクザ氏を殺し、自らも自害する。陰かげで操あやつった〈心壊者オルドルサイド〉は、ほくそ笑えんでいる。自分の正体が暴かれるとは考えもしていないのだろう。

　おれは結ゆい嘉かを見やった。

「この〈心壊者オルドルサイド〉を、倒たおそう」

　はじめ結ゆい嘉かはキョトンとしたが、すぐに真しん剣けんな眼まな差ざしでうなずいた。

「うん。それがボクたちだ」

　陽ひ菜なが声を上げる。

「秋あき山やまとやらが、なにかし出しましたよ」

　無差別殺傷のスクランブル交差点から、２ブロック手前だ。秋あき山やまが植うえ込こみへと屈かがみ込こみ、折りたたまれた新聞紙を取り上げた。かわりに書店袋ぶくろを放り捨てる。

　おれは陽ひ菜なの肩かたをつかんだ。

「あの新聞紙の中に、サバイバルナイフが仕し込こまれていたんだ。この映像内の時間を戻もどして、誰だれが仕し込こんだか見つけようじゃないか」

　陽ひ菜なが淡たん々たんと言った。

「蒼あお井い諒りよう助すけという男性の方が、わたくしに触ふれていますね。これはセクハラですか。セクハラですね。セクハラで心が傷ついたわたくしは、それが原因でドラッグ漬づけになり、最後は安アパートの一室で孤こ独どく死、腐くさったところを発見されるのですね。わたくしの人生にはお似合いな末路ですね」

　おれはゆっくりと手を離はなした。

「……申しわけない」

　映像内の時間が戻もどされると、肝かん心じんの植うえ込こみを隠かくすようにして、配達トラックが路上駐ちゆう車しやしていた。陽ひ菜なが調べたところ、毎日、定刻に停まっているようだ。

　真犯人は、このタイミングを狙って、ナイフを包んだ新聞紙を仕込んだのか。

　結ゆい嘉かは映像を指さす。

「凶きよう器きを回収したということは、秋あき山やまはすでに真犯人の支配下にあるね。駅ビルからこの植うえ込こみに来るまでの間に、真犯人と接せつ触しよくしているはずだね」

「だが結ゆい嘉か。ここまで秋あき山やまは、ただ歩いていただけだ。誰だれとも接せつ触しよくしたりはしていなかったぞ」

　結ゆい嘉かは腕うで組ぐみする。

「ふうむ。こうなると、アプローチを変える必要があるね」

「これは長期戦になりそうですね」

　そう言うなり陽ひ菜なは、捜そう査さルームの隅すみっこの壁かべを、拳こぶしで叩たたいた。

　ビート板サイズの切れ目が現れ、パカっと外れる。壁かべの中が一部、収納スペースになっているらしい。

　陽ひ菜なはこのスペースから、座ざ布ぶ団とん、湯のみ、急きゆう須す、茶葉のパック、電気ポットを取り出した。急きゆう須すに茶葉をドバっと入れ、お湯をぶっかけ、湯のみに注ぐ。最後に座ざ布ぶ団とんの上で正座すると、煎せん茶ちやをズズズと飲み出した。

「結ゆい嘉か。陽ひ菜なの奴やつが、捜そう査さ中に和なごみ出した。注意してやれ」

　結ゆい嘉かがチームリーダーとして、[image: ]しかり付つける口調で、

「こら、陽ひ菜なちゃん。ボクの頼たのんでおいたものは？」

　陽ひ菜なはハッとして、収納スペースに戻もどる。パンダくらいに大きいソファクッションを引きずり出した。ついで段ボール箱も運び出し、蓋ふたを開ける。

「どうぞ、世よ々よさん。ご注文の、天国の雲のようにフカフカのソファクッションと、47都道府県限定ポテチの詰つめ合あわせです」

　結ゆい嘉かは沖おき縄なわ限定ポテチを取るなり、ソファクッションにダイブした。

「捜そう査さ環かん境きようを充じゆう実じつさせることも、大切なのだ。脳をフル稼か働どうさせるための、以下略だ」

　いや、ポテチって、糖分関係ないよな。こいつ、単に食べたいだけだよな。ポテチを一個もらおうとしたら、結ゆい嘉かがオオカミみたいに唸うなったのでやめる。

　座ざ布ぶ団とんに戻もどった陽ひ菜なが尋たずねた。

「ところで世よ々よさん、今回の犯人は、どのタイプとお考えですか？」

　おれは首を傾かしげた。

「なんだ、タイプって？」

　陽ひ菜なが首を傾かしげ返す。

「〈心壊者オルドルサイド〉のタイプに決まっていますよ。《感情》型、《記き憶おく》型、《精神》型、《思考》型。〈心壊者オルドルサイド〉能力は、概おおむねこの４タイプに分けることができます。もちろん、ほかにも分類法はありますが」

　結ゆい嘉かがポテチを頰ほおばりながら、補足した。

「血液型みたいなもので、分類法はたくさんあるのさ。ただ、いま陽ひ菜なちゃんが話したのが、メジャーだね。ＡＢＯ式みたいな感じで。あれ、前に教えなかったっけ？」

「教えてもらってない」

　陽ひ菜ながふしぎそうに言う。

「ですが、零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんになられたとき、講習を受けましたでしょう？」

「受けていない」

　１か月前、９割がた世よ々よ結ゆい嘉かのおかげで、おれは零ぜろ局きよくに採用された。惰だ性せいで進学していた大学は、これをキッカケに退学。結ゆい嘉かも高校をやめたがったが、『保護者』として、おれが止めた。その後、くだんの講習に出席せよ、と会計課から指令が来たわけだ。

　が、結ゆい嘉かは、必殺のワガママを発動。両手を振ふり回まわして、「やなものは、やーだよ、やーだったら、やーだよ」とほざいた。

「おかげで、おれまで講習を受けそびれただろ」

　記き憶おくを呼び起こした勢いで、おれは結ゆい嘉かを指さす。

「お前は、この６年間、〈彼かれら〉を研究してきたからいいけどな。おれは違ちがうんだからな。零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんになったのに、〈彼かれら〉についてなにも知らないじゃないか。どうしてくれる」

　結ゆい嘉かはソファクッションに埋うもれたまま、

「ふむ。ボクの助手が無知では困るね。では陽ひ菜なちゃん。リョウくんのため、手短に講習してあげてね」

「世よ々よさん、わたくしの専門はネットを活用した捜そう査さでして、講習は別の方にお願いを」

「陽ひ菜なちゃん。零ぜろ局きよくでの命令不服従の刑けい罰ばつは、くすぐりの刑けいって、ホント？」

　陽ひ菜なは鬱うつ々うつと呟つぶやく。

「世よ々よさんはワガママ、世よ々よさんはワガママ。これから先も発生するでしょう、わたくしに対するパワハラの嵐あらし。いまから生きていくのが辛つらいです。わたくし、月の表面を覆おおうレゴリスを購こう入にゆうします。これを吸すい込こんだら、肺がズタズタになります。それで自殺します」

　独創的だな。

　観念したらしく、陽ひ菜なが説明を始める。

「良いいですか、蒼あお井いさん。〈心壊者オルドルサイド〉は３つの要素から構成されています。タイプ、強さ、発動条件です。まずはタイプから──先ほど、さわりは話しましたね」

「《感情》型、《記き憶おく》型、《精神》型、《思考》型だろ？　安心しろ、陽ひ菜な。おれは生徒としては、理想的だ。余計な質問はしないし、議論を吹ふっ掛かけることもしない。そう、そう。高校のときの物理の教師が言ったんだが、おれは──」

　陽ひ菜なの目から死んだように生気が失われる。

「口を閉じていやがれです、蒼あお井いさん。ＳＮＳ成りすましして、人生終しゆう了りようさせますよ」

「……すまん」

「サクサクやりますよ。《感情》型の〈彼かれら〉は、標的にした他者に対し、感情を植え付けることができます。悲しみ、怒いかり、憎にくしみなど」

　おれは恐おそる恐おそると挙手した。

「質問が、あるんだが？」

　高みの見物を決きめ込こんでいた結ゆい嘉かが、朗ほがらかに言った。

「その質問は、ボクが答えよう。さらにリョウくんの質問パートも省いてあげよう。『標的へ植え付けられる感情は、好きに選べるのか？』だね。ううん、好きには選べないよ。《感情》型の持つカードは、１種類ずつ。それが『恐きよう怖ふ』なら、恐きよう怖ふしか植え付けることはできないのさ」

　陽ひ菜なはといえば、結ゆい嘉かの支し援えんがあったので、少し機き嫌げんを良くしたらしい。

「次の《記き憶おく》型は、標的の記き憶おくに影えい響きようを与あたえることができます。記き憶おくを改かい竄ざんしたり、記き憶おくを覗のぞき見たりすることですね」

　記き憶おくの改かい竄ざんか。おれという素しろ人うとの意見では、これがいちばん恐おそろしいように思う。

「面おも白しろいのは、『記き憶おくを改かい竄ざんできる』能力の持ち主が、必ずしも『記き憶おくを見る』能力を持ち合わせているわけではないことです」

　おれは指し摘てきした。

「標的の記き憶おくを見ることができなきゃ、改かい竄ざんなんかできないだろ？」

「標的の記き憶おくを詳しよう細さいに知っていれば改かい竄ざんできますので、必ずしも『見る』必要はないわけです。ですが、難しいのは確かですね。統計的に《記き憶おく》型がもっとも稀き少しようなのは、単純に使いこなせる者が少ないからかもしれませんね」

　陽ひ菜なが「お次は《精神》型ですね」と続けようとした。

　だが結ゆい嘉かが、のんびりとした口調で言う。

「リョウくんや。《精神》型は、ボクとキミがよく知っているタイプだよ」

　おれはハッとする。そうか。《精神》型こそが──

　陽ひ菜なは、半分は理解した様子で、

「では《精神》型は飛ばして、最後の《思考》型ですね。標的の思考を上書きすることによって、行動を操あやつれます。シンプルで良いいですねぇ」

　陽ひ菜なが上じよう機き嫌げんにまとめたところだが、おれは勇気ある挙手をした。

「あのさ。質問なんだが」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする陽ひ菜な。

「蒼あお井いさんの質問１回につき五百円いただいていたら、いまごろわたくしは大金持ちですね」

　そんなに質問してないだろ。

「思考を上書きしたからって、どうして行動まで操あやつれるんだ？」

　結ゆい嘉かがポテチを高々と放って、口でキャッチする。

「ふむ。たとえば、ボクがリョウくんに対して、『私は飛んできたポテチを口でキャッチする』という思考を上書きする。すると、リョウくんはその思考通りに行動するよね」

　なるほど。

　結ゆい嘉かが思い切りポテチを投げてきた。

　おれは口でキャッチしようとしたが、鼻にぶつかった。

「失敗したぞ」

「そう、行動を試みても失敗することはあるよ。当然だね。『私は屋上から羽ばたいて地平線まで飛ぶ』と標的に上書きしても、人間が空を飛べるはずがない。では、どうしよう？」

「なんとかして飛ばせようとするんだろ？」

　結ゆい嘉かは、『よくできました』という顔で、

「うん。その場合は、方法まで付け加えて上書きするのさ。『私は熱気球を入手して～』とかね。ただ、これだと今度は『熱気球を入手するための方法』を上書きしなきゃならないけどね」

　つまり、標的に行わせたい内容が多ければ多いほど、上書きする思考の内容も増え、複雑になるわけか。

　結ゆい嘉かは沖おき縄なわ限定ポテチを食べかけでやめて、北ほつ海かい道どう限定ポテチの封ふうを開けた。

「《思考》型の見分け方は、もっとも簡単だね。思考が上書きされるとは、一時的に標的の人格が無効化されることだからね。はた目からも、操あやつり人形のように見えるよ」

　やがて喉のどが渇かわいたらしく、陽ひ菜なへ身み振ぶりで煎せん茶ちやを要求する。陽ひ菜なは結ゆい嘉か用ようの湯のみを出して、茶を注いだ。

　おれは考えた。上書き思考で行動を操あやつられ、しかも操あやつり人形のように見える。

　秋あき山やまの虚うつろな目が思い出された。

「結ゆい嘉か。秋あき山やまを操あやつった〈心壊者オルドルサイド〉は、《思考》型じゃないか？」

　結ゆい嘉かはズズズと煎せん茶ちやを飲んだ。

「ふむ、そうだね。ちなみに、秋あき山やまが利きき腕うででないほうでナイフを握にぎっていたのは、真犯人が上書きした思考に、『右手でナイフを持ち』とあったからさ」

「そして、自らの胸へとナイフを刺さしたとき、秋あき山やまは正気に戻もどったのか」

「あのとき、秋あき山やまは驚おどろいていたね？　思考を上書きされているあいだは、その記き憶おくもないのだ」

　だが、なぜ秋あき山やまはあのタイミングで、ナイフを自らに刺さしたのか？

　陽ひ菜なが冷ややかに言う。

「講習はまだ終わっていませんよ。始めたからには、最後まで行うのが、わたくしの流りゆう儀ぎです。真面目なのです。鬱うつ病びようになりやすい性格なのです。では、〈彼かれら〉の『強さ』について解説します」

「強さか。陽ひ菜な、ようはそのまんまの意味なわけだろ？」

　陽ひ菜なは不ふ機き嫌げんそうにうなずく。捻ひねりがない点を侮ぶ辱じよくされた気でいるらしい。

「ええ、そうですよ。《感情》型を例に説明します。〈彼かれら〉の太た郎ろうと花はな子こ、２人とも同じ『憎にくしみ』を植え付ける能力です。が、標的を『憎にくしみ』によって殺人まで至らせられるのは、花はな子このほうだけです」

　おれはうなずいた。

「花はな子このほうが強いわけだな」

　陽ひ菜なは急きゆう須すに茶葉を追加した。

「ほかのタイプでも、同じです。《記き憶おく》型なら、強ければ強いほど、改かい竄ざんできる記き憶おく量も増えます。《思考》型なら、強ければ強いほど、上書きできる内容が膨ぼう大だいになります」

「じゃ、最後の『発動条件』を頼たのむよ。これは以前、結ゆい嘉かからさわりを聞いたことがあるが」

　陽ひ菜なは、結ゆい嘉かの湯のみに２杯はい目の煎せん茶ちやを注いだ。満足そうに額の汗あせを拭ぬぐってから、ハッとした表情になる。

「わたくし、これではメイドではありませんか！」

　結ゆい嘉かの興味は、大おお阪さか限定ポテチへと移っている。沖おき縄なわも北ほつ海かい道どうも食べかけで。

「では発動条件は、ボクから説明しようね。といっても簡単な話だよ。〈彼かれら〉が能力を使うさい、満たさなければいけない条件のことさ。これは〈彼かれら〉によって千せん差さ万ばん別べつだから、個々で見つけていかないとね」

「発動条件を知ることは、重要なわけだよな？」

　結ゆい嘉かはうなずく。

「もちろんさ。〈彼かれら〉が隠かくさねばならないのは能力よりも、発動条件さ。敵に発動条件を知られ、適切な対処を取られれば、能力を使えなくなるものね」

　おれたちが〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者の発動条件を見み抜ぬけば、それだけ有利に捜そう査さできる、ということか。

「しかし千せん差さ万ばん別べつだと、見つけるのは一苦労だな」

「そうでもないよ。千せん差さ万ばん別べつといっても、絶対的なルールが１つあるからね。すなわち、『標的に接せつ触しよくすること』さ」

　おれは納なつ得とくした。

「だから結ゆい嘉かは、秋あき山やまに接せつ触しよくしている者がいないか、監かん視しカメラで確かく認にんしていたのか」

　結ゆい嘉かから、ダメな飼い犬を見る眼まな差ざし。

「リョウくん、それも知らずに映像をチェックしていたなんて。ボクは、キミの主として恥はずかしいよ」

「お前が、講習サボりを巻まき込こんできたからだ！」

　とにもかくにも、〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者は秋あき山やまに接せつ触しよくしているはず。これは捜そう査さをする点で、大きな強みになるな。

　だが、先ほど確かく認にんした限りでは、秋あき山やまは誰だれとも接せつ触しよくしていないのだ。いや、まてよ。

「結ゆい嘉か。この接せつ触しよくというのは、厳密にはどういうことだ？　触ふれることだけなのか？」

「別に触ふれるだけではないね。声を聞かせたり、なにかを見せたりも含ふくまれるよ」

「それだ！　秋あき山やまはケータイで、真犯人の声を聞いたんだ。映像にソイツの姿がなかったのも、これで説明が付くぞ」

「リョウくん。秋あき山やまはケータイで誰だれとも話していなかった、と指し摘てきする以前に、もっと根本的なことを教えてあげよう。機械を経由しては、発動条件の接せつ触しよくには入らないのだ」

「それを早く言え」

　まぁ、その制限自体は、ありがたい話だよな。ネットの動画投とう稿こうなどで、無差別に能力を発動されるようなことは起こらないわけだから。しかし──

　おれは腕うで組ぐみした。

「どういうことだ？　この真犯人は、秋あき山やまに対して発動条件を満たしただけじゃない。上書きする思考の内容も伝えたわけだろ。なのに、監かん視しカメラに映っていないのは？」

　結ゆい嘉かはクスっと笑った。

「ははぁ、リョウくん。そんなことも知らないとはね。上書きする内容とかは、べつに口頭で伝える必要はないのだよ」

「なに？」

「仮に『肩かたに触ふれる』が発動条件だとしようね。まず、上書きする思考の内容を、事前に設定しておく。次に標的の肩かたに触ふれて、発動条件を満たす。この瞬しゆん間かん、標的への上書きが完かん了りようするのさ。内容の量とか関係なしに」

「これ、ムリゲーじゃないか。『肩かたに触ふれる』だけで済んでしまうんじゃ、見つけようがない」

「そんなに悲観しなくてもいいよ。発動条件は複数あることも多いからね。あと『肩かたに触ふれる』みたいに単純な発動条件は、意外と少ないよ。個性的なものが多いものだ」

「そうか。まぁ、結ゆい嘉かだって──な」

　陽ひ菜なが付け加える。

「アーカイブには、風変わりな発動条件がゴロゴロありますよ。わたくしのお気に入りは、『標的が持っている靴くつは何足なのか知ること』ですね。靴くつフェチですかね」

　つまり、『靴くつの所持数』の発動条件にプラスして、接せつ触しよくしての発動条件も別にあるわけか。

「だがな、秋あき山やまを操あやつった真犯人の発動条件は、単純パターンな気がする」

　陽ひ菜ながこほんと咳せき払ばらいして、

「さてと。正式に〈心壊者オルドルサイド〉事件として捜そう査さするのでしたら、秘ひ匿とく名を決めてください」

〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者を区別するための秘ひ匿とく名は、捜そう査さを担当するチームのリーダーが決める。うちなら世よ々よ結ゆい嘉かなのだが、肝かん心じんの結ゆい嘉かが面めん倒どうくさそうだ。

「ボク、そういうのは興味ないから。かわりにリョウくんが決めて」

「仕方ない。この犯人は秋あき山やまを傀かい儡らいにして、無差別殺傷を行った。〈傀かい儡らい師〉だ」

　陽ひ菜なが拍はく手しゆする。

「蒼あお井いさん。これからは秘ひ匿とく名を付けるだけで、お給料がもらえるのですね」

「給料泥どろ棒ぼうみたいに言うなよ。で、結ゆい嘉か。〈傀かい儡らい師〉を追おい詰つめる方法は、思いついたのか？」

　結ゆい嘉かは両手の指をあわせて、尖せん塔とうを作った。なにか重要なことを思考するとき、結ゆい嘉かはこの仕草をする。

「秋あき山やまが〈傀かい儡らい師〉によって思考を上書きされた瞬しゆん間かん、そこを探し出せばいいのさ」

「まてよ。〈傀かい儡らい師〉を見つけられないのに、どうして〈傀かい儡らい師〉が能力を発動した瞬しゆん間かんがわかるんだ？」

　自分で質問しておいて、閃ひらめいた。

「そうか。《思考》型で上書きされると、人間的な感情がなくなる。つまり、目が虚うつろになる。秋あき山やまの目から生気がなくなった瞬しゆん間かんを、監かん視しカメラ映像で探せばいいのか」

「リョウくん。目の生気の有る無しなんか、映像でわかるわけがないでしょうが」

　おれはムッとした。

「なら、どうするんだよ。秋あき山やまは、ただ歩いているだけだぞ」

「ただ歩いているだけで充じゆう分ぶんなのさ」

　結ゆい嘉かは立ち上がり、オオカミ・フードを目ま深ぶかに被かぶり直す。

「歩容認にん証しようだよ」

「なんだ、歩容認にん証しようって？」

　陽ひ菜なも立ち上がる。自分の出番を感じたようだ。

「歩行とは体重移動の連続でして、これを数値化すると、各個人で異なります。歩行による個人の識別。それが歩容認にん証しようですが。まさか？」

　陽ひ菜なの不安な眼まな差ざしに、結ゆい嘉かは答える。

「そのまさかだよ。思考を上書きされるとは、一時的な人格の無効化。ようは『個人』の消しよう滅めつさ。それは秋あき山やまの歩行にも影えい響きようするね。探すのだ、陽ひ菜なちゃん。歩容認にん証しようによって、秋山が秋山でなくなった瞬間を」

　陽ひ菜なは観念した様子で溜ため息いきをついた。

「わかりました。『駅ビル～植うえ込こみ』までの秋あき山やまの全歩行をスキャンし、数値を照らし合わせます。60分ほど、お待ちください」

　しかし、世よ々よ結ゆい嘉かがそんなに待てるはずもないのである。

　結ゆい嘉かは朗ほがらかに言った。

「了りよう解かいだよ、陽ひ菜なちゃん。10分だね？」

　陽ひ菜なが半泣きになりながら作業に入ったのは、言うまでもない。

　おれは同情をこめて言った。

「陽ひ菜な、ブラック企き業ぎようにようこそ」




　陽ひ菜なを生暖かく見守っていると、おれの零ぜろ端たんにメッセージが入った。

　萩はぎ野の美み奈なからだ。『キサマだけ外に来い』という指示。嫌いやな予感しかしない。とはいえ、指示に従わないのも怖こわい。

　路ろ駐ちゆうしている移動指揮車から、外に出た。

　爆ばく音おんを轟とどろかせ、大型のネイキッドバイクが走って来る。ドライバーの女の赤い髪かみが、風になびく。アホ毛もなびく。どうでもいいが、ノーヘルかい。

　彼かの女じよが萩はぎ野の美み奈な。結ゆい嘉かのチームの一員だ。

　陽ひ菜ながサイバー方面に秀ひいでているように、チームメンバーには専門性がある。おれの専門性は、紛まごうかたなき助手、ワトソン役といっても良い。

　萩はぎ野のさんの専門は、荒あら事ごと。銃じゆう弾だんが飛とび交かう現場には、彼かの女じよを送おくり込こんでおけば問題ない。

　そんな萩はぎ野のさんはバイクから降りて、おれのほうへと歩いてきた。

　彼かの女じよの右頰ほおには古傷があるが、美び麗れいさを損そこなうどころか、逆に引き立たせている。身長は高くて、おれと同じくらい。胸は豊かだが、じろじろ見ては命にかかわる。右太ふと腿ももにレッグホルスターを装着し、つねに銃じゆうを携けい行こうしている。

　かつて萩はぎ野のさんは、陸上自衛隊の特とく殊しゆ作戦群の女性隊員だった。が、セクハラ上官をフルボッコにしたため除隊。そこを零ぜろ局きよくが拾った。

　何年かは資源回収部隊に所属していたらしい。この資源回収部隊の役目は、海外に流れた〈心壊者オルドルサイド〉を回収してくる任務だ。

　この萩はぎ野の美み奈なとは、実は因いん縁ねん浅からぬ仲だ。

　零ぜろ局きよくに採用されたおれには、まず訓練期間が課せられた。結ゆい嘉かのせいでサボりに巻まき込こまれた講習とは違ちがって、これは端はなから該がい当とう者はおれのみ。助手枠わくの採用者限定ということだ。そして、訓練教官が萩はぎ野のさんだった。

　彼かの女じよと２人だけで、どこぞの山やま奥おくの施し設せつへ送られ、訓練の日々。短期間のうちに、逮たい捕ほ術、格かく闘とう術、銃じゆう火か器の扱あつかい方、サバイバル術などを、徹てつ底てい的てきに叩たたき込こまれたのだ。おかげで捜そう査さ官かんとして現場に出るにあたり、最低限のスキルを得ることができた。

　まぁ、難を言えば、訓練中に57回は死にかけたことか。

　訓練期間が終しゆう了りようしたのは、開始から15日目の夜明けのこと。初めてだったな。朝あさ陽ひを見て号ごう泣きゆうしたのは。

　感かん慨がいに耽ふけっていると、目の前で鬼おに教官が動いた。流りゆう麗れいなる動作で、ホルスターから自動拳けん銃じゆうを抜ぬき放はなつ。シグＰ２２４ＳＡＳとかいうのを。

　で、コイツめ、おれの額に銃じゆう口こうを向けてくれやがった。

「キサマ。世よ々よを危険な目にあわせたそうだな。やはり訓練のドサクサで、殺処分しておくべきだった」

「バカ言え！　無差別殺傷に巻まき込こまれるなんて、わかるわけないだろ！」

「知るか。キサマがいなくなれば、私はもっと世よ々よと一いつ緒しよにいられるのだ。世よ々よとイチャコラし、一夜の過あやまちも犯おかせるのだ。世よ々よの腋わきをペロペロするのは、この私だ。だからキサマは脳のう味み噌そを撒まき散ちらせ、蒼あお井い諒りよう助すけ」

　おれは銃じゆう身しんをつかんだ。

「お前にだけは、結ゆい嘉かを任せられるか！」

　萩はぎ野の美み奈なを語るにおいて、もっとも重要なのはこれだ。変態百ゆ合りであり、結ゆい嘉かを狙ねらっていやがる。

　その結ゆい嘉かが、捜そう査さルームから軽かろやかに出て来た。

「リョウくん。すべての謎なぞが、ボクにひれ伏ふしたよ！　ふむ？」

　ふいに固まって、おれと萩はぎ野のさんを凝ぎよう視しする。

「ほう。ボク抜ぬきで、キミはハギちゃんと楽しそうだね！」

　それから捜そう査さルームに戻もどって、ドアをぴしゃりと閉じてしまった。

　いや、とんでもない誤解だから。
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　深呼吸する。緊きん張ちようが少しは和やわらがないだろうか、と。

　隣となりに座すわる結ゆい嘉かは、フードのオオカミ耳をつまんでいる。

　向かい合う席に座すわった萩はぎ野のさんは、おれを睨にらみつけていた。結ゆい嘉かの隣となりが自分でないのが、気に入らないらしい。あいにく、おれはそれどころではない。

　おれたち３人が乗っているのは、ワンボックスをベースにした小型輸送車の後部座席。運転手は会計課員が務め、陽ひ菜なは移動指揮車で留守番だ。

「リョウくん。オオカミは群れで獲え物ものを狩かるのだからね。キミは１人ではないよ。そして、ボクという優ゆう秀しゆうなリーダーがいるのだ。安心したまえ、だよ」

　運転手が合図をしてから、輸送車の速度を緩ゆるめた。

　萩はぎ野のさんが零ぜろ端たんを取り出し、スタンガン・アプリを起動。ついでスライドドアを開け、車外へと身を乗り出し──瞬まばたきの速度で『獲え物もの』を引ひっ張ぱり込こんだ。

『獲え物もの』は男で、いまはスタンガンを喰くらったため、四し肢しを痙けい攣れんさせている。ただ威い力りよくは抑おさえてあるので、気絶もしていなく、すぐに回復するだろう。

　萩はぎ野のさんは所持品を取り上げてから、男を結ゆい嘉かの真正面に座すわらせた。

「リョウくん。彼かれの身み許もとはなんだっけ？」

　おれは零ぜろ端たんのディスプレイに、陽ひ菜なが調べた〈傀かい儡らい師〉の身み許もとを表示した。

　結ゆい嘉かが、おれにくっ付くようにして、ディスプレイを見る。結ゆい嘉かからは甘あまい香かおりがする。萩はぎ野のさんからの殺意の眼まな差ざしも、いまはどうでもいいな。

　結ゆい嘉かはおれから離はなれ、向かいに座すわる〈傀かい儡らい師〉を見やった。

「やぁ、佐さ崎さき雄ゆう介すけくん。スタンガンを喰くらわして拉ら致ちしたことを謝あやまろうかと思ったけど、キミは人間のクズなので、別にいいかな」

　佐さ崎さきは電気ショックの影えい響きようから脱だつしたようで、怒いかりの声こわ音ねで言った。

「俺おれにこんなことをして、ただで済むと思っているのか？　俺おれがどういう身分なのか、わかっているのか？」

　おれは佐さ崎さきに注意しつつも、結ゆい嘉かの様子もうかがえるよう身をひねった。

　結ゆい嘉かは噴ふき出だした。

「その見た目で、身分がわからないということはないよ。職業当てクイズがあったら、正解率は１００パーセントだ。ねぇ、リョウくん？」

「まあな」

　おれは改めて佐さ崎さき雄ゆう介すけを見た。情報によれば、23歳さい。体育会系の雰ふん囲い気きで、異性にモテそうな爽さわやかな顔つき。

　そして警察の制服を着ていた。

　この男は、地域課の制服警官であり、いまは交番に勤務している。無差別殺傷の現場に来て、自分がもっと早く駆かけつけていれば、と悔くやんでいた警官だ。

　そのとき佐さ崎さきの顔はチラッと見ていたが、すぐに記き憶おくから消えていた。こうしてパトロール中を拉ら致ちする形で、再会するまでは。

　先ほど萩はぎ野のさんが取り上げた佐さ崎さきの所持品は、制服警官が所持している38口径の拳けん銃じゆうだ。

「佐さ崎さきくん。零ぜろ局きよくというのを知っているね？　キミのような〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者の息の根を止めるのが役割なのさ。ボクはそこの期待のホープでね。自じ慢まんじゃあないけど」

　佐さ崎さきは一いつ瞬しゆんだけ動どう揺ようした様子だったが、すぐに落ち着きを取とり戻もどした。

「零ぜろ局きよく？　〈心壊者オルドルサイド〉？　訳がわからないな」

「ふむ。キミが秋あき山やま徹とおるにしたことは、もうわかっているのだよ。『無差別殺傷を行う』という思考を上書きして、秋あき山やまくんを操あやつったことはね」

　これは陽ひ菜なの手て柄がらといっても良い。結ゆい嘉かの無茶ぶりに応え、秋あき山やまの歩行が狂くるったポイントを見つけ出したのだから。

　すなわち、〈傀かい儡らい師〉によって、秋あき山やまの思考が上書きされた地点を。

　あとは該がい当とうする監かん視しカメラ映像から、〈傀かい儡らい師〉を見つけ出すだけだった。もちろん、発動条件の問題は、まだ残っていたわけだが──。

　結ゆい嘉かは優やさしい口調で続けた。

「佐さ崎さきくん。キミの動機も読めているよ。本当は、キミは英えい雄ゆうになるはずだったね？　秋あき山やまを捕つかまえることでさ」

　自らの能力で無差別殺傷犯を作り出し、自らが逮たい捕ほする。この腐くさった売名作戦のために、秋あき山やまたち３人は犠ぎ牲せいになったのだ。

「ところが手て違ちがいで、キミが登場したときには、すべてが終わっていた。あのときのキミの言葉、『自分がもっと早く駆かけつけていれば』に噓うそ偽いつわりはなかったわけだね。でも、実際に英えい雄ゆうとなったのは、うちのリョウくんです」

　結ゆい嘉かがおれの背中を叩たたく。

「リョウくんの活かつ躍やくによって、犠ぎ牲せい者を最小限に済ませることができたのだ。危険な凶きよう器きで武ぶ装そうした秋あき山やまを止めることができたのも、リョウくんだからこそだ。うむ、素敵すてきだ」

　佐さ崎さきがおれを見やる。その双そう眸ぼうには、憎にくしみが滾たぎっていた。

「その男は、秋あき山やま徹とおるに、立ち向かったかもしれない。だが英えい雄ゆうというのは、言いすぎだ」

　無差別殺傷犯の身み許もとが秋あき山やま徹とおるであることは、すでに警察側も摑つかんでいる情報だ。よって、佐さ崎さきが『犯人＝秋あき山やま徹とおる』を当然の如ごとく知っているからといっても、〈傀かい儡らい師〉の証しよう拠ことはできない。

「ほう？」

「聞いたところでは、秋あき山やまは自殺したそうじゃないか。棚たなから牡ぼ丹た餅もちとはこのことだ。そりゃあ、彼かれは秋あき山やまに手傷を負わせたかもしれない。しかし、秋あき山やまが自殺を選せん択たくしていなかったら、果たして、彼かれはいまここで間ま抜ぬけ面を晒さらしていられたかな？」

　結ゆい嘉かは呆あきれた様子だ。

「男の嫉しつ妬とは見苦しいねぇ。ところで佐さ崎さきくん、１つ聞いていいかな？　キミ、あの場にいなかったのに、どうして言い切れたの？　リョウくんが秋あき山やまに手傷を負わせた、ってさ」

　佐さ崎さきの眉まゆがビクっと跳はね上あがった。

「言い切れたのは……」

　それから、ニヤリと笑った。

「俺おれは警察官だ。管かん轄かつ権をよそに持っていかれた後も、自主的に証言を聞いたわけだ。無差別殺傷に巻まき込こまれた人たちからな。彼かれらが言っていた。白銀の髪かみの少女と一いつ緒しよにいた男が、犯人、つまり秋あき山やまと戦ったと。そのさい、手傷も負わせたようだと」

「ふうん。目もく撃げき者から証言を聞いたのかぁ。でも、ちょっと変な話になったね」

　佐さ崎さきはムキになった様子で言った。

「なにが変だと言うんだ。俺おれは手傷の件を知ることができたのだから、変ではないだろ」

　結ゆい嘉かは朗ほがらかに答える。

「なぜってね、佐さ崎さきくん。リョウくんは、秋山に手傷を負わせていないのだよ」

　佐さ崎さきの顔が青ざめる。

「なにを、バカなことを。噓うそだ」

「噓うそではないよ。秋あき山やまはたしかに手傷を負ったけれど、それはリョウくんが負わせたものではないのだ。ね、変な話になってきたでしょう？　目もく撃げき者たちは、見るはずのないものを見ているのだから。まぁ、キミが噓うそをついただけ、というのなら話は別だけど」

　佐さ崎さきが反論しようと口を開く。が、言葉は出てこなかった。

　結ゆい嘉かは満足げにうなずく。

「《思考》型の弱点は、すべてを『私は～する』の形で上書きしなくてはならないことだ。その上で、考えてみよう。キミは秋あき山やまに無差別殺傷を行わせ、自らの手で捕つかまえようとした」

　それから小首を傾かしげて、

「ふむ、訂てい正せい。キミは遠くから、ハギちゃんが没ぼつ収しゆうした拳けん銃じゆうで、秋あき山やまを射殺しようとしたね。無差別殺傷犯を撃うつのだから、問題になることはない。マスコミにはちゃんと、英えい雄ゆうと祭り上げられるだろうしね」

　結ゆい嘉かがいま入っているのは、解説パートだな。またの名を、『犯人のミスをあげつらうぜ』パートともいう。

「さて。キミにとって最悪のシナリオは、秋あき山やまが零ぜろ局きよくの手に落ちることだった。〈心壊者オルドルサイド〉のキミなら、零ぜろ局きよくの噂うわさも聞いているよね。零ぜろ局きよくは抑よく止し力のため、必要なところには存在を示しているのだからね。

　そして、噂うわさで聞くだけの零ぜろ局きよくは、とても得体が知れない。零ぜろ局きよくならば秋あき山やまから、キミに繫つながる手がかりを見つけてしまうかも。不安だねぇ？

　回かい避ひする手段は、１つしかない。キミが射殺できなかったときは、秋あき山やま自らに命を絶たせるのだ。死体となれば、零ぜろ局きよくもお手上げさ。

　問題は、どのタイミングで自殺させるのか？　これを明確に指示しなくてはね。可能なら、『私は捕つかまりそうになったら自殺する』と上書きしたかったよね？　けど、これではまだ漠ばく然ぜんとしている。なにをもってして『捕つかまりそう』なのかが曖あい昧まいだ」

　結ゆい嘉かは佐さ崎さきを眺ながめる。シェフが肉の焼き加減を確かく認にんするように。

「そこでキミは閃ひらめいた。捕つかまりそうなのだから、少なくとも秋あき山やまは攻こう撃げきを受けただろう。攻こう撃げきを受けたということは、つまり負傷したということだ。

　キミはこう上書きしたよ。『私は手傷を負ったら、自殺する』と。

　このとき、キミが想定したシナリオは、１つだけだった。秋あき山やまが敵から攻こう撃げきを受けて、手傷を負う──というね。よって秋あき山やまが自殺したと聞き、さらに立ち向かったのがリョウくんと知ったとき、キミは自動的に考えたのだよ。『コイツが、秋あき山やまに手傷を負わせたのか』と」

　わざとらしく間を置いてから、

「キミ、キミ。破は壊かい力を重視したものだから、サバイバルナイフの刃はが長すぎだったよ」

　佐さ崎さきがハッとした顔をする。

「やっと気づいたね、佐さ崎さきくん。そうだよ。秋あき山やまは、ウッカリやってしまったのさ。ナイフの扱あつかいを間ま違ちがえ、自分で手傷を負ってしまったのだ」

　おれが松まつ葉ば杖づえで対たい峙じしたときだな。秋あき山やまはナイフの刃はで、太ももを切ってしまった。かなり深い傷だった。あれが自殺のトリガーとなったのか。

「佐さ崎さきくん。キミは白状したようなものだよ。秋あき山やまに上書きした思考の内容をね」

　結ゆい嘉かがおれを英えい雄ゆうと持ち上げ、佐さ崎さきを挑ちよう発はつしたのも、この展開に持ってくるためだったか。

　佐さ崎さきはうなだれる。観念するのか？　だが──

「そうだ、俺おれは〈心壊者オルドルサイド〉だ。秋あき山やまを操あやつり、無差別殺傷を行わせた者だ。お前たちは、俺おれの発動条件をわかっているのかな？」

　戦術を変えてきたな。否定から、開き直りへ。

　結ゆい嘉かはうなずく。

「キミの発動条件。それは、標的と目をあわせることだね」

〈傀かい儡らい師〉は標的と目をあわせるだけで、思考を上書きできた。秋あき山やまの動きを監かん視しカメラで追いかけているだけでは、〈傀かい儡らい師〉を見つけられなかったわけだ。

　歩容認にん証しようから上書きポイントを探し出し、秋あき山やまの前方から歩いてきた佐さ崎さきを見て、ようやく『眼め』だな、とわかった。もちろん、結ゆい嘉かが。

　佐さ崎さきが勝かち誇ほこり出す。

「そうだ！　俺おれは目をあわせるだけで、お前たちを操あやつれるんだ！　お互たがいに殺し合わせることもできる！　血に塗まみれたくなかったら、いますぐに俺おれを解放しろ！」

　結ゆい嘉かはあきれ果てたといった口調で、

「見苦しいなぁ。いくらキミが目をあわせても、ボクたちを操あやつれるはずがないのに。キミの力は、そんなに強くないでしょうが」

「俺おれを甘あまく見みると、痛い目を見るぞ」

　結ゆい嘉かはクスっと笑った。

「目をあわせる。これにもう１つ、キミには発動条件があるね。大おお雑ざつ把ぱに言うと、『標的のことをよく知っておくこと』さ。名前とか住所とか、云うん々ぬんだ」

　とたん佐さ崎さきは両目を見開き、口をぱくぱくさせる。

「……な、なぜ、それを」

「犯人の身み許もとがわかったら、まずは被ひ害がい者との関連をチェックするのだよ。これ捜そう査さの基本だから。そんなことも知らず、刑けい事じを目指していたの？」

　結ゆい嘉かは偉えらそうに言っているが、そこらへんを調べたのも陽ひ菜なだ。もちろん結ゆい嘉かの指示ではあったわけだが。

「７日前のことさ。夜勤だったキミは、喧けん嘩かの通報を受けたね。酔よっ払ぱらいと殴なぐり合っていたのが、秋あき山やま徹とおるだったのさ。逮たい捕ほには至らなかったけど、キミは秋あき山やま徹とおるの身み許もとを確かく認にんした。これで第一の発動条件をクリアしたのさ。ちなみに、過去の監かん視しカメラ映像を調べてみると、キミは３日前のお昼にも、秋あき山やまくんを尾び行こうしていたね。そのときは犯行には及およばなかったようだけど。予行演習かな？」

　ここまで調べられているとは、佐さ崎さきは思いもしなかったようだ。今度こそ完全にうなだれる。

　しかし、すぐに顔を上げ、きょろきょろとあたりを見回す。

「な、なんだ、これは？　教会の鐘かねの音か？　何か月もここらへんをパトロールしているが、教会の鐘かねなんか聞いたことがないぞ」

　結ゆい嘉かは慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを浮うかべる。

「ほう。キミは聞いたね。聞いてしまったね？　その鐘かねの音は、キミの人生が店じまいする合図だよ。怖こわがらずに、身を任せるといい」

　佐さ崎さきは両耳を手でふさいだ。

「とめろ！　鐘かねの音を！」

　佐さ崎さきが聞いている鐘かねの音は、おれには聞こえない。というより、佐さ崎さき以外の誰だれにも届かない音だ。

　世よ々よ結ゆい嘉かもまた、〈心壊者オルドルサイド〉だ。

　結ゆい嘉かの能力が《精神》型に当てはまると、いまならわかる。かつて結ゆい嘉かは、自分の能力系統を『標的の心をバグらせるもの』と言った。

　それが、いわば《精神》型。精神に攻こう撃げきすることで、いまの佐さ崎さきのように幻げん聴ちようから逃のがれられなくするのも可能だ。

　もう少し硬かたく言うならば『標的の精神に作用し、認にん識しきを狂くるわせる』というところか。

　そして結ゆい嘉かは《精神》型の中でも、強い。圧あつ倒とう的てきに強い。

　この鐘かねの音の幻げん聴ちようも、真の能力の発動条件が整ったことを、結ゆい嘉かに教えているのだ。

　悪に堕おちた〈心壊者オルドルサイド〉が、結ゆい嘉かに対して、敗北感を抱いだく。これが世よ々よ結ゆい嘉かの発動条件。発動条件は選べるものではないらしいが、なんとも結ゆい嘉からしい。

　佐さ崎さきは結ゆい嘉かによって犯行を暴かれ、追いつめられた。敗北を実感したとき、結ゆい嘉かに自らの運命を渡わたしたのだ。

　結ゆい嘉かの声こわ音ねは、善意に溢あふれている。

「心配することはないよ、佐さ崎さきくん。いや、〈傀かい儡らい師〉。向こうの世界には、苦痛も悲痛もないという話だからね。さぁ、行っておいで」

　結ゆい嘉かのオッドアイの瞳ひとみに変化が起きる。右の空色の瞳ひとみも、左と同じく真しん紅くの輝きを放つ。まるで、左眼の溶岩流の熱が流れ込んだかのように。

　これは、結ゆい嘉かの眼めの遺伝的疾しつ患かんによるもので、体調によって引き起こされる。ただ、結ゆい嘉かが能力を発動するときしか、おれは見たことはない。

　佐さ崎さきが、苦く悶もんの声を絞しぼり出だす。

「や、やめろ……俺おれを……見るな……助け」

　結ゆい嘉かは立ち上がる。

　まだ、やることがあるのだ。いわば、決め台詞ぜりふだ。これが能力発動の条件に組くみ込こまれているあたりも、結ゆい嘉かだな。




　世よ々よ結ゆい嘉かは、〈傀かい儡らい師〉を指さす。

「キミは、もう滅ほろび時だね」




[image: ]

　刹せつ那な、佐さ崎さきは見た。

　はじめはポカンとしたが、すぐに懐なつかしさと嘲あざけりの混ざった表情となる。

「ああ、なんだ親おや父じか。俺おれがガキのころ病死したわりには、元気そうだな。親おや父じ、あんたは愚ぐ直ちよくに働いて、最後には誰だれにも顧かえりみられず死んだ。俺おれは違ちがうよ。俺おれはみなから尊敬される。俺おれは、英えい雄ゆう、に」

　ふいに佐さ崎さきの全身から力が失われた。まるで、魂たましいが抜ぬかれたかのように。だらりと手足を伸のばし、顔は弛し緩かんした。白目が剝むかれ、口くちの端はから涎よだれが垂れる。死んだわけではないが、マネキン然として生命力を感じさせない。

　もうそこに、『佐さ崎さき雄ゆう介すけ』はいなかった。

　おれは目を固くつむった。わかってはいたことだが──これはあまりにも似ている。犯罪者と『無む垢くなる少女』という違ちがいがあったとしてもだ。

　結ゆい嘉かの能力には、運命の悪いた戯ずらでは説明できないものを感じる。

　輸送車が移動指揮車のところまで戻もどり、停とまった。おれたちが車外に出ると、輸送車が走り去る。佐さ崎さきの抜ぬけ殻がらを、収容所へと運ぶためだ。

　結ゆい嘉かの能力──それは悪に堕おちた〈心壊者オルドルサイド〉を滅ほろぼすこと。

　この場合の、善悪の線引きは単純だ。

　自らの能力で、他者を傷つけた〈心壊者オルドルサイド〉。これこそが結ゆい嘉かにとっての悪であり、能力を使って滅ほろぼす対象なのだ。

　その滅ほろびとは、完全なる自じ我がの崩ほう壊かい。

　肉体を生かしたまま、心を壊こわし尽つくす。もう元には戻もどらない。

　だが慈じ悲ひもある。自じ我がが崩くずれ行くとき、幻まぼろしの中で再会できるという。終しゆう焉えんを迎むかえようとする人生で、もう一度だけ会いたい人に。佐さ崎さき雄ゆう介すけならば、病死した父親だった──

　これが、世よ々よ結ゆい嘉かの力だ。
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　８月16日。結ゆい嘉かが〈傀かい儡らい師〉と対たい峙じした、翌日。

　おれと結ゆい嘉かは歩道に立ち、槍やりのような日差しを浴びていた。陽ひ菜なから緊きん急きゆうの案件があるということで、移動指揮車の到とう着ちやくを待っている。

　結ゆい嘉かはいつものオオカミ・フード──同じジャケットを数着持っている──姿。ただし、棒付きキャンディではなく、ソフトクリームで糖分摂せつ取しゆしていた。

「リョウくん。ボクは退たい屈くつだね。〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者は、どこにいるのだろうねぇ？」

「昨日、〈傀かい儡らい師〉を倒たおしたばかりだろうが。それと結ゆい嘉か、クリームが溶とけ始めたぞ」

　結ゆい嘉かは、ぺろぺろとクリームを舐なめる。しばらくして、食べかけを突つき出だしてきた。

「飽あきたから、残りはあげるよ」

　普ふ通つうにソフトクリームを受け取ってから、ハッと考える。これ、間接キスではないのか。落ち着け。結ゆい嘉かは妹のようなものだ。兄きよう妹だいなら、間接キスなどざらだろう、ざら……それはそれで禁断な感じがしてきたな。

　懊おう悩のうしながらも完食したころ、移動指揮車がやって来た。

　昨日も思ったが、捜そう査さルームは冷れい房ぼうがガンガンに効いている。設定温度は陽ひ菜なが決めたのだろうな。その陽ひ菜なは座ざ布ぶ団とんの上で正座して、本日も煎せん茶ちやを飲んでいた。

　捜そう査さルームには、ほかに誰だれもいない。

「陽ひ菜な。萩はぎ野のさんはいいとして、疾風はやてやエレナも来ないのか？」

「いまのところ、井い斎さいさんたちの専門は関わっていませんからね」

　井い斎さい疾風はやては、法医学者。死因など、死体に関することを専門とする。

　二に市しエレナは、鑑かん識しき科学者。指し紋もん・ＤＮＡ型の鑑かん定てい、毒物や微び細さい証しよう拠この分ぶん析せきなど、得意分野は幅はば広ひろい。

　この２人に加え、米よね盛もり陽ひ菜な、萩はぎ野の美み奈な、真打ちのおれを含ふくめた５人が、世よ々よ結ゆい嘉かの『群れチーム』だ。

〈心壊者オルドルサイド〉は結ゆい嘉かだけで、ほかの面々は『ただの人』として結ゆい嘉かをサポートする。というのも、〈彼かれら〉の捜そう査さ官かんがリーダーを務めるのが、零ぜろ局きよくの方針だからだ。

　その結ゆい嘉かは、お気に入りになったソファクッションにダイブし、埋うもれた。

「さてと。急な呼び出しだけど、なにごとかな？　ボクの奴ど隷れいである陽ひ菜なちゃんや」

　陽ひ菜なが悲ひ嘆たんに暮れる。

「うう、ついに奴ど隷れいに成り下がりましたか。実は、〈傀かい儡らい師〉の事件に続きがありましてね」

　結ゆい嘉かが喜びの声こわ音ねで、

「楽しみが続くって？　神はボクがお好きなようだ」

「壊こわれた佐さ崎さきを収容所に入れるさい、身体検査がありました。そのとき、腹部にある縫ほう合ごう痕こんが発見されましてね。担当した医師によると、手術を受けたのは20日くらい前と。ところが佐さ崎さきの医い療りよう記録にそのような情報はなく、念のためエックス線検査をしたそうです。すると、体内に『何か』の影かげが。

　そこで取り出してみると、蟻ありんこサイズの半導体メモリでした。今朝、わたくしのもとに送られてきましたよ。さっそくメモリからデータを抽ちゆう出しゆつ。入っていたのは、たった１枚の画像でしてね。それが、こちらです」

　陽ひ菜なが片手を振ふると、複合現実によってホログラム・ウインドウが現れる。そこに表示されたのは、鮮あざやかな色しき彩さいと、強きよう烈れつな明暗法で形作られた絵画だ。

　襤ぼ褸ろ切れを着た女性が、荒あれ地ちの中にいる。透すき通とおった美しさを感じさせる女性だが、その表情は悲しみに満ちていた。

　彼かの女じよは足を組んで座すわっており、あるものを大事そうに抱だいている。安らかな表情を浮うかべた生首を。それは、まだ幼さの残る少女だ。

　不気味だが、ふしぎと美しい絵図だ。

「この絵画の正体、画像検けん索さくで判明しましたよ。17世紀に描えがかれたバロック絵画で、画家はマイナーどころですね。題材は、『カインとアベル』です」

「なに、カインとアベルだって？」

「蒼あお井いさん、ご存知ありませんか？　旧約聖書に出て来る兄弟ですよ。兄のカインが弟のアベルを殺したという。人類最初の殺人だとか、かんとか」

「内容は知っているが、おかしいだろ。カインとアベルは兄弟だ。この絵は、どう見ても姉し妹まい」

　陽ひ菜なは、『そんなこと知ったことではない』という口調で、

「芸術家の考えることですからね。兄弟ではなく、姉し妹まいの物語と解かい釈しやくしなおしたのでしょう。人類最初の殺人犯が、『女』であってはいけない法はありませんしね」

　おれは結ゆい嘉かを見やった。

「訳がわからないな？　佐さ崎さきはどうして、こんなデータを体内に仕し込こんでいたんだ？」

　結ゆい嘉かは絵画に見み惚とれながら、囁ささやくように言った。

「別の人のためさ。佐さ崎さきは喜んで、その人のためのメッセンジャーとなったのだね。俗ぞくな言いかたをするのなら、黒幕がいるよ」

「〈傀かい儡らい師〉の黒幕？　佐さ崎さきの動機は、無差別殺傷犯を自分で倒たおして英えい雄ゆうになる、じゃなかったのか？」

「ふむ。黒幕は、佐さ崎さきの欲望を利用したのではないかな」

　おれは改めて絵画を見た。襤ぼ褸ろ切れの女性がカインだとするなら、生首はアベルか。カインはアベルの首を切り落とし、それを抱だきしめ、悲しそうな顔をしている。

　血と悲しみの中にいる姉し妹まい。

　陽が昇のぼるように、ゆるやかさと確実さをもって、おれはこのメッセージの意味に気づいた。結ゆい嘉かよりも、誰だれよりも早く、真実へとたどり着いた。当然だ。このメッセージは、おれ宛あてなのだから。

　陽ひ菜なが絵画のタイトルを口にする。

《カインの帰き還かん》。

　そういうことなのか。カインはついに放ほう浪ろうの旅から帰ってきた。アベルを殺し、アベルを取り戻すために。

　おれは瞼まぶたを閉じた。『彼かの女じよ』の声が聞こえる。べつに幻げん聴ちようではない。６年前の出来事を思い返しているだけだ。

『リョウちゃん、あたしは必ず戻もどってくるわ。愛あい莉りを取とり戻もどすために。そして、そのときは、あの忌いまわしいものを──』

　おれは目を開いた。

「あなたなのか、夜や耶やさん」
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〈傀かい儡らい師〉の事件より、33日前　

７月13日　夕方　　　






　おれは、悲痛な叫さけびを聞いていた。

「い、生いき埋うめは嫌いやだぁぁぁぁぁ！」

　これは戸と田だという男の叫さけびである。彼かれはいま棺ひつぎに入れられ、生いき埋うめの危機にさらされているわけだ。

　首しゆ謀ぼう者は、世よ々よ結ゆい嘉か。

　では、なぜこのようなことになっているかというと──世よ々よ結ゆい嘉かが生まれ、零ぜろ局きよくの登録〈心壊者オルドルサイド〉になったからかな。

〈心壊者オルドルサイド〉つまり〈彼かれら〉とは、謎なぞの塊かたまりだ。

　結ゆい嘉かいわく、〈彼かれら〉になりえるのは日本人のみらしい。

　なぜか？　分子人類学の話になる。Ｙ染せん色しよく体ハプログループ[image: ∑]、というものを持つ人だけが、〈彼かれら〉として覚かく醒せいする可能性がある、というのだ。

　ハプログループ[image: ∑]は世界で、本土日本人、琉りゆう球きゆう民族、アイヌ民族のみに見られるという。このことから、〈彼かれら〉は一種の遺伝子疾しつ患かんともされている。

　ただし、ＤＮＡ解かい析せきによって絞しぼれるのはハプログループ[image: ∑]まで。ＤＮＡ解かい析せきで、〈彼かれら〉かどうかを判別するのは不可能だそうだ。

　よって、〈彼かれら〉を見つける方法は、いまも昔もアナログだ。〈彼かれら〉が能力を使っているところを押さえるか、〈彼かれら〉自身に白状させるか。

　そのくせ零ぜろ局きよくの究極目標は、すべての〈彼かれら〉の身み許もとを特定し、登録することだという。

　推定では、現在〈彼かれら〉の数は、３３０～３９０万人。〈心壊者オルドルサイド〉率は、人口の３パーセント前後で、落ち着く特性があるそうだ。

　戦後、日本の人口は右みぎ肩かた上がりだったので、〈彼かれら〉も増えてきた。いまは人口も減少してきたから、以下略。また零ぜろ局きよくが生まれるより前、戦せん中ちゆう・戦前の〈彼かれら〉については、定さだかではないとか。

　究極目標に話を戻もどすと、登録〈心壊者オルドルサイド〉は全体の一割にも満たないという。先は長いな、と他ひ人と事ごとだから暢気のんきに言っておく。

〈彼かれら〉として覚かく醒せいするのは、遅おそ咲ざきでも15歳さいまでだ。おれはもう18歳さいなので、〈心壊者オルドルサイド〉デビューすることはないのです。

　そんな『ただの人』であるおれにとって、情報源は〈彼かれら〉である世よ々よ結ゆい嘉かだ。

　たとえば、〈彼かれら〉には能力の発動条件というものがある。この発動条件、当人はどう知るのだろうか？

　以前、実体験を持つ結ゆい嘉かが答えてくれた。

「〈彼かれら〉に覚かく醒せいしたとたん、ピンときてポンと頭に浮うかぶのさ。わかった？」

　わかるかよ。

　結ゆい嘉かにも、零ぜろ局きよくについては情報源が必要だ。

　登録〈心壊者オルドルサイド〉には、零ぜろ局きよくの会計課というところから、監かん督とく官かんがつく。そこで結ゆい嘉かは、自分の監かん督とく官かんを懐かい柔じゆうし、色々と聞き出した。

　くだんの監かん督とく官かんこそが、戸と田ださん。いま『生いき埋うめは嫌いやだ』と叫さけんでいる人ですね。

　結ゆい嘉かは、零ぜろ局きよく〈心壊者オルドルサイド〉捜そう査さ官かんとなるため試験を受けている。採用試験のお伝えメールが、登録〈心壊者オルドルサイド〉に対し一いつ斉せい送信されてきたのだ。

　おれと結ゆい嘉か、２人の共通の目的を遂とげるためには、零ぜろ局きよくに入る必要がある。これは願ってもないチャンスだ。

　一次試験では〈証あかし〉というものを入手せよ、という。当然ながら〈証あかし〉がなんなのかも、どこにあるのかもわからない。なら、関係者に尋たずねよう、となった。

　１時間前、結ゆい嘉かは戸と田だをひと気のないところに呼び出した。

　そこをおれが襲しゆう撃げきし、戸と田だには気絶してもらった。結ゆい嘉かの指示通りに戸と田だの首を絞しめ、頚けい動どう脈みやくを圧あつ迫ぱくしたのだ。脳への血流が止まると、人は気を失うのだとか。

　目覚めた戸と田だは、この騒さわぎ。無理もない。戸と田だが入れられているのは、人間が１人ようやく納まるサイズの木箱。なにも知らない戸と田だには、まさしく棺ひつぎに閉とじ込こめられたように感じるだろう。

　さらに『棺ひつぎ』の外から、結ゆい嘉かの声が聞こえてくるわけで。

「戸と田だくーん。〈証あかし〉だよ。この〈証あかし〉を誰だれが持っているのか、ボクに教えてくれるよね？　教えてくれないと、こうだよ」

　すると、音がするわけだ。『棺ひつぎ』の上に、土がかけられる音が。『棺ひつぎ』の中の戸と田だは、不安になる。『オレは生いき埋うめにされようとしている！』と。

　もちろん、結ゆい嘉かに戸と田だを生いき埋うめにする気はない。

　戸と田だを閉とじ込こめている『棺ひつぎ』は、大地の上にある。さらに言うなら、とある雑木林の中だ。戸と田だがうるさかろうと思い、ひと気のないところを選んだ。

『棺ひつぎ』にかけている土の出所はどこか？　シャベルで土を掘ほり起おこすのも面めん倒どう。そこで園芸用の土を買っておいた。これを定期的に振ふり落とし、臨場感たっぷりの音を演出。

『棺ひつぎ』の正体にいたっては、おれの実家にあった、母方の祖父の衣い裳しよう簞だん笥す。

　おれは結ゆい嘉かに小声で言った。

「本当に戸と田ださんを騙だませたな。作戦を聞いたときは、半信半疑だったが」

「あえて『生いき埋うめにするぞ』と明言しないのが、コツだよ。戸と田だくんの想像力に仕事をさせてあげるのさ」

　とはいえ決め手は、結ゆい嘉かのことを戸と田だが知っている点だろうな。世よ々よ結ゆい嘉かなら、生いき埋うめもやりかねんぞ、という信しん憑ぴよう性がある。

　観念した戸と田だが、『棺ひつぎ』の中から叫さけぶ。

「わかった、いま教える！」戸と田だは、〈証あかし〉を持っている捜そう査さ官かんの名前や住所を、白状した。それから、「話しただろ！　早く出してくれぇぇ！」

　結ゆい嘉かは朗ほがらかに返事した。

「ボクのこと知らせられたら困るね。戸と田だくん、キミはボクが合格するまで、放置だ」

　鬼き畜ちくなことだ。世よ々よ結ゆい嘉かの真骨頂。





翌日　お昼ごろ　






　萩はぎ野の美み奈なという捜そう査さ官かんが、〈証あかし〉の守護者だ。

　少なくとも、彼かの女じよはスパイ向きではない。放射する存在感によって、景色から浮うき上あがって見えるから。おかげで、尾び行こうするのは楽だった。

　が、尾び行こう者たるこちらも、目立っているだろうな。

　おれは周囲に溶とけ込こんでいるが──特技みたいなものです──世よ々よ結ゆい嘉かが問題。オオカミ・フードを被かぶって、棒付きキャンディをくちに『装そう塡てん』している少女。いっそ萩はぎ野の美み奈なに手を振ふって、「尾び行こうしていますよー」と挨あい拶さつしたらどうだ。

　くだんの萩はぎ野のさんがファミレスに入る。結ゆい嘉かはそれを見届けてから、抱かかえていたボストンバッグを落として、ファミレス前の植うえ込こみへと押おし込こんだ。

「よし、ボクたちも行こう」

　萩はぎ野のさんは、店員に『３名』と伝えていたらしい。おれと結ゆい嘉かはすぐに、萩はぎ野のさんのいるボックス席まで案内された。萩はぎ野のさんと向かい合って、座すわる。

　結ゆい嘉かの指示で、まずはおれが第一声を放つことになっている。

「どうも。おれは──」

　萩はぎ野のさんはおれを無視して、鋭するどい視線を結ゆい嘉かに向けた。

「私が、あんな拙つたない尾び行こうに気づいていないとでも？」

　結ゆい嘉かは足をぶらぶらさせる。

「キミが尾び行こうに気づいてくれなきゃ、ボクは困ったところだ。キミとは、こうやって差し向かいで話したかったわけだからね。まずは、自己紹しよう介かい。ボクは世よ々よ結ゆい嘉か。〈心壊者オルドルサイド〉だよ。こっちは、助手のリョウくん」

『助手のリョウくん』は「はじめまして」と挨あい拶さつしたが、やはり萩はぎ野のさんに無視された。

　結ゆい嘉かは、さっそく本題に入る。

「ボクが、ファミレス前に置いたボストンバッグね。気付いていると思うけど？　あれの中には、プラスチック爆ばく弾だんが入っていて」

　結ゆい嘉かはスマホを取り出し、萩はぎ野のさんに見せる。

「このスマホで、遠えん隔かく起き爆ばくできてしまうのだ。良いい時代だね。闇やみウェブを活用したら、プラスチック爆ばく弾だんさえ買えてしまうとはね。おっと、少しでも動いたら爆ばく発はつさせちゃうよ」

　萩はぎ野のさんの視線の鋭するどさが増す。

「爆ばく弾だんがあるなど、ハッタリだ」

　まさしく、その通り。くだんのボストンバッグは空っぽだ。海千山千の捜そう査さ官かんでなくても、わかりそうなハッタリではある。しかし、結ゆい嘉かは余よ裕ゆうの笑えみだ。

「キミは、99パーセント、ボクのハッタリだと思っている。爆ばく弾だんなんてない。だけど、もしも残り１パーセントのほうだとしたら？」

「どういうことか？」

「キミにできるかな？　ということさ。１パーセントのリスクを無視することが。爆ばく弾だんが本物で、ボクが起き爆ばくしたら、わりと多くの犠ぎ牲せい者が出るよ？」

　萩はぎ野のさんは、結ゆい嘉かを値ね踏ぶみするように見た。

「１パーセントの可能性など、もともと存在しない」

「どうかな？　ルールだと、合格者は試験中の犯罪行こう為いを、すべて無罪にしてもらえるよ。だから、ボクが爆ばく弾だんで何人か吹ふき飛とばしても、『潔白』さ」

「キサマが合格するとは限らない。合格しなければ、キサマは無差別殺傷の罪で裁かれる」

「キミの言う通り」

　と、結ゆい嘉かはあっさりと認めてから、身を乗り出して、

「けど、ボクには合格するしか道はないのだ。こっちのリョウくんも同じく。よってボクは喜んで、リスクを引き受けよう。もしも失敗して破は滅めつするというのなら、ボクという女の子は、そこまでの器うつわだったということさ」

　結ゆい嘉かの言葉には重みがあった。真実だからだ。どこまでも本心。それを曝さらけ出だすことで、萩はぎ野のさんにプラスチック爆ばく弾だんのハッタリを信じさせようというわけか。

　果たして、どうか？　おれは萩はぎ野のさんの様子をうかがって──

　なんだ？　萩はぎ野の美み奈なは頰ほおを染めて、結ゆい嘉かを見返している。しかもアホ毛がハートマークを描いているんだが。恋こいする乙女おとめだろうか。彼女は結ゆい嘉かから目をそらして、言った。

「たとえ無実になるとしても、そう簡単に人を傷つけられるものではない」

　結ゆい嘉かは両手を広げた。

「試ためしてみたら？」

　たとえ目的のためでも、結ゆい嘉かは無実の人を犠ぎ牲せいにはしない。ただし、一線を越こえないかぎりでなら手段を選ばないだろう。

　重要なのは、『線』のどちら側を歩いているのか。

　萩はぎ野のさんは結ゆい嘉かに視線を戻もどした。さっきの恋こいする乙女おとめはどこかに消えていた。アホ毛ハートも。おれの勘かん違ちがいだったかな。

「１パーセントの危険性を認にん識しきした。キサマの望みを聞こう」

　結ゆい嘉かは満足げに微笑ほほえんだ。

「萩はぎ野のちゃん……いや、ハギちゃん。ボクに、〈証あかし〉を渡わたしてもらおうかな」

「〈証あかし〉は、ここにはない。鴨かも葱ねぎ銀行の渋しぶ谷や支店、そこの貸金庫にある。貸金庫を開けるには、４桁けたの暗証番号とカードキーが必要。暗証番号は──」

「１９４５。零ぜろ局きよくの創設年だ。簡単すぎるね。さぁ、カードキーは持っているね？　ボクはここにいるから、キミはリョウくんと行くのだ。変な真ま似ねをしようものなら、ドカンだからね」

　おれは立ち上がって、萩はぎ野のさんのそばまで行った。

「萩はぎ野のさん。では、行きましょうか」

　萩はぎ野のさんの動きは、水が流れるようだった。無む駄だな動きはなく、捉とらえどころがなく、あと速すぎ。気づけば、おれは萩はぎ野のさんに後ろから拘こう束そくされていた。彼かの女じよの豊かな胸が、おれの背中に押おし付つけられる。

　萩はぎ野のさんの左手の指先は、おれの喉のど仏ぼとけの横に突つきつけられた。

「ここは頚けい動どう脈みやく洞どうという。私がここを突つけば、キサマは呼吸困難に陥おちいり、死にいたる」

　やばい。この人、本気だ。命の危機だ。

「ゆ、結ゆい嘉か……」

　結ゆい嘉かはなぜか不ふ機き嫌げんそうに言った。

「リョウくん。ハギちゃんの胸が背中に当たって、嬉うれしい感じなのだね」

　いや、殺されそうなときに、そんな嬉うれしい感じは微み塵じんもないんだが。

　萩はぎ野のさんが舌打ちした。

「そっちの娘むすめならともかく、キサマを嬉うれしがらせるつもりはないぞ。死ね、クズ」

「そこまで言うかい」

　萩はぎ野のさんはおれを無視して、結ゆい嘉かに命じる。

「このクズを殺されたくなければ、世よ々よ結ゆい嘉か、スマホから手を離はな──」

　結ゆい嘉かは迷いなくスマホをタップする。

「ハギちゃん。キミがそうするであろうことは、わかっていたよ」

　刹せつ那な、おれの全身を電気ショックが貫つらぬく。

　昨夜のことが、走そう馬ま灯とうのように駆かけ巡めぐる。

　戸と田だから〈証あかし〉の守護者を聞き出した後だ。結ゆい嘉かはある装置を、おれに見せた。それは手のひらサイズの代しろ物もの。

「リョウくん。この装置を、電極が皮ひ膚ふに付くようにして、お腹なかに装着してね」

「なんだよ、この装置？」

「市し販はんのスタンガンを改造したものさ。ボクがスマホをタップすると、高電圧が発生するよ」

「まてよ。そんなものをくっ付けていたら、電気ショックを喰くらうだろ？」

「うん。ボクたちは、〈証あかし〉の守護者を無力化しなくちゃいけない。けどさ、零ぜろ局きよくが用意した障害だからね。通常のスタンガン攻こう撃げきくらいでは、守護者に返かえり討うちにされちゃう。そこで、不意を打つ戦略だよ」

「不意打ちはわかる。だけど、なぜおれが電気ショックを喰くらわなきゃならない？」

　結ゆい嘉かからは、出来の悪い生徒を見る眼まな差ざし。

「ボクが、守護者を誘ゆう導どうするよ。リョウくんを人ひと質じちに取るようにね。すなわち守護者とリョウくんが、密着した状態を作るのさ。すると、どうなるかな？　電気は人体を伝わるからね。キミを経由して、守護者にも電気ショック攻こう撃げきさ」

「賢かしこい作戦だな」

　と、感心してから、気づいた。

「まった、おれが犠ぎ牲せいになるだろ」

　結ゆい嘉かは穢けがれなき微笑ほほえみ。

「尊き犠ぎ牲せいさ」

　かくして、いま、犠ぎ牲せいのとき。

　おれが受けた電でん撃げきは、密着した萩はぎ野のさんにも襲おそいかかる。萩はぎ野のさんの呻うめき声が、耳元で聞こえる。よしよし、ちゃんとダメージは喰くらっているな──そして、おれの意識は遠のいていき……。

　真っ暗だ。
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　声がする。

　懐なつかしい、優やさしい声だ。

　少女が、おれを見つめている。その瞳ひとみは涙なみだで濡ぬれていた。

「もしも、わたしが消えちゃっても、諒りよう助すけくんは忘れないでいてくれる？　わたしのこと、覚えていてくれる？　ずっと、ずっとわたしのことを──」

　おれは少女の手を握にぎる。

　当たり前だろ。君のことを忘れたりするもんか。

　愛あい莉り。

　──世界が崩くずれ




　結ゆい嘉かの声で、再生された。

「こらリョウくんや、いつまで眠ねむり姫ひめしているのさ」

　ハッとして目を開けると、結ゆい嘉かがこちらを見つめている。その瞳ひとみの中では、好こう奇き心が超ちよう新しん星せい爆ばく発はつを起こしていた。

「よう、結ゆい嘉か」

　起き上がって見回すと、ここは平へい々へい凡ぼん々ぼんな応接室だ。おれが寝ねかされていたのは高級感のあるソファ。結ゆい嘉かも、この上で胡坐あぐらをかいていた。

　ちなみに世よ々よ結ゆい嘉かとは、フカフカ度が１４０パーセント以下では満足できない少女。このソファは高品質ではあるが、少し硬かたすぎだな。

「愛あい莉りの夢を見ていたようだね」

「どうして、わかった？」

「いま、わかったね」

　コイツめ、カマかけだったのか。

　結ゆい嘉かは不満げに言った。

「ボクというものがありながら、愛あい莉りの夢を見るとは。実に情けないことだ」

　面めん倒どうだから話題を変えよう。

「ここは、どこなんだ？」

　結ゆい嘉かはある貿易会社の名を口にし、そこの支社だと話した。

「零ぜろ局きよくの数ある隠かくれ蓑みのの１つが、この会社のようだね。まだ『部外者』であるボクに明かしたということは、さほど重要な隠かくれ蓑みのではないということだ」

　おれは気絶していたが、結ゆい嘉かは普ふ通つうに案内されてきた、というわけか。

「結ゆい嘉か。もちろん、〈証あかし〉は入手できたわけだよな？」

　結ゆい嘉かは、当然すぎるね、という顔。

「うむ。ハギちゃんからカードキーを回収して、鴨かも葱ねぎ銀行の支店へと向かったのさ。貸金庫の保管箱にはトラップが仕し掛かけられているかもなので、念のため身代わりも雇やとったよ。資金提供は、戸と田だくんのお財さい布ふです。かくして、無事に〈証あかし〉を回収したのだ」

　結ゆい嘉かはポケットから取り出した。

「これが、その〈証あかし〉さ」

〈証あかし〉の正体は、統制庁の身分証が２枚。統制庁とは内閣府の外局であり、捜そう査さ権・逮たい捕ほ権を擁ようした機関だ。

「あれ、零ぜろ局きよくじゃないのか？」

「これも零ぜろ局きよくの隠かくれ蓑みのだね。しかも、重要な『ニセ身分』だ。こっちは、あえて教えてきたね」

　結ゆい嘉かは説明した。

　零ぜろ局きよくとは影かげの機関で、一いつ般ぱんには知られていない。

　そこまで秘密主義の機関だが、〈心壊者オルドルサイド〉事件の捜そう査さのためには『表の世界』へと出て行かなければならない。表向きに名乗る捜そう査さ機関が、必要となる。

「それが、いまは統制庁なのか」

　おれは改めて〈証あかし〉を見て、

「これ、身分証なのに名前も顔写真もない。白紙の身分証だ」

「試験に合格すれば、ここにボクたちの名前が記されるということだね」

　そのとき真の意味で、これがおれたちの〈証あかし〉となるのか。

「なら、零ぜろ局きよくの身分証をくれればいいのにな」

　結ゆい嘉かが呆あきれた様子で、

「これだから、リョウくんは。影かげの機関なのに、身分証なんかあるわけないでしょうが」

　すると仲間うちでは、統制庁の身分証が、零ぜろ局きよくのそれということか。

「〈証あかし〉を入手したら、零ぜろ局きよくの者が現れたわけか」

「ハギちゃんがね」

「萩はぎ野のさんが？　おれと同じ電でん撃げきを喰くらって、すぐに意識を取とり戻もどしたのか。よほど頑がん丈じようにできているらしいな。虎とらみたいな人だしな」

「ハギちゃんは親切だよ。ココへ移動する前にもね、長くかかるから、おしっこをしたほうがいいよ、と教えてくれたもの。一いつ緒しよの個室に入りたがったのは、ふしぎだけどねぇ」

　そのとき、おれの灰色の脳細さい胞ぼうがフル稼か働どうした。

　萩はぎ野の美み奈な。ファミレスのとき、結ゆい嘉かへ熱っぽい眼まな差ざしを向けたのは、おれの気のせいではなかった。そして、結ゆい嘉かがおしっこするところを見たがった。導き出される真実とは。

　おれは結ゆい嘉かの肩かたをガシッとつかんだ。

「結ゆい嘉か、あいつは変態百ゆ合りだ。お前を狙ねらっているぞ。貞てい操そうの危機だ。気をつけろ」

　結ゆい嘉かは眉み間けんにしわを寄せた。

「なにを言い出すのだ、ボクの助手は」

　応接室のドアがバーンと開いて、黒い影かげが飛とび込こんできた。ついでフィギュアスケートばりのスピンをし出す。

　少女だ。

　桜色の髪かみをツインテールにしており、長さは身長よりありそうだ。これの先せん端たんが、スピンにあわせてビュンビュン飛んでくる。プロペラのようで、危ない。

　やがてスピンが止まる。

　その少女は結ゆい嘉かと同年代で、快活な表情をしていた。服装はスウェットの上下という、このズボラ感。そして電動車くるま椅い子すに乗っていた。

「どうもっス、蒼あお井いっち、世よ々よっち！　二に市しエレナっス、以後お見知りおきを！」

「はぁ、よろしく。もしかして、君は──」

　二に市しエレナは挙手して、大声で答える。

「はい、零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんっスよ！」

　結ゆい嘉かがソファから降りて、エレナの頭をポンポンと叩たたいた。
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「キミみたいな子供が、捜そう査さ官かんなんてやれるものかなぁ。ボクは疑わしいなぁ。ポンポンしてあげるね」

　結ゆい嘉かがスキル『自分のことを棚たなに上げる』を発動したのだった。

　エレナは気分を害した様子もなく、というかポンポンされて嬉うれしそうだ。

「５年ほど零ぜろ局きよくの養成プログラムを受けたんスよ。そこで科学鑑かん定ていに必要な知識を授さずかったんス。いまは大学院で宇宙物理学を研究しているんスけど、ついにエレナも現場に出られるときが来たんスよ！」

　大学院？　ああ、飛び級ということか。すごく優ゆう秀しゆうだな。

　結ゆい嘉かはどこまでも上からな目線で、

「ふうん、ボクの部下にしてあげなくもないよ。けどキミ、本当に役に立つのかな？　知識は詰つめ込こまれたみたいだけど、まだ実じつ戦せん経験はないみたいじゃない」

　おれは呆あきれた。

「結ゆい嘉か。お前だって、まだ試験に合格してないだろ」

　エレナはエレナで、なんの権限もない結ゆい嘉かに、自分を売うり込こみ出した。

「埼さい玉たま県警の科か捜そう研けんに出向していたことならあるんス！　４年前の女子大生殺人事件。犯人の指し紋もんもＤＮＡ型も見つからず、迷めい宮きゆう入いりかというところ──エレナが微び生せい物ぶつ鑑かん定ていをしたことで、突とつ破ぱ口こうが開けたんスよ！」

　……４年前って、この子、小学生じゃないか？　いや、飛び級か。

　結ゆい嘉かは腕うで組ぐみして、ウムとうなずいた。

「ほう、微び生せい物ぶつ鑑かん定てい。個人の身体からだに付着する微び生せい物ぶつは、生活スタイルによって千せん差さ万ばん別べつ。そこで微び生せい物ぶつから個人を特定しよう、という新しい方法だね。よし、キミは合格だ。ボクのチームに入りたまえ」

　拳こぶしを突つき上あげるエレナ。

「やったっス！」

　おれは溜ため息いきをついた。

「結ゆい嘉か。合否判定されるのは、お前のほうだから」

　さらに結ゆい嘉かは、デリカシーを燃えるゴミの日に捨てた発言。

「で、キミ、どうして車くるま椅い子すなのさ？」

「バカ、結ゆい嘉か。そういうことはもっと親しくなったら、向こうから、だな」

　エレナはツインテールを振ふって、ではなく、首を横に振ふった。

「ぜんぜんＯＫっスよ。世よ々よっちみたいに直球で聞いてくれたほうが、ありがたいものっス」

　それから軽かろやかな口調で、

「幼いときの家族旅行中、〈心壊者オルドルサイド〉事件に巻まき込こまれたんス。両親は殺され、エレナは脊せき髄ずい損傷。それ以来、下半身不ふ随ずいなんスねぇ。零ぜろ局きよくの養成プログラムを受けられたのも、この事件が縁えんなんスよ」

　とてつもなく重たい話をした。

　おれは結ゆい嘉かの後頭部に手をやって、頭を下げさせる。

「申しわけない、二に市しさん。うちの結ゆい嘉かが、場の空気も読まずに質問してしまい」

「リョウくん、ボク、空気を読んだからね」

　だがエレナは、曇くもりなき瞳ひとみで答えるのだ。

「たしかに両親の死は悲しいことっス。自由に走れないのも辛つらいっス。けど、その過去を乗のり越こえてきたからこそ、いまこうして零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんとして人々の役に立てるんスよ！　人生は悪いことばかりではないんス！」

　おれは涙なみだをこらえた。

「健けな気げないい子だ。是ぜ非ひとも、結ゆい嘉かのチームに入ってくれ」

「リョウくん、気が早い」

　エレナは華か麗れいなる１８０度ターンを決めた。「蒼あお井いっち、世よ々よっち。付いて来てっスよ」と言って、車くるま椅い子すで廊ろう下かへと走り出た。

　おれと結ゆい嘉かは追いかける。

「これから最終試験が行われるっス。内容は、かつて零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんが解決した事件に挑いどんでもらう、というものっス。今回は、蒼あお井いっちのお祖じ父いさんが解決した事件が、選ばれたんスよ」

「そうか。おれのじいさんが解決した事件か。楽しみだな……………ごめん、意味がわからない。どうして、おれのじいさんが出てくるんだ？」

　結ゆい嘉かが溜ため息いきをついた。『これだから、リョウくんは万年助手なのだ』と言いたげに。

「リョウくん。キミの母方のお祖じ父いちゃんは、かつて調整庁に勤めていたよね？」

　おれが５歳さいのときに死んでしまった、じいさんのことか。

「どうも、そうだったらしいな」

「調整庁は、統制庁の前身だよ。ほら、中央省庁が再編されたとき、名めい称しようだけ変わったよね」

　結ゆい嘉かの奴やつ、どうでもいいことを覚えているものだ。統制庁の前身が調整庁だからって、それがどうしたって──

「じいさん、零ぜろ局きよくの捜そう査さ官かんだったのか！」

　戸と田だを『生いき埋うめ』にしたのは、じいさんの衣い裳しよう簞だん笥すだった。これぞ縁えんか。

　エレナが何度もうなずく。

「そうっスよ。蒼あお井いっちのお祖じ父いちゃん、蒼あお井い一かず義よしは、優ゆう秀しゆうな捜そう査さ官かんだったんスよ。一かず義よし自身は〈心壊者オルドルサイド〉ではなかったっスが、数多くの〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者を捕とらえたんス。付いた通り名が、〈猟りよう犬けん〉っス」

「猟りよう犬けんだってさ、リョウくん。すっかり飼いならされちゃっているねぇ」

　そうクスクス笑うのは、孤こ高こうのオオカミである世よ々よ結ゆい嘉かさん。

「……おい、おれのじいさんだからな」

　やがてエレナは、おれたちをある個室へと案内した。その個室の床ゆかには、直径２メートルほどの円が、５個並んでいた。この円の内部には、複数の球体が埋うめ込こまれている。

　入口には、カゴが置かれていた。

「試験は、ＶＲ（仮想現実）の中で行われるっス。カゴの中から、ＶＲヘッドマウントディスプレイと、両手用のデバイスを取ってっス。それから、好きな円の中へと移動してっスね」

　指示されたものを取ってから、おれと結ゆい嘉かは隣となり合あった円に立った。

　床ゆかに敷しき詰つめられた数多くの球体が回転するため、この上で歩いても前には進まない。仮想現実内で歩いても、実際には移動しないから危なくないわけか。両手に装着した手て袋ぶくろ型デバイスで、ＶＲ内でモノをつかんだりもできると。

　エレナが申しわけなさそうに言った。

「本当なら、システム開発者である米よね盛もり陽ひ菜なが、説明するはずだったんス。残念なことに、いまは謹きん慎しん中なんスね。ハッキングしたスマートカーを暴走運転させた罰ばつで」

　それから微笑ほほえましいという表情で、

「お転婆てんばさんなんスよ、米よね盛もりっちは」

　いや、いや。スマートカー暴走は、断じて『お転婆てんば』とは言わないぞ。

　エレナは「コホン」としてから、

「では、蒼あお井い一かず義よしと同じ条件で、事件にチャレンジしてもらうっスよ。ＶＲ内で移動可能な場所や、登場する人たちは、資料などを参考にして忠実に再現してあるっス。あ、ちなみに蒼あお井いっちと世よ々よっち以外は、ノンプレイヤーキャラクター（ＮＰＣ）っスよ」

　つまり、じいさんの立場で、捜そう査さに乗り出すわけか。

　結ゆい嘉かが訊きいた。

「事件を解決するためのルートは、〈猟りよう犬けん〉くんと同じものを辿たどらなきゃいけないのかな？」

　オオカミとしては、猟りよう犬けん如ごときと同じ道は歩めない、というわけか。

「解決さえしてくれれば、ルートは関係ないっスよ。ただ最短の手がかりを追っていくと、自然、蒼あお井い一かず義よしと同じルートになってしまうと思うっス」

　結ゆい嘉かは納なつ得とくのいかない顔である。

　エレナはタブレット端たん末まつを取り出し、

「最低限の情報を伝えるっスね。

　時は１９７２年の夏。蒼あお井い一かず義よしは、ある人物を追つい跡せきしていたんス。それは零ぜろ局きよく創設メンバーの１人である、呉くれ城しろ。呉くれ城しろが僻へき地ちにある村、無形村に潜ひそんでいるという情報を得た一かず義よしは、さっそく向かったんス」

　結ゆい嘉かが好こう奇き心に満ちた声こわ音ねで、

「面おも白しろそうだね。呉くれ城しろは創設メンバーなのに、零ぜろ局きよくが放った〈猟りよう犬けん〉に追われていたのだね。なにをやらかしたのかな？」

「エレナのアクセス権では、呉くれ城しろについての情報は、取得できないっス。よって、２人にも教えようがないっスね。言えることは、呉くれ城しろは１８９３年生まれということだけっス」

　零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんでも情報にアクセスできない人物を、ＶＲ内とはいえ捜さがせというのか？　見つけたら見つけたで、口くち封ふうじとかされないだろうな？

　おれも助手として、なにか言っておこう。

「えーと。呉くれ城しろは生年からして、１９７２年では、79歳さいか。けっこうな高こう齢れいだ」

「長いあいだ、呉くれ城しろは零ぜろ局きよくから逃にげていたようっスね。ただ、逃とう走そうの理由については──」

「アクセスできない、と。けど顔写真くらいは、見せてくれるんだよな？」

「蒼あお井い一かず義よしが追つい跡せきに乗り出したとき、呉くれ城しろが零ぜろ局きよくにいたころの写真は、すべて処分されてあったんス。条件は同じで始めてもらうっスよ。

　あと制限時間なんスが──蒼あお井い一かず義よしは無形村に到とう着ちやくして、約３時間後には呉くれ城しろを見つけ出しているっス。だから、その倍の６時間を制限時間とするっス」

　結ゆい嘉かが片手を突つき出だした。

「ボクも３時間で充じゆう分ぶんだね」

　結ゆい嘉かの奴やつ、負まけず嫌ぎらいのため、自分から難易度を上げてどうする。

「まった、二に市しさん。制限時間は６時間のほうで──」

　が、やたら感激し出したエレナに、おれの声は届かなかった。

「さすが、世よ々よっちっス！　マイマスターと呼んでいいッスか？」

「呼びたまえ、呼びたまえ。さてと、リョウくん、楽しくなってきたね痛っ！」

　身を乗り出して、デコピンしたのだ。

「世よ々よっち、蒼あお井いっち、まとめるっスよ。制限時間は、３時間。合格条件は、無形村に潜伏する呉城を見つけ出し、グウの音も出ないように証明することっス。では、最終試験のスタートっス！」

　別室でモニターするらしく、エレナは部屋を出て行った。

　おれはＶＲヘッドマウントディスプレイを装着。両目と両耳が完全に覆おおわれる。はじめに、アバターを決めねばならない。面めん倒どうなので、『どこにでもいる青年』風にした。

　次の瞬しゆん間かん、おれは別世界にいた。

　田園の中に、木造家屋が点在している。遠くからは蟬せみの鳴き声が聞こえる。太陽はギラギラと輝かがやいているが、さすがに熱さは感じない。

　ここが無形村か。にしても現実と見み紛まがうレベルの景色だ。

　さて、結ゆい嘉かはどこに──

　一匹ぴきの漆しつ黒こくの子犬が走って来た。かと思うと、軽かろやかに跳ちよう躍やくし、おれの身体からだを駆かけのぼり、頭に乗っかった。そこが気に入ったらしく、居い座すわり出す。

「この厚かましさ、覚えがある。さては、世よ々よ結ゆい嘉かだな？」

「ほう、リョウくん、良いい推理だね。褒ほめてあげる」

　現実世界では、おれと結ゆい嘉かはすぐ隣となりにいる。だがＶＲヘッドマウントディスプレイが外部の音を遮しや断だんしている。よっていまの会話は、互たがいの声をヘッドマウントディスプレイのマイクが拾い、聴ちよう覚かくシステムを経由することで行われたようだ。

「お前、子犬をアバターにしたのかよ」

「………………」

　なぜだろう。結ゆい嘉かから返ってきたのは、怒いかりの沈ちん黙もくだ。おれは間違いに気づいた。

「……と思ったら、子犬のように可愛くも、凜り々りしいオオカミじゃないか！」

　結ゆい嘉かから満足げな返答。

「うむ。ボクの魂たましいを動物に譬たとえるなら、神聖なるオオカミなのだ。獲え物ものをガンガン狩かるのだ」

　そんな小さいオオカミだと、狩かれるのはネズミくらいじゃないかね。

「ところで、現実世界でも四足歩行で動いているのか？」

「二足歩行が、四足歩行に変へん換かんされているのだ。おや、誰だれか来たね」

　畦あぜ道みちを、40歳さいくらいの男が走ってくる。警察の制服を着て、手ぬぐいを首に巻いていた。

　ノンプレイヤーキャラクター（ＮＰＣ）か。１９７２年、無形村の駐ちゆう在ざい所に常じよう駐ちゆうしていた、実際の警察官を再現しているわけだな。

「アー、蒼あお井いさんですな。無形村にようこそ」

　蒼あお井いさん──つまり、蒼あお井い一かず義よしのことか。いまは、おれがじいさんの役割なわけだな。

「エー、村に到とう着ちやくしたばかりのところ、申しわけないのですが。アー、是ぜ非ひとも蒼あお井いさんのお知ち恵えを拝借したいのです。というのも、身み許もと不明の少年を保護したんですが、エー、これが私ではお手上げでしてな」

　なぜ、『蒼あお井い一かず義よし』に助けを求めるのか。これくらい、おれでも推理できる。無形村で捜そう査さするにあたって、事前に駐ちゆう在ざいさんに連れん絡らくした。そのさい、調整庁としての身分を名乗ったわけだ。

　さて、駐ちゆう在ざいさんの話はこういうことだ。

　無形村を巡じゆん回かい中、くだんの少年が倒たおれているのを見つけた。村内では見たことのない少年だ。衣服は粗そ末まつなもので、靴くつを履はいてなかった。

　おれの頭上にいる、小さなオオカミが訊きいた。

「くだんの少年は、なんと言っているのかな？」

　駐ちゆう在ざいさんは、オオカミが喋しやべったことはスルーした。ＮＰＣの一種の柔じゆう軟なんさだな。

「アー、なんにも答えてくれんのです。ひたすら放心しているという感じで」

「結ゆい嘉か。呉くれ城しろを捜さがさなきゃいけないんだ。駐ちゆう在ざいさんの手伝いをしているヒマはないぞ」

　現実世界でなら駐ちゆう在ざいさんに手を貸すが、これはどうせＶＲだしな。

　だが、結ゆい嘉かは別意見のようだ。

「リョウくん。蒼あお井い一かず義よしも無形村に来てすぐ、駐ちゆう在ざいくんから助けを請こわれたのだ。ではさ、リョウくんのグランパは、どう応えたのかな？　自分には関係がないことだからと、突つっぱねたのかな？」

「いや、じいさんが助けを求められて、撥はねつけたとは思えない」

　結ゆい嘉かは満足げに言った。

「そうだね。その上で、一かず義よしはたった３時間で、呉くれ城しろを見つけたのだ。ようはだね、駐ちゆう在ざいくんに協力することが、呉くれ城しろへの最短たん距きよ離りとなったのさ。もちろん、当時の一かず義よしは知るはずもなかっただろうけどね」

「なるほど」

　ということで、くだんの少年に会うため、おれたちは駐ちゆう在ざい所に向かった。

　そこのベッドに、少年は座すわっていた。

　年のころは14。糸のように細い目に、高すぎず低すぎない鼻。耳の形が独特で、三日月が真ん中で折れた形をしている。

　おれは『少年』に声をかけた。だが焦しよう点てんの定まらぬ目をした彼は、なんの反応も示さない。

「どう思う、結ゆい嘉か？」

　オオカミがおれの頭から飛び降りて、『少年』のまわりをグルっと回る。

「ほう？　リョウくん。彼の両手を見てみなよ」

　おれは『少年』の右手首をつかんだ。こうして触ふれても、彼は死人のように反応がない。ひっくり返して手のひらを見る。５本すべての指先に、古くも痛々しい火傷やけどの痕あとがあった。左手も同じだ。

「事故かな？」

「事故なら、両手の指先だけ火傷やけどするのは変な話だね。何者かによって、意図的に焼かれたのだ。もちろん、指し紋もんを採取されないためにね」

「まてよ。指し紋もんって、傷つけても治るだろ？」

「この火傷やけどは、真皮層まで損そん壊かいしているね。そこまで壊こわされると、指し紋もんも戻もどってこないのだ」

　『少年』は指し紋もんを奪うばわれた。いったい、誰だれがなんのために？

　オオカミは、ベッドの上にちょこんと座すわって、尻しつ尾ぽを振ふり出す。実に子犬っぽい。

「面おも白しろいね。彼の肌はだをみてごらん。日焼けで赤くなり始めている。今日、はじめて真夏の陽ひ射ざしを浴びたのだ。つまり、昨日まではずっと屋内にいた。また最低限の栄養は摂とれているようだけど、筋肉は瘦やせているね。慢まん性せい的な運動不足だ」

「引きこもっていたとか？」

「しかし、それは自発的なものではないね。指を焼かれていることや、靴くつを履はいてなかったこと。駐ちゆう在ざいくんが『少年』を知らないこと──健全な引きこもりなら、噂うわさくらいは耳にしているものだ。これらを考え合わせると、答えが出るね。彼は長いあいだ監かん禁きんされていたのだ」

「監かん禁きんだって？　なら、逃にげ出だしてきたってことなのか」

　オオカミが、駐ちゆう在ざいさんのほうに顔を向ける。

「８～11年前に、無形村の近くで、子供の誘ゆう拐かい事件はなかったかな？」

　おれはオオカミの首根っこをつかんで、持ち上げた。

「おい、結ゆい嘉か。説明不足だぞ」

　結ゆい嘉かが、屈くつ辱じよくだぞという口調で、

「こら、リョウくん。神聖なるオオカミを鷲わしづかみするとは、どういう了りよう見けんかな」

「どうして、８～11年前なんだ？」

「火傷やけど痕あとからして、だいたい８～11年前に焼かれたからさ。焼くタイミングとしたら、誘ゆう拐かいしてすぐだろうしね」

「誘ゆう拐かい事件と言い切ったのは？」

「『少年』の指し紋もんを焼いたのは、もちろん監かん禁きん者さ。なぜ監かん禁きん者は、そんなことを？　警察に、彼の身み許もとを照合されないためさ。では、子供が指し紋もん登録されている状じよう況きようって？　考えられるのが、誘ゆう拐かいされた子供という場合さ。警察は保護時に照合できるよう、彼の持ち物から指し紋もんを採取しているはずだからね。で、駐ちゆう在ざいくん？」

「エー、私が無形村に赴ふ任にんしたのは、２年前でしてな。そのとき、この地域の捜そう査さ資料は読よみ込こみましたが、アー、子供の誘ゆう拐かい事件はありませんでしたな。しかし」

「しかし？」

「エー、11年前のことです。近くの山へハイキングに来た、ある一家が消えました。残されたのは、車のみ。父親が借金を抱かかえていまして、警察は逃にげたのだろうと。この一家の子供が、アー、当時３、４歳さいだったかと」

　『少年』と年ねん齢れいはあう。一家は逃にげたのではなく、誘ゆう拐かいされていたのか？　では、彼の両親はどうなった？

　オオカミが毛づくろいし出した。結ゆい嘉かさん、律りち儀ぎに成りきる。

「ふうむ、厄やつ介かいだね。この時代、ＤＮＡ鑑かん定ていはまだ確立されていない。指し紋もんを焼かれてしまっては、くだんの一家の子供こそこの『少年』だ、とは証明できないね。ところで駐ちゆう在ざいくん。確かく認にんだけど、無形村の付近に、他に集落は？」

　駐ちゆう在ざいさんが首を横に振ふる。結ゆい嘉かは満足げだ。

「彼が監かん禁きんされていたのは、やはり無形村にある家だね」

　オオカミは床ゆかに降り立って、彼の足の裏を観察する。

「この足裏、傷だらけだね。裸足はだしで歩いてきたのだから当然だけど。とても注意深く再現してあるようだ。つまり、重要な手がかりということさ──おや、これは」

　結ゆい嘉かの奴やつは、『少年』の足裏にワンコ・パンチし出した。いや、なにかを取ろうとしているのか。やがて、満足げな溜ため息いきとともに、右足を突つき上あげる。

　その肉球には、トゲが突つき刺ささっていた。

「見るがよい、リョウくん。サボテンのトゲだよ」

「サボテンのトゲを、聖せい杯はいみたいに掲かかげられてもなぁ」

　結ゆい嘉かは、見た目が子犬のくせに、呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「このトゲは、土で汚よごれた踵かかとの上から刺ささっていた。『少年』はまず地面を歩いてから、このサボテンを踏ふんだのだね。彼は裸足はだしで監かん禁きん場から逃にげ出だし、駐ちゆう在ざいくんに発見されるまでの間に、屋外栽さい培ばいのサボテンを踏ふんだのだ」

「なるほど。監かん禁きん場の手がかりになりそうだな」

　駐ちゆう在ざいさんは、屋外栽さい培ばいのサボテンなど見た記き憶おくはない、と言う。

　すると結ゆい嘉かは、「キミの注意力では、目の前でゴジラがタップダンスしていても気づかないだろうねぇ」とほざいた。相手がＮＰＣで良かった。

　駐ちゆう在ざいさんに、彼を発見した場所まで案内してもらう。

　そこからは、おれと結ゆい嘉かの２人で、サボテンの探たん索さくを開始した。

　各民家は孤こ島とうのように離はなれている。根気よく庭を覗のぞいて行くが、サボテンの『サ』の字も見つからない。時間ばかりが無情に過ぎていく。

　やがて、おれと結ゆい嘉かは小高い丘おかの麓ふもとまで来た。丘おかの頂には、洋館がそびえている。どう見ても、無形村に場ば違ちがいな代しろ物ものだ。

　結ゆい嘉かが、ハッとした様子で背後を振ふり返かえった。

「どうした、結ゆい嘉か？　野の良ら犬いぬにガン付けられたか？」

「野の良ら犬いぬなんか、オオカミの敵ではないね。後ろにある民家から、視線を感じたのだ」

　小高い丘おかに面した位置に、瓦かわら屋や根ねが重そうな日本家屋があった。人ひと影かげはない。そちらに歩を運んで、声をかけた。

「すいません、誰だれかいませんか？」

　表札で『田た畠ばた』という苗みよう字じを確かく認にんしていると、日本家屋の中から、１人の男が姿を見せた。年のころは20で、頭は刈かり上あげにしている。砂じや利り敷じきの庭をやって来るが、妙みようにゆっくりとした歩みだ。ただ足取りはしっかりしているので、どこか怪け我がしているわけではないらしい。古い蔵くらの前を通り過ぎて、ようやく門もん扉ぴに到とう着ちやくした。

「なにか？」

　オオカミが尋たずねる。

「丘おかの洋館には、どんな人たちが暮らしているのかな？」

　今回も『うわぁ、オオカミが喋しやべった！』という展開はなしで、田た畠ばた家の男は答えた。

「もしかして、あの洋館に行くつもりかい？　止めたほうがいいね」

「ほう、どうして？」

　田た畠ばたは苦い顔で、頭をかいた。

「見ての通り、ここは近代化に取り残された村でね。古めかしい因習というものに囚とらわれているのさ。〈黒くろ水すい仙せん〉なんかは、その代表だね」

　おれは首を傾かしげた。

「黒くろ水すい仙せん？　花のことではなさそうだ」

　結ゆい嘉かはといえば、なぜか田た畠ばたの後方の地面を凝ぎよう視ししていた。

　田た畠ばたはオオカミをチラッと見下ろしてから、おれに向かって言った。

「僕ぼくもよくは知らないんだ。興味がないからね。ただ、僕ぼくの親の世代がのめり込こんでいてね。戦後、復員兵を中心にできた、一種の結社なのさ。伝説の花に自分たちを譬たとえている。あの洋館は、その〈黒くろ水すい仙せん〉の集会場だよ」

「排はい他た的な結社なのかな？」

　おれの問いに、田た畠ばたはうなずいた。

「ああ、ウンザリするほどに。だから、近づかないほうがいい」

　忠告してくれた田た畠ばたが、家に戻もどった。

「だそうだ、結ゆい嘉か。ＶＲとはいえ、わざわざ剣けん吞のんな場所に飛とび込こむ必要はないな」

　予想はついていたが、オオカミは高らかに言った。

「剣けん吞のんな場所？　それならさ、意い気き揚よう々ようと飛とび込こんでみようね」

　これが世よ々よ結ゆい嘉かのスタイルだな。




　小高い丘おかを登りきると、一気に様々な情報が飛とび込こんできた。

　まずは白はく亜あの洋館だ。岩根のようにどっしりとした構えで、屋根は血の色をしている。この洋館に寄より添そうようにして、一本の瑞みず々みずしい樹きが立っていた。

　さらに洋館の脇わきには、サボテンの鉢はち植うえが並んでいる。しかも、そのうち１個は倒たおれており、割れていた。

「見ろ、結ゆい嘉か。サボテンだ。『少年』は、ここで踏ふんづけたんだな」

　結ゆい嘉かはサボテンを見やってから、なぜか洋館に寄より添そうように立つ樹きのほうへ走った。根本に到とう着ちやくすると、こちらを振ふり返かえって、歌うように言う。

「ここ掘ほれワンワン♪」

「大判、小判がザックザクなのか？」

「白骨死体がザックザクだね」

　この駄だ狼けん、なんてものを掘ほらせようとしているんだ。

「リョウくん、これは陽ひ射ざしが必要な樹きだよ。けど洋館が覆おおいかぶさるように立ち、常に影かげの中にあっても、すくすくと成長したのだ。特別な肥料から、良いい養分を得られたからに違ちがいないね。たとえば、人の死体なんかは抜ばつ群ぐんの肥料じゃないかな」

「ぞっとすることを言うなよ。だいたい誰だれの死体だ？」

　結ゆい嘉かは枝葉を見上げて、感かん嘆たんの溜ため息いきをついた。生命の神秘を見た、と言わんばかりに。

「『少年』のママパパかな」

　監かん禁きん者は、彼の両親を殺害し、ここに埋うめたということか。

　結ゆい嘉かはといえば、もう樹きへの興味は失ったようで、洋館を見やる。

「いま、この中では〈黒くろ水すい仙せん〉とやらの緊きん急きゆう集会が行われているね」

「どうして言い切れる？」

　小さなオオカミはおれの身体からだを駆かけ上あがって、頭の上に座すわった。

「サボテンと樹きからして、彼を監かん禁きんしていた犯人が、〈黒くろ水すい仙せん〉だからだよ」

「なるほど。それで？」

「その『少年』が逃にげ出だして、よそ者である駐ちゆう在ざいくんの手に落ちた。なぜ彼を監かん禁きんしていたのかは知らないけど、わざわざ生かしておいたのだ。それを奪うばわれたからには、取とり戻もどすための話し合いが必要だね。ふうむ。緊きん急きゆう集会、盗ぬすみ聞ぎきしたいねぇ──よし、侵しん入にゆうしよう」

　おれは溜ため息いきをついた。

「コンビニ行こう、みたいに気楽に言うなよ。お前の推理が正しければ、２人も殺害した上、子供を監かん禁きんし続けてきた連中だぞ。そりゃあな、ＶＲだから身の安全は保障されている。それでも捕つかまったりしたら、ゲームオーバーだぞ」

「リョウくん、キミの助言はしっかりと聞いたよ──よし、侵しん入にゆうしよう」

「……」

　洋館は正面玄げん関かんこそ施せ錠じようされていたが、通路にある窓の鍵かぎは開いていた。不用心だが、結ゆい嘉かいわく、意外なことではないと言う。

「無形村は、駐ちゆう在ざいくんを抜ぬかせば、よそ者と縁えんのない土地だよ。何者かの侵しん入にゆうに備えよう、という警けい戒かいは薄うすいさ。たとえ『少年』が逃にげて、非常事態になったとしてもね」

　洋館の通路に降り立ち、耳を澄すます。遠くから、重なり合うようにして複数の声が聞こえてくる。大声で議論しているのが、分厚な壁かべを通してここまで届いているようだ。

　通路には絨じゆう毯たんが敷しかれていたので、足音の心配をせずに済む。頭の上にオオカミを乗せたまま、議論の聞こえるほうへと進む。

　目指す部屋の前まできた。ここが会議室のようだ。いちばん音が漏もれるのは扉とびらだろうから、その前に立って、片耳を押おし付つける。

　だが室内から聞こえてきたのは、声のでかい者の発言だけだ。

　……「『神の子』は、いまはどこに？」……「『神の子』、か。我々は、いまだ奇き跡せきを見ていない。これをどう考える？」……「愚おろか者ものが！　『あの方』を疑うつもりなのか？」……「駐ちゆう在ざい所の間ま抜ぬけに、保護されようとは」……「こんなとき『あの方』のご指示を仰あおげれば」……

　会議室から少し離はなれて、おれは不満を口にした。

「議論の内容を、もっとハッキリと聞きたいものだよな？　声の小さいのは聞けなかったから、どうしても断だん片ぺん的になる」

「いまのは、蒼あお井い一かず義よしが実際に聞けた内容だろうね。ふうむ。〈黒くろ水すい仙せん〉は結社というより、カルト教団と言ったほうが正確かな。『あの方』というのが、〈黒くろ水すい仙せん〉を率いる教祖さ。しかし、この場にはいないようだね」

「カルトの教祖なら、『神の子』と言われていた奴やつのほうが、ピッタリじゃないか？」

　オオカミがあからさまに溜ため息いきをつく。

「リョウくん、キミは彼かれらの議論をちゃんと聞いていたのかな？　『神の子』が『神の子』であるとお墨すみ付つきを与えたのが、『あの方』だ。しかし、『神の子』の真しん偽ぎを疑う者もいたね。これに対しては、怒いかりの声が上がった。けど、それは『神の子を疑うな』ではなく、『あの方の言うことを疑うな』だったよね」

　おれは閃ひらめきを得た。

「そういや、駐ちゆう在ざい所に保護されて云うん々ぬん、と言っている奴やつがいたよな？　つまり『神の子』とは、『少年』のことだな。彼は〈黒くろ水すい仙せん〉で、『神の子』に祭り上げられていたんだ」

　だが、なぜだ？

　ふいに会議室の扉とびらが開いて、中肉中背の男が出て来た。おれと目があうと、男は口をあんぐりと開けた。おれも負けじと、あんぐり開けた。

　男が「侵しん入にゆう者だ！」と怒ど鳴なる。

　おれは頭上のオオカミを片手で押さえつつ、走り出した。侵しん入にゆう時に使った窓から脱だつ出しゆつだ。ところが目指す窓に達する前に、前方から別の男が飛び出してきた。ほかの部屋にいた者が、「侵しん入にゆう者だ！」の怒ど声せいに反応したものらしい。

　ちょうど通路が分ぶん岐きしていたので、新手がいないほうへ曲がる。後ろから、「こっちだぞ！」という大声がする。このままだと、捕ほ縛ばくされるのも時間の問題だ。

　さらに通路を右折したところで、ふいに行く手の扉とびらが開いた。万ばん事じ休すか。おかっぱ頭の少女が出てくるなり、手招きした。

「こちらです、早く」

　おれは頭上のオオカミとともに、部屋に飛とび込こんだ。少女が扉とびらを閉める。

　やがて扉とびらの前を、数人が駆かけて行った。おれたちがこの部屋に避ひ難なんしたところを、見られずに済んだようだ。

　おれは少女に頭を下げた。頭の上からオオカミがずり落ちそうになる。

「助けてくれて、ありがとう」

　室内には寝しん台だいや書しよ棚だな、勉強机などがある。どうやら、ここは彼かの女じよの部屋らしい。

「君は、この館に住んでいるのかな？　えーと」

「橘たちばな恵めぐ美みと言います」

　なんとか這はい上あがったオオカミが言った。

「リョウくん。キミのおじいさんも、実際に橘たちばな恵めぐ美みに助けられたようだね。だからこそ、ＮＰＣの橘たちばな恵めぐ美みも、ボクたちを助けてくれたのだ」

　すると、おれはじいさんの恩人を前にしているのか。

　恵めぐ美みさんが自室の窓を開けた。

「さぁ、ここから逃にげてください。彼かれらは侵しん入にゆう者になにをするかわかりません」

　オオカミが窓敷しき居いに飛び移り、外を見た。

「この窓から出ると、サボテンを踏ふんづけるコースとなるね」

　おれはハッとした。彼を逃にがしたのも、恵めぐ美みさんということなのか。だが、結ゆい嘉かはその点は指し摘てきせず、別の質問を口にした。

「おかっぱちゃん。キミは、『あの方』の姿を見たことがあるのかな？」

　恵めぐ美みさんはしばし迷ってから、答えた。

「『あの方』は長らく誰だれの前にも姿を現しておりません。ですが私たちが必要とするときに、手紙を送ってくださります。そこに記されているご助言は、とても有あり難がたいものばかり。『あの方』は、常に私たちを見守っていてくださっているようです」

　恵めぐ美みさんは善良な人だが、残念ながら洗脳はされているらしい。仕方ないか。カルトの本ほん拠きよに住んでいるのだからな。

　オオカミがベッドに飛び乗って、グルグルと回り出す。

「ふうむ。やはり、そういうことだったのだね。あとはトドメの一撃を放つ武器が必要だよ。この時代にあるもので考えると──」

　机の上の、あるモノを見つけたとたん、オオカミの尻しつ尾ぽがぶんぶんと振ふられる。

「おかっぱちゃん。そこにあるのを借りてもいいかな？」

「ええ、お持ちください」

　オオカミでは持てないので、かわりにおれがくだんの道具、ポラロイドカメラを手に取った。昔のドラマで見たことがある。撮さつ影えいした写真を、その場で現像してくれるカメラだな。

「結ゆい嘉か。これをなにに使う気か知らないが、残り時間はもう少ないぞ」

　すると、結ゆい嘉かは得意げに言うのだ。

「有能な探たん偵ていとは、事件の謎なぞを解いたとき、決め台詞ぜりふを言うものだ」

　クルっと宙返りしてみせて、

「すべての謎なぞが、ボクにひれ伏ふしたワン！」

　まてよ、オオカミって語ご尾びは『ワン』じゃないよな。ということは結ゆい嘉かの正体は、やはり。




　田た畠ばたは怪け訝げんな表情を浮うかべた。

「僕ぼくに、まだなにか用かな？」

　洋館から脱だつ出しゆつ後、誇ほこらしげに歩むオオカミとともに、この田た畠ばた家へと戻もどったのだ。

　田た畠ばたは縁えん側がわに座すわり、団扇うちわをあおいでいた。

　結ゆい嘉かはそんな田た畠ばたを見返して、朗ほがらかに言う。

「時間がないから、巻きで行くよ。田た畠ばたくん、いや、呉城くん」

　呉くれ城しろと呼ばれた青年は、くちびるの端はしを持ち上げるようにして笑えみを浮うかべた。

「呉くれ城しろとは、誰だれのことだい？」

「まてよ、結ゆい嘉か。呉くれ城しろは79歳さいのはずだ。どう見ても、彼かれは老人じゃない」

「その問題は、たった一文で解決できる。呉城は〈心壊者〉だ」

　呉くれ城しろは、〈心壊者オルドルサイド〉という単語を聞いて、片方の眉まゆを持ち上げた。

　おれは呉くれ城しろを注視しながら、結ゆい嘉かに訊きいた。

「〈心壊者オルドルサイド〉能力で、どうすれば老人を青年に変えられるんだ？」

「ボクたちの精神をバグらせるのだよ。もっと言うなら、幻げん覚かくを起こさせているのだね」

「だけど、ここにいる呉くれ城しろは実在している。幻まぼろしじゃないだろ？」

「ふむ。呉くれ城しろは、かなり器用なことをやっているよ。迷めい彩さい服を着こむようにして、『青年』という幻げん視しを纏まとっているのだ。さらに声にまで、『青年』の幻げん聴ちようで包んでいる。むろん、いま指し摘てきした幻げん覚かくへの変へん換かんは、ボクとリョウくんの精神内で行わされているわけだけどね」

　結ゆい嘉かはつまらなそうに続けた。

「さらに言えば、ボクがいま指し摘てきした能力が発動している、というＶＲでしかないわけだけど。せっかく〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者を前にしたのに、ボクは滅ほろぼせないのだよ。不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しようだ」

「おい、巻きで行くんだろ？」

「では話を戻もどそうね。たいした能力だけど、大がかりな分、齟そ齬ごも生じやすくなる。たとえば、足あし跡あとさ」

　おれは砂じや利り敷じきの庭を見た。これなら足あし跡あとは付きやすいが。

「足あし跡あとで、どうして偽いつわりがわかる？」

「はじめて会ったときを思い出そう。田た畠ばたという『青年』はゆっくりとながらも、しっかりした足取りで現れたよね？　けれど、足あし跡あとから見えてきたものは、違ちがったのさ。『老人』らしく、足を引きずっていた」

　あのとき結ゆい嘉かが、呉くれ城しろが歩いてきた地面を凝ぎよう視ししていたのは、そういうわけか。足あし跡あとの違い和わ感かんに気づいたから。

「なるほどな。79歳さいにもなれば足あし腰こしが弱り、若者のようには歩けないわけか。しかも、さすがの幻げん視しも、足あし跡あとまではフォローできなかったと」

『田た畠ばた』の歩みがゆっくりだったのも、実際の呉くれ城しろは足を引きずっていたからだな。

　こうして結ゆい嘉かが真実を暴いているあいだも、呉くれ城しろは反論することもなく、ゆっくりと団扇うちわをあおいでいた。どことなく超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きで。

「まてよ、結ゆい嘉か。呉くれ城しろはいつ、発動条件を満たしたんだ？」

「ボクはさ、視線を感じたと話したよね。あれは勘かん違ちがいではなかったのだ。呉くれ城しろはまず、家の窓からボクたちを見ていた。『標的を先に視し認にんすること』。これが発動条件と見たね」

　呉くれ城しろが口を開いた。そろそろ発言しなければ失礼だ、と言わんばかりに。

「君たちは、〈黒くろ水すい仙せん〉の奴やつらよりも、頭の変なことを言うのだね」

「ほう、呉くれ城しろくん。辛しん辣らつな評だねぇ。〈黒くろ水すい仙せん〉とは、キミが作ったものなのにさ。彼かれらは、キミを『あの方』と崇あがめているのだからね」

　おれは驚おどろいた。

「『あの方』は、呉くれ城しろのことだったのか」

「おかっぱちゃんが言っていたよね。『あの方』は常に見守っているようだ、って。まさしく、その通りだね。呉くれ城しろは、目と鼻の先から、〈黒くろ水すい仙せん〉を監かん視ししていたのだから。ただし、いつ零ぜろ局きよくから刺し客かくが来てもいいように、こうして姿を偽いつわって生活していたのだ」

　なるほど、さすが世よ々よ結ゆい嘉か──と言いたいところだが。

　おれたちはまだ田た畠ばたが呉くれ城しろであることを、証明できていない。グウの音も出ないほどには。これだと、不合格じゃないか？

　おれの心配を読んだかのように、結ゆい嘉かが朗ほがらかに言った。

「さて、トドメの一いち撃げきだ。ボクたちがいくら幻げん覚かくと頭で理解しても、呉くれ城しろの能力から解放されることはない。だから、あいだに『異なる要因』を挟むことで、対たい抗こうしよう。ポラロイドカメラを使うのだ、リョウくん」

「任せろ！　……いや、まて。ポラロイドカメラでどう対たい抗こうするのか、百字以内で説明しろ」

　オオカミは、やれやれと言わんばかりに頭を振ふった。

「〈心壊者オルドルサイド〉能力とは、他者の精神などに干かん渉しようする力だよ。当然ながら、無生物には効果がないのだ。よって無生物──この場合は、ポラロイドカメラを通すことで、〈心壊者オルドルサイド〉能力を無効化できるのさ。以上、九十一文字」

　おれは呉くれ城しろに向けて、カメラのシャッターを切った。呉くれ城しろは抵てい抗こうしたり、顔を隠かくしたりすることもなく、悠ゆう然ぜんと見返してきた。

　自動で現像が行われ、写真が出て来る。オオカミがおれの頭の上に飛び乗る。おれたちは写真を見た。

　縁えん側がわに座すわっているのは、もう『青年』ではなかった。年老いた男。だが油断してはいけない。老人の双そう眸ぼうの底からは、禍まが々まがしい光が放たれているのだから。

「結ゆい嘉か。やっと見つけたな、呉くれ──」

　刹せつ那な、世界がねじ曲がった。




　気づくと、おれと結ゆい嘉かは狭せまい建物の中にいた。まわりには雑多なものが置かれている。小さな窓は塞ふさがれているが、開いた入口から強い夕ゆう陽ひが差さし込こんでいた。

　呉くれ城しろは、壁かべ側がわに置かれた椅い子すに座すわっている。真実の姿だが、たとえ肉体は老いていても、弱々しさは感じられない。

　対たい峙じする男は、おれの隣となりに立っていた。長身で、精せい悍かんな顔立ちをしている。この時代、まだ26歳さいだ。それでも、おれは懐なつかしさを感じるのだ。いま彼かれが浮うかべている、生きることが面おも白しろくてしょうがない、という表情に。

　蒼あお井い一かず義よし──じいさんは、呉くれ城しろに語りかける。

「ようやく会えたね、呉くれ城しろさん。零ぜろ局きよく創設メンバー、最後の１人。生きる伝説だ」

　呉くれ城しろは、地の底から響ひびくような声で答える。

「蒼あお井い一かず義よし。その名、聞いているぞ。チームで〈心壊者オルドルサイド〉狩がりをする零ぜろ局きよくにあって、唯ゆい一いつ、どこにも属さぬ一いつ匹ぴき狼おおかみ。いや、オオカミではなく、〈猟りよう犬けん〉だったな」

　じいさんは肩かたをすくめた。

「チームプレイに徹てつするのが苦手なタチでね」

　おれが戸と惑まどいながら見守っていると、頭の上からオオカミが言った。

「興味深いね。これは、蒼あお井い一かず義よしの記き憶おくの再現のようだ。ボクたちは、いわば『観客』の視点で、それを見ているのだ。ボクたちは透とう明めい人間のようなものさ」

　どうりで、２人ともおれと結ゆい嘉かを無視して、会話を進めているわけだ。

「ふむ。一かず義よしも、田た畠ばた青年の正体こそが呉くれ城しろと見破ったのだね。まぁ、やるじゃないか。ボクが思うに、ここは田た畠ばた家の敷しき地ちにあった、古い蔵くらの中だね」

　結ゆい嘉かの解説と並へい行こうして、『舞ぶ台たい』側では呉くれ城しろが言う。

「〈猟りよう犬けん〉が、ついに私を追おい詰つめたか。私から娘むすめを奪うばおうというのだろう？　貴様、自分がやろうとしていることが畜ちく生しよう以下と承知しているのか？」

　じいさんは溜ため息いきをついた。

「呉くれ城しろさん。あんたの娘むすめさんは、とっくに死んでいる。日本が敗戦を迎むかえる前、零ぜろ局きよくが創設される前にだ」

　呉くれ城しろはウンザリした様子で、首を横に振ふった。まるで、何百時間も議論したというのに結論は不毛なものだった、というように。

　じいさんは構わず続けた。

「あんたがなにをしたか、おれは知っているよ」

　呉くれ城しろは意外そうな顔をした。

「若造のくせに、零ぜろ局きよくの始まりを知ることを許されたのか。出しゆつ世せ頭がしらというわけだな」

「あんたの娘むすめさんに対する愛情、これは本物だったね。おれも認めるよ。だが、それによってなにが起きた？　あんたは混こん沌とんを解き放ってしまった」

　呉くれ城しろは囁ささやくように語りはじめ、

「むろんだ。私は、娘むすめのために手段を選ばなかった。我わが子のために、最善を尽つくすのが父親の務めだ。私はやるべきことをやった」

　次し第だいに、その声こわ音ねには狂くるったような熱がこもっていく。

「神がいるのなら、私の行いを認めてくださるだろう。だが、たとえ『悪』と断罪されても構わない。私はすべてを、愛する娘むすめに捧ささげた。悔くいはない」

「〈黒くろ水すい仙せん〉を作ったこともかい？　あんたは〈黒くろ水すい仙せん〉を、零ぜろ局きよくに対たい抗こうしうる勢力に育てようとしたのだね。だが、もう終わりだ。あんたが捕つかまれば、〈黒くろ水すい仙せん〉も空中分解するだろう。反乱の芽は摘つませてもらうよ」

　呉くれ城しろは肩かたを揺ゆすった。いまさら、どうでも良いいと言わんばかりに。

　じいさんは腕うで組ぐみして、

「さて、呉くれ城しろさん。〈設計図〉はどこにある？」

「〈設計図〉だと？　ふん、零ぜろ局きよくお得意の秘ひ匿とく名か。そういうところは変わらんな。〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者に対する秘ひ匿とく名制度も、いまだに続いているのだろう？　私は、ただ番号を付けておけば良いではないかと、主張したのだがな」

　呉くれ城しろは、立ち上がった。足を引きずりながら、ゆっくりと蔵くら内を移動する。空の樽たるを動かすと、その後ろにあった手て提さげ金庫を、引っ張り出した。妙に大きくて、子供なら入れそうなサイズだ。

「この中にある。私には、もう必要のないものだ。いま思えば、はじめから必要などなかったのだ。零ぜろ局きよくが手に入れたところで、状じよう況きようはなにも変わらんだろう」

　じいさんは金庫の前に屈かがみ込み、扉とびらのダイヤル錠じようを見た。

「呉くれ城しろさん、暗証番号は？」

　だが呉くれ城しろが答える前に、じいさんの楽しそうな声がした。

「創設年だ。簡単すぎるな」

　おれは呉くれ城しろを見やった。とくに反応はない。ダイヤル錠じようの回転する音、さらに開かい錠じよう音がした。金庫の中身を見ようと、おれは視線をじいさんへ戻もどした。

　じいさんが金庫を開こうとし──世界がねじ曲がる。

　またも場所が移動されるのか？　だが世界が正常に戻もどってみると、おれと結ゆい嘉かがいるのは、いまだ蔵くらの中だった。

　じいさんが金庫を閉じ、満足げにうなずきながら、立ち上がる。

「見たところ、本物の〈設計図〉のようだ」

　おれは目をこすった。

「結ゆい嘉か。いま、場面が飛んだよな？　じいさんが金庫の中身を確かく認にんしている間がさ？」

　結ゆい嘉かが不満げに言う。

「ふむ。このＶＲを制作した者たちは、ボクたちに金庫の中身──〈設計図〉とやらは見せたくないようだ」

　じいさんは呉くれ城しろへ片手を差し出した。

「零ぜろ局きよく本部に同行してもらおうか」

　呉くれ城しろはその手を払はらう。

「零ぜろ局きよくが零ぜろ局きよくとして動き始めたころ、この国はＧＨＱの占せん領りよう下にあった。連中の手に落ちたとき、〈心壊者オルドルサイド〉について明かしてしまわぬよう、私らはシンプルな策を取った。そのときは考えもしなかった。零ぜろ局きよくの手に落ちないため、これを使うときが来ようとは、な」

　呉くれ城しろが口から血を噴ふき出だし、その場に崩くずれ落おちる。

　じいさんは呉くれ城しろのそばに跪ひざまずいた。脈を取り、溜ため息いきをつく。すでに呉くれ城しろは事切れていたようだ。

「奥おく歯ばに毒薬が仕し込こんであったのか。たいしたものだね、呉くれ城しろさん」

　物音がした。じいさんは立ち上がりつつ、後ろを振ふり返かえった。

　蔵くらの入口、夕ゆう陽ひが差し込まれる中、誰だれかが立っている。だが、蔵くら内からでは逆光になっており、その人物は闇やみに沈しずみ込こんでいた。

　じいさんも同じ条件のはずだが、なにかを手て掛がかりにして、誰だれなのかわかったようだ。

「ああ、君だったのか」

　それから、死んだ呉くれ城しろに視線を向けて、

「彼かれは自殺したんだ。すまないが、駐ちゆう在ざいさんを呼んできてくれるか？」

　おれは逆光の人物が誰だれなのか、そばまで歩いていって確かめようとした。だが前へ進もうとしても、おれのアバターはその場で足あし踏ぶみするだけだ。

「結ゆい嘉か。これ、どうなっているんだろ？」

　ふいに、じいさんの表情に劇的な変化が訪おとずれた。両目が見開かれ、心からの驚きよう愕がくが現れている。右手が動いたかと思うと、自動拳けん銃じゆうが握にぎられていた。どこかに隠かくし持もっていたらしい。

　その銃じゆう口こうを、闇やみに沈しずむ者へと向ける。

「なるほど。君だったのか。おれも迂う闊かつだった。君こそが」

　プツン、と世界が暗転した。




　おれは、ＶＲヘッドマウントディスプレイを取った。現実世界への帰き還かんだ。

　部屋のドアが開き、電動車くるま椅い子すに乗ったエレナが入って来る。

「世よ々よっち、蒼あお井いっち、申しわけないっス！」

　謝罪するエレナは、心なしかツインテまでしょんぼりしている。

「せっかく呉くれ城しろを見つけてくれたのに、ＶＲがフリーズ状態になってしまうとは。エレナの力不足っス。本当なら、その後で場面が切きり替かわるはずだったんスが」

　エレナは勘かん違ちがいしているようだ。こちらはフリーズ状態にならず、じいさんと呉くれ城しろが蔵くら内で対たい峙じしたところまで、ちゃんと目もく撃げきしている。誤作動があったとすれば、ＶＲが途と中ちゆうで終わってしまったことだ。

　その点を指し摘てきしようとしたが、その前に結ゆい嘉かが言った。

「ふむ、エレナちゃん。せっかくのＶＲがフリーズしてしまったのだ。これは訴そ訟しよう問題に発展するところさ。けど、そのツインテをニギニギさせてくれたら、許してあげよう」

　エレナは結ゆい嘉かのもとまで行き、自らのツインテを捧ささげた。

「どうぞっス」

　ツインテを両手でニギニギしながら、結ゆい嘉かは訊きいた。

「場面が切きり替かわったら、なにが待っていたの？」

「呉くれ城しろを見つけるまでの過程について、採点がされるはずだったんスよ。推理力、行動力など五項こう目で」

　変だな。おれと結ゆい嘉かが体験したのとは、異なるもののようだが？

「ふむ。ところで『少年』は、あの後どうなったのかな？」

　結ゆい嘉かの奴やつ、話題を変えたな。

　エレナが答える。

「『少年』は、児童養護施し設せつに保護されたんス。そのさい名前が必要ということで、蒼あお井い一かず義よしが名を与えたんスね。アラタ、と」

　おれのじいさんが、名づけ親になっていたのか。『少年』、アラタに対して、急に親近感が沸いて来たな。

「じいさんは、『新たな人生を歩んで欲しい』という思いを込めて、アラタと名付けたんだろうな。二に市しさん、保護されたあと、アラタはどんな人生を歩んだんだ？」

「無形村に住む夫妻が、アラタを養子として引き取ったんス。ところが、その夫妻は〈黒くろ水すい仙せん〉の信徒だったんスね」

「まった。なんで、〈黒くろ水すい仙せん〉がまだあるんだ？　解体されたんじゃないのか？」

　つかのまエレナは、逡しゆん巡じゆんした。それから、絆ばん創そう膏こうを勢いよくはがすような調子で、

「零ぜろ局きよくは呉くれ城しろが死んだことから、〈黒くろ水すい仙せん〉を無害として放置してしまったんス。〈黒くろ水すい仙せん〉の洋館が火災にあったさい、その混乱に乗じるようにして、アラタも消えたようなんス。その後の行方ゆくえは杳ようとして知れず、っス」

　エレナの話を聞いて、おれは愕がく然ぜんとした。

　アラタは救われることはなかったのか？





３






　結ゆい嘉かが進学した私立高校は、零ぜろ局きよくが管理している。

　そのため、生徒には〈心壊者オルドルサイド〉登録された者が多い。設立に関かん与よした零ぜろ局きよくの幹部がキリスト教徒だったため、カトリック系の学校なのだとか。

　ここの学生寮りようが、結ゆい嘉かのいまの住まいだ。高校に上がるまでは、里親制度によって蒼あお井い家けで暮らしており、実質上の最高権力者だった。

　うちの両親が結ゆい嘉かに大おお甘あまで、『独裁者』の地位まで祭り上げたのだ。結ゆい嘉かが学生寮りように移った夜は、お通つ夜やのような空気だったと聞く。

　ちなみに、おれも高校に入ってからはボロアパートでの１人暮ぐらしだ。中学卒業式の夜、まだ実家に住んでいたおれのもとに、両親からの『立たち退のき状』が送り付けられたときの衝しよう撃げき、いまも忘れない。

　ＶＲでの試験を終え、おれたちは学生寮りようまで車で送ってもらった。

　最終的な合否は、のちほど教えられるという。エレナ曰いわく、「世よ々よっちと蒼あお井いっちで決まりっスよ！」とのことだ。このポジティブ少女を信じよう。

　結ゆい嘉かの招きで、彼かの女じよの部屋に上がる。というか、ここ女子寮りようなのだが、結ゆい嘉かの「ボクの連れだから」の一言で許されてしまった。

　下級生は相部屋と聞いていたが、結ゆい嘉かは個室で、十二畳じようの広さだった。スペックの高いノートＰＣが何台もあり、デカくてふかふかのソファクッションが到いたるところにある。小動物の巣みたいな印象だ。しかし、結ゆい嘉かは『私を動物に譬たとえたら、食肉目イヌ科イヌ属』なわけで、クローゼットを見ると、かのオオカミ・フードのジャケットが何着もあった。

「ＰＣとかの購こう入にゆう資金はどうした？」

　結ゆい嘉かはソファクッションの１つにダイブしてから、答えた。

「みんなに貢みつがせたのだ」

「生徒のほとんどは、登録〈心壊者オルドルサイド〉だろ？　あとは会計課員の子供という話だが。とにかく、よくその中で、天下を取れたものだな」

「ボク、人から愛される性格だからねぇ。自然体でいるだけで、世よ々よ結ゆい嘉かを称たたえる人々が現れるのさ。生まれながらの魅み力りよくなのだ」

　まぁ小生意気なことを言わず、口さえ閉じていれば、メチャクチャ可愛かわいいのが世よ々よ結ゆい嘉かなわけだが。そこを認めるのは癪しやくなので、「あっそう」とだけコメントしておく。

　それからソファクッションの１つに腰こしかけた。おっと、柔やわらかすぎて沈しずみ込こんでいく。

「ところで、結ゆい嘉か。ＶＲ試験のことだが、フリーズ状態にはならなかったよな？」

「エレナちゃんがモニターしていた画面では、フリーズ状態となっていたのだね。こういうことだよ。零ぜろ局きよくが用意していたＶＲは、呉くれ城しろを見つけ出すまでだったのさ。その後、エレナちゃんの言っていた採点イベントが待っているはずだった。ところが、ボクたちは採点イベントではなく、蔵くらへと飛とんだよね。蒼あお井い一かず義よしが呉くれ城しろから〈設計図〉を回収する場面。この一連のＶＲは、外部の者が付け加えたのだ」

　おれは驚おどろいた。

「外部の者が付け加えただって？　あのとき、零ぜろ局きよくのシステムはハッキングされていたのか？　なんで、エレナに教えてやらなかった？」

「エレナちゃんは、ボクのチームに入るからさ。ハッキングされた不始末で、エレナちゃんが左さ遷せんされるような事態は避さけたかったのだ。それに──」

「それに？」

　結ゆい嘉かは悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんだ。

「零ぜろ局きよくには隠かくしておいたほうが良いい、という直感だね」

「最後は直感かよ」

　システム侵しん入にゆう者によって付け加えられた場面か。若いころのじいさんを見ることができたのは、嬉うれしかったが。謎なぞばかり残る内容ではあった。

　呉くれ城しろは娘むすめのためになにをしたのか？　じいさん曰いわく、混こん沌とんを解き放つレベルのことをしたらしいが。

〈設計図〉とは、なんなのか？　手て提さげ金庫のサイズからすると、小さなものではないようだったが。

　呉くれ城しろの自殺後、蔵くらに現れたのは誰だれだったのか？　じいさんは銃じゆうを向けたのだから、敵だったのだろう。ただ、はじめは味方と判断したようだった。なぜ正反対の認にん識しきへと変わったのか？　じいさんが生きていれば、尋たずねることができたのにな。

　結ゆい嘉かは不ふ機き嫌げんそうに言う。

「システム侵しん入にゆう者が何者にせよ、不ふ愉ゆ快かいな話だね。『問題篇へん』を提示するのはけっこうだけど、解き明かすための手がかりが不足しているのだから。腹立たしい話だ」

　とりあえず、慰なぐさめるか。

「零ぜろ局きよくに入れば、そのうち手がかりが見つかるかもしれないぞ。いつか『解答篇へん』をやれるさ」

　結ゆい嘉かがソファクッションを叩たたくと、埋うもれていた棒付きキャンディが跳はねた。それをキャッチして、くわえる。気を取り直した様子で、本題に入った。

　まさしく世よ々よ結ゆい嘉かの本題に。

「では、では、リョウくん。また話してもらおうかな、愛あい莉りの物語を」

　やはり、きたか。小さな子供は、大好きな絵本を何度も読み聞かせてもらいたがる。結ゆい嘉かもそれに似ている。おれから繰くり返かえし聞きたがる。

「これまで百回は繰くり返かえしただろ」

　結ゆい嘉かはうなずいた。

「キミが、あの日々を思い出すのが苦痛なのは承知しているよ。けどね、痛いから傷口は抉えぐらないでおこう、という考え方は通用しないのだ。傷口の底の底のほうに、なにか光り輝いているものがあるのなら、神経を切断し、骨を削けずってでも、それを手にしなくちゃ」

　光ひかり輝かがやくもの、か。

　それが意味しているのは、真実へと辿たどり着つく手がかりなのか。

　なら、１０１回目を始めようか。




「愛あい莉りのことを話すからには、もう１人、重要な人物がいる。夜や耶やさんだ。お前は百も承知だろうがな。まぁ、始まりから話すか。

　いまは空き家だが、昔、実家の隣となりの家には赤あか羽ばねという夫妻が住んでいた。聞いた話では、赤あか羽ばね夫妻は２人ともウイルス学者だったそうだ。

　おれがまだガキのころ、赤あか羽ばね夫妻は幼い姉し妹まいを養子として迎むかえた。姉の名を、夜や耶や。妹の名は、愛あい莉りといった。

　まだ異性を意識する歳としではなかったので、おれはよくこの姉し妹まいと遊んだ。夜や耶やさんはおれより２歳さい年上で、明めい晰せきな思考の持ち主だった。

　夜や耶やさんの思考力が飛びぬけていることを、世間に証明した事件がある。夜や耶やさんが12歳さいのときだ。

　近所で、一家殺害事件が起きた。その父親は工務店の社長で、ある従業員とトラブルがあった。警察はその従業員を逮たい捕ほしたが、夜や耶やさんの考えは違ちがった。

　夜や耶やさんは、被ひ害がい者一家の長男の靴くつが片方だけ犬小屋の上に載のっていた事実から、真犯人を推理してみせた。

　なにを隠かくそう、このとき助手を担当したのが、おれだ。おれにとってのはじめての『探たん偵てい』は、夜や耶やさんだった。

　なんだ、結ゆい嘉か。さては嫉しつ妬としているな。意外とガキだな。いや、蹴けとばすなよ、痛いだろ。

　とにかく、だ。夜や耶やさんは聡そう明めいで、美しかった。とくに成長してからは、誰だれしもが夜や耶やさんに見み惚とれた。

　だが夜や耶やさん自身は、美しさなんかには無む頓とん着ちやくだった。夜や耶やさんにとって興味があったのは、思考を遊ばせること。

　そして、妹の愛あい莉りだ。愛あい莉りは日本人形のような、可愛かわいらしい子だった。

　夜や耶やさんは、愛あい莉りのことを溺でき愛あいしていた。この世のなによりも。

　だから愛あい莉りを害する者に対して、夜や耶やさんはあまりに容よう赦しやがなかった。小３のとき、愛あい莉りはクラスでイジメを受けていた。夜や耶やさんは、イジメのリーダー格の女子を突つき止とめ、帰宅中を見つけて、コンビニで肉まんを奢おごってあげた。

　そして、少しだけ話をしたそうだ。

　愛あい莉りはもうイジメられることはなかった。

　くだんの女子が、次の日から学校に来なくなったからな。不登校になったんだ。

　夜や耶やさんが、たった数分でなにを言ったのか。どうやって、その女子の心に癒いえぬ傷を負わせたのか、おれは知らないし、知りたくもない。

　夜や耶やさんは怖こわいところもあったけれど、おれには優やさしかった。たぶん、愛あい莉りがおれに心を開いてくれていたからだろう。

　愛あい莉りは人見知りの激しい子で、はじめて会った人とは目をあわせて話せなかった。いや、訂てい正せいする。

　おれと夜や耶やさんを抜ぬかせば、誰だれとも目をあわせられなかった。養父母にも。

　この赤あか羽ばね夫妻は、うちの両親とも交流があり、善良な人たちだった。夜や耶やさんも嫌ってはいなかった。

　だけど愛あい莉りは、拒きよ絶ぜつはしていなかったけど、最後まで彼かれらに笑顔えがおを見せることはなかったように思う。

　愛あい莉りは自分の心の中に、秘密の場所があった。そこに行くと、何時間も帰ってこなかった。起きたまま夢を見ている感じだな。

　10歳さいになるのが近づくにつれて、愛あい莉りはふしぎなことを口にし始めた。

『わたしね、そろそろ消えちゃうから』と言うんだ。

　おれは、そんなことはないと励はげました。内心では変なことを言うな、と思いながら。だけど──

『あの日』が来る。６年前、２月４日。凍こごえるような寒さの日で、午前中に雪が降った。

　おれが学校から帰ると、赤あか羽ばね家の庭に１人分だけ足あし跡あとがあった。愛あい莉りのものだ。赤あか羽ばね夫妻は仕事でいなかったし、夜や耶やさんも部活でいなかった。

　愛あい莉りが家に１人でいる。

　なぜか、ふいにおれは胸むな騒さわぎを覚えた。赤あか羽ばね家の玄げん関かんに行くと、ドアが開いていることに気づいた。不安が爆ばく発はつし、屋内へと駆かけ込こんだ。

　愛あい莉りの部屋に真っすぐ向かったのに、深い理由はない。愛あい莉りはいつも部屋にいたから、無意識にそこだと思ったのだろう。

　だけど、愛あい莉りはもういなかった。

　おれが見つけたとき、愛莉は空っぽだった。人形そのもののようだった。

　私服のままベッドに横になり、天てん井じようを見つめるその瞳ひとみは、空くう虚きよだった。おれがいくら声をかけても、愛あい莉りは言葉を返してくれなかった。

　おれは自分の両親に知らせ、両親は必要なところに連れん絡らくした。愛あい莉りは救急車で搬はん送そうされ、警察が駆かけつけ、赤あか羽ばね夫妻は病院に向かった。

　そして夜や耶やさんは──その夜、彼かの女じよは泣きながら、おれに言った。

『どうしよう、リョウちゃん。あたしの世界、壊こわれちゃった』

　当初、警察は愛あい莉りが暴行にあったと疑ったが、検査の末、否定された。

　愛あい莉りの脳画像が撮とられ、担当医は異常なしと診しん断だんした。

　何人もの臨りん床しよう心理士が愛あい莉りを元に戻もどそうとし、失敗した。

　愛あい莉りは自宅に戻もどった。なにも良くはなっていなかったが。たとえば食事を口元まで運べば、咀そ嚼しやくし飲のみ込こんではくれる。けど、まるで機械のようだ。

　それを見るたび、おれは受け入れざるをえなかった。

　愛あい莉りはもういないのだ。

　夜や耶やさんは愛あい莉りのそばから離はなれなかった。事件が起きた日、愛あい莉りを１人にしてしまっていたことで、夜や耶やさんは自分を責めた。

　２か月、経たった。おれは学校から帰ると、赤あか羽ばね家に向かった。これが日課になっていた。心のどこかで、まだ奇き跡せきを信じていたのかもな。愛あい莉りが戻もどってくるかもしれない。また、おれに微笑ほほえみかけてくれるかもしれない、と。

　まず臭においだった。血の臭においが、鼻をついた。

　次に鮮あざやかな赤を見た。１階の廊ろう下かに広がる、鮮せん血けつだ。赤あか羽ばね夫妻が倒たおれていて、そこに血の湖ができていた。

　夜や耶やさんは赤あか羽ばねさんたちの向こうに立ち、虚こ空くうを見つめていた。その右手が握にぎっているのは、血にまみれた包丁だった。

　夜や耶やさんはおれに気づくと、『向こう岸』から言った。

『あたしね、部活動はしていなかったの。放課後はずっと、ある場所に行っていたの。闇やみの機関があって、あたしはスカウトされた。あたしが覚かく醒せいしたから、いつの日かそこの捜そう査さ官かんになるため、訓練を受けていたの。けどもうお終しまいね』

　夜や耶やさんはしばし瞑めい目もくしてから、

『愛あい莉りを失って気づいたわ。あたしは他者の命になんか興味がない。他人が殺されようが、殺そうが、どうでもいいの。愛あい莉りだけが幸せでいてくれれば、それで良かったの』

　おれはなにも言えなかった。夜や耶やさんは続ける。

『零ぜろ局きよくの訓練にも、意味はあったわね。あたしには〈心壊者オルドルサイド〉の知識がある。だから理解できる。愛あい莉りの自じ我がを奪うばったのは、〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者。あたしは、そいつを見つけ出す。そして、愛あい莉りを取とり戻もどす』

　ようやく、おれは尋たずねた。

『どうして、赤あか羽ばねさんたちを……殺したんだ？』

　夜や耶やさんがこちらに向かって、歩いてくる。血の湖の中を。単なる障害物のように、赤あか羽ばね夫妻の屍を乗り越えながら。おれの傍に立つと、感情のない声音で言った。

『喜んだから。アレの存在を見て、喜んだから。それどころか、愛莉が戻ってきた、と言うから。なんて忌いまわしいことを。真の親なら、喉のどを裂さかれようとも、そんなことを言ったりはしない。だから、罰ばつを与あたえたの』

　それから夜や耶やさんは、包丁の切っ先を己おのれに向けた。

　おれは一いつ瞬しゆんたりとも、『夜や耶やさんは自害するのでは？』とは思わなかった。夜や耶やさんが自ら命を絶つことがあるとすれば、それは愛あい莉りを守るためだけだ。

　白い首筋に、夫妻の血の付いた切っ先が、沈しずみ込こむ。皮ひ膚ふが裂さけて、血が溢あふれ出だす。

　夜や耶やさんは包丁を捨て、今度は右手で首筋の傷口を抉えぐり出した。やがて血に濡ぬれた指先が、爪つめぐらいの大きさのものを抜ぬき出だした。

　おれは息を吞のんだ。

『夜や耶やさん、それは？』

　夜や耶やさんは冷たい笑えみを浮うかべる。

『追つい跡せきチップよ。登録〈心壊者オルドルサイド〉には埋うめ込こまれるの。あたしの足かせだから、取ってしまったのよ』

『……愛あい莉りが戻ってきたって、どういうことなんだ？』

　すると夜や耶やさんの顔が、憎ぞう悪おに歪ゆがんだ。

『いいえ。アレは愛あい莉りではないわ。忌まわしい、何か』

『え？』

『アレが生まれたことを知ったとき、憎しみのあまり、八つ裂きにしたかったわ。けれど、肉体は愛あい莉りのものなのよ。かわいい、あたしの愛あい莉りのものなの。傷つけるなんてことは、できっこないわ。だから、あたしは──もう、行かないと』

『夜や耶やさん、愛あい莉りを置いて、どこへ行こうというんだ？』

『信じて。すべては愛あい莉りのためなの。愛あい莉りを取り戻すためには、方法を見つけないと。だけど、こうなった以上、あたしはもうここにはいられない。アレと一緒にいることはできない。耐えられない』

　おれは事態が飲み込めず、半ばパニックになって怒鳴った。

『あんたが、なにを言っているのか、おれにはわからない！』

　夜や耶やさんは奇妙なまでに穏やかな声音で、

『リョウちゃん、あたしは必ず戻もどってくるわ。愛あい莉りを取とり戻もどすために。そして、そのときは、あの忌いまわしいものを──殺す。だからリョウちゃん、それまで愛あい莉りの器を守ってね』

　夜や耶やさんが行ってしまってからも、おれはしばしショックで動けなかった。だが、おれには大切なことがある。夜や耶やさんにも託されたことだ。愛あい莉りのもとに行かねば。

　死体を迂う回かいして、２階の愛あい莉りの寝室まで駆け上がる。入口のところで、おれは立ち止まった。

　愛あい莉りは起き上がり、こちらに背を向けて、窓から燃えるような夕陽を見つめていた。逆光なのに、その髪は輝いている。彼女の艶つややかだった黒髪が、いまや白銀と化しているからだ。

　以前にも、このようなことはあった。愛あい莉りではなく、夜や耶やさんの身に起きたことだ。彼女が11歳のとき、烏からすの濡ぬれ羽ば色だった髪は、やはり一夜にして白銀の輝かがやきとなった。

　そのときの夜や耶やさんの答えはシンプルだった。

『きっと運命のせいね』

　話を戻そう。おれは胸が一杯になった。

「愛あい莉り、戻ったのか？」

　愛あい莉りが、こちらを振ふり返かえる。

　おれは驚いた。愛あい莉りの瞳の色は、穏やかな空色。しかし、その静かな色は、いまは右眼だけに留められている。左の瞳ひとみは、溶岩流の熱を宿す真しん紅くだ。

　それだけじゃない。瞳の色の変化などは小さなことだ。もっと深いところ、魂レベルのところで、なにかが変わった。

　おれは『少女』に尋ねた。愛あい莉りでないことは、もうわかっていた。
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「君は、誰だ？」

　そして、お前は言った」

　静かに耳を傾かたむけていた結ゆい嘉かが、ここで悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんだ。

「『こっちこそ聞きたいね。ボクはなんなのさ？』　──とね」

『結ゆい嘉か』と名付けたのは、おれだ。

　彼かの女じよが蒼あお井い家けに引き取られて、すぐのこと。母さんがなくした財さい布ふを、彼かの女じよは純じゆん粋すいなる推理だけで、見つけ出した。他愛ないが、特別な謎なぞ解とき。

　そのときの彼かの女じよの瞳ひとみは、きらきらと輝かがやいていた。これが彼かの女じよの求めているものなのだと、おれは理解した。

『たくさんの手がかりを結ゆわえて、大きな謎なぞを解き明かす幸せ』。これが『結ゆい嘉か』という名の由来。そして『世よ々よ』というのは──

　おれは溜ため息いきをついた。とにかく、これがいまのところの全てだ。愛あい莉りとの別れの物語であり、結ゆい嘉かとの出会いの物語。

　そして物語は続いていく──




　見送りの結ゆい嘉かと一いつ緒しよに、学生寮りようを出た。すっかり日も暮れて、夜の匂においがする。

　結ゆい嘉かのケータイが鳴った。メッセージを見て、結ゆい嘉かがクスっと笑う。

「リョウくん。恐きよう竜りゆうが滅ほろんでいることくらい、当たり前の知らせが来たよ。ボクが試験に合格したとかね。蒼あお井い諒りよう助すけ、キミもボクの助手として受かったよ」

　おれは嬉うれしさのあまり、結ゆい嘉かを抱だきしめた。

「やったな！」

　結ゆい嘉かはしばしボーッとしていたが、やがて言った。

「暴ばく露ろしてしまえば、今回の試験は、このボクを試ためすものでしかなかったのだ」

「初耳だな。採用試験メールが、登録〈心壊者オルドルサイド〉全員に送られて──」

「いくら登録〈心壊者オルドルサイド〉限定でも、一いつ斉せい送信なんかしたら情報漏ろう洩えいの危機だよ。それにファミレスでの、ハギちゃんとの件を思い出してみよう」

「萩はぎ野の美み奈な。お前を狙ねらう、あの変態百ゆ合りか」

「リョウくんが名乗ろうとしたのに、ハギちゃんは無視したよね」

「それはお前が、登録された〈彼かれら〉だからだろ。おれではなく」

「リョウくん。都内だけでも登録された者は、数えきれないほどいるよ。仮に全員が試験を受けていたら、ハギちゃんがボクを特定できたはずはない。それが可能だったのは、事前にボクのことを知っていたから。世よ々よ結ゆい嘉かが来ると知っていたのさ」

　これを確かめるため、結ゆい嘉かはおれから名乗らせようとしたのか。

　結ゆい嘉かはあくびした。

「やれやれだねぇ」

　おれは改めて、その少女を見る。白銀の髪かみを長く伸のばした、オッドアイの可か憐れんな少女を。夜の闇やみの中でも、真しん紅くの瞳ひとみは鮮あざやかな輝かがやきを放つ。

　かつて、おれは言ったことがある。「その瞳ひとみの真しん紅くは、お前の魂たましいの色だな」と。

　結ゆい嘉かは頭を抱かかえて、「リョウくんが、恥はずかしいポエム製造機になってしまった」

　……これ、腹立つ思い出だな。

　結ゆい嘉かは、愛あい莉りの多重人格ではない。結ゆい嘉かという存在が、どこからともなく生まれたのだ。

　ただ結ゆい嘉かは愛あい莉りの『知識』を有していた。愛あい莉りの『記き憶おく』ではなく。蒼あお井い諒りよう助すけのことも赤あか羽ばね夜や耶やのことも知らない。だがニホンオオカミが絶ぜつ滅めつしていることは知っていた。愛あい莉りは動物ドキュメンタリーを見るのが好きだったので。

　そういったことを、理解できたころだ。零ぜろ局きよくの使者がやってきて、結ゆい嘉かを〈心壊者オルドルサイド〉に登録してしまったのは。しかも特別枠わくで、だ。連中がほざくには、結ゆい嘉かは〈心壊者オルドルサイド〉能力によって生まれた可能性があるから、と。

　実のところ、結ゆい嘉かは生まれたときから、歴れつきとした〈彼かれら〉だった。当人も自覚はあったが、おれに教えてくれたのは、出会って少ししてから。零ぜろ局きよくに報告したのは、４年も経たってからだ。

　少なくとも、愛あい莉りは〈彼かれら〉ではなかった。一方で夜や耶やさんは、彼かの女じよの話からして、〈彼かれら〉だったようだ。

　夜や耶やさん──彼かの女じよを見たのは、あの夜が最後だ。いまも消息不明。夜や耶やさんがどこへ行ったのかは、わからない。１つ言えるのは、そこがどこにしろ、平和な場所ではないだろう。

　夜や耶やさんが無事であることを祈いのっている。同時に、彼かの女じよが戻もどってこないことも、心のどこかで願ってしまっている。

　夜や耶やさんが『忌いまわしい、何か』と呼んでいたのは、結ゆい嘉かだからだ。

　赤あか羽ばね夫妻は、目覚めた結ゆい嘉かと話し、『愛あい莉りが戻もどった』と思おもい込こんだ。信じたかったのだろう。しかし、それは夜や耶やさんにとっては裏切りだった。死をもって償つぐなうほどの。

　夜や耶やさんが戻もどれば、結ゆい嘉かを殺そうとするだろう。結ゆい嘉かの心を壊こわそうとするだろう。愛あい莉りを取とり戻もどせると、いまでも信じているはずだから。

　おれは、もう違ちがう。

　だから夜や耶やさんにとっては、おれも裏切り者だろうな。

　けど、思うのだ。愛あい莉りはもう消えてしまった。戻もどってはこない。

　それでも愛あい莉りの仇かたきを取ることはできる。愛あい莉りの自じ我がを、心を壊こわしたのは〈心壊者オルドルサイド〉だ。いまもソイツは、のうのうと生きている。

　本当はおれがこの手で、捕つかまえてやりたい。だけど、おれの力では難しい。情けない話だが、結ゆい嘉かに頼たよるしかない。おれは助手として、結ゆい嘉かをサポートすることしかできない。

　結ゆい嘉かにとっては、愛あい莉りも夜や耶やさんも『知らない人』だ。たいして興味はないだろう。

　結ゆい嘉かが求めるのは、答えだ。

　なぜ生まれたのか？　誰だれが生んだのか？　結ゆい嘉かはその答えを得るため、愛あい莉りを壊こわした〈心壊者オルドルサイド〉を追う。

　はからずも、おれたちの目的は一いつ致ちしている。

　それに世よ々よ結ゆい嘉かが最も生き生きとするのは、どんなときだろう？　謎なぞを解き明かし、真実を見つけ、敵を出だし抜ぬくときだ。零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんなんて、結ゆい嘉かにとって天職だ。

　結ゆい嘉かがふしぎそうな顔で、おれを見る。

「ふむ、リョウくん。なにを考えているの？」

　おれは結ゆい嘉かを見返した。零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんになる。これが第一歩だな。

「結ゆい嘉か。ついに船出のときだな。雲一つない快晴で、海も穏おだやかかな？」

「あいにくだね、リョウくん。大きな嵐あらしが待ち構えていて、海は大おお荒あれだよ」

「ああ、だよな」

　そうだ。楽な道ではないだろう。それでも前へ進んでいこう。

　おれは結ゆい嘉かの頭に、ポンと片手を置いた。こっそりと決意する。

　なにがあっても、どんな敵が来ようとも、結ゆい嘉かを守まもり抜ぬくと。
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〈傀かい儡らい師〉の事件から４日後　

８月19日　お昼　　　






　おれが階段を下りていくと、先に男の声が聞こえてきた。

「まあ、聞きやがれ。昨今の禁きん煙えん運動の波によって、オレのような愛あい煙えん家かの肩かた身みは狭せまくなっちまった。かつて、この国には自由があった。好きなところで煙草たばこを吸う自由だ。だが、時代は変わりやがった。喫きつ煙えん狩がりの連中が、野に放たれた。オレたちはドブネズミのように隠かくれながら、煙草たばこに火を点つけることしかできなくなっちまった」

　階段を下りきると、解かい剖ぼう室が見えた。

　解かい剖ぼう台の前には、１人の男が立っている。井い斎さい疾風はやて。世よ々よ結ゆい嘉かが率いる捜そう査さチームの一員だ。法医学者で、歳としは25。

　血で汚れた白衣を着ており、金きん髪ぱつの頭はボサボサだ。片耳にだけ複数のピアスをつけ、首には髑髏どくろのタトゥーを入れてある。さらに口には火の点ついた煙草たばこ。

　解かい剖ぼう室とは、ガラスドアで仕切られていた。近づくと、ドアが自動で開く。

　入ったとたん、複数の臭においが混ざり合って鼻をついた。消毒剤ざいとホルマリン、煙草たばこの煙けむり、さらに焦こげた肉の臭においが。

「もうじき昼飯が来るぞ、疾風はやて」

　おれは解かい剖ぼう台を見て、すぐに目を逸そらした。それでも網もう膜まくに焼き付いた。焼しよう死し体たいだ。真っ黒に焦こげて、両手足が欠落している。

　疾風はやては解かい剖ぼう中の焼しよう死し体たいに言った。

「紹しよう介かいすんぜ。いま来たアホ面は、蒼あお井い諒りよう助すけ。こんなんでも、オレの同どう僚りようだ」

　これが疾風はやての変な癖くせだ。解かい剖ぼう中の死体と、友人のように会話するのが。

　少なくとも、当人の中では会話が成り立っているらしい。おれが来る前も、喫きつ煙えん家の受難を話していたようだしな。

　疾風はやては、やっとこちらを見た。

「諒りよう助すけ、てめぇ１人か。ボスは一いつ緒しよじゃねぇのか？」

　ボスとは、もちろん結ゆい嘉かのことだ。おれは解かい剖ぼう台のほうを見ないようにして、答えた。

「結ゆい嘉かは陽ひ菜なのところにいるよ。で、この遺体は誰だれだ？　結ゆい嘉かの指示で解かい剖ぼうしているわけではないだろ？」

「この『ダチ公こう』は、古い知り合いの娘むすめだ」

　疾風はやてのいう『ダチ公こう』とは、解かい剖ぼうする死体のことだ。

「知り合い？」

「監かん察さつ医務院にいたころのな」

　疾風はやては２年前まで、都内の監かん察さつ医務院に勤めていた。優ゆう秀しゆうだったそうだ。

　ある議員が病死とされたのを、舌の動脈から塩化カリウムを注射しての毒殺、と見み抜ぬいたのはいまでも語り草とか。

　疾風はやてのキャリアは順風満まん帆ぱんだった。ある同どう僚りようの額に、火の点ついた煙草たばこを押おし付つけるまでは。

　その同どう僚りようは、死体の検死解かい剖ぼうをお座なりにするだけでなく、死体に関する悪質なジョークを発したそうだ。

『ダチ公こう』をバカにする奴やつは許さんと、疾風はやてはキレた。

　かくして傷害罪で起き訴そ、罰ばつ金きん刑けいのち、零ぜろ局きよくへ移い籍せき。そして、結ゆい嘉かのチームに入った。

　おれは再度、『ダチ公こう』を見た。気の毒に。こんな変わり果てた姿になってしまって。

「『ダチ公こう』さん、ずいぶんと小こ柄がらだったんだな」

「そうでもねぇ。熱で筋肉が収縮した上、こいつは四し肢しまで脱だつ落らくしていやがるからな。『ダチ公こう』前よりも、だいぶ小さくなっちまったな」

『ダチ公こう』前？　ああ、生前のことか。

　疾風はやてはメスを動かして、気道を切開した。

「気道には、煤すすはほとんど見られねぇな。通常、生前の焼しよう死しなら、気管どころか胃にまで煤すすが吸引されていやがるものだが」

「わかった、疾風はやて。この人は、焼かれたときには死んでいた」

「が、そうとも言いきれねぇ。神経原性ショックや酸素欠けつ乏ぼうによって、生きていても煤すすの吸引が見られねぇ場合もある──たとえば、燃ねん焼しよう促そく進しん剤ざいを浴びてから火を点つけやがる、とかな」

「焼しよう身しん自殺ってことか？　その証しよう拠こがあったのか？」

　疾風はやてはだるそうに答える。生きている人間と話すのが、億おつ劫くうらしい。

「『ダチ公こう』の死亡推定時刻は、６時間前。土手で燃えているところを、発見された。消火されたが、時すでにクソ遅おそしだ。そばには、空になった容器が転がっていた。それから『ダチ公こう』の指し紋もんと、ガソリンが検出されやがった」

「つまり、燃ねん焼しよう促そく進しん剤ざいだな」

「警察は焼しよう身しん自殺で納なつ得とくしたが、父親はそうはいかなかった。んで、個人的にオレに解かい剖ぼうするよう頼たのんできたってわけだ」

「焼しよう身しん自殺を覆くつがえす『何か』を見つけて欲ほしくて、か」

　全身にガソリンを浴びたということは、事故ではなさそうだ。すると自殺以外なら、他殺か。

　愛する我わが子が自ら命を絶ったというよりは、何者かに命を奪うばわれたというほうが、気持ちの整理は付くものなのだろうか？

「答えは、疾風はやて？」

「いまのところは、なんもでてねぇ。おそらく、焼しよう身しん自殺がひっくり返ることはねぇだろう。つーわけで、諒りよう助すけ」

　疾風はやては『ダチ公こう』を解かい剖ぼうしながら、続けた。

「この『ダチ公こう』──綿わた貫ぬき聡さと子この自殺の動機を見つけてこい。ボスの力を借りりゃあ、楽勝だろ。任せたぜ」

　頼たのまれると断れない性格なので、おれは了りよう解かいした。

　ふいに疾風はやてが腹を鳴らす。それから『ダチ公こう』に向かって、親しげに言った。

「オメーさんを解かい剖ぼうしていたら、北京ペキンダックあたりが食いたくなっちまったぜ」

　どういう食欲回路をしているんだ、この男は。
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　正式に零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんとなり、先日は初事件も解決して、まずは順調な船出というところか。

　採用試験に合格してからのことを、ふと思い出す。いまも悪夢に見る、57回も死にかけた訓練期間は迂う回かいして。

　おれと結ゆい嘉かは統制庁の身分証をもらい、チームメンバーを紹しよう介かいされた。

　その後、統制庁の本部庁舎へと向かった。これは千代田区にあって、地上20階、地下８階。

　統制庁が零ぜろ局きよくの『ニセ身分』なのだから、こここそが零ぜろ局きよくの本部庁舎でもあると思った、が。別にそういうわけではないらしい。ただの零ぜろ局きよくの大きめの支部というだけで。

　では零ぜろ局きよく本部は、どこにあるのだろう。どこかには、あるはずだ。１９７２年、おれのじいさんは、呉くれ城しろをそこへ連行しようとしていたのだから。

　とにかく、だ。都内を管かん轄かつとする捜そう査さチームの活動拠きよ点てんは、統制庁の本部。おれたちもそうなるはずだった。

　だが、世よ々よ結ゆい嘉かがひと言。「やなものは、やーだよ」

　急きゆう遽きよ、結ゆい嘉かのため、どこかに別の活動拠きよ点てんを見つけることになった。主に萩はぎ野のさんが奔ほん走そうして、使われなくなった教会が見つかった。

　バロック建築の厳おごそかな建物であり、いまも雨あま漏もりがするので、萩はぎ野のさんが修しゆう繕ぜんに汗あせを流している。この人の専門、なんだっけ。

　おれは〈教会〉の１階へと上りきった。

〈教会〉の地下にあるのが、疾風はやての解かい剖ぼう室。１階の奥おく側には、エレナの科学鑑かん定ていルーム。２階には萩はぎ野のさんの武ぶ器き庫こと射しや撃げき場。車庫には、陽ひ菜なの捜そう査さルーム（移動指揮車）。

　皆みなはここをただ〈教会〉とだけ呼んでいる。

　この活動拠きよ点てん〈教会〉に鐘かねはない。

　表に出ると、ちょうどラーメン屋の出前が来た。いまどき自転車＋岡おか持もちという昭和スタイルを守っている店だ。〈教会〉１階の手前側は、共同スペース。そこの円えん卓たくに、人数分のラーメンが並ぶ。零ぜろ端たんの一いつ斉せい送信で、昼食であることを教える。

　棒付きキャンディをくわえた結ゆい嘉かが、陽ひ菜なと一いつ緒しよに〈教会〉に入ってきた。

「リョウくん。陽ひ菜なちゃんがようやく、お姉ちゃんの個人情報を発はつ掘くつしたよ。あとで一いつ緒しよに見ようね」

　赤あか羽ばね夜や耶や。愛あい莉りの姉であり、遺伝子的には結ゆい嘉かの姉でもある。ただし夜や耶やさん自身は、実親の苗みよう字じを好んでいた。

　世よ々よという苗みよう字じを。

〈傀かい儡らい師〉の黒幕が送って来たメッセージは、『カインとアベル』の姉し妹まい版。夜や耶やさんからのメッセージと解かい釈しやくすると、あまりにしっくり来てしまう。

　では夜や耶やさんが無差別殺傷を引き起こさせたというのか？　信じたくはない。

　だが、愛あい莉りを取とり戻もどすため必要である、と夜や耶やさんが信じているのならば──血が滴したたる包丁を持った夜や耶やさんの双そう眸ぼうが、歳さい月げつを超こえて語っている。

　彼かの女じよは、やるだろう。

「夜や耶やさんは登録〈心壊者オルドルサイド〉だったからな。登録時に、指し紋もんやＤＮＡを採られているはずだ。それに能力や発動条件もな」

「ふむ。これはメッセージの意味に気づいた、リョウくんの手て柄がらだね」

　陽ひ菜なが嘆なげく。

「蒼あお井いさんの手て柄がら、ですか。数多あまたあるデータベース内を探たん索さくし、埋うもれていた情報を掘ほり起おこしたのは、わたくしですのに。いいのです、いいのです。どうせ、わたくしは奴ど隷れいのように扱こき使われ、最後には捨てられるのです。そのまえに練炭で死んでやりますがね」

　このあいだに、他のメンバーが揃そろったので、さっそく昼飯となった。

　消毒薬の臭においのする疾風はやてが注文したのは、牛肉が山盛りになった豚とん骨こつラーメンという、意味不明な代しろ物もの。ガツガツと食べ始める。さっきの解かい剖ぼう直後で、よく食えるものだ。しばらくすると息いき継つぎよろしく、うまそうに煙草たばこを吸い出した。

　その隣となりでは陽ひ菜なが、ネギ醬しよう油ゆラーメンにコショウをかけている。ドバドバと。

「井い斎さいさん。あなたの副ふく流りゆう煙えんのせいで、わたくしは早死にしますよ。どうしてくれるのですか？　喫きつ煙えんしたいのでしたら、火星にでも移住することですね」

　疾風はやては陽ひ菜なに向かって紫し煙えんを吹ふき出した。

「火星行きの船を用意してくれりゃあ、いつでも行ってやるぜ」

　陽ひ菜なが咳せき込こむ。

「地じ獄ごくに、堕おちやがれ、です」

　萩はぎ野のさんが冷ややかに言った。

「キサマら、世よ々よの『御ご前ぜん』だぞ。もっと有意義な話はできないのか。ところで世よ々よ、今日のパンツは何色だろうか？」

　おれはテーブルをバシンと叩たたいた。

「おい、変態。お前、脳のう味み噌そがスクランブルエッグなのか？　そのセクハラ発言のどこに有意義さがあるんだ」

「今朝、私は占うらないを見たのだ。世よ々よの星座のラッキーカラーは、ピンクだった。是ぜ非ひとも、世よ々よにはピンクのものを身につけていて欲ほしい。そこでパンツの色を聞くのは、当然至し極ごくの流れではないか」

「流れなわけがあるか！」

　結ゆい嘉かはといえば、アメを嚙かんで飲のみ込こんだ。それから、自分のとエレナのチャーシューメンを、交こう互ごに見み出だす。さてはロックオンしたな。

「エレナちゃん。ボク、チャーシュー大好きだよ」

　エレナが満面の笑えみを浮うかべた。

「早く言って欲ほしかったっスよ、マイマスター！　エレナのチャーシュー、全部あげるっス！」

　おれは慌あわてて言った。

「まて、エレナ。結ゆい嘉かのワガママに付き合う必要ないからな。結ゆい嘉か、お前は自分のチャーシューで満足しろ」

　ところがエレナは幸せそうに言うのだ。

「エレナは、大好きなマイマスターが喜んでくれるのなら、それだけで満腹なんスよ！」

　すかさずアホ毛をハート形にした萩はぎ野のさんが、自分の唐とう辛がら子しラーメンの丼どんぶりを押おして、

「世よ々よ、私のラーメンからも好きな具を取ってくれ」

「ボク、辛からいの嫌きらい」

　萩はぎ野のさんが自分の額をテーブルに打ち付け出した。

　このチーム、常識人はおれだけか。




　昼食を終えて、散会。

　科学鑑かん定ていルームの前で、エレナが太たい極きよく拳けんをし出した。

　エレナが乗っている電動車くるま椅い子すは、手すりにコントローラーがある。車輪には特とく徴ちようがあり、階段の上り下りもできる優すぐれものだ。

　結ゆい嘉かはエレナのツインテの片方をつかんで、ニギニギした。

「やあ、エレナちゃん。なにをしているの？」

「これから長時間の戦いが始まるので、精神統一を図はかっているんスよ」

「ほう、どんな戦いが始まるんだい？」

　エレナは科学鑑かん定ていルームのほうを見やった。そこには押おう収しゆうした佐さ崎さき雄ゆう介すけの私物が、置かれている。〈傀かい儡らい師〉として無差別殺傷を起こさせた男の、だ。

「佐さ崎さきの私物から指し紋もんを採取したんスが、捗はか々ばかしくなかったっスね。指し紋もんは断だん片ぺんだと、お手上げっスからね。そこで、今度は10億分の１グラムの世界に挑ちよう戦せんすることにしたんスよ」

　10億分の１グラムだって？　顕けん微び鏡きようがなきゃ見られないサイズだよな。

　結ゆい嘉かは興味深そうに言った。

「ほう、細さい胞ぼうだね」

「細さい胞ぼうって、なんのだよ？」

　おれの疑問に、エレナが答える。

「もちろん、人の細さい胞ぼうっスよ。蒼あお井いっちが何かに触ふれれば、そこには細さい胞ぼうを残していっているんス。たった１個の細さい胞ぼうがあれば、そこからＤＮＡを抽ちゆう出しゆつし、増ぞう幅ふくすることが可能なんス。そして、照合っスよ。いぇーいっス！」

　ハイタッチを誘さそわれたので、とりあえずやった。

「つまり夜や耶やさんのＤＮＡ型とも、照合できるってことか？」

　結ゆい嘉かがうなずいた。

「そうだよ、リョウくん。もしも佐さ崎さきの私物、たとえばスマホとかから、夜や耶やのＤＮＡ型が見つかったら？　夜や耶やは佐さ崎さきと会っていた──夜や耶やこそが〈カイン〉という、確たる証しよう拠こさ」

〈カイン〉。〈傀かい儡らい師〉の裏にいると見られる黒幕の、秘ひ匿とく名だ。結ゆい嘉かが自分で名付けた。

　いまはまだ、〈カイン〉が夜や耶やさんと断定されてはいない。それをエレナは行おうというのだ。

「ではエレナ隊員、キミの活かつ躍やくに期待する」

　エレナは敬礼した。

「了りよう解かいっス、マイマスター！　作業用ＢＧＭ、最重要任務用のアニソンメドレーで挑いどむっス！」

　エレナが科学鑑かん定ていルームに入ると、大音量のアニソンが流れ出した。




　おれは結ゆい嘉かとともに、車庫にある移動指揮車へ向かった。

　捜そう査さルームに入ると、陽ひ菜なが跪ひざまずいて、床ゆかを叩たたきながら大泣きしていた。

「監かん視し社会がぁ、監かん視し社会がぁ」

　おれは義務感から質問した。

「……どうかしたのか？」

　陽ひ菜なは顔を上げた。垂れてきた鼻水をすする。

「佐さ崎さき雄ゆう介すけは、〈カイン〉側と連れん絡らくを取り合っていたはずですよね。ところが、その痕こん跡せきがゼロです。通話、メール、ＳＮＳ、これらの履り歴れきをすべて調べましたが、空から振ぶりです。ネット履り歴れきから、出入りした掲けい示じ板ばんなどもすべてチェックしました。が、佐さ崎さきがどの深夜アニメを１話切りしたかわかっただけでした。また、監かん視しカメラのネットワーク内で顔認にん識しきにかけ、こちらでも佐さ崎さきの動きを追つい跡せきしました。〈カイン〉、または〈カイン〉の使者と会ってはいないか、と。これも外れです。監かん視し社会が通用しないのです。わたくしは、もう泣くしかありません」

　なぜ監かん視し社会が通用しないと、陽ひ菜なが泣くことになるんだろ。

　結ゆい嘉かは、陽ひ菜なの頭をよしよしと撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、陽ひ菜なちゃん。監かん視し社会の底力は、ここからだからね」

「あい、がんばります」

　おれは感動した。陽ひ菜なが微び妙みように前向きな発言だ。

「ところで、夜や耶やさんの記録はどうしたんだ？」

　陽ひ菜なはティッシュで鼻をかんでから、

「〈カイン〉のことですか」

「まだ〈カイン〉と決まったわけじゃないからな。何者かが、夜や耶やさんの仕業とおれたちに思わせようとしているのかもしれない。な、結ゆい嘉か？」

「どうかなぁ。夜や耶やの仕業に見せたかったら、もっとわかりやすいメッセージを残すね」

「……あそう」

　陽ひ菜なが片手を振ふると、３Ｄホログラムのウインドウが現れた。赤あか羽ばね夜や耶やの記録が表示される。

「赤あか羽ばね夜や耶やが〈心壊者オルドルサイド〉捜そう査さ官かんになるため、訓練を受けていたのは確かですね。途轍とてつもなく優ゆう秀しゆうだったようです。15歳さいの誕生日を迎むかえる日に、正式な捜そう査さ官かんとしてチームを持つはずでした。さすが世よ々よさんのお姉さんだけありますね」

　16歳さいでチームを持った結ゆい嘉かが、ムッとした。

「実際のところは、ボクが最年少だからね。あと、ボクのお姉ちゃんじゃないから」

「指し紋もんやＤＮＡ型のデータはありましたが、〈心壊者オルドルサイド〉能力の詳しよう細さいと発動条件の記き載さいはありませんね。解かい析せきする前に、夜や耶やが消えてしまったのでしょうか？」

　夜や耶やさんの能力については、手がかりなしということか。

　結ゆい嘉かが再度、陽ひ菜なの頭を撫なでながら、

「陽ひ菜なちゃん。『〈カイン〉は夜や耶やかもよ』説は、ここで封ふうじておいてね。上層部が知ったら、ボクを捜そう査さから外しに来るかもしれない。遺伝子的な繫つながりがある、というだけでね」

　おれは意外に思った。

「結ゆい嘉か。〈カイン〉が夜や耶やさんだったとしたら、自分の手で捕つかまえたいのか。なんだかんだで、姉し妹まいだものな」

　すると結ゆい嘉かは、獲え物ものを見つけた表情で、舌なめずり。

「そうさ。血の繫つながりがある〈心壊者オルドルサイド〉を狩かれるなんて、滅多めつたにないからね。しかも、コイツは〈傀かい儡らい師〉のような雑ざ魚こじゃあないよ。滅ほろぼしがいがあるというものだ」

「……ああ、そっち方向の動機だったか」

　おれは自問する。夜や耶やさんが滅ほろぼされるのを、おれは受け入れられるのだろうか？

　夜や耶やさんは大切な人だ。そんな人の自じ我がが壊こわされるのを見たいはずがない。

　だが、もしも夜や耶やさんが〈カイン〉だというのならば。そして、結ゆい嘉かが悪だと見なしたのならば。

　おれも結ゆい嘉かの助手として、零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんとして、覚かく悟ごを決めねばなるまい。

「それはそうと、結ゆい嘉か。疾風はやてから頼たのまれたことがあったんだ」

　焼しよう身しん自殺した綿わた貫ぬき聡さと子こさんのことを、結ゆい嘉かに話す。

「ふむ。自殺の動機探しなんか、我わが奴ど隷れいのスキルをもってすれば楽勝さ。ね、陽ひ菜なちゃん」

「あぁ、わたくしの人権はどこに消えたのでしょうか」

　と嘆なげきながらも、陽ひ菜なは座ざ布ぶ団とんの上で正座し、さっそく調査を始めた。複数のホロウインドウが開かれて、目まぐるしく情報が切きり替かえられていく。

「カップル専用アプリを使っていましたので、綿わた貫ぬきの恋こい人びとがすぐわかりましたよ。こちらの石いし田だ武たけしですが、友人とのメッセージのやり取りからして、綿わた貫ぬきとは遊びだったようですね。こういう男は死んだほうが良いいですね！　あら、本当に首を吊つっていました」

　おれは考えを口にした。

「これが綿わた貫ぬきさんの動機かな？　恋こい人びとの石いし田だが自殺したショックで、後追いを？」

「ですね。綿わた貫ぬきは石いし田だに本気だったようですし──おや、石いし田だの遺体が発見されたのは、４時間前です。死体検案書によると、死亡推定時刻は約28時間前ですがね」

　結ゆい嘉かの瞳ひとみが輝かがやく。

「リョウくん。綿わた貫ぬきの死亡推定時刻は、いつだって？」

「疾風はやては、６時間前と言っていたな」

「ふむ。これは辻つじ褄つまがあわないね。石いし田だの首くび吊つり死体が発見されたのは、４時間前。綿わた貫ぬきが焼しよう身しん自殺したのが、６時間前。なぜ、自殺したと知らない恋人の後追い自殺ができるのだ？」

　たしかに。石いし田だの自殺は28時間前だが、発見されていなかったわけだからな。

「動機がないのなら、綿わた貫ぬきは自殺ではないのか？　つまり他殺？」

　結ゆい嘉かは嬉うれしさが溢あふれる声こわ音ねで、

「面おも白しろくなってきたね。仮に綿わた貫ぬきが殺されたのなら、恋こい人びとだった石いし田だの自殺にも疑いが生じるね。自殺の偽ぎ装そうなら、すなわち連続殺人だ。陽ひ菜なちゃん、石いし田だ武たけしについての情報は？」

「石いし田だ武たけしですが──少し前に姉の知とも子こも自殺しています。通勤時間での電車飛とび込こみですね」

　おれは首を傾かしげた。

「それなら目もく撃げき者も多いから、まず自殺だよな。すると弟の石いし田だ武たけしも、やっぱり自殺か？　姉の死にショックを受けての」

「綿わた貫ぬき聡さと子こも自殺ですよ、きっと。石いし田だ武たけしからこっそり、自殺すると聞いていたのでは？」

　おれは溜ため息いきをついた。

「だとしたら、不幸の連れん鎖さだな」

　結ゆい嘉かがおれの向こう脛ずねを蹴けとばした。

「痛っ！　お前、なんてことするんだ」

「リョウくんや。いまのは、ご褒ほう美びキックだよ」

「なに、そのドＭ限定のご褒ほう美びは」

　なぜか結ゆい嘉かは『どういたしまして』という顔だ。

「不幸の連れん鎖さという感想は、値あたい千金だったのさ。さて陽ひ菜なちゃん。石いし田だ知とも子この周辺を探さぐるのだ。いるはずだよ。ほかの自殺者が」

　なにか不ふ穏おんな事態になってきたな。

「世よ々よさん、大当たりです。石いし田だ知とも子こは大学院生でしたが、そこの研究室の教授が服毒自殺していますね。なんと、使われた毒物はお手製です。わぉ、リスペクトです」

　などとほざいている間も、陽ひ菜なは作業を続ける。石いし田だ知とも子こと教授に関する情報を、猛もうスピードで収集しているのだ。

「石いし田だ知とも子このクラウド・ストレージを覗のぞきますと──おや、おや。知とも子こと教授がベッタリの写真がありますね、大量に。少なくとも知とも子こは、教授にマジだったみたいです」

　結ゆい嘉かは冷れい徹てつともいえる口調で、

「まだまだ、次があるね？」

「教授は、ブログをやっていましたね。ここで坂ばん東どうという准教授への追つい悼とう文を書いています。あつい友情を感じる内容ですね。もちろん、坂ばん東どうも自殺ですよ。手首切りです」

　おれは呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「なんだ、これは。連れん鎖さしているのは、自殺そのものじゃないか」

　結ゆい嘉かが「もちろんさ」と言う。

「陽ひ菜なちゃん、坂ばん東どうは男だねぇ。しかし、ボクの推測だと、この自殺連れん鎖さは──ふむ。教授は、同性愛者だったのではないかな？　隠かくしていたので、石いし田だ知とも子こは知らなかったね」

　陽ひ菜なが軽かろやかに言った。

「スケジュール・アプリによると、教授は、半年前にＷＥＢライターのインタヴューを受けています。このライターに問い合わせまして──インタヴュー内容は『大学という閉へい鎖さ社会で同性愛を隠かくす悲ひ哀あい』ですって。もちろん、教授は匿とく名めいでした」

　わかったぞ。

　といっても、謎なぞの自殺連れん鎖さの真実ではない。陽ひ菜なが珍めずらしくテンションが高い理由だ。監かん視し社会が、ここに来て大だい活かつ躍やくしているからだな。

　結ゆい嘉かは腕うで組ぐみした。

「あとは石いし田だ武たけしだね。武たけしも、姉の知とも子こを愛していたはずだ。家族以上に。どうかな？」

　陽ひ菜なは、監かん視し社会バンザイ、と叫さけびそうな勢いだ。

「武たけしの医い療りよう記録を見ると、何年も心理カウンセラーのお世話になっていましたね。向こうには守秘義務がありますので、ここはＰＣをハッキングして、カウンセリング内容をゲットです。おや、おや。武たけしはお姉ちゃんとエッチがしたかったみたいですねぇ」

　結ゆい嘉かは両手の指をあわせ、尖せん塔とうを作った。

「恋れん愛あい感情──というよりも、これは愛あい執しゆうだね」

　おれは繰くり返かえした。

「愛あい執しゆう、だって？」

「綿わた貫ぬき聡さと子こは石いし田だ武たけしを愛していた。石いし田だ武たけしは石いし田だ知とも子こを愛していた。石いし田だ知とも子こは教授を愛していた。教授は坂ばん東どうを愛していた。これは友愛や家族愛よりも強い、執しゆう着ちやくする愛なのさ。そして、そこまで愛する者から、死は感かん染せんしているのだ」

　おれは愕がく然ぜんとした。

「感かん染せん……そんなことが起こりえるのか？」

「《感情》型の〈心壊者オルドルサイド〉ならね。究極ともいえる絶望を植え付け、自殺へと追おい込こむのさ。陽ひ菜なちゃん、前が自殺してから次が自殺するまでの期間は？」

　陽ひ菜なはしばしホロ・キーボードを打っていたが、

「だいたい20～40時間ですね」

　すなわち、絶望を植え付けられ、それによって自殺に至るまでの時間か。

「まてよ、結ゆい嘉か。筋が通らないぞ。〈彼かれら〉の能力発動の絶対条件、『標的に接せつ触しよくしなければならない』は、どうなる？　絶望の植え付けが連れん鎖さしているなら、肝かん心じんの犯人は標的と接せつ触しよくしていない」

　結ゆい嘉かが熱を帯びた口調で言う。

「いや、接せつ触しよくしているのだ。こんな裏ワザが可能なんてね。もちろん、並みの〈彼かれら〉では逆立ちしたってできないだろうけど」

「どういうことだよ、結ゆい嘉か？」

「いわば〈心壊者オルドルサイド〉能力の貸たい与よだよ」

「貸たい与よ、だって？」

　結ゆい嘉かはといえば、一種の感動を覚えているようだ。

「標的へ、絶望を植え付ける。同時に『絶望を植え付ける』能力まで貸すのさ。ただし、貸し付けられたほうに自覚はないだろうね。そして、発動条件を満たした相手に接触してしまう。この瞬しゆん間かんに次の標的へ、新たな絶望が植え付けられ、『絶望を植え付ける』能力は又また貸がしされる。で、貸したほうはついに自殺だね」

　いまいち思考が追い付いてこない。

「発動条件を満たした相手って？」

　結ゆい嘉かは苛いら立だちを滲にじませて言った。

「もちろん、粘ねばっこく愛してくる人さ。石いし田だ武たけしなら、発動条件を満たしていたのは綿わた貫ぬき聡さと子こだね。石いし田だ武たけしが綿わた貫ぬき聡さと子こをどう思っていたかは、関係ないようだ」

　能力を貸たい与よする、か。これ、ルール違い反はんでは？

　ただ、考えてみると──能力を貸してはいけない、という制限はないのか。これまで、そんな〈彼かれら〉は発見されなかったが、だからといって不可能ではない。レア中のレアではあるだろうが。

「まてよ。愛している人間から、絶望を植え付けられるわけだよな。なら複数の人間が、１人を愛していたらどうなる？　石いし田だ武たけしを綿わた貫ぬき聡さと子こだけでなく、Ａ子さんも愛していたとしたら？」

「接せつ触しよくする、の発動条件を満たしたほうに、植え付けられるね。仮に、２人とも接せつ触しよくしていたら──ふむ。陽ひ菜なちゃん。自殺の連れん鎖さは分ぶん岐きしていそうかな？」

「いまのところは、確かく認にんできませんね」

「では、愛の度合いが強いほうが、優先して植え付けられるのだ。自殺連れん鎖さが分ぶん岐きすることはないね」

　陽ひ菜なが挙手する。

「絶望を次に植え付けたくても、誰だれにも愛されていなかったら、どうなるのです？　自殺の連れん鎖さは止まるのですかね？」

　結ゆい嘉かが答える前に、おれが断言した。

「誰だれしも、誰だれかに愛されているものだ」

「……このお目め出で度たいところが、蒼あお井いさんの強みなのでしょうか？」

　結ゆい嘉かが陽ひ菜なの肩かたをポンと叩たたく。

「自殺の連れん鎖さを辿たどろうね。いつかは出発点に着くはずだ。そこからが勝負さ」

　おれは尋たずねた。

「勝負って、どういうことだ？」

「これを絶望の感かん染せんと捉とらえるならば、第一号患かん者じやがいる。そして、この第一号患かん者じやへ絶望を植え付け、同時に『絶望を植え付ける』能力を貸したのは？」

「そうか！　犯人の〈心壊者オルドルサイド〉自身か！」

「この犯人を見つけ出す唯ゆい一いつの突とつ破ぱ口こうが、そこにあるよ。ということで、命名式だね。リョウくん、コイツに秘ひ匿とく名を付けてよ」

　本当は結ゆい嘉かの役目なのだが、興味のないことはやらないからな。〈カイン〉は名付けたくせに。

「この犯罪者は、死を弄もてあそんでいる。〈死の舞ぶ踏とう〉だ」

〈死の舞ぶ踏とう〉は、紛まぎれもない悪だ。絶望を植え付け自殺させるだけでも残ざん酷こく無比。さらに、その自殺の感かん染せん経路が、愛というのだから。人の尊厳を踏ふみにじるにも、程ほどがある。

　陽ひ菜ながつまらなそうな声を上げた。

「おや。20人ほど遡さかのぼったところで、行き止まりましたね。ここが出発点のようです。ふふん、楽勝でしたね。自殺を嗅かぎつけることなら、わたくし、トリュフを探すブタ並みですので」

「そりゃあ、良かったな」

「陽ひ菜なちゃん。出発点に、なにか〈死の舞ぶ踏とう〉に繫つながりそうな、気になる情報はあった？」

　陽ひ菜なは難しい顔をした。

「あるといえば、ありますね」

「ほう？」

「出発点、つまり第一号患かん者じやの多た村むら都みやこという女性は、ある宗教を脱だつ会かいしたばかりでした。喜亡教という、新興宗教ですね」

　おれは記き憶おくの倉庫を確かく認にんしてから、言った。

「喜亡教なんて、聞いたことがないな」

「昔は、地方のカルト教団でした。それが喜亡教と名を改め、都内に進出してきたのが４年前です。このとき教祖の首も新しくなり、一気に信徒を増やしていきます。現在は、信者数が３万８０００人。大手には負けますが、まずまずでしょう」

　陽ひ菜なが、おれと結ゆい嘉かを見やって、

「この喜亡教、前身は〈黒くろ水すい仙せん〉です」

　頭をハンマーで叩たたかれたような衝しよう撃げきを覚えた。

〈黒くろ水すい仙せん〉。46年前、おれのじいさんが無形村で遭そう遇ぐうしたカルトだ。作ったのは、零ぜろ局きよく創設メンバーの１人だった、呉くれ城しろ。

　名を変えたとはいえ、あの〈黒くろ水すい仙せん〉と現実世界で出会うことになるとは。それも約４万人もの信者がいるだって？　冗じよう談だんじゃないぞ。





２







８月20日　お昼すぎ　






　翌日。おれと結ゆい嘉かは、喜亡教本部の前にいた。

　喜亡教は勢力の拡大に伴ともない、１年前に新たな本部施し設せつを建てた。

　この新本部だが、じつに目立つ造りだ。Ｔの字を倒たおしたような構造で、横向きになったＴの『縦線』を、地上から連なる球体が支えている。

「この変てこな建物なら、前に遠くから見たことがある。てっきり美術館かと思ったが」

「総本山だからね。個性的な建築物にすることで、『違ちがい』をアピールしているのだね」

　喜亡教の本部では、これから集会が行われる。新入り信者を集め、教祖がはじめての演説をするらしい。

　昨日、集会を知った結ゆい嘉かの第一声は、「よし行ってみよう！」だった。統制庁の身分を示すのではなく、ニセ身分での参加。ようは潜せん入にゆう捜そう査さというわけだ。

　おれは危険なので反対した。しかし、剣けん吞のんな場所に飛とび込こむのをスタイルとする、世よ々よ結ゆい嘉かだ。聞き入れるはずもない。ＶＲ試験のときはアバターだったが、今回は生身。下手したら、殺されるかもしれないというのにな。

　ちなみに集会のリストに入るためには、ニセ身分で申もうし込こむだけで済んだ。

　このニセ身分では、おれたちは公立高校の生徒となっており、そこの制服を着用している。おれは学ラン。結ゆい嘉かも、いつもの修道服タイプではなく、セーラー服だ。しかも、オオカミ・ジャケットも着ていない。新しん鮮せんすぎる。

「……結ゆい嘉か。捜そう査さ資料用に喜亡教本部を撮とっておこう。大きさ比ひ較かく用に、お前もそこに立て」

「いいよ」

　零ぜろ端たんで何枚か撮とった。もちろん、喜亡教のキモイ本部などは欠片かけらも写さずに。

　満足していると、別行動中の萩はぎ野のさんからメッセージが来た。仕方ないので読む。

『その写真データを、私にも寄こせ。拒きよ否ひすれば、キサマを真面目に殺す』

「なぜ、わかったのか」

　青天を見上げた結ゆい嘉かが言う。

「ふーむ。リョウくん、デート日和びよりだねぇ」

　右耳の中で、陽ひ菜なの声がする。

〔健康優良児のようなこの青空を見ていると、わたくし、吐はき気けがしてきて、オェェェェエ〕

「……ガチだろ、いまの」

　右耳に小型のワイヤレス・イヤホンが収まっている。小さいだけでなく薄うす橙だいだいなので、じっくり覗のぞき込こまれでもしない限りは、バレない。集音マイク機能もあるので、こちらの声を届けることもできる。

　近くに停とめた移動指揮車から、陽ひ菜なが支し援えんしてくれるのだ。……なんか吐はいていたが。

　喜亡教本部に向かう人々を眺ながめながら、おれは結ゆい嘉かに訊きいた。

「本当に、この潜せん入にゆうは必要なのか？」

「喜亡教が、第一号患かん者じやたちの共通項こうであると判明した以上はね」

〈心壊者オルドルサイド〉能力を標的に貸たい与よするという、反則級の〈死の舞ぶ踏とう〉を見つけ出すためには、コイツが接せつ触しよくせざるをえない第一号患かん者じやから辿たどるしかない。

　この第一号患かん者じやであった多た村むら都みやこは、喜亡教を脱だつ会かいした直後に自殺していた。

　そこで結ゆい嘉かは、喜亡教の脱だつ会かい者に絞しぼり、自殺した者がいないかを陽ひ菜なに探さぐらせた。そのうえで自殺の連れん鎖さがないかも調べさせたのだ。

　すると、７人もの第一号患かん者じやが見つかった。

　いわば７つの感かん染せんルートだ。見つかった限りで最も古いのが、３年も昔。いったい、どれほどの人たちが自殺感かん染せんの犠ぎ牲せいになったのか。

　ところで第一号患かん者じやたちは、みな生活相談センターの助力のもとで、喜亡教を脱だつ会かいしていた。この手の宗教は、一度入ると抜ぬけ出だすのが面めん倒どうだからな。

　推理するに、〈死の舞ぶ踏とう〉は教祖では？　脱だつ会かいされた腹いせが動機だ。と、おれは思ったが、結ゆい嘉かはそう単純な話ではないという。

　この３年のあいだに喜亡教を脱だつ会かいしたのは、１２０３人。一方で第一号患かん者じやは７人。

　なぜ彼かれらが選ばれたのか、この謎なぞを解かねば〈死の舞ぶ踏とう〉には辿たどり着つかない、という。

「だからって、リーダーのお前が潜せん入にゆう捜そう査さしなくても。こういうヤバそうなのは、萩はぎ野のさんを行かせればいいんだよ」

「リョウくん。空を飛ぶような楽しみのためには、命くらい懸かけてみないと、だよ」

　喜亡教本部の前では、新入り信者たちの行列ができていた。盛せい況きようなことで。

「陽ひ菜なちゃんや、喜亡教の新教祖について調べたね？」

「教祖か。初代が呉くれ城しろで、今回のは何代目かなわけだろ。喜亡教を、短期間でここまで大きくしたんだ。よほどのカリスマだな？」

　イヤホンから陽ひ菜なの声。

〔どうでしょうね。いまの教祖の名は、山やま口ぐち滝たき、37歳さい。山やま口ぐちの経歴は、２つに分けられますね。教祖デビューする『前』と『後』です。『前』は凡ぼん庸ようですよ。中小企き業ぎように勤め、仕事の評価もイマイチです〕

「『前』からすると、教祖になりそうな感じはないな」

〔強しいてあげますと、高校生時代ですね。デジタル生徒会報によると、山やま口ぐちは生徒会長に当選しています。凄すさまじきは、立候補の時点での支持率が、１パーセントだったということです。わたくしも学生時代は嫌きらわれていましたが、これほどではありませんでしたよ〕

　自じ虐ぎやくネタを挿そう入にゆうされても、対応に困るんだが。

「よ、よく、山やま口ぐちはそれで当選できたな」

〔公開演説のたびに支持率が上がり、最終的に得票率69パーセントで当選です〕

「よほど演説の中身が良かったんだな」

　結ゆい嘉かはあくびした。

「または山やま口ぐちが〈彼かれら〉ということだね。《感情》型さ。標的に対し、山やま口ぐちに対する『好意』を植え付ける。ただ力はたいして強くはないね。こっちは脱だつ会かい者が千人も出ているし、選挙のほうも得票率は７割にさえ至らなかった」

「だが、結ゆい嘉か。立候補した時点では、山やま口ぐちは不人気もいいところだったぞ」

　すかさず陽ひ菜なが付け足してくる。

〔わたくし以上に、です〕

「発動条件の関係だね。これが『一定時間、標的に自分の話を聞かせる』なのさ」

　不人気な生徒が、不特定多数に自分の話を聞かせ続けるチャンスは、公開演説くらいということか。

　だとすると山やま口ぐちの能力は、教祖にはもってこいだ。

「けどねリョウくん、山やま口ぐちは教祖になるまでは、自分の能力を使いこなせていなかったよね。生徒会長になったのも、マグレ当たりという感じだ。ふむ、いるね」

「なにがだ？」

「山やま口ぐちを演出している者。いわば、喜亡教の黒幕、フィクサーさ。喜亡教の躍やく進しんも、フィクサーが山やま口ぐちの能力を運用してきたからだ」

　フィクサーか。そいつが〈死の舞ぶ踏とう〉でなくても、正体くらい知っているかもしれないな。

　ようやく列の順番が来た。

　といっても、待っているのは洗脳会のようだが。新入り信者たちはまだ山やま口ぐちの話を聞いていないので、この集会で能力を発動しようというわけだな。

　その会場は、本部の中央にあった。収容人数は千人くらいの広さだ。

　すでに新入り信者でかなり埋うまっている。そのため、おれたちは後ろのほうだ。結ゆい嘉かが、ぴょんぴょん跳はねる。前の人たちのせいで、正面のステージが見えないらしい。

「リョウくん、肩かた車ぐるまして」

「お前、いちおう高校生だぞ。肩かた車ぐるまは恥はずかしいって。ただでさえスカートだしな」

「ボクは、肩かた車ぐるまを、して、ほしいの、だ！」

　結ゆい嘉かを肩かたに乗せたころ、出入り口が閉じられた。会場が暗くなる。『ショウの始まりだ』とばかり、ステージ上へ照明が当てられた。

　まずは20人前後の信者が、ステージに上がる。

　彼かれらの胸むな元もとには、バッジが留とめられていた。ここからだとバッジの形までは確かく認にんできないが、陽ひ菜なから事前情報は得ている。

　あのバッジは黒い水すい仙せんであり、喜亡教の幹部の証あかしだ。

　最後に、教祖である山やま口ぐち滝たきが登場した。第一印象は、お笑い芸人という感じ。肥満体で、教祖ローブがきつそうだ。新調しろよ。

　山やま口ぐちが、やたら甲かん高だかい声で話し出す。教義について、ナンタラ、カンタラ。さっそく『洗脳タイム』の始まりか。

　まずいな。山やま口ぐちの能力は弱いため、万まん遍べんなく効果があるわけではないらしい。それでも、おれたちが能力にかかり、山やま口ぐちに好意を抱いだかないとも限らない。結ゆい嘉かが手を打つとは思うが。

　肩かた車ぐるまされたまま、結ゆい嘉かは風のように軽かろやかな声を出す。

「はい、教祖さま！　質問があるよ！」

　演説を遮さえぎられた山やま口ぐちが、呆ぼう然ぜんとする。新入り信者がこんな無作法をしたのは、はじめてなのに違ちがいない。おれと結ゆい嘉かをつまみ出してしまうのでは？

　それを阻そ止しするためらしい、結ゆい嘉かが素早すばやく続ける。

「この質問はきっと、ここにいる信者のみんなも知りたいことだよ！　教祖さまの『神じん通つう力りき』についての質問だものね！　まさか、隠かくし立だてはしないよねぇ？」

　こうまで言われては、山やま口ぐちとしても、結ゆい嘉かの質問を受けるしかないだろう。ここで結ゆい嘉かを追い出しては、新入り信者たちに不信感を抱いだかせかねない。洗脳を終える前に逃にげられては困るだろう。

　山やま口ぐちは自や棄けになった様子で怒ど鳴なった。

「よかろう！　わが信徒よ、話せ！」

　結ゆい嘉かはためらいもなく、

「教祖さまは、『死に至る絶望』を連れん鎖ささせているのだよね！　いわば自殺感かん染せんを！」

　おれは愕がく然ぜんとした。結ゆい嘉かの奴やつ、それをここで話してしまうのか？

〈彼かれら〉は隠いん匿とくされているので、いまの話を聞いても、理解できた一いつ般ぱん市民はいないだろう。ただ、この情報は、おれたちにとって切り札だったはずでは？

　山やま口ぐちはといえば、困こん惑わくした様子だ。あれは演技ではないな。どうやら、教祖は〈死の舞ぶ踏とう〉のことを知らないようだ。

　おれはハッとした。

「というか、これもう潜せん入にゆう捜そう査さって言わないからな。おい、結ゆい嘉か。こんな騒さわぎを起こして、大だい丈じよう夫ぶか？〈死の舞ぶ踏とう〉が逃にげてしまうかもだぞ」

　結ゆい嘉かは暢気のんきに肩かた車ぐるまされたまま、答える。

「ボクたちの正体を見み極きわめるまでは、ヘタな行動は起こさないはずさ。だっていま逃にげ出だしたら、〈死の舞ぶ踏とう〉です、と宣言するようなものだものね。あとさ、潜せん入にゆう捜そう査さをやってみて気づいたんだけど」

「なんだ？」

「これ、意外と退たい屈くつだねぇ」

「お前という奴やつは……まだ潜せん入にゆうして、10分も経たってないだろ！」

　山やま口ぐちの視線が、幹部の１人へ向けられる。その幹部は、年のころは31、２。長身瘦そう軀くの男で、浅黒い肌はだと、短く刈かった髪かみをしていた。

　くだんの幹部が、山やま口ぐちに頭を下げる。

「了りよう解かいした──ただちに、身みの程ほどを知らぬ信徒をつまみ出そう」

　すぐに新入り信者たちをかき分け、喜亡教の警備員が何人かやって来た。彼かれらは鳩はと羽ば色いろの制服を着ており、警棒で武ぶ装そうしている。

　おれは肩かた車ぐるましていた結ゆい嘉かを降ろした。

「お前のせいで捕つかまったぞ」

　結ゆい嘉かは口を尖とがらせた。

「ボクのせいにされても困るなぁ」

　おれと結ゆい嘉かは、警備員たちによって、会場外の通路まで連行された。

　そこで、先ほどの長身瘦そう軀くの幹部が合流する。会場内は冷れい房ぼうが効いていたとはいえ、今日も蒸むし暑あつい日。なのに、この幹部は革かわ手て袋ぶくろをしていた。

　結ゆい嘉かは、その革かわ手て袋ぶくろを見すえてから、

「ほう。キミのことは、ボクが直々に命じよう。〈狡ずるい狐きつね〉だ」

　いまのは秘ひ匿とく名をつけたのか？　この幹部は〈彼かれら〉というわけか？

〈狡ずるい狐きつね〉は、死人のように生気のない目だ。ただ、《思考》型に上書きされている、とかではなさそう。単純に、死んだ目の男なのだ。

〈狡ずるい狐きつね〉が片手を振ふる。すると警備員たちが離はなれていく。会話を聞かせないためだな。

「私は問おう──なぜ、自殺感かん染せんのことを知っている？」

「ボクがこう言ったら、どうする？　自殺感かん染せんを行っている輩やからとボクが友達だから、と」

「私は回答しよう──にわかには信じがたい話だ」

　結ゆい嘉かは両手の指先をあわせて、尖せん塔とうを作る。朗ほがらかな表情で〈狡ずるい狐きつね〉を見返しているが、脳のう味み噌そのほうはフル稼か働どうしているはず。

「ふむ。このまえ、彼の職場に遊びに行ったよ。ほら、あそこだよ」

　それから背せ伸のびして、〈狡ずるい狐きつね〉に耳打ちしようとした。が、背せ伸のびしても身長差は大きいため、〈狡ずるい狐きつね〉が気だるそうに屈かがんだ。

　結ゆい嘉かが、なにやら囁ささやく。

〈狡ずるい狐きつね〉の目が、より『死人ぶり』を増した。身を起こして、

「私は考えを披ひ露ろうしよう──可能性の１、お前は零ぜろ局きよくの人間である。可能性の２、お前は本当に『奴やつ』の友人である。どちらにせよ、私が生かしておく理由がない」

『奴やつ』とは、〈死の舞ぶ踏とう〉のことか？　仮に、おれと結ゆい嘉かが〈死の舞ぶ踏とう〉の友人でも、殺しても問題がない、ということなのか？　いずれにせよ、零ぜろ局きよくの噂うわさを耳にしているのなら、〈狡ずるい狐きつね〉が〈彼かれら〉であることは間ま違ちがいなさそうだが。

　結ゆい嘉かは小首を傾かしげる。

「ふうん。ハッタリではなさそうだね。いくぶん読よみ違ちがえたのかな？」

〈狡ずるい狐きつね〉が革かわ手て袋ぶくろを外そうとした。

　結ゆい嘉かが先んじて右手を突つき出だす。握あく手しゆでもしようというように。

「ボクも、キミと同じさ。どっちの能力が上回るか、握あく手しゆでもしてみようか？」

〈狡ずるい狐きつね〉は結ゆい嘉かの右手を見てから、革かわ手て袋ぶくろを取るのをやめた。ついで、離はなれて待機している警備員たちを手て振ぶりで呼び寄せる。

「私は命じよう──この２人を監かん禁きんしておけ」

　それだけ指示すると、〈狡ずるい狐きつね〉は集会に戻もどって行った。

　おれたちが警備員に連行された先は、六畳じようの部屋。窓はなく、ドアも室内からは開かい錠じようできない仕組み。おれと結ゆい嘉かを入れるなり、警備員は外側からドアを施せ錠じようした。

　さっそく結ゆい嘉かが、室内を隈くまなく調べる。

「ふむ、盗とう聴ちよう器などの監かん視し装置はないようだね」

　少なくとも、これで２人だけで話し合えるわけか。

「結ゆい嘉か。〈狡ずるい狐きつね〉は、〈彼かれら〉だよな？」

　結ゆい嘉かは、シミだらけのソファに飛び乗った。が、フカフカ度が水準に達していなかったらしく、顔をしかめる。

「うん。この季節に革かわ手て袋ぶくろは不自然だからね。皮ひ膚ふの病気ということもあるから、はじめは不確かだったけど。ボクの挑ちよう発はつに乗って、〈狡ずるい狐きつね〉は能力を使おうとしたよね。これで確実さ。すなわち、〈狡ずるい狐きつね〉の発動条件とは、標的に素す手でで触ふれることなのだね。ただ、自分ではオン・オフをコントロールできない。不用意に触ふれるだけで、能力を発動してしまう。それを回かい避ひするためには、手を覆おおっておかないと」

「で、革かわ手て袋ぶくろというわけか」

〈狡ずるい狐きつね〉が革かわ手て袋ぶくろを外そうとしたのは、能力を発動しようとしたわけだな。では、なぜ途と中ちゆうで止めたのか。

「結ゆい嘉か。お前が、なにかしたわけだよな？　そういや〈狡ずるい狐きつね〉と握あく手しゆしようとしたな」

「ボクも〈彼かれら〉であり、発動条件も〈狡ずるい狐きつね〉と同じである、と臭におわせたのさ」

　結ゆい嘉かの発動条件は、もちろん〈狡ずるい狐きつね〉とは違ちがう。

　ようはハッタリをかましたわけか。

「ボクの発動条件が『触ふれる』と考えたとき、〈狡ずるい狐きつね〉は不用意に触ふれられなくなった。〈狡ずるい狐きつね〉が触ふれることで、ボクの発動条件も満たされるかもだからね」

「〈狡ずるい狐きつね〉は握あく手しゆを回かい避ひして、お前のほっぺたに触ふれてきても良かったよな」

「ボクの『触ふれる』は、素す手でが限定とは限らないからね。いずれにせよ、あの手の人間は、不要なリスクは負わないものだ」

　結ゆい嘉かの作戦勝ちというわけだ。

「だが結ゆい嘉か、〈狡ずるい狐きつね〉は小物だろ？　山やま口ぐちなんぞに、目線だけで命令を受けていたしな」

　結ゆい嘉かは首を横に振ふる。

「違ちがうよ。あのとき山やま口ぐちは動どう揺ようして、〈狡ずるい狐きつね〉に助けを求めたのさ。〈狡ずるい狐きつね〉は機転を利きかして、あたかも目線で命令を受けたようにした。表向きは山やま口ぐちのほうが偉えらいわけだからね」

「表向きは、だって？　もしかして〈狡ずるい狐きつね〉が、フィクサーなのか？」

　結ゆい嘉かがうなずく。

　だとすると、小物どころか大物じゃないか。

「あれ、でもおかしいよな。山やま口ぐちの話を聞いていたら、〈狡ずるい狐きつね〉だって好意を抱いだくだろ？」

「ようは山やま口ぐちの声を聞かなければ、能力も発動されないわけだよ。単純なところ、性能のいい耳みみ栓せんをするだけでも対処できてしまうね」

　おれは改めて、結ゆい嘉かと〈狡ずるい狐きつね〉の会話を思い返す。

「なあ、結ゆい嘉か。〈狡ずるい狐きつね〉は〈彼かれら〉であり、喜亡教のフィクサーだろ。だというのに、〈死の舞ぶ踏とう〉ではないのか？　お前ははじめから『違ちがう』と判断していたようだが？」

「フィクサーが務まるのだから、頭は切れるわけだよね。それを考えると、フィクサー＝〈死の舞ぶ踏とう〉だったら、ボクたちは喜亡教まで辿たどり着ついていないのだ」

「さっぱりわからない。ちゃんと説明しろ、この探たん偵てい役」

　結ゆい嘉かからは、『ダメダメだね』という眼まな差ざし。

「ふーむ。フィクサーの立場から考えてみようね。脱だつ会かい者の７人を消さねばならないぞ。だが、この７人だけを第一号患かん者じやにしたら、『喜亡教を脱だつ会かいした』で関連付けられてしまうかもだぞ。よし、攪かく乱らんのため、ほかにも第一号患かん者じやを作っちゃうぞ」

「そうか。〈狡ずるい狐きつね〉なら、煙えん幕まくのため、喜亡教と関係のない第一号患かん者じやも作ったはず、か。その状態では、喜亡教という共通項こうには、なかなか気づけなかったかもな」

　実際は、あまりに簡単だったので、フィクサーの〈狡ずるい狐きつね〉は絡からんでいないだろうと。

　だが、まだ不可解な点は残っている。

「お前、〈狡ずるい狐きつね〉になにを耳打ちしたんだ？」

「もちろん、〈死の舞ぶ踏とう〉の居場所だよ。ボクもウッカリしていたけど、すでに手がかりは出ていたのだ」

「〈死の舞ぶ踏とう〉の居場所だって？　それがわかったのか？　一体、どこだよ？」

「ふむ、それはだねぇ。ドラムロール。ドドドドド、答えは──あ、お迎むかえだ」

「お前、わざとだろ」

　ドアのロックが解かい錠じようされ、清せい掃そう業者に扮ふんした萩はぎ野のさんが入ってきた。その後ろの廊ろう下かでは、見張り役の警備員２名が伸のびている。ま、萩はぎ野のさんの敵ではないよな。

　萩はぎ野のさんは片手に持っていたボストンバッグを、結ゆい嘉かのそばに置いた。

「世よ々よ。言われたものを持ってきた」

　まず結ゆい嘉かがバッグから引っ張り出したのは、いつものシスター風の制服だ。それから、躊躇ためらいなくセーラー服を脱ぬぎ捨すてる。かくして結ゆい嘉かは下着姿となった。透すき通とおるような肌はだがまぶしい。

　おれはハッとして、萩はぎ野のさんを見た。あちらも、おれのほうを向いた。

　萩はぎ野の美み奈なの視線が語る。
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『キサマ、エロい目で世よ々よを見るな。目玉を抉えぐられたいのか？』

　おれも視線で言い返した。

『この変態、お前こそ結ゆい嘉かの肌はだを見て、涎よだれを垂らすな』

　つかのま殺意の火花が散り合った、が、すぐに一時的な平和協定が結ばれた。というわけで、結ゆい嘉かが制服を着き替がえるのを、仲良く見守ったのだった。

　最後にいつものジャケットをはおり、オオカミ・フードを目ま深ぶかに被かぶった。

「やっぱり、これを着ているほうが、頭は回るというものだよ」

　ソファから跳とんで、

「さぁ、〈死の舞ぶ踏とう〉を滅ほろぼしに行こうね！」

　おれは結ゆい嘉かとともに監かん禁きん室を出ながら、考える。

　肝かん心じんの〈死の舞ぶ踏とう〉は、どこにいるのか？




　喜亡教本部を脱だつ出しゆつした先で、移動指揮車が待機していた。

　捜そう査さルームに入ると、陽ひ菜なが座ざ布ぶ団とんの上で正座したまま、すやすやと眠ねむっている。

　その寝ね顔がおには憂うれいの欠片かけらもなく、幸せそうだ。こんな健すこやかに眠ねむっている少女を起こすなんて、おれにはできな──。

　萩はぎ野のさんが陽ひ菜なを蹴けっ飛とばした。

「世よ々よが帰き還かんしたというのに、惰だ眠みんを貪むさぼるとは許されない」

　蹴けり起こされた陽ひ菜なが、萩はぎ野のさんを睨にらんだ。

「いまのは、わたくしへの宣戦布告と解かい釈しやくしましたよ。暴力しか取とり柄えのない人間と、デジタル世界の支配者。どちらが勝つか、結果は火を見るより明あきらブガッ」また蹴けられたのだ。

　本当だな。火を見るより明らかだった。

　結ゆい嘉かは、お気に入りソファクッションにダイブした。

「このフワフワこそ、ボクの求めるものなのだ」

　それから、蹴けられてすすり泣いている陽ひ菜なに向かって、

「陽ひ菜なちゃん。第一号患かん者じやたちはみんな、脱だつ会かいするにあたり生活相談センターの力を借りていたね。相談を担当した職員は、全員とも同じではないかな？」

　陽ひ菜なは小首を傾かしげてから、ホロ・キーボードの上で、指先を躍おどらせる。

「世よ々よさんのご指し摘てき通りです。第一号患かん者じやの７人とも、同じ職員が担当しています。中なか西にし孜つとむという古株の男が」

　おれはハッとした。

　第一号患かん者じやたちの共通項こうは、喜亡教だと思っていた。そこを脱だつ会かいした直後に自殺したからだ。しかし、違ちがったということなのか。

「おい、結ゆい嘉か？」

　結ゆい嘉かは棒付きキャンディをくわえてから、大きくうなずいた。

「うん。中なか西にし孜つとむこそが、〈死の舞ぶ踏とう〉だね」

　陽ひ菜なが木星級の溜ため息いきをつく。

「中なか西にし孜つとむを見落としていたとは、わたくしも焼きが回ったようです。わたくし、自分にガッカリです。硫りゆう酸さんを静じよう脈みやく注射して死にます。止めないでくださぁぁい！」

　満足したらしい。陽ひ菜なはスッキリした顔で、言った。

「こちらが職員名めい簿ぼからいただいた、中なか西にし孜つとむの顔写真ですよ」

　ホロウインドウに、男の顔が現れる。表示された生年月日によると60歳さいらしいが、もっと老ふけて見える。禿とく頭とうで、目は大きく、頰ほおは彫ほられたようにこけている。また両耳が、原形を留とどめないほどズタズタになっていた。昔、事故にでもあったのか？

「中なか西にし孜つとむは、くだんの生活相談センターに１９９７年から勤めていますね」

　結ゆい嘉かは、中なか西にし孜つとむの顔写真を見すえる。小首を傾かしげて、

「面おも白しろいことになってきたのかな？」

　おれはおれで思考を回転させた。

「結ゆい嘉か。真の共通項こうは喜亡教ではなく、生活相談センターの中なか西にし孜つとむだったわけだよな？」

「ふむ」

「だけど変だろ？　生活相談センターには、いろいろな人が相談に来るよな？　どうして、喜亡教からの脱だつ会かい者だけが狙ねらわれたんだ？」

　結ゆい嘉かは軽かろやかな声で説明した。

「それも真の共通項こうに含ふくまれているからさ。よって明文化すると、『喜亡教の脱だつ会かい者であり、生活相談センターの中なか西にし孜つとむが担当した』だね」

「なるほど。だが中なか西にし孜つとむこと〈死の舞ぶ踏とう〉は、なぜ喜亡教にこだわる？」

　結ゆい嘉かは両手の指をあわせて、尖せん塔とうを作る。

「ボクの疑いが正しければ、こだわる動機もわかるのだけどねぇ」

　続きを待ったが、ないようだ。そこでおれは自分の考えを口にした。

「おれも推理してみたんだが」

　とたん、陽ひ菜なと萩はぎ野のさんが同時に噴ふき出だす。コイツら……。

「いいか。鍵かぎは〈狡ずるい狐きつね〉が握にぎっている。おい、陽ひ菜な。喜亡教のサーバーにハッキングして、〈狡ずるい狐きつね〉について調べてみろ。男で歳としは30くらい、長身瘦そう軀くで、死んだ魚の目をしている」

　陽ひ菜なは肩かたをすくめた。

「世よ々よさん以外の指示には従わないのですが、まぁ、良いいでしょう」

　ホロ・キーボードを操作して、

「喜亡教の名めい簿ぼから〈狡ずるい狐きつね〉とやらの名は、飯いい塚づか源げん二じですね。おや、飯いい塚づか源げん二じの公的記録が見つかりません。ははぁ、これ偽ぎ名めいですか。顔写真を免めん許きよ証データベースで照合しまして、はい、本名は東とう郷ごう忠ただしです。登録済みではないようですので、さっそく〈心壊者オルドルサイド〉登録してしまいましょう」

「偽ぎ名めい？　〈狡ずるい狐きつね〉は喜亡教のフィクサーだぞ。なのに、自分の名を偽いつわっているのか？」

　結ゆい嘉かが興味深そうに言った。

「喜亡教の名めい簿ぼにアクセスできる者に対して、偽ぎ名めいを名乗る必要があったのだね。いろいろと見えてきたよ。で、陽ひ菜なちゃん。中なか西にし孜つとむは生活相談センターに勤める前、どこにいたの？」

　陽ひ菜なは心臓を刺さされでもしたように、ビクっとした。

「調べてはみたのですが、生活相談センターより前の足取りはまだ摑つかめていません。20年以上前ですから、デジタルの痕こん跡せきも辿たどりにくいものでして」

　萩はぎ野のさんが鼻で笑った。

「ウィザード級と謳うたわれたブラックハッカーの実力も、この程度か」

「うぬぬ、たかが戦闘要員の分際で、何度もわたくしを侮辱するとは。もう許さねえです」

　萩はぎ野のさんを睨にらみながらも、陽ひ菜なはホロ・キーボードを操作して、

「世よ々よさん。中なか西にし孜つとむですが、生活相談センターの職員として21年間。このあいだ、一度だけ不可解なことが起こっていますね。あるとき、センター内で盗とう難なん騒さわぎがありました。警察沙ざ汰たとなりまして、このとき全職員の指し紋もんが採取されることに。ところが」

　陽ひ菜なは、ムダに間を取ってから、

「中なか西にし孜つとむだけは、指紋を採取することができなかったのです」

　結ゆい嘉かはソファクッションから跳び上がって、床ゆかに着地。

「ふむ。これで決まりだね。中西孜は中西孜ではなかった」

　中なか西にし孜つとむが中なか西にし孜つとむでない？　なら、誰だれだ？

「〈死の舞ぶ踏とう〉の始まりはわかったよ。あとは、これをどう利用するかだね」

　結ゆい嘉かは矢や継つぎ早ばやに、陽ひ菜なへと指示を送る。おれは捜そう査さルームの壁かべに寄りかかり、頭を休ませることにした。今日も、結ゆい嘉かの『思考』に振ふり回まわされっぱなしだったからな。

　ふと気づくと、結ゆい嘉かが目の前に立っていた。

「さぁ、リョウくん。すべての謎なぞが、ボクにひれ伏ふしたよ。ボクとキミで、自殺感かん染せんを終わらせにいこうじゃないか」

　おれはつい笑えみをこぼした。

「ああ、喜んで」
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　黄たそ昏がれ時だ。

　燃えるような赤い色に、世界が染まっている。

　おれと結ゆい嘉かはいま、ある一いつ軒けん家やの前に立っていた。

　陽ひ菜なは移動指揮車で待機中、萩はぎ野のさんは〈狡ずるい狐きつね〉を逮たい捕ほしに向かった。おれはといえば、スーツに着き替かえた。結ゆい嘉かだけでなく、おれまで学生服では捜そう査さ官かんらしさがゼロだからな。

　さて一いつ軒けん家やだが、なんの変へん哲てつもない木造建てで年季だけは入っている。ここが、中なか西にし孜つとむの住まいだ。

　結ゆい嘉かが玄げん関かんのチャイムを鳴らす。

　やがて戸が開かれて、中なか西にしが現あらわれた。待ち人が来たように落ち着いた顔つきだ。作さ務む衣えという出いで立たち。

　結ゆい嘉かは統制庁の身分証を示す。

「やぁ。ボクたちは、こういうものだよ」

　おれもそれに倣ならった。

　結ゆい嘉かは、微笑ほほえむ。

「統制庁ではないよ、零ぜろ局きよくさ。キミのような輩やからどもを成敗する機関さ。ボクは、キミを〈死の舞ぶ踏とう〉と名づけたよ」

　おれは隣となりでうなずいてから、まてよ、と思った。

　名付けたのは、おれだからな。




　中なか西にしは、おれたちを和室に案内した。

　結ゆい嘉かは「高さがピッタリさ」と言って、卓袱台ちやぶだいの上で胡坐あぐらをかく。いまばかりは、フカフカへの欲望も我が慢まんらしい。

　おれは不測の事態に備えて、結ゆい嘉かのそばに立つ。

　中なか西にしは結ゆい嘉かの無作法を注意することもなく、畳たたみに座すわった。丁てい寧ねいな口調で言う。

「お嬢じようさん。零ぜろ局きよくといったかな？　なにを誤解しているのかは知らんが、わしは〈死の舞ぶ踏とう〉というものではないよ。生活相談センターのしがない職員だ」

　結ゆい嘉かは朗ほがらかに返した。

「しらばっくれるとはね。ボクは優やさしいからさ、キミを拘こう束そくしたりしてないわけだよ。それなのに恩を仇あだで返そうというのだね？」

　中なか西にしが困りきった様子になる。

「わしもお嬢じようさんに協力したいとは、思っておるのだがね」

　この男、こうして零ぜろ局きよくが現れたというのに、ビクともしないな。

　おれは考える。結ゆい嘉かが〈死の舞ぶ踏とう〉を滅ほろぼせなかった場合、どうなるかを。

　最悪、物的証しよう拠こがないため、〈死の舞ぶ踏とう〉を拘こう束そくすることができないかもしれない。ただ、零ぜろ局きよくの超ちよう法規的な性格を考えると、収容所に送るくらいは楽勝かもな。

　しかし、それでは〈死の舞ぶ踏とう〉の自殺感かん染せんを止めることはできない。能力を貸たい与よするという性質からして、たとえ〈死の舞ぶ踏とう〉が死のうとも、自殺感かん染せんは続くと思われる。

　というのも、〈心壊者オルドルサイド〉能力の効力期間とは、発動者の生死には左右されないからだ。仮に、自殺感かん染せんが半永久的に続く性質なら、〈死の舞ぶ踏とう〉が息絶えたあとも、何百年と続くだろう。

　この悪夢的なシナリオを阻そ止しできるのが、結ゆい嘉かの能力だ。

　結ゆい嘉かが滅ほろぼすのは、標的の自じ我がだけではない。標的の有する能力そのものも破は壊かいする。

　すなわち、〈心壊者オルドルサイド〉能力の無力化だ。

　自殺感かん染せんを終わらせられるのは、結ゆい嘉かだけ。そのためには発動条件を満たす必要がある。〈死の舞ぶ踏とう〉が悪に堕おちていることは確実なので、あとは敗北感を抱いだかせることだ。

　結ゆい嘉かは考え深げに中なか西にしを眺ながめていたが、ようやく言った。

「中なか西にしくん、ボクのワガママを聞いてよ。役割演技をしよう。『もしも』の話で、役を演じるのさ。キミは、〈死の舞ぶ踏とう〉だよ。ボクは、そうだね、キミを追及する探たん偵ていだ」

　一いつ瞬しゆん、中なか西にしの双そう眸ぼうに老ろう獪かいな光が走った。結ゆい嘉かの策略を読み、それを逆手に取れないかと考えるように。やがて、鷹おう揚ようにうなずく。

「よかろう。わしは〈死の舞ぶ踏とう〉だ。次は、どうするのかな、お嬢じようさん？」

　結ゆい嘉かは棒付きキャンディをくわえて、満足げな笑えみ。

「ボクは、こうはじめる。〈死の舞ぶ踏とう〉、キミの〈心壊者オルドルサイド〉能力はお見通しだよ、と」

　結ゆい嘉かは、中なか西にしが〈心壊者オルドルサイド〉という単語を知っている、という前提で口にした。これに中なか西にしが引っかかったらいいな、とおれは思ったが。

「〈心壊者オルドルサイド〉というものが、なにかは知らん。だが役割演技に徹てつしよう。能力を見破ったとは、本当かね？」

　そんな凡ぼんミスをする敵ではないらしい。

　結ゆい嘉かは小首を傾かしげ、中なか西にしを観察する。

「キミの力は、自殺を感かん染せんさせることさ。正確には、究極の絶望の植え付けだね。これが感かん染せんする経路とは、愛なのだ」

「愛を経路にして、自殺が感かん染せんするとは……実在するならば、なんとも恐おそろしい能力だ」

　そう言う中なか西にしの口調には、自分の能力への傲ごう慢まんさとかは欠片かけらもなかった。単純に、第三者の視点で驚おどろき、恐おそれているという感じだ。

「ふうむ。まぁ嫌いやがらせとしては最高な力だよね。それに〈死の舞ぶ踏とう〉自身の性格をよく表してもいる。他人の人生を弄もてあそぶことでしか、自尊心を保てないのさ。ココが」

　結ゆい嘉かは自分の頭をつんつんと突つついて、

「おかしいのだね」

　中なか西にしは乾かわいた笑しよう声せいを発した。

「お嬢じようさんの認にん識しきでは、〈死の舞ぶ踏とう〉とやらは、そんな安い挑ちよう発はつに乗る小物なのかね？」

「おや。いまのは、〈死の舞ぶ踏とう〉を遠回しに評価した発言とも取れるね」

「わしには、揚あげ足あし取りにしか解かい釈しやくできんがね？」

　結ゆい嘉かは笑ってから、少しだけ身を乗り出した。

「ここからは、キミの発動条件について話そう」

「発動条件？　字義通りに解かい釈しやくするならば、能力を使うための手順、といったところかね？」

　結ゆい嘉かはうなずく。

「こうして向かい合っていることで、絶対条件の『接せつ触しよくする』は満たされるね。でもさ、これだけではないよね。ほかにも発動条件があるはずなのさ。キミは、どんなものだと思う？」

　中なか西にしの反応は、昼下がりに囲い碁ごを楽しんでいる感じだ。

「役割演技では、わしは〈死の舞ぶ踏とう〉のはず。そのわしに発動条件を尋たずねると言うのかね？　お嬢じようさんの狙ねらいはわからんが、考えてみるとしよう。まず確かく認にんなのだが、自殺に至る絶望は、愛を経路に感かん染せんするのだったかな？」

　中西の囲碁の相手である結ゆい嘉かも楽しそうだ。ただし、この２人はナイフを隠かくし持もち、隙すきあらば相手の喉のど首くびを搔かっ切きろうとしているわけだが。

「正確に言うなら、感かん染せん源を愛していることだね。Ａ君[image: ]Ｂ君[image: ]Ｃ君と絶望が感かん染せんした場合、Ｃ君はＢ君を愛していた。Ｂ君はＡ君を愛していた」

「愛とは、どのような種類でも良いいのかね？」

「ううん。友愛とか家族愛とかはカウントされないみたいだね。ようは恋れん愛あい感情、もっと言うなら愛あい執しゆうだね」

　説明を終えてから、結ゆい嘉かは「どうぞ」というふうに片手を差し出し、

「さて、〈死の舞ぶ踏とう〉。このＡ君が第一号患かん者じやだとしようね。どう、キミは感かん染せんさせるのだ？」

　中なか西にしは腕うで組ぐみし、きつく目をつむった。熟じゆく慮りよしているよ、というポーズか。皺しわがより深くなり、渓けい谷こくのようだ。目を開く。

「シンプルに考えるならば、同じことだろう。Ａが〈死の舞ぶ踏とう〉を、すなわち、わしを愛していることだ」

「ふむ。ボクもそれは考えたよ。けど、これだとさ」

「ハードルが高すぎる。そうだろう、お嬢じようさん？」

　結ゆい嘉かはうなずく。

「親愛とかもカウントされるならともかく、恋れん愛あいだからねぇ。第一号患かん者じやは７人もいるのだ。傷つかないで欲ほしいけど、キミは７人もの男女を虜とりこにできるほど、魅み力りよく的とは思えないなぁ」

　中なか西にしはカッカッと笑った。

「お嬢じようさん。では、逆ではないかな？　第一号患かん者じやたちは、〈死の舞ぶ踏とう〉を愛してはいなかった。わしを愛していないことが、発動条件だ。皮肉が効いているとは思わんかね？」

「皮肉は効いているかもだけど、どうかなぁ。『愛していないこと』では、あまりに無条件すぎて、発動条件とは言えないね」

　中なか西にしは改めて、結ゆい嘉かを値ね踏ぶみするように見た。

「お嬢じようさんの考えを聞かせてはもらえんかね？」

　結ゆい嘉かは両手の指をあわせ、尖せん塔とうを作る。

「思うに、キミは『愛』に囚とらわれすぎだね。たしかに感かん染せん経路は、愛ではあるけどさ。もう１つ、重要な感情を見落としているじゃないか。絶望だよ。標的の絶望さ」

　中なか西にしはどことなく味わうように呟つぶやいた。

「絶望」

「第一号患かん者じやたちは、みんな喜亡教の脱だつ会かい者だった。もともと、あんな変てこ宗教に嵌はまるぐらいだから、依い存ぞん心の強い性格だね。それが脱だつ会かいするのだから、よほど喜亡教に落らく胆たんしたのさ。生きていくために縋すがるものもなくなり、彼かれらは絶望していた」

「わしの力は、絶望を感かん染せんさせることだ。よって発動条件にも、『第一号患かん者じやが絶望している』が組くみ込こまれておるのか」

　結ゆい嘉かの視線が鋭するどくなる。

「さて、どう思うかな、〈死の舞ぶ踏とう〉くん？」

　中なか西にしは身を乗り出し、タールのように粘ねばっこい声を出す。

「わしはいま閃ひらめいた。真の発動条件とは、やはり、愛していることだ。だが、わしを愛していることではない。誰かを愛していることだ。お嬢じようさんは、どうかな？　吉川七海、お前さんにもいるだろう。愛する者が、たとえば」

　いきなり本ほん性しようを現した中なか西にしは、爬は虫ちゆう類るいのような眼まな差ざしをおれに向けてくる。

「そこの相棒を愛しているのではないのかね？」

「ほう」

「感じるかな？　内ない奥おうで産うぶ声ごえを上げる絶望を？」

　急展開についていけずも、おれは結ゆい嘉かの肩かたをつかんだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　結ゆい嘉かはおれを見やって微笑ほほえんだ。

「ボクの心は、陽ひ菜なちゃんの嫌きらう青天のように晴れやかだよ」

　それから中なか西にしに向き直って、

「で？」

　中なか西にしは、結ゆい嘉かをじっくりと見る。自らの芸術作品の瑕か疵しを見つけようとでもするように。

　結ゆい嘉かはクスッと笑った。

「手応えがなかった？　能力発動が不発に終わっちゃった？」

　中なか西にしは不ふ愉ゆ快かいそうに、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「お前さんは……なにをした？」

　この中なか西にしの発言は、結ゆい嘉かを喜ばせた。

「なにをした？　ふむ、簡単な話だ。キミを引っかけたのさ」

　中なか西にしは結ゆい嘉かの返答を咀そ嚼しやくしているようだ。

　結ゆい嘉かは構わず、マイペースに続ける。

「ボクは、『標的が絶望している』ことこそが〈死の舞ぶ踏とう〉の発動条件だ、と推理したね。キミは、ボクが間ま違ちがった答えに辿たどり着ついたと、信しんじ込こんでしまったわけだ。無理もないよ。キミが疑いを抱いだかないよう、自然な流れを作ったのだからね。役割演技のゲームで」

　役割演技のくだりにも、結ゆい嘉かの狙ねらいが潜ひそんでいたのか。

　中なか西にしとしても、結ゆい嘉かがどこまで情報を摑つかんでいるか探さぐるため、役割演技に乗らざるをえなかった、と。状じよう況きようがよく見えてきたぞ。

　結ゆい嘉かは中なか西にしを眺ながめながら、続ける。

「キミは内心で快かい哉さいでも叫さけんだかな？　目の前の零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんは、絶望さえしていなければ第一号患かん者じやにされない、そう思おもい込こんでいると。これはなにを意味しているのかな？　この零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんにも、絶望を植え付けてやることができるぞ、だね」

　かくして、中なか西にし孜つとむは能力を発動しようとしたのか。

　結ゆい嘉かに絶望を植え付けるためなら、〈死の舞ぶ踏とう〉であると明かしても良い、と。この自殺感かん染せんへの執しゆう着ちやくこそが、〈死の舞ぶ踏とう〉である動かぬ証しよう拠こだな。

　しかし、結ゆい嘉かは中なか西にしの真の発動条件を、事前に読んでいた。

　この点を、結ゆい嘉かが口にする。

「ここに来る前に、第一号患かん者じやたちについてよく調べたのさ。彼かれらが、幸福な気持ちで脱だつ会かいしたことも明らかになったね。なぜって、みーんな愛を見つけていたのだからね」

　まぁ、実際に調べたのは陽ひ菜なだろうがな。

　細かいことは気にしない結ゆい嘉かは、得意げに続ける。

「たとえば、第一号患かん者じやの多た村むら都みやこ。彼かの女じよは長年連つれ添そった夫を亡なくし、その悲しみから喜亡教に入った。けれど、新たに愛する人を見つけ、脱だつ会かいすることにした。ほかの第一号患かん者じやたちも、似たような心境だったね」

　中なか西にしは不満の滲にじんだ声で言った。

「お前さんは、誰だれも愛していなかった、ということか。わしと同じように」

　結ゆい嘉かが頰ほおを膨ふくらます。

「なにをいう。ボクの心は愛に満ちている」

　と言ってから、おれにウインクした。

「ね？」

　……いまのをどう解かい釈しやくすれば良いのやら。

「ならば、お前さんはなぜ──」

「ボクがなぜ第一号患かん者じやにならなかったのか、って？〈死の舞ぶ踏とう〉。キミにはもう１つ、発動条件があるからだ。『標的の本名を知る』というね」

　対する中なか西にしの応答は、爬は虫ちゆう類るいじみた瞬まばたきのみ。

　結ゆい嘉かはそれを朗ほがらかに見つめる。

「喜亡教のフィクサーである、飯いい塚づか源げん二じくんね。キミたちは知り合いだね。ただし、キミは『飯いい塚づか源げん二じ』が、偽ぎ名めいとは知らなかったのだろうね」

　中なか西にしは苦々しげに言う。

「あの男か……安全策を取るくらいの頭はあったか」

「そう、まさしく安全策さ。フィクサーは、喜亡教の名めい簿ぼに偽ぎ名めいを載のせた。キミが確かく認にんするのは、この名めい簿ぼとわかっていたのだね。つまり、フィクサーは〈死の舞ぶ踏とう〉に本名を知られることを警けい戒かいしたのだ。なぜか？　キミの発動条件に含ふくまれているからさ」

「ならば、お前さんがわしを真に引っかけたのは、初めからではないか」

「ふむ、その通り」

　結ゆい嘉かは、統制庁の身分証を取り出した。初めに中なか西にしに示したものだ。

　これをポイッと捨てる。

　偽にせ物ものだからな。この身分証に記されているのは、偽ぎ名めい。先ほど中なか西にしが、結ゆい嘉かのことを『吉よし川かわ七なな海み』と呼んだのも、そのためだ。

　結ゆい嘉かのニセ身分証には、吉よし川かわ七なな海みと記されてある。ついでに、おれの身分証も偽ぎ名めいだ。結ゆい嘉かからは事前に、名前を呼んじゃダメだよ、と注意されてもいた。

　ただ〈死の舞ぶ踏とう〉をハメるためとは、聞かされていなかったがな。助手に対して秘密主義というのは、シャーロック・ホームズの時代からの悪あしき伝統だろ。

　さて、結ゆい嘉かは続ける。

「第一号患かん者じやにされた人たちは、当然、本名を隠かくすことはない。よってキミは、一度たりとも『標的の本名』を知ることに苦労しなかった。そのため『これは偽ぎ名めいでは？』と疑うことが退化していたね」

　おれは中なか西にしの立場から、ここまでのやり取りを考えてみる。

　結ゆい嘉かにハメられ、〈死の舞ぶ踏とう〉であることを自ら明かしてしまった。しかも、発動条件を暴かれたうえ、結ゆい嘉かに対して能力を発動することもできない。

　つまり、結ゆい嘉かにしてやられたのだ。敗北感に打ちのめされてもおかしくない。

　だが中なか西にしを見るかぎり、苛いら立だたしさはあるようだが、とくに心が折れた気配はない。やはり〈傀かい儡らい師〉なんかとは役者が違ちがうか。

　結ゆい嘉かは中なか西にしへと問いかける。

「ここは胸きよう襟きんを開いてみようよ、〈死の舞ぶ踏とう〉。どうして絶望を感かん染せんさせ、自殺の連れん鎖さを作ったりしたのさ？」

「なぜ、わしが話してやらねばならんのだ？」

「話さなくてもいいけどさ。ボクはいまのところ、キミの動機は『単なる嫌いやがらせ』だと思っているからね、あしからず」

　中なか西にしの双そう眸ぼうに憎ぞう悪おがたたえられる。が、すぐに強い感情は霧む散さんし、筋肉が痙けい攣れんしたような笑えみを浮うかべた。

「よかろう、教えてやろう。わしが行っていたのは、一種の社会実験だ。人間の愛は絶望に勝つことができるのか？　というな」

「ほう？」

「わしの能力では、標的は愛する者から絶望を植え付けられる。しかし、もしも愛が絶望に打ち勝てるのならば、愛する者を救えるはずではないか？」

　まてよ。よくわからないんだが。

　おれの気持ちを読んだのか、結ゆい嘉かが解説した。

「こういうことだね。綿わた貫ぬき聡さと子こは、石いし田だ武たけしを愛していた」

　綿わた貫ぬき聡さと子ことは、疾風はやてが解かい剖ぼうしていた遺体だ。自殺感かん染せんの存在を突つき止とめるキッカケとなった。綿わた貫ぬきの前に自殺したのが、石いし田だ武たけしだったな。

「愛が絶望に勝まさるのならば、綿わた貫ぬきは石いし田だを絶望の淵ふちから救ったはずさ。そうすれば綿わた貫ぬき自身も、絶望を植え付けられることはなかった」

　結ゆい嘉かは指を一本立てて、

「つまり、愛が絶望に打ち勝てるならば、自殺感かん染せんはどこかで止まるはず。反対に、自殺感かん染せんが止まらず続いているのならば、愛は絶望には敵かなわぬのだ──と、まぁ、これが中なか西にしくんの社会実験さ」

　おれは愕がく然ぜんとした。

　なんて悪意に満ちた、病的な社会実験だ。おれは拳こぶしを握にぎり締しめた。自制心をフル稼か働どうしないと、中なか西にしを絞しめ殺ころしそうだ。

　結ゆい嘉かは中なか西にしを見み据すえて、

「キミさ、絶望が勝つほうに賭かけていたでしょう？」

　中なか西にしが不気味に笑う。

「そうだ。わしには経験があるのだ。かつて『いとしい人』がいた。わしにとっては、かけがえのない存在だった。だが、わしの愛が『いとしい人』を救うことはなかった。『いとしい人』は絶望に飲まれ、この世を去ったのだ」

　結ゆい嘉かは腕うで組ぐみして、何度もうなずく。

「ふむ、ふむ。経験者は語るだね。愛では、絶望に敵かなわない。『いとしい人』の一件から、これを真理としたわけだね。ところが、だ。キミはあるときから真理を疑い出してしまったね」

　中なか西にしが唸うなる。

「なんだと、小こ娘むすめ？」

「当然だよね。愛では絶望に勝てない。そう確信を持っていたのなら、わざわざ社会実験を始める必要はなかったもの。キミは、疑い出してしまったよ。『究極の絶望』にさえも、『究極の愛』ならば勝つことができるのでは、と？」

　この疑いを消したいためだけに、たくさんの人たちの命を奪うばったのか。

　唐とう突とつに中なか西にしが哄こう笑しようし出す。

「そして、わしは正しかった！　この世界に証明された！　自殺の感かん染せんは止まらぬではないか！　みな、絶望に抗あらがえず死んで行くではないか！　愛では人は救われぬのだ！　愉ゆ快かい、愉ゆ快かい！」

〈死の舞ぶ踏とう〉の能力を受けたわけでもないのに、おれは絶望が広がっていくのを感じた。

　中なか西にしを滅ほろぼさなければ、自殺の感かん染せんは止まらない。

　そして中なか西にしは、完全に狂くるっている。

　不可能だろ？　狂きよう人じんに、敗北感という、理性的な感情を抱かせることは。

　結ゆい嘉かが卓袱台ちやぶだいの上に立った。舐なめ終えたアメの棒を捨てて、新しいのを口に『装そう塡てん』する。オオカミ・フードをより目ま深ぶかに被かぶる。

　どうやら、ここからステージが変わるようだ。

「さてと中なか西にしくん。この瞬しゆん間かんも自殺感かん染せんは続いているのだし、そろそろ終わらせようじゃないか。ボクは思うよ。キミという存在は、許されようがないと。だから、ここまでだよ」

　中なか西にしは嘲あざ笑わらった。

「小こ娘むすめが。貴様ごときが、わしを止められるものか」

「ほう、そうかな？　キミは、ボクの手札を甘あまく見みすぎではないかな？　たとえば、ボクの手札にはこういうカードがあるよ。橘恵美さ」

　とたん、中なか西にしの顔から嘲ちよう笑しようが消えた。

　おれの脳のう裏りでは、小さなオオカミが駆かけまわり出す。そうか。これはＶＲ世界での結ゆい嘉かだ。

　橘たちばな恵めぐ美みを思い出した。

〈黒くろ水すい仙せん〉の洋館で、おれと結ゆい嘉かを逃にがしてくれた──なにより現実で、おれのじいさんを助けてくれたはずの、おかっぱ頭の少女だ。

　聴ちよう衆しゆうの注目を引けたことで、結ゆい嘉かは満足げだ。

「中なか西にしくん。キミには、不可解な点が多いね。けど、１つずつ解決していけば、すべては同じ真実へと繫つながるのだ。たとえば、キミは指し紋もん採取ができなかったそうだね。なぜかな？」

　生活相談センターで起きた盗とう難なん事件のときだな。

「答えは単純だ。遠い昔、キミの指はすべて焼かれてしまったからさ。真皮層まで損そん壊かいしたため、指し紋もんが再生することはなかったのだ」

　結ゆい嘉かは、自分の片方の耳たぶを引っ張った。

「キミの両耳は、ズタズタだねぇ。事故に遭あったことにしているのかな？　本当は自分でやったのだね。顔は整形手術で変えたようだけど、耳を整形するのは困難だ。そして、キミの元の耳は個性的すぎた。三日月が真ん中で折れたような形ではね。だから、壊こわしたのだ」

　指が焼かれており、三日月が折れたような耳をしている。

　おれはその少年を知っているぞ。

　中なか西にしは憤ふん怒ぬの唸うなり声を漏もらしたが、結ゆい嘉かの『独演会』を邪じや魔まはしなかった。

「中なか西にしくん。ボクの優ゆう秀しゆうな奴ど隷れい、じゃなくて大親友の陽ひ菜なちゃんは、はじめキミの足取りを追えなかった。生活相談センターの職員、これになる前のね。最後には、ボクが導いてあげたさ。けど陽ひ菜なちゃんが苦戦したのも、無理はないよ。中なか西にし孜つとむは本名ではない。裏社会で購こう入にゆうした、精せい巧こうな偽にせの身み許もとなのだからね。喜亡教フィクサーの偽ぎ名めいとは、訳が違ちがう」

　すべてのピースが収まるべきところに収まった。

　おれは愕がく然ぜんとして、中なか西にし孜つとむに言った。

「あんたは、アラタだったのか！」

　46年前、無形村でおれのじいさんが名付けた少年。呉くれ城しろによって『神の子』とされ、じいさんが救えなかった少年。

　アラタが黒い憎ぞう悪おを吐はき出だす。

「その名前で、わしを呼ぶな、小こ僧ぞう」

　おれは一歩も引かずに言った。

「お前、橘たちばな恵めぐ美みさんになにをした？」

「ボクが答えよう。おかっぱちゃんこそが、すべての始まりでもあるのだ。１９７６年、〈黒くろ水すい仙せん〉の洋館が全ぜん焼しようしたよ。焼やけ跡あとからは女性の遺体が発見され、警察はその者の放火と判断したね」

〈黒くろ水すい仙せん〉の洋館が火災にあったことは、以前にエレナから聞いていたが。そこから女性の遺体が発見されていただって？

「まさか、それが橘たちばな恵めぐ美みなのか」

　疾風はやてが解かい剖ぼうした綿わた貫ぬき聡さと子こが想起される。彼かの女じよは焼しよう身しん自殺だった。

「橘たちばな恵めぐ美みも焼しよう身しん自殺をした──いや、させられたのか。この男に」

　おれはアラタを睨にらんだ。橘たちばな恵めぐ美みには恩義がある。

　アラタは濁にごった目で、おれを見返してきた。

　結ゆい嘉かは穏おだやかに言う。

「明かしてしまえばね、アラタの『いとしい人』こそが、橘たちばな恵めぐ美みだったのさ。恵めぐ美みはリスクを冒おかしてアラタを逃にがした。それは２人に親交があったからこそだ」

　逃にげたアラタは、駐ちゆう在ざい所で保護され、じいさんと出会ったんだよな。

「だけど、『いとしい人』だったなら、なぜアラタはこんな仕打ちをしたんだ？」

「片思い。青春映画ではお決まりの、この初うい々ういしい感情。これが〈死の舞ぶ踏とう〉を生み出したのだ。アラタは恵めぐ美みを求めた。だけど──。当時の〈黒くろ水すい仙せん〉信徒の記録が、図書館にデジタル・アーカイブとして保存されていたよ。おかげで、彼かれを見つけられた。常とこ呂ろという青年を。恵めぐ美みの愛いとしい人を」

　アラタは橘たちばな恵めぐ美みに能力を発動した。恵めぐ美みが常とこ呂ろという人を愛していたのなら、発動条件は満たされている。恵めぐ美みは絶望を植え付けられて、第一号患かん者じやとなった。

「アラタの動機は、橘たちばな恵めぐ美みが気持ちに応えてくれなかったことへの、復ふく讐しゆうか？」

「ボクもはじめは、そう思った。けどアラタとじかに話して、知ったよ。これは、もっと歪ゆがんだ動機だったのだ。アラタ。キミは恵めぐ美みに絶望を植え付け、その上で、救おうとしたのだね」

　アラタの目玉が爬は虫ちゆう類るいのように動き、結ゆい嘉かを見る。なにも発しないのが、逆に不気味だな。

　おれは結ゆい嘉かに尋たずねる。

「救う？　どういうことだよ？」

　結ゆい嘉かは楽しんでいることを隠かくそうともしない。

「ふむ。『この僕が救世主となって、愛の力で恵美を助け出すのだ』という幼よう稚ちな企たくらみだったのさ。そうすれば、恵めぐ美みも振ふり向むいてくれるだろう、というわけだねぇ。

　さて、うまくいったのかな？　うまくいくはずがないよね。アラタ。キミに愛はなかったのだから。愛する人を苦しめる人間など、この世には存在しないのだから」

「そして恵めぐ美みさんは、洋館に火を放って自殺したのか……」

「恵めぐ美みを救えなかったアラタは、壊こわれても良かった。壊こわれるべきだった。だけど、アラタは歪いびつな考えを抱いだくことによって、生いき抜ぬいたのだね。これこそが、『愛は絶望には勝てない』という考えさ。『僕ぼくがいくら恵めぐ美みを愛していても、はなから勝負にはならなかった』という惨みじめな慰なぐさめだね」

　アラタはようやく口を開いた。腐くさった液体が垂れるような声を出す。

「わかったような口を利くなよ、小こ娘むすめが」

「あいにく、ボクは色々とわかっているからねぇ。キミが喜亡教の脱だつ会かい者に拘こだわった理由もね。なに簡単な話さ。ただの醜しゆう悪あくな嫉しつ妬とじゃぁないか」

　おれはアラタを警けい戒かいしながら、訊きいた。

「嫉しつ妬と？」

「発動条件を思い出してみよう。それは誰だれかを愛していることだ。すなわち喜亡教の脱だつ会かい者たちは、愛とともに新しい人生を歩み出そうとしていた。

　アラタ。これはキミができなかったことだ。キミは橘たちばな恵めぐ美みを失い、失意のまま〈黒くろ水すい仙せん〉から逃にげ出だしたのだからね」

　おれは頭の中で整理した。アラタは社会実験とうそぶいて、自殺感かん染せんを行った。それは『愛は絶望に勝てない』ということを自分に言い聞かせるためだった。

　さらに、この深いところには、第一号患かん者じやたちへの嫉しつ妬とがあったのか。『お前が羨うらやましいから、ブッ殺してやる』という悪あく辣らつなる嫉しつ妬とが。

　結ゆい嘉かは「やれやれ」と首を振ふる。

「アラタ。キミは、なんてことをしたのだ。たくさんの人たちに絶望を植え付け、自殺へと追いやった。愛する家族から、彼かれらを奪うばった。彼かれらの尊厳を、踏ふみにじった」

　静かな声で続ける。

「57年前のこと。〈黒くろ水すい仙せん〉も、ある子供に同じことをした。その子から家族を奪うばい、その子の尊厳を踏ふみにじった。広崎卓也──いまや、キミこそが〈黒水仙〉というモンスターだ」

　瞬しゆん間かん、アラタが怯ひるんだ。

　広ひろ崎さき卓たく也やが、アラタの真の名前なのか。57年前、ハイキングに出かけて消えた家族。その子供の名なのか。

　アラタが黄色い歯をむき出しにして、怒ど鳴なる。

「くだらん！　くだらん！」

　結ゆい嘉かは両手をあわせ、瞑めい目もくする。

「キミにも、チャンスはあったはずだよ。『大きなもの』に運命を捻ねじ曲まげられ、叩たたきのめされた。それでも、そこから立ち上がるチャンスが。けどキミは放ほう棄きした。絶望をまき散らし、自分の弱さを正当化することを選んだ。反へ吐どが出るよ」

　アラタが口角泡あわを飛ばす。

「偉えらそうに御ご託たくを並べるな。小こ娘むすめ。貴様はそれほど、ご立派な人生を歩んできたというのか？」

　これには、おれも黙だまってはいられなかった。

「ユイ──じゃなくて、彼かの女じよも、はじまりはお前と同じだ。『大きなもの』に運命を捻ねじ曲まげられた。だが彼かの女じよは、そこから立ち上がった。これがお前と決定的に違ちがうところだ。彼かの女じよは前へ進み、正しいことを成そうとしてきた。自ら善の側に立つことを選んだんだ」

　アラタは初めて見るような眼まな差ざしを、おれに向けた。

「半人前の小こ僧ぞうが」

　結ゆい嘉かは目を開ける。

「ふむ。ボクは、自分が『正義』と言う気はさらさらないよ。たださ、弱者たちには貢こう献けんしているのではないかな。キミのような外げ道どうを、この世から抹まつ消しようすることで、さ」

　アラタが嘲あざ笑わらった。

「寝ねぼけたことを。わしを滅ほろぼそうとでも言うのか？」

「もちろんさ。しかし、ボクではないよ。愛こそが、キミを滅ほろぼすのだ」

「小こ娘むすめ。お前さんは、わしの社会実験からなにも学んでいないようだな。愛では絶──」

　わざとらしくあくびしてから、結ゆい嘉かはアラタの話を遮さえぎった。

「橘恵美は生きているよ」

　とたんアラタは電流を浴びでもしたように、身を強こわ張ばらせる。

「こ、子供だましのハッタリだ。死体は発見された、翌日の朝刊に──」

「新聞は継けい続ぞくして読まなきゃ。恵めぐ美みとされた焼しよう死し体たいは、３日後には、別の女信者のものと判明しているよ。恵めぐ美みのほうは、一命を取り留めたのさ。ただ、全身に重度の熱傷を受け、何日間も昏こん睡すいが続いた。そして目覚めたとき、恵めぐ美みは１人ではなかった」

　結ゆい嘉かは、アラタの反応を愉たのしむようにして、

「そうさ。愛する人、常とこ呂ろ青年がいたのだ」

　アラタの両手はピクピクと震ふるえ、両目には異様な輝かがやきが帯びる。

　結ゆい嘉かは朗ほがらかに続ける。アラタの棺ひつぎに釘くぎを打ち続ける。

「かくして恵めぐ美みは救われた。恵めぐ美みの中で蠢うごめく『究極の絶望』は、常とこ呂ろ青年の『究極の愛』によって、滅ほろぼされたのだ」

　アラタがすがりつくような口調で言う。

「そ、そんなはずは、ない。不可能だ、不可能だ」

「１つの自殺感かん染せんが、42年も前に途と切ぎれていたのに、そうと気づかないなんて。能力を貸たい与よする、という性質の弱点だねぇ。というか、よくこれで社会実験とかできたものだ。さて、アラタ。恵めぐ美みはいまや、お祖ば母あちゃんさ」

　結ゆい嘉かは零ぜろ端たんを取り出して、操作する。

「ボクは思ったね。恵めぐ美みの幸せな家族写真を、是ぜ非ひともキミに見せてあげたいと。そうしたら、陽ひ菜なちゃんがクラウドから見つけてくれたよ。キミを思ってのことだ、アラタ」

　そして、零ぜろ端たんに表示された家族写真を、アラタへと見せる。

　おれも横から、その写真を確かく認にんした。

　中心には、50代後半の女性がいる。顔には火傷やけどの痕あとが残っているが、とても幸せそうに微笑ほほえんでいる。そばには寄より添そう旦だん那なさんがおり、まわりには２人の子供や、孫たちがいた。

　良いい家族の肖しよう像ぞうだ。

　アラタが崩くずれ落おち、頭を抱かかえる。

「まさか、噓うそだ、噓うそだ。恵めぐ美み、恵めぐ美み、許しておくれ。わしは、わしはただ、君のことが……」

　ふいに怯おびえた顔で周囲を見回し出した。

「頼たのむ、誰だれか、鐘かねの音を、鐘かねの音を、止めてくれんか。うるさくて、頭が破は裂れつしそうだ」

　結ゆい嘉かが卓袱台ちやぶだいから飛び降りる。フードが外れ、白銀の髪かみが柔やわらかに舞まう。

　すでに右眼にまで、溶岩流は流れ込み、両の瞳ひとみから真しん紅くの輝きを放っている。

「アラタ、良かったじゃない。キミは証明してみせた。愛は、絶望に打ち勝つと。社会実験は成功に終わったね。そして」




　世よ々よ結ゆい嘉かは、〈死の舞ぶ踏とう〉を指さす。

「キミは、もう滅ほろび時だね」




　刹せつ那な、アラタは見た。

　ゆっくりと、はにかんだような笑えみを浮うかべる。まるで、少年のような。

　アラタはその場に崩くずれた。双そう眸ぼうからは光がなくなり、ただ深しん淵えんだけが広がる。中なか西にし孜つとむであり〈死の舞ぶ踏とう〉であり、アラタであった男は、滅ほろびた。

　結ゆい嘉かが興味深そうに言う。

「自じ我がが壊こわれる寸前、アラタの記き憶おくは昔に戻もどったようだね。これも幻まぼろしのなせる業わざ、かな」

「あのころの恵めぐ美みさんの幻まぼろしか。だが、アラタはなにも言葉にしなかった」

「思うに、当時のアラタはストレスによって、失しつ声せい症しようを患わずらっていたのではないかな」

「そういえばＶＲでも、アラタはなにも話さなかったな。それにしても──」

　結ゆい嘉かの能力をはじめて見たのは、２年前のことだ。結ゆい嘉かは、ある〈心壊者オルドルサイド〉犯罪者を滅ほろぼした。その結末を見届けたとき、おれは愛あい莉りのことを思い出した。

　愛あい莉りもまた、自じ我がを壊こわされた。

　結ゆい嘉かが滅ほろぼすのは、悪に堕おちた〈心壊者オルドルサイド〉だけだ。愛あい莉りは無む垢くな少女だった。この違ちがいは、天と地の差のように大きい。

　それでも、考えさせられる。

　何者かによって、自じ我がを壊こわされた愛あい莉り。その身体からだに宿った、新たな自じ我がである結ゆい嘉か。結ゆい嘉かの能力は、悪の〈心壊者オルドルサイド〉の自じ我がを壊こわすこと。

　宿命を感じるな、というのは無理な話だろうか。

　おれは溜ため息いきをついて、脱だつ力りよくした。

　いま重要なことは、結ゆい嘉かが〈死の舞ぶ踏とう〉を滅ほろぼしたことだ。これで自殺感かん染せんも消しよう滅めつした。もう誰だれも絶望を植え付けられることはない。

　結ゆい嘉かはといえば、抜ぬけ殻がらと化したアラタを見み据すえながら、なにやら考えを口にしている。

「かの呉くれ城しろは、子供のアラタが〈彼かれら〉と知っていたから、拉ら致ち監かん禁きんしたのだ。または──ふうむ。もう１つの推理を採用すると、ある制約がひっくり返っちゃうなぁ」

　おれは結ゆい嘉かの頭をポンと叩たたいて、

「結ゆい嘉か、お前は勝利した。いまはそれだけで充じゆう分ぶんだろ？」

「ボクが勝つのはね、電線に止まった鳥が感電死しないくらい確実なのさ」

　おれは少しばかり冷ややかな口調に切きり替かえた。

「だが、１つ言いたい。さっきの写真のことだ。アラタは疑いもしていなかったが、どうしてもおれには、歳としを重ねた橘たちばな恵めぐ美みには見えなかった。なぜだろうな」

　結ゆい嘉かは悪びれもせず答えた。

「ボクという女の子は、ゲームに勝つためには手段を選ばないのだ」

「じゃあ、やはり恵めぐ美みさんは──」

「諦あきらめるのは早いよ、リョウくん。洋館から発見された焼しよう死し体たいが、恵めぐ美みではなかったのは真実なのだからね。もしかしたら、いまもこの空の下、どこかで生きて、おや」

　結ゆい嘉かの零ぜろ端たんが鳴ったのだ。ディスプレイを見てから、

「ほう。エレナちゃんからのメッセージだ。佐さ崎さきの制服の手て袋ぶくろから、夜や耶やのＤＮＡ型が採取されたようだ。夜や耶やと握あく手しゆした手て袋ぶくろを、後生大事に取っていたのだね」

　おれはうなずいた。

「そうか、夜や耶やさんのＤＮＡ型がなぁ……いや、まて、まて！　なんだ、その『明日は朝から雨降るってさ』的な感じは！　もう少し、劇的な感じは含ふくめられないのか！」

　結ゆい嘉かがグキッと鳴るくらい小首を傾かしげる。

「なぜ？」

「なぜ、だって？　そりゃあ」

　様々な思いが、内ない奥おうで溢あふれかえる。

　夜や耶やさんは、おれにとって憧あこがれの人だったからだ。たぶん初はつ恋こいの人だったからだ。愛あい莉りの姉だからだ。遺伝子的には結ゆい嘉かの姉でもあるからだ。赤あか羽ばね夫妻を殺したからだ。いまや〈カイン〉だからだ。

　愛あい莉りを取とり戻もどすため、結ゆい嘉かの自じ我がを壊こわそうとしているからだ。

「結ゆい嘉か。お前、夜や耶やさんを滅ほろぼすのか？」

「ボクは、ボクにしかできないことをするだけさ」

　おれは結ゆい嘉かを見守りながら、改めて考えさせられる。

　結ゆい嘉かと夜や耶やさんの思考は似ている。敵よりも何手も先を読んで、罠わなを仕し掛かけ、誘ゆう導どうする。

　だが結ゆい嘉かは、無実の人を傷つけたりはしない。

　そこがいまの夜や耶やさん、いや〈カイン〉との違ちがいだ。

　呼よび鈴りんが鳴ったと思ったら、会計課の戸と田ださんだった。アラタの抜ぬけ殻がらを引き取りに来たようだ。結ゆい嘉かが事前に呼んでおいたのか。

　ちなみに戸と田ださんは、かの『棺ひつぎに生いき埋うめ』事件のせいで、閉所恐きよう怖ふ症しようになったらしい。治ち療りよう、頑がん張ばってください。

　おれは結ゆい嘉かとともに、中なか西にし家を後にした。外はすでに夜の帳とばりが降りており、街灯の冷たい光が道を照らしていた。

　しばらく歩いてから、おれは立ち止まって、結ゆい嘉かに声をかけた。

「なぁ、結ゆい嘉か」

　一歩前を歩いていた結ゆい嘉かが、こちらを振ふり返かえる。

「うん？」

「零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんとなって、〈傀かい儡らい師〉と〈死の舞ぶ踏とう〉を倒たおした。だが、〈カイン〉はこの２人とは比べものにならない強敵だ。なにが起こるかわからない。だから、いまのうちに言っておきたい」

「ふむ。傾けい聴ちようしよう」

「一度しか言わないからな。一度だけだぞ。そうそう言ってたまるか。一度のみの」

「リョウくん、くどい！」

　おれは気持ちをすくい上げて、言語にした。

「おれは、結ゆい嘉かの助手だ。お前がどんな道を行こうと、おれは共に歩む。覚えておけよ。たとえ地じ獄ごくへの片道旅行でも、隣となりにはおれがいる。ブツクサ文句は言っているだろうが、置いていかれたりはしないからな」

　結ゆい嘉かが、いつもの呆あきれ笑いをする。

「当たり前じゃないか、リョウくん。キミは、ボクの最初で最後の相棒だよ。キミが嫌いやがっても、ボクは最果ての地まで引っ張っていくさ。キミがいないと、ボクは寂さびしくて、死んじゃうから」

　世よ々よ結ゆい嘉か。たまに、こういうことをサラッと言ってしまえるから、恐おそろしい。

「勢いに乗って、さらに言ってしまうが」

「勢いに乗って、さらに言ってみなよ」

　おれは結ゆい嘉かの瞳ひとみをまっすぐに見た。

「この先、お前が絶望に囚とらわれることがあっても、おれが必ず救い出す。いいな？」

　結ゆい嘉かはわざとらしく小首を傾かしげる。

「ほう、ボクを救い出してくれるとして、なにの力で？」

「それはだな、あい……言うわけないだろ！」

　結ゆい嘉かは鈴すずを転がすように笑ってから、ふいに真しん剣けんな眼まな差ざしをおれに向けた。

「ボクの心はキミのものだ、リョウくん。だからね、夜や耶やだろうと壊こわすことはできないよ」

　結ゆい嘉かの心はおれの、か。

　なら、死ぬ気で守らないとな。
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──小こ崎ざき慶けい介すけ──　




私立鷹たか野の高校　２年３組　






　はじめは、急激なる喉のどの渇かわきだった。

　小こ崎ざき慶けい介すけは、なんとしても水を飲まねば、と思った。喉のどが焼けそうなのだから。

　次に小こ崎ざきが感じたのは、痛みだった。まるで全身の神経が、針で刺さされているようだ。１本の針ならたいしたことはないが、それが何千本ともなると、叫さけび出したくなる。

　小こ崎ざきは、まわりを見回した。ここは都内にある私立高校の教室だ。普段ふだんの生徒たちはみな、真面目に授業に取り組んでいる。だが、いまは違ちがった。

　教師が、教きよう壇だんから転げ落ちた。誰だれも助けには行かない。それどころではないのだ。みんな、小こ崎ざきと同じ苦しみを味わっている。

　そして、苦しみは増すばかりだ。

　小こ崎ざきを苛さいなむ痛みは、いまやナイフでメッタ刺ざしにされているかのようだ。『小こ崎ざき慶けい介すけ』を構成する、すべてが刺さされている。臓器も、眼球も、筋肉も、性器も。

　ふと小こ崎ざきは、体内でヘビがのたくっているのを感じた。

　ヘビのせいか、呼吸ができなくなる。酸素を求めて、口をパクパクさせる。それなのに、まるで空気は逃にげていくようだ。

　地じ獄ごくのような激痛と、酸欠が、小こ崎ざきの意識を侵しん食しよくしていく。

　だから小こ崎ざきは気付かなかった。自分が血けつ尿にようと糞くそを漏もらしていることも、目から流れ出ているのが涙なみだではなく、血であることも。

　そのときだ。

　ついに小こ崎ざきの体内から、ヘビが吐はき出だされる。

　そのヘビは、真っ赤だった。小こ崎ざきが噴ふき出だす、大量の血によって創られている。ヘビが出きったところで、小こ崎ざきは倒たおれた。自分の血ち溜だまりの中に。

　小こ崎ざき慶けい介すけが、その人生で最後に見たのは、隣となりの席だった。その席の生徒は、前の休み時間で早退していた。

　机の中からは、ノズルのようなものが出ている。

　死にぎわ、雷かみなりのように、１つの疑問が浮うかんだ。それは早退した隣となりの生徒のことだ。

（あいつ、名前は──なんだっけ？）





１







〈死の舞ぶ踏とう〉を滅ほろぼしてから、14日後　

９月３日　ＡＭ11時44分　






　おれは慎しん重ちような足取りで、廊ろう下かを歩いていた。

　全身を密閉型の防護服で覆おおっているので、視界が悪い。そのうえ、一体型呼吸装置の音がどうも落ち着かない。

　前方を行く萩はぎ野のさんは、防護服の影えい響きようもなくスタスタと歩いていく。

　そもそも、なぜおれはココにいるのだ？　こういうのは萩はぎ野の美み奈なの役割で、おれは高みの見物を決きめ込こめるはずじゃないのか？

　もちろん原因は結ゆい嘉かだ。

　結ゆい嘉かのひと言、「リョウくんも、ハギちゃんのサポートに行ってみよう」のせいだ。『キミがいないと、ボクは寂さびしくて、死んじゃうから』じゃなかったのか。

　教室の前で萩はぎ野のさんが立ち止まり、おれを見やった。

　通信装置越しに萩はぎ野のさんの声が届く。

〔キサマが死んでも一向に構わないが、死体を外まで運ぶのは面めん倒どうだ。よって、忠告する。吐はくなよ。防護服を脱ぬがざるをえなくなり、感かん染せんの恐おそれがあるぞ〕

　なんてことだ。萩野さんが優しい。それほどにも凄愴なのか。

　今日、都内47か所で、原因不明の大量死傷者が発生した。状じよう況きようから、化学兵器または生物兵器によるものと考えられる。カテゴリーは同時多発テロとなった。

　民間の防犯カメラなどによって、47か所のテロ発生時刻が、きっかり11時14分とも判明している。

　結ゆい嘉かいわく、これはある宗教書の11章14節に該がい当とうする。

　そこに記されているのは、『天がもたらす災わざわいを聞け。血の繫つながりのある者が殺しあうとき、終末の喇らつ叭ぱの音が聞こえるだろう』。

　絵画《カインの帰き還かん》と接続する内容だ。すなわち、夜や耶やさんからのメッセージだ。

　正直、夜や耶やさんが、大量破は壊かい兵器を使ったとは信じたくない。夜や耶やさんは冷れい徹てつな面はあったが、無意味に命を奪うばうような人ではなかったはず。

　ただ、ある思考においてなら、夜や耶やさんはやるだろう。それを行うことが、愛あい莉りのためになる、と信じているのならば。

　おれはなんとなく十字を切ってから、教室内へと踏ふみ込こんだ。

　私立鷹たか野の高校のこの教室もまた、47か所のテロ現場の１つ。結ゆい嘉かが要求して得た、零ぜろ局きよくの管かん轄かつでもある。

　教室の床ゆかは、廊ろう下かから一段下がった造りだった。そのため血が溜たまっている。

　どうやらテロの被ひ害がいとなった生徒たちは、口から大量の血液を噴ふき出だしたようだ。すでに帰らぬ人となった彼かれらは、折り重なるようにして血のプールに浮うかんでいる。

　ある女子生徒の死体が目に入った。海え老びのように眼球が飛び出し、舌を突つき出だしている。

　不可解なのは喉のどが裂さかれていることだ。女子生徒の両手を見て理解した。すべての爪つめが赤く染まっている。苦しさのあまり喉のどを搔かき毟むしったのだ。

　ひどすぎる。

　通信装置から結ゆい嘉かの声がする。

〔逃にげるために教室のドアを開けるヒマさえなく、彼かれらは天国へかっ飛ばされたというわけだね〕

　結ゆい嘉かはいま、移動指揮車の捜そう査さルームにいる。防護服に設置されたカメラを経由して、この惨さん状じようを見ているのだ。

　おれはあたりを見回した。教きよう壇だんの近くには、全身を真っ赤に染めた教師がひっくり返っていた。仰あお向むけに倒たおれてから、血を噴ふき出だしたのか。

　この教室内にいた人たちの中に、生存者はゼロだ。

　萩はぎ野のさんの指示が入る。

〔蒼あお井い諒りよう助すけ。怠なまけていないで、散布器を探せ〕

　おれは吐はき気けを飲のみ込こんで、返した。

「言われなくても、わかってる」

　結ゆい嘉かの期待に応えるか。

　どろりとした血ち溜だまりを進んでいくと、やがてある机からノズルが突つき出だしているのが見えた。机の中を覗のぞき込こむと、教科書のかわりに小型の散布器が入っていた。

〔結ゆい嘉か、おれを送おくり込こんだのは正解だったな。萩はぎ野の美み奈なではなく、このおれが、凶きよう器きを見つけたぞ〕

　窓から外を見ると、ポールの先せん端たんで学校旗がへたっていた。気持ちはわかるよ。





ＰＭ12時12分　






　おれは結ゆい嘉かとともに捜そう査さルームにいた。お供の陽ひ菜なもいる。

　現在、移動指揮車はパトランプを出して、車道を突つっ走ぱしっていた。散布器のあった机の持ち主、加か藤とう俊とし彦ひこの自宅を目指しているのだ。

　くだんの散布器には、遠えん隔かく操作のためケータイが接続してあった。このケータイの契けい約やく者も加か藤とうだった。

　陽ひ菜なが片手を振ふって、ホロウインドウを室内の中央に出す。

「脳筋さんからビデオチャットです」

　映し出されたのは、萩はぎ野のさんである。

〔世よ々よ。教室内の遺体をすべて確かく認にんしたが、加か藤とう俊とし彦ひこはいなかった〕

　萩はぎ野のさんは遺体の搬はん送そう作業を、会計課員とともに行っていた。

　結ゆい嘉かはといえば、棒付きキャンディを舐なめつつ、ソファクッションに沈しずみ込こんでいる。

「鷹たか野の高校の散布犯は、これで確定だね」

　萩はぎ野のさんの報告が終わって数分後、また陽ひ菜なが言った。

「副ふく流りゆう煙えんさんからビデオチャットです」

　映し出されたのは、疾風はやてである。

〔よお、ボス。１人目の『ダチ公こう』の解かい剖ぼうを終えたところだ。ほかの『ダチ公こう』も内容は同じになるだろうよ〕

『ダチ公こう』とは、運び出された遺体のことだな。

　いま疾風はやては防護服姿だ。恐おそるべきことに、防護服の中で煙草たばこをくわえている。だがよくよく見ると、火は点ついていなかった。

　鷹たか野の高校とその周囲は、汚お染せんゾーンとして封ふう鎖さされている。この汚お染せんゾーンの外側に警けい戒かいゾーンがあり、簡易式ドームによる遺体安置所もそこにある。

　通常なら、おれたちの支部である〈教会〉で、解かい剖ぼうをする。だが、鷹たか野のの遺体を運び出しては２次感かん染せんの恐おそれがあるので、疾風はやては遺体安置所で解かい剖ぼうを行っていた。

「疾風はやてくん、解かい剖ぼうでわかったことは？」

〔『ダチ公こう』たちの全身の組織には、致ち命めい的な損傷が起きていやがるな。気管と肺が破は壊かいされ、呼吸活動は阻そ害がいされちまったろう。消化器系へのダメージによって、激しい吐と血けつも起きていやがる。トドメに、神経系もメタメタときやがった。助かりようがねぇな〕

「症しよう状じようが出始めて、何分で死んじゃう？」

〔絶命までは１分ってところか。だがもっと早ぇ段階で、動けなくなったはずだぜ〕

　どうりで誰だれ１人、廊ろう下かに出ることもできなかったわけだ。

〔簡易検査したところ、テロに使われやがったのは生物兵器だな。自然界のものではねぇだろうから、遺伝子操作されたもんだろ。ボス、検体はすでに〈教会〉に届けてあんぜ。そっちで二に市しが待機していやがるはずだ〕

　エレナは、半年間、ＷＨＯの感かん染せん症しよう研究所に出向していたことがある。この生物兵器の正体もつかめるだろう。さすが万ばん能のう選手。

　結ゆい嘉かは満足げに言う。

「ほらね。レベル４実験室も、〈教会〉に作っておいて良かったよね」

　未知の生物兵器は、天てん然ねん痘とうやエボラ出血熱と同格という。検査したりするには、バイオ・セーフティレベル４の実験室が必要になるわけだ。

　通常の科学鑑かん定ていルームに、レベル４実験室なんかない。よって、結ゆい嘉かがどこにでもいる捜そう査さ官かんなら、エレナは零ぜろ局きよく研究所に行き、そこのレベル４実験室を借りねばならなかった。

　だが、結ゆい嘉かはどこにでもいない捜そう査さ官かんなので、〈教会〉に科学鑑かん定ていルームを作るとき、レベル４実験室までセットにさせた。

　いわく、「備えあれば嬉うれしいなぁ、だよ」

　結ゆい嘉かのワガママもとい先見の明である。

　疾風はやてからの報告が終わって数分後、また陽ひ菜なが言った。

「腐くされネアカさんからビデオチャットです」

　映し出されたのは、エレナである。

　電動車くるま椅い子すに座すわったエレナは、防護服を半脱ぬぎにして、上半身だけ出していた。レベル４実験室の外にいるようだ。ちなみに服装は、定番のスウェット。

〔どうもっス、エレナの大親友たち！〕

「エレナちゃんや、生物兵器の正体はつかめたのだね」

〔生物兵器がウイルスであり、どう人体に働くかは解けたんスが。まだ、どこから来たものかはわからないっス。マイマスター、力不足で申しわけないっス〕

　もう人体への作用はつかめたのか。あいかわらず仕事が早いな、エレナは。

　が、結ゆい嘉かの奴やつは不満そうだ。

「しょうがないなぁ。今度、ツインテールをニギニギさせてもらうからね。ひとまず、わかっている範はん囲いで許してあげよう」

　ツインテ・ニギニギと聞いて、嬉うれしそうなエレナである。

〔まず、この生物兵器は風変わりってことっス。通常、生物兵器の強みとは、潜せん伏ぷく期きにあるんスよ。潜せん伏ぷく期きのあいだに感かん染せんを広めるわけっスね。ところが、この生物兵器には潜せん伏ぷく期きが存在しないっス。感かん染せん、即そく、死亡っス〕

　疾風はやても、症しよう状じようが出て１分で絶命、と言っていたな。

〔散布器に培ばい養よう液の痕こん跡せきがあったので、液状で運ばれていることは確実っスね。これをエアロゾル、つまり粒りゆう子し状にして撒まくんス。たった１つの粒りゆう子しが、呼吸器系に侵しん入にゆうするだけで、確実に感かん染せんしてしまうんスね〕

　感かん染せん即そく死亡だから、粒りゆう子し一個で致ち命めい傷しようということか。

〔それを可能にしているのが、この生物兵器の増ぞう殖しよく力っス。生体と接せつ触しよくすることで、爆ばく発はつ的に増えるんスよ。その増ぞう殖しよく率は、砂すな粒つぶからサハラ砂さ漠ばくになるが如ごときっス。ただし、弱点もあるっスね。感染者が死ぬと感かん染せん力がなくなることが、まず１点〕

　つまり、遺体から感かん染せんすることはない、ということだな。

〔もう１つの弱点は、粒りゆう子し径が大きいことなんス。このため散布された粒りゆう子しは、大気中に浮うかんではいられないんスね。ゆっくりと落ちていくんス〕

　結ゆい嘉かが呟つぶやく。

「では、感かん染せん範はん囲いを広げるにはアレが必要だね」

　それから、エレナに尋たずねた。

「エレナちゃんなら、ワクチンを開発できると見たね」

　エレナは自らツインテールを両手で差し出すようにした。

〔マイマスター。生物兵器の増ぞう殖しよく率を考えると、ワクチン開発は不可能っス。どうぞ、好きなだけニギニギしてくださいっス〕

　エレナがこう言うのだから、ワクチンは期待できそうにないな。

　エレナの報告が終わり、移動指揮車の走行音だけが聞こえる。

　捜そう査さルームに窓はない。外の様子を確かく認にんしたければ、車外カメラからの映像を見ることだ。

　映像は、隅すみっこのホロウインドウで常に流れている。都内ＭＡＰも表示されているので、このホロウインドウを見れば、指揮車の現在位置がわかるわけだ。

　おれはそちらに行って、外の映像とＭＡＰを確かく認にんした。

　加か藤とう家までは、あと５分くらいだな。

　見ると、指揮車の対向車線を、幼よう稚ち園えんバスが猛もうスピードで走ってくる。すれ違ちがいざま、車内の園児たちを見た。窓に顔を張り付けるようにして、なにかを叫さけんでいる。

「なぁ、いまの幼よう稚ち園えんバス──」

　指揮車が急に左折した。おれはＭＡＰを見直してから、

「ここは直進だろ？」

　座ざ布ぶ団とんに正座していた陽ひ菜なは、指揮車の自動運転システムに確かく認にんを取った。

「この先にある綱つな森もり総合病院ですが、こちらも同時多発テロの１件でした。現在は警察が封ふう鎖さしていますので、迂う回かいするようです。ココ、わたくしのお祖ば母あちゃんが、放射線治ち療りようを受けた病院なのですよ。お祖ば母あちゃんは、わたくしのハッカーの師し匠しようであります」

　すると加か藤とう家まで、10分だな。

　ふいに捜そう査さルームの中央に、ホロ・ダイアログボックスが出現。陽ひ菜ながタッチしながら、

「わたくしのボットが、ネット上で異変を見つけたようです」

　陽ひ菜なは異変とやらを確かめてから、結ゆい嘉かに報告した。

「数分前、複数の動画共有サイトに、ある動画がアップされました。お姉さんが作成した動画のようですよ。すごい拡散ぶりです。流出した人気女優の無修正動画にも勝まさりますね」

　結ゆい嘉かは不ふ機き嫌げんそうに、

「ボクのお姉ちゃんではないからね」

　おれは首を捻ひねった。

「まてよ、陽ひ菜な。零ぜろ局きよくの情報統制システムは機能しなかったのか？」

「『抜ぬけ道みち』ですね。動画では〈心壊者オルドルサイド〉については、触ふれていないのです。そのため、零ぜろ局きよくの監かん視しシステムもすり抜ぬけましたね」

　結ゆい嘉かがソファから立ち上がった。

「では、見てみよう。ポップコーンがないのは残念だけどね」

　ホロウインドウで、問題の動画が再生される。

　まずは真っ赤な空間──そこに生首が現れる。

　この生首は、疾風はやての意見を聞くまでもなく、本物だろう。さらに生首の『顔』には、見覚えがあった。

　喜亡教のエセ教祖、山やま口ぐち滝たきだ。

　やがて声がする。機械で作られた声だ。


〔先ほどは、いくぶん人を殺しすぎて、失礼ですね。だけど、まだ足りないのです。私の、空くう虚きよな心を満たすには、もっと人々の叫さけびが、必要なのです。あー、私、いま詩人しちゃいましたね。そこで、さらに生物兵器を散布することにしました。わーい！　拍はく手しゆ。今度は、もっと大おお掛がかりに撒まこうと思うのです。たくさんの、たくさんの人たちが、私のために死ぬことができるように。では、皆みなさん、ごきげんよぉぉぉぉぉぉぉう〕



　山やま口ぐちの頭部が、粉みじんに吹ふき飛とんだ。

　脳のう漿しようが画面にこびり付き──動画は終わる。

　おれは、壁かべを殴なぐった。

「くそったれ！　まだテロを起こそうっていうのか！」

　結ゆい嘉かが朗ほがらかに言う。

「リョウくんが義ぎ憤ふんに駆かられると、悪人は成敗され、世界は平和になるわけだね。ふむ、ふむ。では、もっと怒おこるがいいよ」

　深呼吸して、拳こぶしを解いた。結ゆい嘉かの皮肉のおかげで、冷静になった。おれがアホみたいに切れたところで、状じよう況きようが好転するわけではない。

「陽ひ菜な。この壁かべの中には高性能なコンピューターが詰つまっているんだよな？　殴なぐって悪かった」

　陽ひ菜なは煎せん茶ちやをすすりながら、

「ご安心ください。蒼あお井いさんのヘナチョコなパンチで壊こわれるほど、やわではありませんので」

「あそう」

　にしても、山やま口ぐちが殺されていたとはな。

　14日前、結ゆい嘉かが〈死の舞ぶ踏とう〉と戦っていたとき、萩はぎ野のさんは〈狡ずるい狐きつね〉を逮たい捕ほしに行った。だが、〈狡ずるい狐きつね〉はすでに姿を晦くらましていた。自分が育てた喜亡教も、あっさりと捨て去って。

　それどころか山やま口ぐちまで消えていた。〈狡ずるい狐きつね〉はともかく、山やま口ぐちは喜亡教と心中しそうだったので、意外ではあった。まさか生首にされていたとは。

　ちなみに教祖とフィクサーが消えたせいで、喜亡教はギネス級の速度で潰つぶれたとか。

「結ゆい嘉か。夜や耶やさん側には、まだ生物兵器があるということなのか。希望的観測だが、ハッタリじゃないか？」

「仮に『生物兵器を撒まかれたくなかったら、なんか寄こせ』と脅おどしている内容なら、ハッタリもあるかもね。けど動画では、また殺さつ戮りくするぜ、としか言っていない。ハッタリの可能性は極きわめて低いよ」

　やはり希望的観測は潰ついえるものか。

「ところで陽ひ菜なちゃん、いまの動画、どこからアップされたの？」

「都内にあるファミレス、そこの無料Ｗｉ‐Ｆｉスポットからですね。登録には、どうせ使い捨てのメルアドが使われたでしょうし、身み許もと特定には手間がかかりますよ」

　結ゆい嘉かはまたソファクッションに沈しずみ込こんだ。

「どうせアップしたのは、使い捨て要員だろうしねぇ」

　おれは疑問に思った。

「まだ生物兵器が手元にあるなら、なぜ散布を２段階に分けたんだろうな？」

「最初の散布で市民に恐きよう怖ふを植え付け、この動画で煽あおり、さらにトドメの一いち撃げきという考えだね。ただし、夜や耶やは効果的にカオスを作りながらも、目的は別にあるのだろうね。真の狙ねらいを読み解かなくては、負けてしまうよ」

　真の狙ねらいもいいが、まずは第２のテロを止めなくては。

「夜や耶やさんは、２回目の散布をいつやる気だろう」

「第１の同時多発テロでは、すべてが屋内の散布だったね。お次は屋外を狙ねらうのではないかな。けど、この生物兵器は長くは浮ふ遊ゆうできない。広く拡散させるのに必要なのは、風さ。ところで、いまのところ風がないね」

　テロの教室から見た学校旗も、風がないものだからへたっていたな。

「そうか。無風では効果的に広がらないから、まだ散布されないのか」

　陽ひ菜ながさくさくと調べる。

「風予報ですと、午後２時から風速２メートルの風が吹ふき始めますね」

　結ゆい嘉かが瞑めい目もくする。

「低風速とは、生物兵器の散布にはもっとも適しているね」

　だとすれば、午後２時がタイムリミットということだ。猶ゆう予よは短い。加か藤とう俊とし彦ひこから、なんらかの手がかりを得られればいいのだが。

　夜や耶やさんへと繫つながる手がかりを。
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　加か藤とう俊とし彦ひこの自宅は、住宅街の片かた隅すみにあった。

　おれと結ゆい嘉かで向かう。陽ひ菜なは留守番。

　門もん扉ぴを通ると、玄げん関かんのドアが少し開いている。不用心なのか、別の狙ねらいがあるのか。失礼ながら土足で上がると、すぐに異い臭しゆうが鼻を突ついてきた。

　ガソリンだ。家の中あたり一面に振ふりかけられてある。

「結ゆい嘉か、引き返そう。この家、〈黒くろ水すい仙せん〉の洋館と同じ末路を辿たどろうとしているぞ。全ぜん焼しようだ」

「ダメだよ、リョウくん。ボクは加か藤とうと会わなければならない。夜や耶やと直接対決する前に、〈心壊者オルドルサイド〉能力を見み極きわめる必要があるのだ。そして、ボクの仮説が正しければ──」

　廊ろう下かの先から足音がした。誰だれかいる。

　おれは結ゆい嘉かの前に立ち、いざとなれば盾たてになる構えで、進んだ。居間に入ったとたん、あることに気づいた。

　これは焼き直しだ。

　６年前の赤あか羽ばね家の。ただし、今回の加害者は加か藤とう俊とし彦ひこであり、被ひ害がい者はコイツの家族という違ちがいはあるが。

　それと凶きよう器きも違ちがうな。

　加か藤とうは居間の中央に立ち、右手には金属バットを握にぎっていた。床ゆかの上には、加か藤とうの両親と思われる遺体が転がっている。両者とも頭がパックリと割れ、脳のう味み噌そがはみ出していた。

　そして奴やつの左手にあるのは、ジッポだ。

　加か藤とうは、おれたちに気づいた。右手のバットを捨てて、ケツをかく。

「警察？　には見えないけど。まぁ、いいや。これからゴウゴウ燃えて死ぬけど、なんか用？」

　あまりに無む頓とん着ちやくな口調だ。これヤクザに凄すごまれるより、７倍は恐おそろしい。

　結ゆい嘉かはおれの後ろから出てきて、加か藤とうを見やる。

「死んじゃう前に、１つ教えてもらえるかな？　キミは夜や耶やと直じかに会っているよね？　キミにとって、夜や耶やとはなんなのだ？」

「僕ぼくにとって、夜や耶やさまがなんなのかって？」

　加か藤とうの眼まな差ざしが遠くへと向けられる。その双そう眸ぼうに、病的な光が宿る。

「あの方は、僕ぼくにとっての喜びだ。あの方に出会うために、僕ぼくは生まれてきた。あの方のために捨て駒ごまとなることが、僕ぼくの存在価値だ」

　結ゆい嘉かがあくびした。

「キミさ、その感情は本物ではないからね」

　おれは結ゆい嘉かを見やった。おれの顔に『どういうことだ？』と書いてあったらしい。

「ふむ。〈傀かい儡らい師〉は体内にメモリを仕し込こませ、夜や耶やのメッセンジャーに成り下がったよね。このことから、ボクは仮説を立てた。夜や耶やは標的の心を支配できるのでは、と。正しかったようだね。夜や耶やは《感情》型なのさ。標的に『崇すう敬けい』という感情を植え付けるのだ」

「崇すう敬けいの感情……」

　おれは加か藤とうに話しかけた。

「いいか、加か藤とう。自分の気持ちに騙だまされるな。それは真っ赤な噓うそなんだ。お前は操あやつられているようなものだ。だからジッポを置け。おれたちが助けてやる」

　加か藤とうは自分に語るように言った。

「僕ぼくの気持ちがニセモノだとして、なにが困るのだろう？　僕ぼくはあの方を崇すう拝はいし、あの方のために死ねることに幸福を感じている。そうだ、幸せだ」

　加か藤とうの顔は狂くるった喜びに満みち溢あふれ、ジッポが着火される。

　そのジッポがガソリンの海へ落ちるのを、おれは暢気のんきに見届けたりはしなかった。

　結ゆい嘉かを抱だき上あげ、一目散に走る。重量感のある熱を感じ、後ろを見やれば、紅ぐ蓮れんの炎が追いかけてきていた。

　家から飛び出、猫ねこの額のような庭を駆かけ抜ぬけて、門もん扉ぴの外へと転げる。すでに加か藤とう家は業ごう火かに包まれていた。

「いったい、どうして？」

「夜や耶やが指示していたのだね。零ぜろ局きよくの手に落ちる前に、死んでおきたまえ、と。まぁ、加か藤とう自身は、零ぜろ局きよくの存在は知らされてなかっただろうけど」

「結ゆい嘉か。夜や耶やさんの能力は、山やま口ぐち滝たきと似ているよな。だけど、レベルが違ちがいすぎるだろ」

「山やま口ぐちが植え付けていたのは、ただの『好意』だったからね。一方、夜や耶やが植え付ける感情とは、『崇すう敬けい』だもの。加か藤とうにとって、夜や耶やは誇こ張ちようではなく救世主に思えていたのだろうね」

「救世主……すると加か藤とうや〈傀かい儡らい師〉は、夜や耶やさんの信徒だったのか。なら、彼かれらもまた被ひ害がい者だったわけか？」

　結ゆい嘉かは首を横に振ふる。

「〈傀かい儡らい師〉の佐さ崎さき雄ゆう介すけには、ちゃんと自分のための動機があったよね。無差別殺傷犯を倒たおして英えい雄ゆうになる、というさ。夜や耶やがいくら崇すう敬けいを植え付けても、善悪の観念までは歪ゆがませられないのだ。信徒になるには、この佐さ崎さきのように素質が必要となる」

「素質というのは、悪の心なのか？」

「ほう。悪の心とは、ピッタリだ。加か藤とうの場合も、日ひ頃ごろからクラスメイトや家族への鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのだね。この暗い感情が、夜や耶やの信徒になったことで表へと現れた」

　それでバイオテロの実行犯となったわけか。しかも、この信徒たちは夜や耶やさんのためなら、喜んで死んでいく。

　おれは結ゆい嘉かを見た。結ゆい嘉かの瞳ひとみには、燃え盛る炎が映り込こんでいた。

　結ゆい嘉かが夜や耶やさんを滅ほろぼせば、標的に植え付けられた崇すう敬けいの感情も消え去る。信徒がどれくらいいようと、関係ない。

　だが、いま考えるべきは第２のテロを阻そ止しすることだ。

　そして唯ゆい一いつの手がかりは、いまや灰になってしまった。
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　消防車が駆かけつけたのを見届けてから、おれたちは捜そう査さルームに戻もどった。

　陽ひ菜なはといえば、煎せん茶ちや・煎せん餅べい・かわいい子犬の動画、の３点セットで寛くつろいでいた。

「おい、陽ひ菜な。煎せん餅べいボリボリ食っている場合か。次の殺さつ戮りくタイムが迫せまっているんだぞ」

　ホロウインドウが転がり出て、ビデオチャットでエレナが映し出される。

〔マイマスターたちが任務に出ているあいだに、エレナとヒナっちの親友パワーで、大きな仕事を成したところなんスよ！　ね、ヒナっち？〕

　陽ひ菜なは煎せん茶ちやをごくごくと飲んで、

「わたくしの親友は、５年前に天に召めされた愛犬だけです」

　結ゆい嘉かはソファクッションに転がった。

「ふうむ。なにか事態が進展しそうなのかな？」

〔生物兵器の正体が判明したんス。その名は〈涅ね槃はん〉。零ぜろ局きよく研究所の極ごく秘ひデータベースに、病原体データが隠かくされていたんスよ。ヒナっちが見つけてくれたんス〕

「二に市しさんのためではありませんがね。退たい屈くつしのぎです」

　おれは訊きいた。

「どうして極ごく秘ひデータベースなんかに隠かくされていたんだ？」

　エレナが周囲を見回し──当然ながら、エレナのいる〈教会〉には他に誰だれもいないが──声を落とした。

〔忌いまわしい生物兵器だからっスよ。戦後、創設間もない零ぜろ局きよくにおいて、通つう称しよう『シャワー室』で使われていたものなんスからね〕

　シャワー室？　すぐにはピンと来なかった。が、やがておぞましい真実に気づいた。

「〈涅ね槃はん〉という生物兵器を散布する部屋のことなのか？〈心壊者オルドルサイド〉たちを──」

〔大量に処しよ刑けいするのに使っていたようっスね〕

「まさか零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんが、そんな非道なことをしていたとは」

　エレナは首を横に振ふる。ツインテが躍おどる。

〔厳密には違ちがうんスよ。行っていたのは、人事課なる部署らしいっスね。これもヒナっちがデジタル・アーカイブから掘ほり起おこしてくれたんスが〕

「それも退たい屈くつしのぎです。では、ここからはわたくしが引ひき継つぎましょう」

　陽ひ菜なは片手を振ふって、親友パワーのエレナとの通信を切った。

「〈涅ね槃はん〉の使用は、１９５０年に入るころには打ち切られていました。人事課のほうは、１９７０年代まで存在を確かく認にんできますが、人知れず消えています」

「消えるまで人事課はなにをしていたんだ？」

「主に拷ごう問もんですね。専用の極ごく秘ひ支部、通つう称しようブラックサイトで。当時の捜そう査さ官かんや会計課員は、拷ごう問もんという手段は受け入れられなかったようです。人事課を閉へい鎖さするよう嘆たん願がん書なども出されていました」

　当然だな。零ぜろ局きよくが超ちよう法規的とはいえ、越えてはいけない一線はある。

「まてよ、陽ひ菜な。話が脱だつ線せんしているだろ。とっくに閉へい鎖さされた人事課のことなんか、どうでもいいんだよ。〈涅ね槃はん〉の情報を寄こせ」

　陽ひ菜なが恨うらめしそうに言った。

「蒼あお井いさんが無む駄だに質問してきたのではありませんか。肝かん心じんの〈涅ね槃はん〉ですが、使用が中止されてからも、どこかの島で保管されていました」

「どこかの島ってなんだ？」

「零ぜろ局きよくが所有している実験島ですよ。わたくしのスキルをもってしても、どこにあるのかは摑つかめませんでしたが。実験島では複数の生物兵器などが保管、研究されているようですね。島ですから、感かん染せんが起きた場合も封ふうじ込こめやすいですし」

　陽ひ菜なは淡たん々たんと続ける。

「さて、16年前のことです。実験島で〈９月７日事件〉なるものが起きました。詳しよう細さいは不明ですが、このとき複数の保管物が、島の外へと流出したようです」

「まさか、そのとき消えた保管物の中に」

　煎せん茶ちやを飲み切ってから、陽ひ菜なはうなずいた。

「〈涅ね槃はん〉がありましたよ」

　16年前、零ぜろ局きよくの実験島から〈涅ね槃はん〉が消え、いま都内に現れた。零ぜろ局きよくの負の遺産が、人々に牙きばを剝むいているのか。なんてことだ。

「だが、どうして16年前に紛ふん失しつした〈涅ね槃はん〉が、夜や耶やさんの手に渡わたったりしたんだ？」

　当時、夜や耶やさんは４歳さい。養子となったのが６歳さいのことなので、まだ児童養護施し設せつにいたはず。

　寝ね転ころがっていた結ゆい嘉かが、胡坐あぐらをかく。

「ボクが思うに、陽ひ菜なちゃんは重要なパズルのピースを隠かくしているね」

　陽ひ菜なは『バレましたか』と言わんばかりに舌を出した。

「わたくしだから、やれたのです。〈９月７日事件〉のとき、実験島にいた研究員のリストを掘ほり起おこしたのですよ。このリストの中に、蒼あお井いさんがよく知る人物たちがいました」

　陽ひ菜なが片手を振ふると、おれの眼前に、ある２人の名前が浮うかび上あがった。

『赤羽勇仁、赤羽美紀』

「赤あか羽ばね夫妻か！　夜や耶やさんと愛あい莉りの育ての親だ！」

　そして夜や耶やさんの手で殺されてしまった。

　赤あか羽ばね夫妻はウイルス学者だった。だが勤め先までは知らなかった。まさか、それが零ぜろ局きよくであり、在職中に〈９月７日事件〉なるものが起きていたなんて。

　まてよ。これが最後のパズルのピースだとするなら。

「結ゆい嘉か？」

「ふむ。因いん縁ねんは深いね。〈涅ね槃はん〉を島の外へ持ち出したのが、ボクのママパパとはね」

　珍めずらしく、結ゆい嘉かは深刻な調子で言う。

「赤あか羽ばねくんたちの目的や、〈９月７日事件〉の詳しよう細さいは、いまはどうでもいいよ。重要なことは、ただ１つさ。赤あか羽ばねが保管していた〈涅ね槃はん〉を、夜や耶やは手に入れたのだ。いわば零ぜろ局きよくの罪といえる生物兵器を使い、さらなる殺さつ戮りくを起こそうとしているのだ」

　おれは焦あせりを隠かくせずに、

「出どころはわかっても、いまどこにあるのかはわからない。もうじき風が吹ふき、都内に死がまき散らされてしまう。統制庁から、都民へ警告を出したほうがいいんじゃないか？」

「ダメだよ。そんなことをしたら、夜や耶やはすぐにでも〈涅ね槃はん〉を撒まくね。少なくとも、そっとしているあいだは、風が吹ふくまでの猶ゆう予よがあるのだ。そう、まだ猶ゆう予よは、あるのだ」

　陽ひ菜なの周囲には、複数のホロウインドウが浮うかんでいる。その１つを見やったとたん、陽ひ菜なは素す足あしで画が鋲びようを踏ふんづけたみたいな声を上げた。

「あの、世よ々よさん。風予報が更こう新しんされまして──『殺さつ戮りくに最適な風』が吹ふき出だすのが、13時30分に早まりました」

　つまり、タイムリミットまで30分もない、ということか。

　おれの脳のう裏りを、大きな不安が過よぎった。もう間に合わないのでは。

「結ゆい嘉か──」

　快適なソファクッションに埋うもれている結ゆい嘉かだが、いまばかりは底なし沼ぬまにはまっているように見える。

「リョウくん。これはボクと夜や耶やのゲームだったね。そして、ボクは負けようとしている。敗北の代だい償しようはなんだろうね？」

「たくさんの人たちが死んでしまう」

　結ゆい嘉かはエネルギーの欠けた口調で言った。

「ボクには敗北は許されないのに、もう打つ手がないのだ。いまのボクは、絞こう首しゆ台だいに立った死し刑けい囚しゆうのようなものだよ。死を待つのみだ。ボクには、それを止めようがない」

　世よ々よ結ゆい嘉かが弱気になっている。それを見た陽ひ菜なは顔を青ざめさせ、半泣きになりながら、メモ帳アプリで遺書を書き出だした。今回ばかりは、陽ひ菜なもリアルに落おち込こんで見える。

　王が病やめば、国は亡ほろびる。

　リーダーの結ゆい嘉かが戦うための気力を失えば、『群れチーム』も衰すい微びするしかない。

　おれは壁かべに寄りかかり、溜ため息いきをついた。ここまで来たが、最後の最後で夜や耶やさんには届かなかったのか。

　第２の〈涅ね槃はん〉テロは起こり、結ゆい嘉かはそれを自らの責任として、背負い続けることになるのだろう。いや、きっとこのチームそのものが、だ。

　しかし──そんなことが許されるのか？　世よ々よ結ゆい嘉かが負ける、ということを、助手たるおれが受け入れていいのか？

　バカ野や郎ろう、いいわけないだろうが。

　同時に、もっと大事なことに気づいた。すっかり結ゆい嘉かの感情に侵おかされていたが、果たしていま結ゆい嘉かの見ているものが正しいといえるのか？

　いや、今回ばかりは、結ゆい嘉かは間ま違ちがっている。

　おれは結ゆい嘉かの隣となりに座すわった。

「なにを甘あまえたことを言っているんだ、結ゆい嘉か。お前は、まだ知力を振ふり絞しぼりきってはいない。やれることをやっていないだろ」

　結ゆい嘉かが敵意を宿した瞳ひとみで、おれを見やる。

「ほう。なぜ、キミがそんなことを言い切れるのかな？」

「それはだな、おれが蒼あお井い諒りよう助すけだからだ。お前の相棒だからだ。いいか結ゆい嘉か、断言してやる。この世のすべての謎なぞは、お前のもとにひれ伏ふすんだよ。勝利への道筋は、いつでもお前だけのために用意されているんだ。まぁ、その道は整地こそされていないが」

　おれは結ゆい嘉かの肩かたに腕うでを回して、抱だき寄せた。

「お前は特別な少女だよ、結ゆい嘉か。たとえ配られたカードが酷ひどいものでも、お前は最高の手札に変えてしまえる。必要なら、神さまを出だし抜ぬいてでもな。だから弱気になっているヒマがあったら、前へ進み続けろ。おれたちを勝たせてくれ」

　結ゆい嘉かはおれを見つめる。

「ボクに、できるかな？」

　おれはうなずいた。

「ああ。お前は世よ々よ結ゆい嘉かだからな」

　結ゆい嘉かは瞑めい目もくする。

「……ふうむ。ボクの子羊は、いつのまにか立派に成長していたようだ。いまやボクの『道標』となるまでに。ボクを支えるまでに……」

　おれはてっきり、結ゆい嘉かが感動の涙なみだでも流すのではないか、と思った。

　が、目を開けると、その瞳ひとみには不満げな輝かがやき。

「リョウくんのくせに、生意気だなぁ」

　うーむ、いつもの結ゆい嘉かだ。

　おれたちのリーダーは跳はねるようにして、立ち上がった。新たな棒付きキャンディを口に『装そう塡てん』し、オオカミ・フードを目ま深ぶかに被かぶり直す。

「リョウくん、安心するがいいよ。このボクが、ゲームを放ほう棄きするはずがないのだ。ただ、少しだけ、ピンチになったフリをして、リョウくんの助手力を試ためしていたのだ。ギリギリ及きゆう第だい点というところだったね」

　おれも立ち上がって、

「ギリギリ？　おい、採点法がおかしいんじゃないか？」

　結ゆい嘉かは、おれの右みぎ腕うでを軽くパンチした。

「さて、〈涅ね槃はん〉を見つけようね。陽ひ菜なちゃんも準備はいいかな？」

　陽ひ菜なは遺書をデリートしてから、誇ほこらしげな笑えみを浮うかべた。

「当然です。わたくし、世よ々よさんの奴ど隷れいとしては、超ちよう有能ですからね……これ、自じ虐ぎやくですかね？」

「まずは原点に帰ろうね。〈傀かい儡らい師〉の佐さ崎さき雄ゆう介すけさ。佐さ崎さきが無差別殺傷を起こした目的は、２つだったよね」

　おれは腕うでを組んだ。

「佐さ崎さき自身が英えい雄ゆうになるためと、夜や耶やさんのメッセージをおれたちに伝えることだよな。あれ、これって矛む盾じゆんしてないか？　結ゆい嘉かに滅ほろぼされたら、英えい雄ゆうもなにもないよな」

　結ゆい嘉かは、重要なことではないとばかり、片手を振ふった。

「そこは夜や耶やが騙だましたのだね。埋うめ込こんだメモリに対して、夜や耶やは佐さ崎さきに説明はしなかった。佐さ崎さきは信徒だから、『必要なことなのよ』と言われれば拒きよ否ひはできない」

「夜や耶やさんは、お前が佐さ崎さきを倒たおすことを見み越こしていたんだな」

　すると、夜や耶やさんは結ゆい嘉かの能力を知っていたのか。

「問題は無差別殺傷を起こすタイミングだよ。ボクとリョウくんの行動範はん囲いと、佐さ崎さきのパトロール範囲が合わないといけない。決行時刻に、傀かい儡らいにできる者も必要だしね」

　その傀かい儡らいが、秋あき山やま徹とおるだったわけだな。佐さ崎さきの発動条件は『目をあわせる』だけでなく、『標的の個人情報を知っている』があった。誰だれでもいいわけではなかった。

　結ゆい嘉かは満足そうに言う。

「佐さ崎さきは、夜や耶やと頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取り合い、事前の打ち合わせをしっかりしていたね」

「だが、通話とかメールでのデジタル痕こん跡せきを、陽ひ菜なは見つけられなかったぞ」

　結ゆい嘉かは両手の指をあわせて、尖せん塔とうを作った。

「ほう。そこに答えがあったのだね。〈心壊者オルドルサイド〉とは、どうしても自分の能力を使いたくなる。よって、佐さ崎さきは『伝でん書しよ鳩ばと』を使っていたね」

　おれは首を捻ひねった。

「このご時世に伝でん書しよ鳩ばとって、逆に目立たないか？」

　結ゆい嘉かの呆あきれ溜ため息いき。

「リョウくん。ボクが言うのは、傀かい儡らいにされた人のことだよ。佐さ崎さきは《思考》型。思考を標的に上書きできたよね。だから、『私はＰ地点へ行き、そこにいる夜や耶やから指令を聞き、戻もどったら繰くり返かえす』という思考を上書きするのさ。実際は、もっと詳しよう細さいだろうけどね」

「それが『伝でん書しよ鳩ばと』か。なら、『伝でん書しよ鳩ばと』にされていた人を見つけ出せば、夜や耶やさんのいた場所、つまりアジトがわかる。そうか、いま〈涅ね槃はん〉があるとするなら、そのアジトに違ちがいない」

　希望の光が見えてきたと思ったとたん、おれはガッカリしてしまった。

「ダメだ。秋あき山やまを思い出せよ、結ゆい嘉か。傀かい儡らいのあいだの記き憶おくはないんだ」

「記き憶おくはなくても、足あし跡あとを記録するものは持っているね。現代人の必ひつ須すアイテム、スマホさ」

「なるほど、スマホの位置情報の履り歴れきか。だが『伝でん書しよ鳩ばと』の人が、知らずに履り歴れきを削さく除じよしてしまったかもしれない」

　おれが懸け念ねんを口にすると、なぜか陽ひ菜ながニヤニヤ笑いを浮うかべた。

「その手の個人情報は、通信系企き業ぎようがぜんぶ吸い取っていますよ。ご安心を」

「安心していいのか微び妙みようだが、これで行動履り歴れきは入手できるな。つまり、『伝でん書しよ鳩ばと』の動きを知ることは可能となった。お次は、結ゆい嘉か？」

　結ゆい嘉かは指を三本立てた。

「夜や耶やのアジトを見つけるため、『伝でん書しよ鳩ばと』について必要な情報は、次の３点だよ。｛いつ｝｛どこで｝｛だれが｝さ」

「その３点、行動履歴だけを手がかりにして、どうやって導き出す？」

「ふむ。アジトを設定するには、２通りある。１つは、日常に紛まぎれられる場所。都内のホテルとかね。もう１つは、日常から切きり離はなされた場所にすることさ」

「日常から切きり離はなされた場所だって？　どこのことだ？」

「たとえば、忘れられた防ぼう空くう壕ごうとかだね。夜や耶やの性質からして、こっちを選ぶだろうね」

　結ゆい嘉かの奴やつ、夜や耶やさんの性格をよくわかっているじゃないか。

「こういうことか？　都内の防ぼう空くう壕ごうとかを虱しらみ潰つぶしにしようと？」

　結ゆい嘉かは首を横に振ふる。

「もっと簡単に見つかるよ。『伝でん書しよ鳩ばと』が、普通はいるはずのない場所にいるとき。そここそが日常から切きり離はなされた場所、つまり夜や耶やのアジトさ」

『普ふ通つうはいるはずのない場所』を、行動履歴から絞しぼり込こむわけだな。

「よし。あとは『伝でん書しよ鳩ばと』の正体を見つけるだけだ」

　陽ひ菜なが挙手する。

「水を差すようですが、『伝でん書しよ鳩ばと』の正体を見つけるのが、もっとも難しいのでは？」

　おれは笑えみを浮うかべた。実は、『伝でん書しよ鳩ばと』の見当は付いている。

「陽ひ菜な、簡単なことだ。『伝でん書しよ鳩ばと』は、佐さ崎さきが個人情報を知り、かついつでも使える人物だった。すなわち、佐さ崎さき雄ゆう介すけの身近な人間の中にいる！」

「…………………………え、お終しまいですか。探たん偵ていが容疑者を集めて、『犯人はこの中にいる！』で閉幕した感じですけど」

「……いや、おれは助手だからさ。探たん偵てい役は結ゆい嘉かだから。はい、結ゆい嘉かさんどうぞ」

　結ゆい嘉かは「こほん」と口で言った。

「まず『伝でん書しよ鳩ばと』は常に同じだったはずだよ。ころころ変えては、夜や耶や側がわが混乱するからね。その上で、思考を上書きされているあいだは、記き憶おくがないことを思い出そう」

「ああ。『伝でん書しよ鳩ばと』のあいだ記き憶おくがないのは、つくづく惜おしいよな」

　ところが結ゆい嘉かは瞳ひとみを悪いた戯ずらっぽく輝かがやかせて、

「いや、リョウくん。記き憶おくがないからいいのさ」

「なんだって？」

「何度も『伝でん書しよ鳩ばと』にされるということは、ようは何度も記き憶おくが飛ぶということさ。『伝でん書しよ鳩ばと』からしてみれば、記き憶おく喪そう失しつが連発しているわけ。『私は病気だ』と心配するよね」

　結ゆい嘉かは指を一本立て、

「よって記き憶おく喪そう失しつの件で、病院で受じゆ診しんしていたね」

　おれはハッとした。

「佐さ崎さきの身近な人間で、病院で記き憶おく喪そう失しつを訴うつたえていた人物。それこそが、『伝でん書しよ鳩ばと』か！」

　これで、｛いつ、どこで、だれが｝、すべてが埋うまった。

　陽ひ菜なも仕事の早さでは、エレナに負けない。この情報をもとに、すぐ佐さ崎さきの恋こい人びとこそが『伝でん書しよ鳩ばと』であると見つけ出した。さらに、恋こい人びとの行動履り歴れきを輝き点てんにして、都内ＭＡＰへと落おとし込こむ。

　結ゆい嘉かはＭＡＰを見すえて、ある１点を指さした。

「陽ひ菜なちゃん、ココはなにかな？　恋こい人びとちゃんは定期的に訪おとずれている、すべて夜中にさ」

「そこは自然史博物館ですね。しかも１年前に閉へい鎖さされ、いまだに放置されていますよ」

　おれは興奮を覚えた。いわば『忘れられた防ぼう空くう壕ごう』。日常から切きり離はなされた場所だ。

　こここそが、夜や耶やさんの、〈カイン〉のアジトだ。





ＰＭ１時26分　






　閉へい鎖さされた自然史博物館は、廃はい墟きよの３歩手前という様相だった。

　展示品は消え去り、残されたのは広大な施し設せつのみ。手入れがされていないので、隅すみでは埃ほこりがうずたかく積もっている。

　そんな館内を、おれは１人で歩いていた。足音が不気味に木こ霊だまする。

　ずり落ちる眼鏡の位置を直した。視力はいいので、度なしレンズだ。この眼鏡のブリッジには、小型カメラが仕し込こまれている。おれの見ているものを、捜そう査さルームにいる結ゆい嘉かや、萩はぎ野のさんも確かく認にんできるわけだ。

　右耳の奥おくで、結ゆい嘉かの声がする。

〔リョウくん。あまりキョロキョロしないでよ。威い風ふう堂どう々どうと行こうね〕

　喜亡教潜せん入にゆうのときにも使った、小型のワイヤレス・イヤホンが右耳に収まっている。

　夜や耶やさんのアジトと目される自然史博物館は、国内最大だった。ようは広すぎる。館内の様子を正確に知るためには、誰だれかが潜せん入にゆうするしかない。

　で、おれに白羽の矢が立った。結ゆい嘉かの役に立てるのは嬉うれしいが──。

「結ゆい嘉か。ここに夜や耶やさんがいたら、どうしてくれるんだ？」

〔そのときは、感動の再会じゃないか〕

「お前という奴やつは……」

　再会したとして、夜や耶やさんはどういう反応をしてくるのだろうか？　まったく読めない。久しぶりねのハグかもしれないし、久しぶりねの額に弾だん丸がん一発かもしれない。

　結ゆい嘉かのクスクス笑いが聞こえる。

〔リョウくん、安心しなよ。夜や耶やとの再会は、まだ先さ。すでに夜や耶や自身は、そこを引ひき払はらっているよ。〈涅ね槃はん〉テロの最前線基地なのだからね。指揮官がいる必要はない。なんといっても、夜や耶やの信徒に裏切りはないのだからね〕

「なるほど」

　指揮官にとって最大の悪夢とは、部下の裏切り。しかし、夜や耶やさんにその懸け念ねんはないわけか。崇すう敬けいを植え付けてあるから、裏切るはずがないと。

「だけどな。夜や耶やさんは、当然、おれが零ぜろ局きよくにいることを知っているわけだろ。信徒たちに、おれの顔写真を配布しているんじゃないか？」

〔それもないね。そこにいるのは、加か藤とうのような使い捨ての駒こまだけだ。〈心壊者オルドルサイド〉ではないし、スキルも低い。よって、零ぜろ局きよくの手に落ちやすい。そんな駒こまに、ボクやキミの顔写真を持たせたら、どうなるかな？　零ぜろ局きよく側に、〈カイン〉は赤あか羽ばね夜や耶や、というヒントを教えてしまうことになる。少なくとも、まだ秘密にしておきたいはずだよ〕

「お前も、上層部に夜や耶やさんのことを報告してないものな」

　夜や耶やさんは、結ゆい嘉かが『ほうれんそう』を無視することまで、織おり込こみ済みというわけか。

　そのときだ。背後から、何者かが接近して来る。向こうは気配を消しているつもりだろうが、ステルスモードの萩はぎ野のさんに比べれば、鼓こ笛てき隊たいなみの騒さわがしさだ。ちなみに、試験のときに尾び行こうした萩はぎ野のさんは、非ステルスモードだった。

　ここは下手に反応せず、相手の出方を見るか。と、背中になにやら押おし付つけられた。銃じゆう口こうだ。マジか。冷ひや汗あせが垂れる。

　ドスを利きかせた声が来る。

「貴様、何者だ？」

　おれは肩かた越ごしに、後ろの男を見やる。その男は、岩から削けずったような顔をしていた。『岩面』と名付けておくか。

「おれは、夜や耶やさまの使者だ。お前たちの準備が整っているか、確かく認にんしに来た」

「夜や耶やさまは、我々にすべてをお任せくださった。貴様のような者を寄こされるはずがない」

　これは撃うたれるパターンだろ。

　おれは勢いよく振ふり向むいて、『岩面』の銃じゆうを持つ腕うでを払はらう。この流れに乗って、『岩面』の頚けい動どう脈みやく洞どうへと突つきを放つ。

『岩面』は銃じゆうを取り落とし、尻しり餅もちをついた。呼吸困難に陥おちいったようで、苦しげだ。

　いまのは、萩はぎ野のさん直伝の攻こう撃げきだ。零ぜろ局きよく採用後の57回も死にかけた訓練期間では、敵の急所を突つく技わざも教わったのだ。『身体からだで覚えろ』ということで、萩はぎ野のさんからは何度も急所を突つかれたっけ……萩はぎ野の美み奈なめ。

　おれは銃じゆうを取り上げて、『岩面』に向ける。急所とはいえ、萩はぎ野のさんではなく、おれの一いち撃げきだ。『岩面』はすでに回復し始めていた。

　さて、やるか。ここからの台詞せりふは、事前に結ゆい嘉かから叩たたき込こまれている。

「おれが本物の使者であることを示そう。第２の〈涅ね槃はん〉テロの全容を、おれは夜や耶やさまから伺うかがっている」

　もちろん、夜や耶やさんから聞いているはずはない。

　ここからは、結ゆい嘉かの推理だけが頼たよりだ。

「今回、〈涅ね槃はん〉の散布には、ドローンを使う。高所から散布することで、〈涅ね槃はん〉の感かん染せん範はん囲いを広げるためだ。またドローンを選せん択たくしたのは、隠おん密みつ性に優すぐれているからでもある。ヘリを使うのは、目立ちすぎるからな」

　１つ大きく呼吸してから、

「風が吹ふき始めたら、お前たちはこのアジトを出発する。事前に定めた都内各地へと、ドローンを運んでいく。だが、いまごろ都内の各所では、警察と統制庁が検問を行っている」

　夜や耶やさんが、第２の〈涅ね槃はん〉テロを予告したものだからな。

「よってドローンの運うん搬ぱんには、宅配便のトラックを使う。荷物に紛まぎれさせるわけだ。宅配トラックは、このアジトの近く、ひと目につかないところに隠かくしてある」

　おれは銃じゆうを『岩面』へと差し出した。

『岩面』は納なつ得とくした様子で、銃じゆうを受け取る。

「そこまで計画を知っているということは、夜や耶やさまがお教えしたということだ。貴様は、たしかに夜や耶やさまの使者のようだ」

　結ゆい嘉かは推理だけで、夜や耶やさんの計画を暴いた。小さくはあるが、大切な勝利だ。

『岩面』が案内したのは、恐きよう竜りゆうの展示ホールだった。

　ホールの最さい奥おうには台座がある。説明プレートによると、ティラノサウルスの骨格標本があったようだ。だが、いま台座の上にあるのはティラノではなく、円えん筒とう状の容器だ。

　あの容器の中に、〈涅ね槃はん〉があるのか。

〈涅ね槃はん〉台座の前には、武ぶ装そうした５人の男が立っていた。

　別のところには、６機のドローンが置かれている。ドローンには散布器が設置されているが、まだ〈涅ね槃はん〉が移されていないのは、蓋ふたが開いていることでわかった。

　さらに離はなれたところに、防護服が数着、無造作に置かれている。

『岩面』が、５人の男たちのほうへ向かう。おれのことを説明しに行くのだろう。

　おれには複数の任務があった。

　１つは情報収集だ。夜や耶やさんの使者、という大だい胆たんなニセ身分で、アジトに入はいり込こむ。〈涅ね槃はん〉を見つけ出し、敵兵の数や武ぶ装そうなども確かく認にん。眼鏡のカメラを通して、結ゆい嘉かや、萩はぎ野のさんに届けるわけだ。

　萩はぎ野のさんとは、おれが潜せん入にゆうする前に合流していた。すでに、この自然史博物館の中に侵しん入にゆうしていることだろう。

　おれの２つ目の任務とは、侵しん入にゆうする萩はぎ野のさんのために、囮おとりとなることだった。変態百ゆ合りのため危険を冒おかすのは癪しやくだが、これも大義のため、いや結ゆい嘉かのためだ。

〔リョウくんや。ハギちゃん、準備ができたって〕

　よし、これが最後の任務だ。

　おれは伊だ達て眼鏡を取り、『岩面』たち目がけて投げた。

　この眼鏡の売りは、小型カメラだけではない。もう１つムチャクチャな機能が付いている。

　おれはその場に屈かがんで、目をつむり、耳をふさいだ。襲おそいかかってくる光と音の大だい洪こう水ずいにより、揺ゆさぶられる。

　あの眼鏡には、スタン・グレネード機能が搭とう載さいされていた。捜そう査さルームにいる陽ひ菜なが遠えん隔かくで起き爆ばくすると、敵を無力化する閃せん光こうと大だい音おん声じようが発生するのだ。

　スタン直後に、今度は銃じゆう声せいが轟とどろき、男たちの悲鳴が上がる。そして静せい寂じやく。

　おれは顔を上げて、あたりを見回した。

　ホール入口では、萩はぎ野のさんが立っていた。短機関銃じゆうシグザウエルＭＰＸで武ぶ装そうして。

　その反対側では、『岩面』たち６人が倒たおれている。全員、膝ひざ頭がしらのところが粉ふん砕さいしていた。ここに銃じゆう弾だんを受けたようだ。

　おれは萩はぎ野のさんを見やる。

「実じつ弾だんを使ったのか？　非殺傷弾だんとかあるだろ？」

　萩はぎ野のさんは肩かたを揺ゆすった。

「動脈を外したから、命に別状はない」

「だからって──血も涙なみだもない奴やつだ」

　萩はぎ野のさんは怪け訝げんな顔で、首を傾かしげた。

「蒼あお井い諒りよう助すけ。なぜキサマが、私の新年の抱ほう負ふ『血も涙なみだもなく仕事しよう』を知っている？」

　どこの誰だれだ、この人を捜そう査さ官かんにしたのは。




　萩はぎ野のさんは『岩面』たちをプラスチック手て錠じようで拘こう束そくしてから、応急手当をした。渋しぶ々しぶといった感じで。

「やあ、派手にやったね」

　結ゆい嘉かが、陽ひ菜なを連れてやって来た。台座まで行くと、ナイロン手て袋ぶくろをしてから〈涅ね槃はん〉容器を取り上げる。

「ふうむ。この中に、何千人もの命を奪うばう生物兵器が入っているのだね。ハギちゃん、パス」

　そう言って、『何千人もの命を奪うばう生物兵器が入っている』容器を放った。

　容器が床ゆかに落ちる！　という瀬せ戸と際ぎわで、萩はぎ野のさんの右足が蹴けり上げ、リフティングしてから、キャッチした。……転職したい。

「ハギちゃんや。その容器を、〈教会〉にいるエレナちゃんに届けるのだ。チェックは次の２点。中身は〈涅ね槃はん〉なのかな？〈涅ね槃はん〉なら、夜や耶やの手持ちすべてを奪だつ取しゆできたのかな？　実験島から流出した量から、エレナちゃんは判断できるはずさ」

　アホ毛をハート形にした萩はぎ野のさんは、結ゆい嘉かのパンツを見たそうな顔をしてから、ホールを後にしようとする。

「萩はぎ野のさん、待った」

　おれは『岩面』たちの防護服を抱かかえて、萩はぎ野のさんへと押おし付つけた。

「これもエレナに調べてもらえよ。販はん路ろとか手がかりになるかもしれないぞ」

　萩はぎ野のさんはウザそうにおれを見たが、なにも言わず、防護服も持って行った。

　そのあとで、結ゆい嘉かが困ったように言う。

「リョウくん、販はん路ろの調査は陽ひ菜なちゃんの担当だよ」

「あ、そうか。悪い、余計なことをしたな」

「まぁ、エレナちゃんでも大だい丈じよう夫ぶかな。というわけで、陽ひ菜なちゃんは」

〈涅ね槃はん〉散布用のドローンを指さして、

「まずドローンの操縦方法を確かく認にんしよう。そのあとで販はん路ろもチェックだ」

　陽ひ菜なは木星級の溜ため息いきをもらす。

「操縦方法の確かく認にんは容易たやすいですが、問題は販はん路ろですね。見たところ、ドローンの製造番号が削けずられていますし。苦労しそうです」

　萩はぎ野のさん、陽ひ菜なと来たので、次はおれへの指示が来るな。おれは結ゆい嘉かのそばに行って、指示待ちの顔をした。結ゆい嘉かはおれを見やって、

「リョウくん、とくに用はないよ」

「……あそう」

　有能な助手というものは、こういうときも自主的に働くものだ。館内の捜そう索さくに出発する。

　静かな通路を歩きながら、考えずにはいられない。一時的とはいえ、夜や耶やさんはここを活動拠きよ点てんにしていたのだ。

　かつて近所で起きた一家殺害。それを解決したとき、夜や耶やさんは笑顔えがおで『あたし、名探たん偵ていみたいでしょ？』と言ったものだ。

　少なくとも、夜や耶やさんは探たん偵てい業からは足を洗ってしまったらしい。

　歩を運んでいると、通路の床ゆか上うえに思いがけないものを見つけた。指し紋もんを付けないようナイロン手て袋ぶくろをはめてから、拾い上げる。

　黒くろ水すい仙せんのバッジだ。

　喜亡教の幹部が付けていた。もちろん、あの〈狡ずるい狐きつね〉も。

　おれは展示ホールに戻もどり、結ゆい嘉かに黒くろ水すい仙せんバッジを放った。

「これが落ちていた。喜亡教幹部にも、夜や耶やさんの信徒がいるということか？」

　結ゆい嘉かはバッジをキャッチする。

「間ま違ちがいなく、〈狡ずるい狐きつね〉だね。ふうむ。〈狡ずるい狐きつね〉とアラタは互たがいに面識があるようだった。２人の共通項こうは、夜や耶やだったのだよ」

「夜や耶やさんは、アラタとも接せつ触しよくしていたというのか？」

「だとするなら、夜や耶やはどこでアラタの存在を知ったのかな？　もちろん、あのＶＲだ」

「じいさん──蒼あお井い一かず義よしが無形村で呉くれ城しろを捜さがす、あのＶＲか？」

　結ゆい嘉かは指の上でバッジを転がす。熟じゆく慮りよする表情で、

「赤あか羽ばね家の事件が起こるまで、夜や耶やは零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんの訓練生だった。ボクたちと同じＶＲ試験を受けた可能性は高いね。そこで夜や耶やは、〈黒くろ水すい仙せん〉とアラタのことを知ったのさ。〈黒くろ水すい仙せん〉が喜亡教として大だい躍やく進しんを遂とげたのは、〈狡ずるい狐きつね〉のおかげだったよね？」

　結ゆい嘉かが〈狡ずるい狐きつね〉と名付けた男は、喜亡教でのフィクサーだった。教祖の山やま口ぐちを裏で操あやつっていたのだ。

「ふむ。〈狡ずるい狐きつね〉の裏に、さらに夜や耶やがいたというのなら、辻つじ褄つまはあうね。同時に、夜や耶やはアラタを見つけ出した。アラタが〈心壊者オルドルサイド〉と知り、夜や耶やは耳元で囁ささやいたのかもしれないね。『究極の愛ならば、究極の絶望を打ち負かしちゃうかもよ』と」

　夜や耶やさんは、〈死の舞ぶ踏とう〉にまで影えい響きようを与あたえていたのか？

　ふいに、おれは閃ひらめいた。

「ＶＲシステムに侵しん入にゆうしてきたのは、夜や耶やさんだったんじゃないか？」

　おれと結ゆい嘉かがＶＲ試験をしているときに、外部から零ぜろ局きよくのシステムに侵しん入にゆうした者のことだ。

　じいさんが、呉くれ城しろから〈設計図〉なるものを回収する場面を、付け加えてきた。

　ちなみに、この件はすでに、結ゆい嘉かのチーム全員が知っている。〈教会〉での最初の昼飯のとき、結ゆい嘉かが打ち明けたのだ。ただし、結ゆい嘉かは箝かん口こう令を敷しき、上層部には伝えないように命じた。

　この件で悔くやしがったのが、陽ひ菜なだ。たしかに陽ひ菜ながいれば、侵しん入にゆうに気づき、逆探知もできたかもしれない。が、謹きん慎しんを受けていた陽ひ菜なが悪い。

　結ゆい嘉かはといえば、気に入らないという顔だ。

「ボクは別の結論に達している。夜や耶やがＶＲを行っているときも、同様の侵しん入にゆう事件があったのではないかな。そして、ボクたちが見たものを、夜耶も見たのだ」

　すると、つまり──

　結ゆい嘉かの零ぜろ端たんが鳴った。

「エレナちゃんからだね。容器の中身を調べたようだ」

　もう調べが付いたのかよ。萩はぎ野のさんが出発してから20分も経たってない。萩はぎ野のさんがバイクをかっ飛ばし、エレナは神速で検査したわけか。

　結ゆい嘉かがスピーカー通話にすると、エレナの潑はつ剌らつとした声がする。

〔マイマスター！　容器の中身は、正しよう真しん正しよう銘めいの〈涅ね槃はん〉だったっスよ！　さらに実験島の記録と、すでに散布された量を踏ふまえて、すべての〈涅ね槃はん〉を奪だつ還かんしたと言えるっス！〕

　おれは結ゆい嘉かをハグした。

「やったな、結ゆい嘉か！　第２の〈涅ね槃はん〉テロを阻そ止ししたぞ！」

　結ゆい嘉かは満足そうに目を細めた。

「ボクにかかれば、こんなものなのだ。まったくもって、余よ裕ゆう綽しやく々しやくだったのだ」

　さすが、結ゆい嘉か。けっこう追いつめられていたことは、もう忘れたらしい。

〔ムムム。マイマスター、押おう収しゆうした防護服なんスがね。いまチラッと見て気づいたんスけど、これはミステリーっスよ〕

　おれが萩はぎ野のさんに押おし付つけた、『岩面』たちの防護服のことか。

「ほう、エレナちゃん？」

〔防護服が着用されたことは確かなんス。問題は、どこで着たのか？　なんスよ〕

　エレナもウッカリすることはあるらしい。おれは指し摘てきした。

「どこでって、〈涅ね槃はん〉を容器から移すときだろ」

　と、偉えらそうに指し摘てきしてから、辻つじ褄つまがあわないことに気づいた。エレナが言うには、防護服はすでに着用されてあったらしい。だが、まだドローンの散布器は空っぽだ。

　さらにエレナは不可解なことを言う。

〔〈涅ね槃はん〉を移すときに使うはずはないっスよ。この防護服では、生物兵器から身を守ることはできないんスからね。別のものから身を守るための防護服なんス〕

「生物兵器じゃないなら、なにから守ってくれるんだ？」

　エレナが答える。

　それを聞いて、おれの脳内を『？』が駆かけ巡めぐった。なぜ、その防護服が着用されたんだ？

　謎なぞだ。『岩面』たちを問いつめても、信徒である以上、口は割らないだろうしな。

　結ゆい嘉かは指先で黒くろ水すい仙せんバッジを弄もてあそびながら、呟つぶやく。

「ふうむ。夜や耶やの仕掛けが見えてきたね。ただ全ぜん貌ぼうはまだ摑つかめない。夜や耶やは、この日のために計画を練ってきたのだ。まだ、なにかサプライズを用意してあるはずだよね」

　それから小首を傾かしげて、指先のバッジを注視し出す。鼻を近づけ、くんくんとした。くわえていた棒付きキャンディを取ってから、あろうことかバッジをペロリとやる。

「おい、結ゆい嘉か！　舐なめるのは、アメだけにしろよな！」

「ほう。このバッジは、除じよ菌きんスプレー風味だねぇ」

　そう言う結ゆい嘉かは、なぜか顔を輝かがやかせた。

「……結ゆい嘉か。いつも以上に訳がわからないぞ」

「リョウくんや。すべての謎なぞが、ボクにひれ伏ふしたのだ。あとは、決けつ闘とうの狼煙のろしを上げるだけさ」

「お前、おれに対する説明責任を果たす気ないだろ」

　くたびれ顔の陽ひ菜なが肩かたを回しながら、やって来た。

「零ぜろ端たんのディスプレイって小さくありませんか？　わたくし、もう老眼ですかね？」

　それから、くだんのドローンにはカメラが装着されていたが、映像の送信範はん囲いは30メートルだったと報告した。

「操縦者のための限定カメラですね。それとドローンの販はん路ろですが、先々月、ネット経由でロシアの企き業ぎようから購こう入にゆうされていました。購こう入にゆう者の名義はペーパーカンパニーでしたよ。送り先の住所はわかりましたが、もう引ひき払はらっているでしょうね」

「ふうむ。手がかりはなさそうだね」

「くだんのペーパーカンパニーですが、ドローン購こう入にゆう時、他にも商品を買っていました。まず53個の散布器」

　47か所の散布現場＋６機のドローンだな。

「それと、これは面おも白しろいですよ」

　陽ひ菜ながその商品を口にする。そんなものが、もう実用化されていたのか。

　結ゆい嘉かの視線が走り、『岩面』の上で止まる。『岩面』はといえば、両手足を拘こう束そくされているので、床ゆかに転がっていた。

「ほう。彼かれの熱い視線を感じるとは思っていたけどねぇ」

　結ゆい嘉かは『岩面』のもとへと歩いていき、目の前の床ゆか上うえに胡坐あぐらをかいた。

「人は１分間に、20回くらい瞬まばたきするそうだね。しかし、キミはさっきから１分間でせいぜい３回しかしていないよ。瞬まばたきするのも惜おしんで、ボクたちを視界に収めようとしている。誰かに見せているね。敵の手に落ちたので、情報を伝えようと頑がん張ばっているのだ」

　たしかに『岩面』の視線が気になってはいた。先ほどから、おれたち全員を万まん遍べんなく凝ぎよう視ししてきているのだ。

　おれは結ゆい嘉かの隣となりに座すわる。

「結ゆい嘉か。まさか、グラース・カメラか？」

　夜や耶やさんが、ドローンと散布器と同時に購こう入にゆうしたものが、このグラース・カメラ。眼球内へと埋うめ込こめる極きよく微びカメラのことだ。その映像はネットを経由して、リアルタイムで見ることが可能。さすがに音声は入らないが。

　注意点は、眼球に入れることはできても、取り出すことができないこと。少なくとも、眼球を傷つけずには。

　結ゆい嘉かはうなずき、『岩面』の眼めを指さす。

「夜や耶やは、そこから見ているよ」

「夜や耶やさんが──」

『岩面』の眼めを、監かん視し装置の代わりに使っていたのか。

「読どく唇しんくらいできると思うから、語りかけるけどねぇ。夜や耶や。ボクたち、そろそろ出会うべきではないかな？」

　赤あか羽ばね家で結ゆい嘉かが生まれたとき、夜や耶やさんはそれを受け入れられなかった。

　だから、結ゆい嘉かと夜や耶やさん、２人はまだ出会ってはいないのだ。

　今日までは。





２
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　また、ここに来ることになろうとは。しかし、向こうが指定してきたのだ、致いたし方ない。

〈涅ね槃はん〉テロのあった夜。

　おれと結ゆい嘉かは、あるスクランブル交差点の前にいた。〈傀かい儡らい師〉による無差別殺傷のあった現場だ。

　ここを中心として半径50メートル圏けん内ないは、バイオテロの疑いあり、という理由で封ふう鎖さしている。零ぜろ局きよくが手を回したのだ。

　まわりのビルの中にも人っ子一人おらず、マスコミのヘリが飛ぶようなこともない。信号だけは静かに、青と赤を行ったり来たりしている。

　さらにスクランブル交差点そのものは、会計課員がずらりと囲んでいる。彼かれらはポリカーボネート製のシールドを並ばせることで、大きな円周を作っていた。投光照明が設置されて、この円周の『中心点』を照らしている。

　会計課員は銃じゆう器きの携けい行こうはしていない。彼かれらの役目は、あくまで支し援えんだから。零ぜろ局きよく本部の直ちよつ轄かつである、なかば軍隊の秘書課とは違ちがうのだ。

　銃じゆう声せいが轟とどろく。

　おれは右耳にワイヤレス・イヤホンを入れた。

〔蒼あお井いさん、世よ々よさん。骨は拾ってあげますから、ご安心ください〕

　捜そう査さルームでぬくぬくの陽ひ菜なは、余よ裕ゆうだな。

　結ゆい嘉かも、陽ひ菜なと同じく余よ裕ゆうな調子だ。棒付きキャンディを舐なめながら、指示した。

「陽ひ菜なちゃん。例のことは頼たのんだよ。できるだけ早くね」

　緊きん張ちようしているのは、おれだけか？

　この場に、萩はぎ野のさんがいないのも気になる。結ゆい嘉かにへばり付いていないところを見ると、なんらかの任務の最中なのだろうが。

　結ゆい嘉かが声を弾はずませて、

「では行こう、リョウくん。お待ちだ」

　銃じゆう声せいが轟とどろく。

　おれは結ゆい嘉かとともに、会計課員による円周を通過した。

　この内側には、『中心点』を共有し、もう１つの円周があった。この円周を作っているのは、35人の園児たちだ。

〈涅ね槃はん〉テロのドサクサに、夜や耶やさんの信徒によって攫さらわれた園児たち。加か藤とう家に急行するときすれ違ちがった幼よう稚ち園えんバスこそ、集団拉ら致ちの途と中ちゆうだった。

　あのとき気づいていれば──もう悔くやんでも遅おそいが。

　園児たちは路上に座すわり込こんで、焦しよう点てんのあわない目を虚こ空くうに向けている。

　なんらかの〈心壊者オルドルサイド〉能力によるものか、とも思ったが、どうやら薬を投とう与よされているようだ。望遠レンズ越ごしの、疾風はやての診しん断だんだ。薬となると副作用などが心配だな。

　さらに園児たちには、首輪型の装置が付けられていた。

〈教会〉にいるエレナのアイディアで、会計課員がテラヘルツ波を照射。これにより遠くからでも、首輪型装置の中身を確かく認にんできた。プラスチック爆ばく弾だんだ。

　園児たちは、首輪爆ばく弾だんを付けられているのだ。しかも遠えん隔かく起き爆ばくが可能なよう。おかしな真ま似ねはするな、のメッセージ。なんという卑ひ劣れつな手口か。

　おれと結ゆい嘉かは、園児たちの円周も通過した。

　そして『中心点』へと到いたる。

　ここにはカフェテーブルが置かれていた。椅い子すは三脚きやくある。おれと結ゆい嘉かの予約席が二脚きやく、待ち人が一脚きやく、のはずだが。座すわっていない。

　銃じゆう声せいが轟とどろく。

「夜や耶やさん！　さっきから、なにやってるんだ！」

　先ほどから散発的に轟とどろく銃じゆう声せいは、夜や耶やさんによるものだ。夜や耶やさんは自動拳けん銃じゆうを持って来ていた。見たところ、たぶんＦＮファイブセブン。これを、３分前から夜空めがけて撃うっている。

　いまも夜や耶やさんは、上方へと銃じゆうを向けたままだ。

「カラスが電線に止まっているのよ。リョウちゃん、知ってた？　夜のカラスは不ふ吉きつなの。なんとかして撃うち落とさないと、落ち着いて話し合いもできないわよ」

　銃じゆう声せい。

　すると、黒い塊かたまりが路上に落ちた。

「やった！　当たった！　ざまあみなさい！」

　夜や耶やさんは小こ躍おどりし出す。

　結ゆい嘉かはそんな夜や耶やさんを指さした。

「ああいう大人にだけは、なりたくないものだねぇ」

　おれは改めて、６年ぶりに再会した夜や耶やさんを見た。

　白銀の髪かみは肩かたのところで切りそろえられ、結ゆい嘉かと違ちがって寝ねぐせとは無む縁えん。美び麗れいな顔立ちに、雪のような肌はだ。

　焦こげ茶ちや色の瞳ひとみには、朝あさ陽ひのような輝かがやきが満ちている。生きることが楽しくて仕方ないというように。

　愛あい莉りがはじめてスケートをうまく滑すべれたときも、愛あい莉りを引っかいた野の良ら猫ねこを殺したときも、夜や耶やさんの瞳ひとみはいつも生命力に溢あふれていた。

　この輝かがやきが失われたのは、愛あい莉りが失われたあの日から。ただ、６年を経たって再会したいまは、輝かがやきは戻もどっていた。少なくとも、外から見た限りは。

　最後に会ったときは学校の制服だった夜や耶やさんだが、今日は黒のパンツスーツに、白いシャツを着ている。右手の親指の根元には、歯形の痕あとが見えた。悪あく癖へきは相変わらずらしい。

　そんな夜や耶やさんは、はしゃいだせいで荒あらくなった呼吸を整えた。椅い子すに腰こしかけて、テーブルに銃じゆうを無造作に置く。

　頰ほお杖づえをつき、穏おだやかな表情を浮うかべる。

「ものは相談だけど、初登場をこのポーズから始めたいのよね。２人とも、ここに来る場面からやり直してくれないかしら？」

　結ゆい嘉かは椅い子すの上で胡坐あぐらをかいた。おれも隣となりの椅い子すに座すわる。結ゆい嘉かが言う。

[image: ]

「ボクは気持ちよく言わせてもらうね。やなこった」

　夜や耶やさんは頰ほお杖づえをやめた。

　「カラスのせいですべてが台無しになったわ。まぁ元を正せば、あなたのせいだけれども。ご立派な名前があるそうね──ユイカと」

『ユイカ』と口にしたとたん、夜や耶やさんはハラワタを抉えぐられでもしたように、顔を歪ゆがめた。

　結ゆい嘉かは胸を張る。

「ふむ、ボクの名前だ。リョウくんが名付けてくれたのだ」

　夜や耶やさんは数秒、沈ちん黙もくした。『ユイカ』と口にした痛みが、引くのを待つかのように。やがて、あえて熱湯に手を差し入れるように、言った。

「……その左ひだり眼めの色、真しん紅く。愛あい莉りのものではないわね。ユイカ。あなたの邪じや悪あくな魂たましいの色だわ」

「そんなに褒ほめられると、照れちゃうなぁ」

　夜や耶やさんの視線が、結ゆい嘉かのフードに行く。小首を傾かしげて、

「なるほど。カワウソの耳ね」

「バカかな。オオカミの耳だ」

　夜や耶やさんは肩かたをすくめてから、おれを見やる。

　カラスの話をノーカウントにするならば、これが再会しての第一声だ。夜や耶やさんはなにを言うのだろうか。おれは身構えた、が。

「エッチしたの？」

「……は、い？」

　夜や耶やさんは苛いら立だたしげに結ゆい嘉かを指さした。

「コレとエッチしたのか、と聞いたのよ。そんなに難しい質問ではないと思うのだけれど？」

　難しい質問ではないからといって、なんでもかんでも即そく答とうできるわけではないぞ。

「あー、してない」

　夜や耶やさんはいままでの不ふ機き嫌げんさが噓うそのように、喜ばしい顔をした。

「それは良かったわ。これで今夜から、ぐっすりと眠ねむれそうだわ」

　それから慌あわてた様子で付け足した。

「勘かん違ちがいしないでね、リョウちゃん。別に愛あい莉りとならしてもいいのよ。というか、リョウちゃんなら、お姉ちゃんは安心できるわ。けどね、この『結ゆい嘉か』というバグが乗っ取っているうちは、愛あい莉りの肉体に触ふれてはダメよ」

「まってくれ、夜や耶やさん。結ゆい嘉かはバグなんかじゃない。それに結ゆい嘉かが、愛あい莉りを奪うばったわけでもない。結ゆい嘉かは、おれにとって大切な存在なんだ。愛あい莉りと同じように」

　隣となりでは結ゆい嘉かがうなずきながら、「言ってやれ、リョウくん、言ってやれ」と、うるさい。

　夜や耶やさんはショックを受けたように、顔を引きつらせる。両手で頭を抱かかえ、両足を持ち上げて、身体からだを丸めさせた。

「夜や耶やさん、大だい丈じよう夫ぶか？」

「なぜ、みんなで、あたしを苦しめるの、苦しめるの、苦しめるの、苦しめるの、苦しめるの、苦しめるの、苦しめるの、苦しめるの、苦しめるの、苦しめるの」

　結ゆい嘉かがおれの肩かたを小こ突づいた。

「ボクの敵がいきなり壊こわれた」

「夜や耶やさんには、ストレスがかかると、同じ言葉を繰り返す癖があるんだ」

　やがて夜や耶やさんは、己おのれの右手の親指の根っこを嚙かんだ。血が滲にじむほど強く。

　ストレス解放の手段が自傷というのは、夜や耶やさんの昔からの悪癖だよな。

　嚙かむのを終えたとき、一転して夜や耶やさんは晴れやかな表情だ。

「まぁ、エッチしていなかったみたいだし、良しとしましょう」

　結ゆい嘉かが「変な奴やつ」と呟つぶやく。

　今夜、結ゆい嘉かは夜や耶やさんを滅ほろぼすつもりだ。が、おれはまだ諦あきらめたくない。

「夜や耶やさん、頼たのむ。園児たちを解放してくれ。あの子たちに罪はないだろ？」

　夜や耶やさんはウンザリした様子で溜ため息いきをついた。

「リョウちゃん、つまらないことを。この国に、一体どれくらいの幼児がいると思っているの？　代わりなんか、いくらでもいるでしょう？　この世界に、唯ゆい一いつ無む二にの存在は、愛あい莉りだけ。あたしの愛あい莉りだけなのよ」

　夜や耶やさんは昔から、愛あい莉りを世界の中心にしていた。その愛あい莉りを失って、心が半はん壊かいしているのは間ま違ちがいない。

「夜や耶やさん。愛あい莉りだけじゃなく、どんな命にも替かえはないんだ」

　しばし夜や耶やさんはおれを見つめていた。それから銃じゆうを取り上げ、銃じゆう口こうを園児の１人へと向ける。

「ま、まて、夜や耶やさん！」

「あたしね、『綺き麗れいごとを聞きましょう』の会に、参加した覚えはないわよ」

　おれは必死になって言った。

「おれはただ、これ以上、夜や耶やさんに悪へと堕おちて欲ほしくないだけだ」

　夜や耶やさんは寂さびしげに微笑ほほえむ。

「リョウちゃんにとって、あたしは悪なの？　けれど教えて。あたしがなにをしたというの？」

「たくさんの人たちを殺し、傷つけただろ」

　すると夜や耶やさんは首を横に振ふる。

「違ちがう、違ちがう。あたしは、愛あい莉りを救うために手段を選ばないだけ。これこそが、人にとって大切なことだわ。愛する者のために、あらゆることを成すことが」

　おれは愕がく然ぜんとした。

「あらゆることって……愛する人のためになにかするにしても、限度ってものがあるだろ」

　夜や耶やさんは義ぎ憤ふんを滲にじませた口調で言う。

「それこそが、あたしに言わせれば罪だわ。愛する者のため、頑がん張ばります。でも方法は選びます？　ありえない。オリンピック競技者が『金メダル目指します、でも手て抜ぬきします』というようなものよ」

「だからって、他人を傷つけていいことにはならないんだ。彼かれらには彼かれらの人生がある。彼かれらは誰だれかの家族であり、恋こい人びとであり、友人なんだ」

　夜や耶やさんは銃じゆうをテーブルに戻もどし、難しい顔をする。

　おれは恐おそろしい真実に気づいた。夜や耶やさんは夜や耶やさんで、おれを説得しようとしている。これじゃ、どこまでも平行線に決まっているじゃないか。

　結ゆい嘉かはわざとらしくあくびした。

「夜や耶や。キミの話は退たい屈くつすぎて、ボクは目を開けたまま寝ねていたよ」

　夜や耶やさんはうなずく。

「心のないモノには、あたしの話は理解できないのね」

　結ゆい嘉かは両手の指をあわせ、尖せん塔とうを作る。

「ボクに言わせれば、キミはただの詭き弁べん家の外げ道どうだね。動機はどうでもいいのだ。愛する者のためだろうと、世界を救うためだろうと。どんな崇すう高こうなもののためだろうと、善人を踏ふみにじれば、そいつは大罪人だ。議論する価値もないよ」

　夜や耶やさんは小首を傾かしげる。

「議論しないのだったら、なぜ会おうとしたのかしら？」

「キミは、こうして戻もどってきた。信徒たちで組織を作り、バイオテロまで起こした。すべては愛あい莉りのため。では、キミは見つけたのだ。愛あい莉りを壊こわした犯人を」

　おれはハッとした。

　そうだ、当たり前じゃないか。カインは、結ゆい嘉かというアベルを殺すため、戻もどってきた。

　なぜか？　愛あい莉りというアベルを取とり戻もどせると、信じるに足るものがあるからだ。すなわち、愛あい莉りの自じ我がを壊こわした〈心壊者オルドルサイド〉を見つけたからだ。

　夜や耶やさんは[image: ]しかりつけるように言う。

「愛あい莉りを蘇らせられる犯人、と言い直してほしいものね。あたしが愛あい莉りの自じ我がを取とり戻もどしたら、あなたには退場してもらうわよ──ユイカ」

　どうも夜や耶やさんの様子からして、『ユイカ』と言うたびに、ＨＰを削けずられているようだ。

「退場しろって？　やーだよ、と言ったら？」

「拒きよ否ひできるはずがないでしょう？　その肉体は、愛あい莉りのものなのよ」

　結ゆい嘉かは両手の指を広げて、曲げたり伸のばしたりした。

「違ちがうね。これはもう、ボクの肉体だよ」

　夜や耶やさんは電でん撃げきでも受けたように、身を強こわ張ばらせた。現実を改めて直視させられて、ショックを受けたようだ。

「愛あい莉りの肉体で……愛あい莉りの心臓で生きている。ユイカ、あなたは汚けがらわしい、汚けがらわしい、汚けがらわしい、汚けがらわしい、汚けがらわしい、汚けがらわしい、汚けがらわしい、汚けがらわしい」

　親指を嚙かみ千切ってしまうのでは、と心配になるほど、強く嚙かみしめる。テーブルにぽたぽたと血の雫しずくが垂れる。

　結ゆい嘉かはにやにや笑った。

「キミをイジメるのは楽しいなぁ」

　夜や耶やさんは右手の血をぺろりと舐なめる。

「まぁ、いいわ。愛する妹のために障害物を排はい除じよすることは、お姉ちゃんの務めだもの。喜んで、使命を果たしましょう。ユイカという汚けがらわしい自じ我がは、あたしが消してあげる」

　結ゆい嘉かは小首を傾かしげ、眉み間けんにしわを寄せた。

　なにか、予想とは違ちがうことが起きたかのように。

　ふいにイヤホンから、陽ひ菜なの声がする。

〔世よ々よさん、ついでに蒼あお井いさん。完かん了りようしましたよ〕

　陽ひ菜ながやってくれたか。あとは結ゆい嘉かがどう出るのか。

　結ゆい嘉かは身を乗り出した。

「夜や耶や。キミは愛あい莉りを壊こわした犯人を知っていて、ボクより半歩は先を行っている。ボクは心が広いから、認めてあげよう。とはいえ、キミのほうが先にゲームを始めていることを踏ふまえると、『まだそんなところにいるの？』という感じだ。すぐにキミを追おい抜ぬき、先に犯人を見つけ出してあげるよ」

「ふーん、それで滅ほろぼすのね？　ソイツの自じ我がを破は壊かいするわけでしょう？」

　夜や耶やさんは悲しそうな顔で、おれを見やった。まるで、裏切られた、というように。

「リョウちゃん。あたしが愛あい莉りのために全力を尽つくすことを悪と断罪するのに、ユイカのしていることは許してしまえるの？　アラタや佐さ崎さき雄ゆう介すけは、裁判さえ受けられなかった」

　それから片手を振ふって、自分の言葉を訂てい正せいする。

「違ちがうわね。裁判は受けたわ。ただし、裁判官は世よ々よ結ゆい嘉か。１人の少女が、ことの善悪を決定したうえ、死し刑けいまで執しつ行こうしてしまうとは。恐おそろしい世界になったものですね、はい」

　結ゆい嘉かは、〈傀かい儡らい師〉や〈死の舞ぶ踏とう〉を滅ほろぼした。だが、それは正義のためだ。なにより、人々を救うためだ。

「夜や耶やさん、それは違ちがう。アラタは自殺感かん染せんを行っていた。これを止めるためには、結ゆい嘉かが滅ほろぼすしかなかった。結ゆい嘉かのおかげで、大勢が救われた」

　夜や耶やさんの目に侮ぶ蔑べつの色が浮うかんで、すぐに消えた。

「するとリョウちゃんは、こう考えたわけね。たくさんの人たちを救うため、アラタを犠ぎ牲せいにしましょうと。その世界観が許されるなら──愛あい莉りを救うため、たくさんの人たちを犠ぎ牲せいにしましょうだって、通るはずでしょう？」

　結ゆい嘉かのほうに身を乗り出して、夜や耶やさんは続ける。

「だいたい佐さ崎さき雄ゆう介すけは滅ほろぼさなくて良かったわよね？　佐さ崎さきは自殺感かん染せんみたいな大がかりな能力は、持っていなかったのよ」

　結ゆい嘉かは揺ゆるがぬ口調で言う。

「佐さ崎さきは〈心壊者オルドルサイド〉能力で、少なくとも３人も殺したのだ。滅ほろぼさなくてどうするというのさ？」

　夜や耶やさんはおれを見やった。

「この発想が善だというの？　リョウちゃん、あなたの問題はどこまでも助手気質ということよ。もう少し、自分の頭で考えなさい。そうすれば、誰だれが正しいかわかるわ」

　結ゆい嘉かが溜ため息いきをついた。

「夜や耶や。ボクの考えでは、人間は２種類いるのさ。天使の側に立つ者と、悪あく魔まの側に立つ者。キミは向こう側に立っている。よって、ボクはキミを滅ほろぼす」

　夜や耶やさんは右手を、結ゆい嘉かへと差し出した。歯形が血の痕あとで強調されている。

「では試ためしてみましょう。あたしが《感情》型の〈心壊者オルドルサイド〉であることは、推理できているわよね？」

「ふむ。キミは標的に対して、『崇すう敬けい』を植え付けているね」

「『崇すう敬けい』？　あたしは『この地球よりも大きな愛』と表現しているけれど、似たようなものね。特別に発動条件を教えてあげる。その１つは、あたしの右手に触ふれること」

　結ゆい嘉かは夜や耶やさんの右手を見み据すえながら、考えの読めぬ口調で言った。

「ほう。〈狡ずるい狐きつね〉と似ているようだ」

「〈狡ずるい狐きつね〉？　ああ、東とう郷ごうくんのことね。話を戻もどすけれど、発動条件はもう１つあって」

　夜や耶やさんはプレゼントでも渡わたすように、弾はずんだ口調で言った。

「標的の心が悪に堕おちていることなのよ」

　結ゆい嘉かの推理は、当たっていたのか。

　夜や耶やさんは自じ慢まんするように続けた。

「素敵すてきな発動条件でしょう？　あたしのものになったら悪、あたしのものにならなかったら善。善悪の線引きが、こんなにも簡単にできてしまえるなんて。さぁ、ユイカ。あたしの右手に触ふれて、試ためしてみて」

　おれは固かた唾ずを吞のんだ。

　結ゆい嘉かの歩みは、人々を救うものだ。だから、結ゆい嘉かは天使の側に立っている。そう確信していても、落ち着いて見届けられるものではない。

　結ゆい嘉かは夜や耶やさんを見返した。

　舌を出す。

「やーだよ。なんで、キミに試ためされなきゃいけないのだ。あとその手、血で汚よごれていて汚きたない」

　夜や耶やさんは右手を引いて、勢いよく立ち上がった。

「話にならないわね。ろくな晩ではないわ。帰って、お風ふ呂ろにゆっくり浸つかります」

　ふいにイヤホンから声がした。

〔世よ々よ、状じよう況きよう終しゆう了りよう。パッケージは奪だつ取しゆした〕

　いまのは萩はぎ野のさんだ。平常運転で、おれの存在は無視していたな。

　にしても萩はぎ野のさんは、いままでどこでなにをしていた？　結ゆい嘉かはなにを命じていたんだ？

　結ゆい嘉かがテーブルを叩たたく。

「こら、こら、お姉ちゃん。キミね、このまま帰れると思っているの？」

　夜や耶やさんは面めん倒どうくさそうに、園児たちを、首輪爆ばく弾だんを指さした。

「こら、こら、妹ちゃん。あたしを拘こう束そくでもしようものなら、配下の者が髑髏どくろマークのボタンを押おしちゃうわよ。そうしたらね、ドカーン。飛び散った脳のう味み噌そをかき集めて、園児たちの両親へ届けることになるわよ」

　結ゆい嘉かはクスクスと笑った。

「あいにく、もう起き爆ばくはできないよ。さっきボクの奴ど隷れいから、知らせがあったね。起き爆ばく装置の周波数を割り出して、その信号を遮しや断だんすることに成功したのさ。よって、首輪爆ばく弾だんは無力化されたね」

　起き爆ばく信号を遮しや断だんし、首輪爆ばく弾だんを無力化する。これこそ結ゆい嘉かが陽ひ菜なに託たくしたことだ。陽ひ菜なはやってのけ、先ほど報告してきた。

　夜や耶やさんはかぶりを振ふる。

「本当に？　首輪爆ばく弾だんは、もう使えないの？　最後にすべて爆ばく破はさせ、盛り上がろうと思ったのに？　茶目っ気を出して『たまやー』と言うつもりだったのに？　残念すぎて寝ね込こんじゃいそうよ。けれどね、ユイカ。あたし、投資は分散する性格なの」

　分散という嫌いやな響ひびきにも、結ゆい嘉かは動じた様子を見せない。

「ほう、分散ねぇ」

　夜や耶やさんは結ゆい嘉かの反応を眺ながめながら、

「あたしには切り札があるわ。特大の切り札がね」

　状じよう況きように置いて行かれそうなので、必死に考える。夜や耶やさんは園児の人ひと質じち以外にも、なんらかの策を用意していたというのか。

「どういうことなんだ、夜や耶やさん？」

　夜や耶やさんは、待っていました、と言わんばかりに答えた。

「リョウちゃん。あなたも零ぜろ局きよく捜そう査さ官かんなのだから、自分の頭で考えてみましょうね。ヒントは、綱つな森もり総合病院よ」

「綱つな森もり総合病院だって？」

　47か所で起きた〈涅ね槃はん〉テロ現場の１つだ。

「わからない？　では、可愛かわいいリョウちゃんのために、もっとヒントをあげましょう」

　夜や耶やさんは、テーブル越ごしに身を乗り出してきた。夜や耶やさんとの距きよ離りが近くなり、ほのかに柑かん橘きつ系けいの香かおりがする。

「防護服とは、ふしぎよね。バイオテロの現場に、あれを着て現あらわれる。すると、無条件で『助けが来た』と受け入れられる。本当は、バイオテロの犯人ご一行様でもね」

　まてよ。〈涅ね槃はん〉テロを受けて、綱つな森もり総合病院は警察によって封ふう鎖さされている。

　仮に、そこに夜や耶やさんの信徒たちが、防護服を着て現あらわれたとしたら？

「そうか。政府から派は遣けんされたフリをすることで、封ふう鎖さ中の病院にも入れたのか。だが、なんのために？」

　夜や耶やさんは励はげますように言った。

「リョウちゃん、頑がん張ばって。あたしの信徒たちの目的地は、放射線治ち療りよう科でした」

「まさか、治ち療りよう中の人を攫さらったのか」

　夜や耶やさんは重たい溜ため息いきをついた。

「放射線治ち療りよう科で管理されているのは、なぁに？　はい、そうね、医い療りよう用放射線源よね」

　こっちが答える前に、話を進められた。

　だが、おかげで全ぜん貌ぼうが見えた。夜や耶やさんは〈涅ね槃はん〉テロの混乱を利用し、医い療りよう用放射線源を盗ぬすみ出だしていた。だとしたら、夜や耶やさんの切り札というのは──。

　愕がく然ぜんとした。

「『汚きたない爆ばく弾だん』だな！」

　放射線源と爆ばく弾だんを組み合わせたものを、『汚きたない爆ばく弾だん』という。これを起き爆ばくすることによって、放射性物質が飛散し、広こう範はん囲いにわたって汚お染せんされてしまう。

「正解。リョウちゃん、よくできました。あたしの助手が立派に育ってくれて、誇ほこりに思うわ」

　結ゆい嘉かが、気に入らないと言わんばかりに、舌打ちした。

「リョウくんはボクの助手だからね」

「結ゆい嘉か、それどころじゃないぞ」

　夜や耶やさんが嬉うれしそうにうなずく。

「そう、そう。都内で『汚きたない爆ばく弾だん』を起き爆ばくしちゃったら、どうなるかしら？　嫌いやでしょう？　では、あたしを行かせるしかないわけで」

　ピンチのはずだが、結ゆい嘉かは悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえむ。

「夜や耶や、キミの敗因を教えてあげよう」

　夜や耶やさんが頰ほおを膨ふくらませる。

「あなたね、少しは『驚おどろいたぁ』とか『してやられたぁ』という反応をしたら、どうなの？」

　結ゆい嘉かがそんな反応をするはずないな。

「夜や耶や。キミは自分の信徒を信しん頼らいしすぎたね。信徒たちは、キミを裏切らない。けど悲しいかな、人間は凡ぼんミスをするものさ。使用した防護服を処分しなかったり、ね」

　自然史博物館で押おう収しゆうした、『岩面』たちの防護服のことだな。エレナは、これは〈涅ね槃はん〉対策の防護服ではない、と指し摘てきした。なぜなら生物兵器には対応していなかったから。

　くだんの防護服が対応していたのは──

「結ゆい嘉か。あれは放射線対策の防護服だったな」

　結ゆい嘉かはうなずく。

「うん。その情報を受けて、ボクは思い出したよ。綱つな森もり総合病院が、〈涅ね槃はん〉テロ現場の１つだったとね。陽ひ菜なちゃんのお祖ば母あちゃんは、そこで放射線治ち療りようを受けた。よって医い療りよう用放射線源があるとわかる。

　夜や耶や。キミは信徒たちに放射線源を盗ぬすませるため、放射線対策の防護服を与あたえた。散布された〈涅ね槃はん〉はもう落ち切っているし、遺体からも感かん染せんしないので、生物兵器用の防護服は必要ないからね。よって、ボクは推理したのさ。キミの奥おくの手てが『汚きたない爆ばく弾だん』とね」

『岩面』たちは、医い療りよう用放射線源の強ごう奪だつにも加わっていた。のちに〈涅ね槃はん〉散布要員として、自然史博物館に向かったわけか。

　だが自然史博物館には、『汚きたない爆ばく弾だん』はなかった。『汚きたない爆ばく弾だん』要員によって、別のところに運ばれたわけか？

　夜や耶やさんは、まだアジトを持っているのか。それが、どこにあるのかは見当もつかない。

　結ゆい嘉かが『あるもの』をパチンと弾はじく。

「『汚きたない爆ばく弾だん』がどこにあるのかも、これが教えてくれたよ」

　テーブルを転がるのは、自然史博物館で拾った黒くろ水すい仙せんのバッジだ。

「喜亡教の本部だね」

　おれと結ゆい嘉かが潜せん入にゆうして、〈狡ずるい狐きつね〉と対決した場所だな。

「喜亡教はギネス級のスピードで、解散したね。これには、〈狡ずるい狐きつね〉が裏で動いたことも大きいのだ。本部を空き建物にして、夜や耶やの信徒のアジトにするためさ」

　夜や耶やさんはテーブルを人差し指で叩たたく。

「そういえば、あなたの『飼い犬』を見ないと思っていたわ。萩はぎ野の美み奈なだったかしらね」

　まさか、萩はぎ野のさんが先ほど『奪だつ取しゆした』と報告してきたのは。

「結ゆい嘉か。お前、萩はぎ野のさんを単身で行かせたのか？　さすがに無茶すぎだろ」

「そうでもないよ、リョウくん。信徒たちは夜や耶やの許可なくしては『汚きたない爆ばく弾だん』を起き爆ばくできない。切り札だものね。よって起き爆ばくもできない『汚きたない爆ばく弾だん』を死守しながら、ハギちゃんと戦わねばならない。この有利さがあれば、ハギちゃんなら余よ裕ゆうさ」

　萩はぎ野の美み奈なに尊敬の念を覚える日が来ようとは。おえっ。

　結ゆい嘉かは夜や耶やさんに微笑ほほえみかける。

「夜や耶や。『汚きたない爆ばく弾だん』は、ハギちゃんが奪だつ取しゆずみ。切り札をなくしちゃったけど、ご感想は？」

　おれは夜や耶やさんを見守った。結ゆい嘉かに出だし抜ぬかれ、切り札を奪うばわれた。これは世よ々よ結ゆい嘉かに敗北したといえるのではないか。

　では、夜や耶やさんも聞くのだろうか？

　鐘かねの音を。

　ふいに夜や耶やさんは、笑い出した。お腹なかを抱かかえて、人目も憚はばからず呵か呵か大笑する。やがて笑いの発ほつ作さが治まり、最後に目じりの涙なみだを拭ぬぐった。

「まぁ、いいわ。たまには負けるのも、新しん鮮せん味みがあっていいものね」

「新しん鮮せん味み？　キミ、いままでよほど弱い相手とばかり、ゲームをしてきたのだねぇ」

　夜や耶やさんは脱だつ力りよくした様子で、椅い子すに身を預ける。ふと思いついたように、言った。

「ドラゴンがあくびをしたら、ほとんどの騎き士しは『ドラゴンは眠ねむたいようだ』と考える。一ひと握にぎりの賢けん明めいな騎き士しだけが、真実に辿たどり着つける。『ドラゴンはいま目覚めたのだ』とね。あたしは、見たわ。悪い悪いドラゴンのあくびを」

　おれは内心で首を傾かしげた。ドラゴン？　なんの喩たとえだ？

　夜や耶やさんは話題を変えたらしく、虚こ空くうを見つめながら言う。

「リョウちゃん、覚えている？　愛あい莉りとリョウちゃんで、結けつ婚こん式しきを挙げたことがあったわよね。あたしが牧師役だったわ」

　結ゆい嘉かが、おれに目配せした。結ゆい嘉かの『滅ほろぼせなかったときの予備プラン』の合図だ。

　おれは背広の内ポケットから、麻ま酔すい薬入りの注射銃じゆうを抜ぬいた。

「ああ。忘れるはずがない。おれは６歳さいだった。夜や耶やさんは８歳さい、愛あい莉りは４歳さいだ」

　夜や耶やさんの瞳ひとみに、２つの感情が浮うかび上あがる。

　悲ひ哀あいと。

「あたしは、あの日々を取とり戻もどすわ。そして愛あい莉りにとって、リョウちゃんは必要な存在。だから、あたしもリョウちゃんを傷つけないように努める。けれど」

　決意。

「この先も、愛あい莉りよりユイカを選ぶというのなら、あたしは考えを変えなければいけない。あたしに、そんなことはさせないでね」

　おれは立ち上がり、夜や耶やさんのもとへ行く。注射銃じゆうを、夜や耶やさんの白い首に押おし当あてる。そのそばには、古い傷がある。６年前、追つい跡せきチップを抉えぐり出したところだ。

　夜や耶やさんは夢みるように言った。

「結けつ婚こん式しき。懐なつかしい、幸せな思い出よね。あなたと愛あい莉りが見つめ合い、あたしはこう言ったわ。健すこやかなるときも、病やめるときも、喜びのときも、悲しみのときも、その命あるかぎり、愛を尽つくすと誓ちかいますか？」

　おれは引き金を引いた。

　夜や耶やさんが囁ささやく。

「誓ちかいます」

　麻ま酔すいが効き、夜や耶やさんは眠ねむりへと落ちた。深い、眠ねむりへと。

「おやすみ、夜や耶やさん」




　陽ひ菜なと疾風はやてが急ぎ足で来る。疾風はやてはなぜか注射器を持っていた。

　おれが質問する前に、結ゆい嘉かが素早すばやく言う。

「この場は上層部に監かん視しされているからね、気づかれないようにやれるかな？」

　陽ひ菜なが答える。

「起き爆ばく装置への妨ぼう害がい電波、これが誤作動したフリで、上層部の監かん視し装置を遮しや断だんしていますよ。ただし、１分も持ちません」

「まった、陽ひ菜な。よくわからないが、起き爆ばく装置のほうは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「蒼あお井いさんの分際でいい質問ですね。ご安心を。そちらの妨ぼう害がい電波も出していますよ」

　疾風はやてが注射器を片手にして、

「ボス。失敗しても、そいつは米よね盛もりのせいだぜ。オレの責任は、コレを注入するまでだ」

「うまくいくよ。ボクのゲームだもの」

　おれは注射針を目で追ったが、慌あわてて顔を背そむけた。なんてグロいところに、ぶっ刺さすんだ。

　それから、眠ねむり続ける夜や耶やさんは、護送車に乗せられた。零ぜろ局きよくの収容所へと移送するためだ。護送車が走り去るのを見届けてから、おれは椅い子すに座すわった。

　夜や耶やさんは改心してくれなかったが、滅ほろぼされもしなかった。そんなに悪くない結末だったのかな？

　そばにいる結ゆい嘉かを見やる。護送車を見送ったオッドアイの瞳ひとみには、いまにも獲え物ものを狩かろうという鋭するどさがあった。オオカミ・フードを目ま深ぶかに被かぶり直す。

　臨戦モードは解かれていない。

　どうやら、おれが思うよりも、この結末は厳しいものだったらしい。





──西にし浦うら芽め依い──　






　西にし浦うら芽め依いは先日、18歳さいになった。

　そして、父親からこの仕事を受うけ継ついだ。芽め依いは本心では拒きよ否ひしたかったが、世せ襲しゆう制なので仕方ない。

　芽め依いの父は45歳さいで引退だ。この職業は精神を蝕むしばむ。選手寿命は平均して15年間で、父は良くやったほうだ。

　２時間前、初仕事は〈[image: ]６〉で行われると通達があった。ところが急きゆう遽きよ、〈[image: ]２〉に変わった。〈[image: ]６〉の『宿主』が、バイオテロの影えい響きようで、いまだ警察によって封ふう鎖さされているためらしい。たしか、そこは綱つな森もり総合病院だったはず。

　そういうわけで芽め依いはいま、〈[image: ]２〉にいた。鴨かも葱ねぎ銀行・渋しぶ谷や支店の地下50メートルにある、零ぜろ局きよくの極ごく秘ひ支部。

　通つう称しよう、ブラックサイトに。

　都内だけでも13か所あるブラックサイトは、すべて民間の建物に『寄生』している。総合病院の隔かく離り病びよう棟とうや、都市銀行の地下金庫室として。存在を知っているのは、ほんのごく一部。

　残念ながら、芽め依いもその１人となった。

　鴨かも葱ねぎ銀行の地下にあるブラックサイトは、テニスコート一面分くらいの広さだ。芽め依いの道具を抜ぬかせば、椅い子すが一脚きやくあるだけ。出入りできるのは鋼鉄の扉とびらのみ。

　芽め依いは道具のチェックをする。口や肛こう門もんに入れて使う電気棒、皮ひ膚ふを薄うすく剝はぐためのナイフ、水責めのための水タンク、痛みを増ぞう幅ふくさせる各種薬と、万が一の心停止に備えたＡＥＤ。

　人事課に入って、これがはじめての仕事、はじめての拷ごう問もんだ。

　失敗は許されない。

　鋼鉄扉とびらが姿見がわりとなるので、身だしなみを確かく認にんする。三つ編みに眼鏡は、文系女子という感じだが、学校では図書委員なので間ま違ちがってはいない。拷ごう問もん用の衣い装しようはレインコートのようで、動きにくいのが難点。

　ふいに扉とびらが開いて、『主役』と『観客』が入ってきた。芽め依いは慌あわてて後退する。

『観客』は、零ぜろ局きよく本部に属する者だ。彼かれらは役員と呼ばれている。

　芽め依いの父の話では、拷ごう問もんには必ず役員が立ち会うらしい。今回の役員は１人で、40代。鳥類のような顔をしている。

　この役員を護衛するため、武ぶ装そうした秘書課員が６人続く。

　この『観客』たちに対し、『主役』は１人だけだった。

　芽め依いがショックを受けたことに、同年代の女性だ。そして、とても美しかった。雪のような肌はだ、ブラックサイトの薄うす暗ぐらさの中でも映はえる白銀の髪かみ。なによりも、捕ほ虜りよの身でありながら、生き生きと輝かがやく、その瞳ひとみ。

　秘書課員によって、女性は乱暴に椅い子すに座すわらされた。なぜか、女性の右手は鍋なべつかみのようなもので、覆おおわれている。

　役員が女性の前に立ち、低い声を出す。

「赤あか羽ばね夜や耶や」

　すると女性は小首を傾かしげて、

「世々のほうがいいわね。実親の苗みよう字じなのよ」

「貴様は〈涅ね槃はん〉を持っていた。赤あか羽ばね夫妻の『遺産』だろう。これにより、赤あか羽ばね夫妻の〈９月７日事件〉への関かん与よが明らかとなった。だから貴様に尋たずねよう。〈涅ね槃はん〉と共に島外へと流出した、かの〈設計図〉はどこにある？」

　芽め依いは願った。〈設計図〉がなにかは見当もつかないが、夜や耶やという女性が、在あり処かを明かすことを。そうすれば、拷ごう問もんの必要はなくなる。

　芽め依いは、世よ々よ夜や耶やを傷つけたくなかった。大おお袈げ裟さではなく、それは人類への冒ぼう瀆とくに思えた。

　そのときだ。まだ出番ではない芽め依いは、役員や秘書課員たちより後ろにいた。それなのに、夜や耶やと目があった。

　夜や耶やが声は出さず、くちびるだけを動かす。

『伏ふせて』

　従わないという選せん択たく肢しはなかった。芽め依いはその場にうずくまり、床ゆかを見た。

　衝しよう撃げき波はと爆ばく音おんが同時に起こり、銃じゆう声せいと男たちの怒ど声せいが轟とどろいた。役員の「なんだ！　なんだ！」という叫さけび声ごえも。

　そして、静せい寂じやくが舞まい降おりた。

　芽め依いは恐おそる恐おそる顔を上げた。夜や耶やが椅い子すに座すわったまま、足を組んでいる。無事のようでホッとした。

　その近くには、秘書課員の死体が転がっていた。６人とも、何発も被ひ弾だんしている。

　秘書課員たちを始末したのは、襲しゆう撃げき者たちだ。こちらは８人いて、やはり全員が武ぶ装そうしている。銃じゆうの知識はかじった程度だが、独特の形状から、彼かれらが持つのがＦＮＰ90とわかる。

　視線を動かすと、入口がポッカリと開いていた。襲しゆう撃げき者たちは鋼鉄扉とびらを外から吹ふき飛とばしたようだ。

　最後に芽め依いは、役員を見た。撃うたれてはいなかったが、へたり込こんでいる。

　夜や耶やが立ち上がり、役員のもとへ歩いていく。

「苦労したわ。零ぜろ局きよく本部の人間、あなたのような役員を確保するまで。やっと報むくわれたけれど」

　役員は夜や耶やを睨にらみつけた。

「はじめから、これが狙ねらいだったのか？　わざと世よ々よ結ゆい嘉かに捕つかまったというのか？」

「〈涅ね槃はん〉というカードを見せれば、そちらが〈設計図〉と関連付けるのは読めていたわ。あたしが捕つかまれば、役員自らが出張ってくることも。〈設計図〉の在あり処かを聞き出すために、ね」

　芽め依いは考える。詳くわしくはわからないが、どうやらこういうことらしい。

　夜や耶やは、わざと捕つかまり、自らを餌えさにした。〈設計図〉を所持している、と臭におわせることで、役員をブラックサイトにおびき寄せた。

　そして、この逆転劇に至った。

　役員は、襲しゆう撃げき者たちを見て、

「しかし、なぜ奴やつらは襲しゆう撃げきできた？　世よ々よ夜や耶や。貴様は体内までスキャンし、追つい跡せき装置がないことは確かめてある。５台の囮おとりの護送車を使うことで、尾び行こうも回かい避ひしたはずだ」

　夜や耶やはクスっと笑った。

「『ある人』から、都内のブラックサイトの場所をすべて教えてもらったの。だから、あたしの可愛かわいい同志たちは、ブラックサイトの近くで待機できていたわけ」

「だが今夜、貴様がこの〈[image: ]２〉に移送されるとは限らなかったはずだ」

「限るわよ。あなたたちが、あたしを確保した場所から、最も近いブラックサイトを使うことは予測できたわ。移送が長引けば、それだけ不測の事態が起きる可能性が出てくるものね？

　ただね、例のスクランブル交差点からは、等しい距きよ離りにブラックサイトが２か所あったの。ユイカとの会見場所は、動かせない。そこで選せん択たく肢しの片方を排はい除じよすることにしたわ」

　芽め依いは理解した。綱つな森もり総合病院のバイオテロを起こしたのは、夜や耶やなのだ。

　しかも、その理由は、ブラックサイトを使えなくするため。実際、警察が綱つな森もり総合病院を封ふう鎖さしているため、そこにある〈[image: ]６〉は使えず、この鴨かも葱ねぎ銀行の〈[image: ]２〉となった。

　なんて恐おそろしい──そして無む駄だがないのだろう。

　まるで、至高の拷ごう問もんのようだ。

　夜や耶やは右手の鍋なべつかみを外して、捨てた。

「こんな意味のないものを、嵌はめさせてくれちゃって」

　役員は苦々しげに言った。

「右手で触ふれる、という発動条件も噓うそだったわけだな」

「発動条件だけではないわよ。ユイカが推理した、あたしの〈心壊者オルドルサイド〉能力自体が、見当はずれもいいところだわ。まぁ、そう過あやまって推理するよう、誘ゆう導どうしたのだけれど」

「ありえん。貴様は、信徒たちを作ったではないか。貴様を崇すう敬けいし、平へい伏ふくする信徒たちを」

　すると夜や耶やは笑い出した。お腹なかを抱かかえて、楽しそうに。それから涙なみだを拭ぬぐって、

「そうね。あたしは、たくさんの信徒を作った。彼かれらは、あたしのためなら喜んで死ぬでしょうね。だけれど、絶対的な勘かん違ちがいがあるわよ、役員さん」

　芽め依いは、見み惚とれた。

　いまや夜や耶やの瞳ひとみは、燃えるように輝かがやいている。かがり火のような優やさしい『炎ほのお』ではない。人々を焼やき尽つくし、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくへと叩たたき落おとす、無む慈じ悲ひな『炎ほのお』だ。

　直感的に芽め依いは思った。世よ々よ夜や耶やは、天使──いや堕だ天使に愛されている。

　そして、夜や耶やは言う。

「他者から崇すう敬けいされるなんてこと、〈心壊者〉能力がなくても簡単なのよ」

　役員が言葉を絞しぼり出だす。

「私を生かしておいて、どうするつもりだ？」

「あたしは局長とお喋しやべりをしたい。大切なものを取とり戻もどすために。けれど、局長は闇やみの中。誰だれも知らない、誰だれも聞いたことがない、誰だれも見たことがない。ただし例外がある」

「役員。本部に属する我々か。だが、世よ々よ夜や耶や。貴様の思おも惑わく通りに事が運ぶのは、ここまでだ。私は局長のことを、売うり渡わたしたりはせんぞ」

　夜や耶やは腕うで組ぐみして、困ったように溜ため息いきをついた。

「そうよね。役員にだって意地はあるわよね。あたしの同志には、記き憶おくを読める〈彼かれら〉はいないし」

　襲しゆう撃げき者の１人、長身瘦そう軀くでなぜか革かわ手て袋ぶくろをした男が、夜や耶やに言う。

「私は指し摘てきする──佐さ崎さき雄ゆう介すけを使い捨てたのが間ま違ちがいだ。佐さ崎さきならば、『私は尋たずねられたことを白状する』という思考を上書きできたはず」

「バカね、東とう郷ごうくん。上書き思考で『白状する』としたかったら、白状する内容まで設定しなきゃダメなのよ。それだと、もう白状させる意味がないでしょうが」

　役員は、東とう郷ごうという男を見やる。

「喜亡教を裏で操あやつっていた男か。あそこの複数口座から、20億もの寄付金が消えたそうだな」

「軍資金は多いに越こしたことないでしょ？　さてと」

　そう答えた夜や耶やは、視線を巡めぐらせ──芽め依いを見た。

「話はぜんぶ聞いていたでしょう、西にし浦うら芽め依いちゃん？」

　芽め依いは、なぜ名前を知られているのか、訊きくことにした。緊きん張ちようしたときのくせで、生まれ故郷の方言が出た。

「名前どご、なして知ってらの？」

　夜や耶やが歩いてきて、芽め依いの手を握にぎる。あたたかな手だった。

「あなたのお父さんがね、あなたは人事課には向いてないって。もっと伸のび伸のびとできるところで、拷ごう問もんの腕うでを発揮して欲ほしいって。優やさしいパパね」

　芽め依いはハッとする。夜や耶やにブラックサイトの場所を教えた『ある人』とは、父。

　世よ々よ夜や耶やは役員を親指で指さし、魅み力りよく的な笑えみを浮うかべた。

「彼かれの口を割らせるの、手伝ってくれるかしら？」

　女め神がみが現れて、進むべき道を示してくれたとしよう。

　それに背そむく人間などいるのだろうか？





日付変わって　

９月４日　ＡＭ２時21分　






　コンビニで棒付きキャンディをまとめ買いして、〈教会〉車庫の移動指揮車・捜そう査さルームへと帰き還かん。ずっと思っていたことを、おれは独立宣言の如ごとく、厳おごそかに言わせてもらう。

「いいか、世よ々よ結ゆい嘉か！　助手の仕事は、パシリではないぞ！」

　いつものオオカミ・フードを被かぶり、フワフワなソファに埋うもれていた結ゆい嘉か。その身のこなしは早かった。おれから袋ふくろをぶん取ると、イチゴ味の棒付きキャンディを選んで、くわえる。

　それから、不ふ機き嫌げんそうに言う。

「いつになったら上映が始まるのだ？　こら陽ひ菜なちゃん、ダメ奴ど隷れいの烙らく印いんを押おしちゃうよ」

　結ゆい嘉かが凝ぎよう視ししているのは、捜そう査さルーム中央に浮うかんだホロウインドウだ。そこで開始されるはずのリアルタイム動画だが、いまだ始まらず、真っ暗。

　座ざ布ぶ団とんの上で煎せん茶ちやをすすってから、陽ひ菜なは溜ため息いきをついた。

「世よ々よさん、辛しん抱ぼうしてください。電波が入らなければ、映像も始まらないわけでして」

　護送車を見送ったあと、おれたちは移動指揮車で〈教会〉に戻もどった。のち、疾風はやてとエレナは帰宅。また萩はぎ野のさんは、いまごろ『汚きたない爆ばく弾だん』を零ぜろ局きよく支部へと運んでいる。会計課員に任せては、夜や耶やさんの信徒に奪だつ還かんされる危険があるからな。

　おれ、結ゆい嘉か、陽ひ菜なは、捜そう査さルームで待機して、くだんの動画の開始を待っていた。

　日付が変わるころだったな、結ゆい嘉かがココにいたる推理を披ひ露ろうしたのは。

「ポイントは、自然史博物館に落ちていた黒くろ水すい仙せんバッジさ。あれは除じよ菌きんスプレーで拭ふかれてあったのだ。なんのためかな？　バッジに付いた指し紋もん・ＤＮＡを消すことで、身み許もとを突つき止とめられないようにするためさ。

　では、すでに身み許もとがバレている〈狡ずるい狐きつね〉が行ったことではないね。そもそも〈狡ずるい狐きつね〉なら、いつも革かわ手て袋ぶくろをしているし。ゆえに、こう考えられるね。〈狡ずるい狐きつね〉ではなく、かつ身み許もとを隠かくしたい夜や耶やの信徒が、黒くろ水すい仙せんバッジを置いておいた、と。

　そうだよ。バッジは、仕し込こまれたものなのだ。ボクに対して、ヒントを残すためさ。喜亡教の本部に『汚きたない爆ばく弾だん』があるぞ、と推理させるため。では、夜や耶やの目的とは？

　もちろん、ボクに捕つかまることさ。『世よ々よ結ゆい嘉かに出だし抜ぬかれた』というシナリオのため。『汚きたない爆ばく弾だん』という切り札をこちらに奪うばわれたのも、織おり込こみ済みだったのだ」

　そこで結ゆい嘉かもシナリオに乗っかったうえ、１つ細工をしたわけだ。夜や耶やさんを利用して、愛あい莉りを壊こわした犯人を見つけ出すために。

　この細工こそが、疾風はやてが注射器で挿そう入にゆうしたグラース・カメラだ。もちろん、入れたのは夜や耶やさんの眼球。急なことで一個しか用意できず、右みぎ眼めのみ。

　よって、いまリアルタイムで受信している映像こそ、夜や耶やさんの眼球グラース・カメラからのものなのだ。訂てい正せい。リアルタイムで受信している『はずの』映像こそ、だな。

　眠ねむらされた夜や耶やさんが、なぜか鴨かも葱ねぎ銀行の渋しぶ谷や支店に運ばれたところまでは、追つい跡せきできた。

　が、そこで電波が途と切ぎれてしまい、ネット経由での追つい跡せきだけでなく、目覚めた夜や耶やさんの視点映像を見ることも不可能となった。

　こんな状じよう況きようになってから、もう３時間だ。陽ひ菜なの説明では、夜や耶やさんは現在、電波を遮しや断だんする空間──ようは地下室にいるらしい。

　ふと、おれは疑問に思う。

「結ゆい嘉か。グラース・カメラといっても、スキャンとかされたらバレるんじゃないか？」

「全身をスキャンしたつもりでも、眼球までは調べないものさ。そんなところに、追つい跡せき装置とか、ましてや極きよく微びカメラがあるとは思わないからねぇ。まさしく、盲もう点てんだよ」

　突とつ然ぜん、ホロ・ダイアログボックスが出現し、陽ひ菜ながハッとする。

「電波が入りました！　映像、来ますよ！」

　動画が始まる。すなわち、世よ々よ夜や耶やの視点映像が。

　扉とびらが映る。が、それからは静止画のように動かない。

　まてよ、開閉ボタンが見えるから、ここはエレベーターの箱の中か。やはり夜や耶やさんは鴨かも葱ねぎ銀行の地下室にいて、いまエレベーターで上がっている、ということなのか。

　結ゆい嘉かがアメを舐なめるのも忘れて、興味深そうに言った。

「感じからして、夜や耶やは拘こう束そくとかされてはいないようだね」

　音声は入らないので、夜や耶やさんがいまなにかを話していても、聞くことはできない。

　ふいに扉とびらが開いた。とたん、夜や耶やさんの視界いっぱいに、武ぶ装そうした兵士たちが姿を現す。短機関銃じゆうを構えたのが、10人はいるぞ。

「結ゆい嘉か、彼かれらは秘書課だ！　連中、地上階で夜や耶やさんを待まち伏ぶせていたのか！」

　このままでは、夜や耶やさんが蜂はちの巣すにされてしまう。

　刹せつ那な、視界内にいる秘書課員たちが倒たおれた。１人残らず、あまりにも呆あつ気けなく。

　なにが、起きた？

　夜や耶やさんが後ろを向くと、こちらにも武ぶ装そうした男たちがいた。だが、彼かれらは夜や耶やさんの敵ではないようだ。信徒たちなのか。

　なぜか、三つ編みの少女が混ざっている。しかもレインコートみたいな服が、ぐっしょりと血で汚よごれていた。あれは返り血か？

　また、見知った顔もいた。喜亡教本部で対決した、〈狡ずるい狐きつね〉だ。ちょうど、なにやら言っている。結ゆい嘉かが、そのくちびるの動きを読んで『通訳』した。

「『私は懇こん願がんする──夜や耶や。ようやく発動条件が整ったからといって、嬉き々きとして能力を使う、いまのようなことは、二度と行わないでもらいたい。我々が、君の盾たてとなるべきときだったのだ』」

　夜や耶やさんの視点が動いて、エレベーターの外、前へと動き始める。夜や耶やさんが歩いていく。倒たおれた秘書課員たちへの興味はなくしたようだが、それでも彼かれらを跨またぐとき、下を見た。

　１人の秘書課員の顔が、『足元』の距きよ離りに見える。その顔は、まるで抜ぬけ殻がらだ。目は空っぽで、口はだらりと開いている。〈傀かい儡らい師〉や〈死の舞ぶ踏とう〉の最さい期ごと同じだ。

　おれは愕がく然ぜんとした。

「夜や耶やさんは、彼かれらの自じ我がを、心を壊こわしたというのか？　だけど、夜や耶やさんは《感情》型じゃなかったのか？」

　結ゆい嘉かが、屈くつ辱じよくに満ちた声こわ音ねで言う。

「そう思おもい込こまされていたのだ。スクランブル交差点で、夜や耶やはボクに対して言ったよね。『ユイカという汚けがらわしい自じ我がは、あたしが消してあげる』と。これは、やはりそのままの意味だったのさ」

「訳がわからない。なら、信徒たちの異常な忠誠心は？　『崇すう敬けい』を植え付けられていなくちゃ、あれは説明がつかないだろ？」

　それとも、説明なんか簡単に付くのか？

　真のカリスマ性を持った人間には、〈心壊者オルドルサイド〉能力さえも不要なのか？　ただ存在するだけで、ある種の人たちを惹ひきつけ、純じゆん粋すいな気持ちで狂きよう信しん徒とへと変えてしまえるのか？

　夜や耶やさんが鴨かも葱ねぎ銀行の外へ出ると、迎むかえの車が現れた。それに乗のり込こむ。

「結ゆい嘉か、次はどうす──！」

　おれはギョッとした。結ゆい嘉かの両の瞳ひとみが、真しん紅くの輝きを放っている。滅ほろびの力を発動するわけでもないのに。こんなことは、初めてだ。

「ふむ。どんな発動条件にしても、一度に10人もの自じ我がを壊こわすとはねぇ。人間の業わざとは思えない。リョウくん、ボクのお姉ちゃんは怪物だよ」

　おれは固かた唾ずを吞のんだ。

「……おれたちは、夜や耶やさんに勝てるのかな？」

　結ゆい嘉かは立ち上がり、笑えみを浮うかべる。２つの感情が見られた。面おも白しろくなってきたね、という感情が９割を占しめているが、そこに悲ひ壮そうさが小さじ一杯ぱい分。

「勝てるさ。ただ、この『戦争』が終わったとき、無傷でいたいなんて、そんな甘あまいことを考えちゃダメだよ。犠ぎ牲せいを払はらう覚かく悟ごがないと、負けちゃうからね」

　陽ひ菜なが顔を青ざめさせて、口をぱくぱくしている。まぁ、気持ちはわかる。だが、おれはそんな情けない姿をさらすわけにはいかない。

　結ゆい嘉かと約束したからな。

　たとえ地じ獄ごくへの片道旅行でも、お前のそばにいるのが蒼あお井い諒りよう助すけだ、と。

　おれは結ゆい嘉かの頭に、ポンと片手をのせた。

「じゃ進み続けるか、世よ々よ結ゆい嘉か」











あとがき






　はじめまして、久く我が悠ゆう真まです。生まれてはじめての『あとがき』なので、気合を入れて書きたいと思います。

　さらに読みやすさを意識して、改行も多めです。

　文章の途と中ちゆうでも改

　行して、より『わーい、改行が多いぞ』を意識していきます。

　テンポの良さも考こう慮りよして、『一行開け』も適度に行います。




　こんな感じです。




　速すぎてわからなかった方のために、スローモーションでもう一度。




　こんな感じです。




　担当編集のＴ・Ｋさま、Ｍ・Ｅさま、Ｋ・Ｋさま、長いあいだ（この期間で『ＭＣＵ』映画が10本公開されましたね）私を見捨てず、ご指導いただきまして、感謝してもしきれません！




　ｍｉｔａｎさまには、世よ々よ結ゆい嘉かたちに命を吹ふき込こんでいただきました。各キャラの個性をより良くするアイディアも沢たく山さんいただきまして──萩はぎ野の美み奈なのアホ毛でハートとか──この上なく嬉うれしい限りです。ありがとうございます！




　また執しつ筆ぴつに際しては、次の書しよ籍せきを参考にさせていただきました。参考にした範はん囲いにおいて、本編内で誤った描びよう写しやがありましたら、物語の都合か、私の勉強不足です。申しわけない。




　◆◆◆主要参考文献◆◆◆

『必携 ＮＢＣテロ対処ハンドブック』　ＣＢＲＮＥテロ対処研究会編（診断と治療社）

『あなたのセキュリティ対応間違っています』　辻伸弘著（日経ＢＰ社）

『図解検死解剖マニュアル』　佐久間哲著（同文書院）




　最後に、拙せつ著ちよを手に取って下さった皆みな様さま方がた。本当に、ありがとうございました！

　次巻でも、お会いできることを祈いのりまして。


久く我が悠ゆう真ま



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「久我悠真先生」係

「mitan先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











[image: ]










滅ほろび時どきだと彼かの女じょは告つげた




＃異い能のう犯はん罪ざい捜そう査さ〈零ぜろ局きょく〉








久く我が悠ゆう真ま





電撃文庫





2018年10月10日　発行





©Yuma Kuga 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『滅び時だと彼女は告げた　#異能犯罪捜査〈零局〉』

2018年10月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/p282.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p155.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/kuchie-003-005.jpg





item/image/gaiji-cid710.png





item/image/p076.jpg
INERE RELHERGE0 2 (DER) Lo
~KEESTE [)QH E| o —~ogeR—ioR I e’
AR R BT REOE -0 e QIR U 0°
~KEESERE (H) DU
B OREREDT — <R O 0 )RR S R°

B e A T

—KXEEREULRL L& NENRE O LEREED omes L B vt e’





item/image/p075.jpg
\

/i}@c" [N =/ \
&k E Tk
A PR B R BB (B R

Chase.2






item/image/allcover-001.jpg
; ‘<k>muw
/a)i’%rmm

ﬂﬂﬁv ‘5:%*')&7o<r

—kv—s ol ki
FOREENPETIEDo T ’}4(
7] < <A > D1
ThHH Y Filekrr
PERER AT L7l &
b5
L OP-T? LA VIvD
UWW‘ILU}JT?

A1k

L774L *1_1"1‘7«/7,

~
.

(TH) IR e 4+

DHEIRERRENRCH

RS

m

Ex e

BEODLIL






item/image/p068.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/p143.jpg





item/image/p227.jpg
Chase.4






item/image/p149.jpg





item/image/p027.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		Chase.1



		Chase.2



		Chase.3



		Chase.4



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-cid7610.png
No





item/image/p013.jpg
W O Rt

kB E T | O N

PE BN R EE(F R
/ Chase.1






item/image/gaiji-cid1028.png





item/image/kuchie-001.jpg
A
Wﬁﬁ%ﬁ_aﬁﬁ By |
BEETZN VEXETR)
. . 48





item/image/p093.jpg





item/image/gaiji-cid739.png





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/kuchie-002.jpg
CONTENTS

She told me it is time to perish.

Chase.1 P013

Chase.2 |~ P075

Chase.3  P149

(@ EE!

FHLLOBA %






item/image/kuchie-006-008.jpg





item/image/p009.jpg
ot A 2.

#RELBEE (ER)

AKEE

A4 Z X ,/mitan





